



























  
   本电子书的封面和插图可能会在下载完成后发生改变。

   本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

   


   本电子书采用竖版阅读模式。

   本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

   由于阅读系统的版本不同，部分章节可能显示错误。

   また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

   


   本作品在正篇结束后，还收录了角川BOOKS『无貌的退役佣兵想要老婆 1』（作者：リュート　插画：へいろー）的试读版。

   本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『フェイスレス・ドロップアウト １　無貌の引退傭兵はお嫁さんが欲しい』（著：リュート　イラスト：へいろー）のお試し版が収録されています。
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    序章

    プロローグ

   

   


   


   　小型情报终端的闹钟声让我醒了过来。虽然感觉脑袋和身体深处还残留着些许困意和疲劳，但因为大部分原因都出在我身上，所以我决定无视它们。稍微活动一下身体，洗个澡应该就能把它们赶跑了吧。

   　小型情報端末のアラーム音で目が覚めた。頭と身体からだの芯しんにまだ幾ばくかの眠気や疲れが残っているような気がするが、だいたい自分が原因なので無視することにする。少し身体を動かしてシャワーでも浴びれば吹き飛ぶだろう。

   「呼啊……早安。」

   「ふぁ……おはようごじゃいましゅ」

   　或许是被我起床的声音吵醒，睡在旁边的蜜蜜也醒了过来。刚睡醒时那慵懒的声音可爱得不得了。

   　俺が起きたのに釣られたのか、隣で寝ていたミミも目を覚ましたようだ。寝起きの蕩とろけるような声が途と轍てつもなく可愛かわいい。

   「你再睡一会儿也没关系哦。」

   「まだ寝てても良いぞ」

   「希罗大人起床的话，我也要起床……嗯，好，起床吧。」

   「ヒロ様が起きるなら私も起きます……ん、よし。起きましょう」

   　蜜蜜原本睡眼惺忪的脸庞一下子变得精神抖擞。和刚上这艘船的时候相比，她现在起床时清醒得多了。这应该也是她逐渐习惯佣兵生活的证据吧。

   　しょぼしょぼとしていたミミの顔がしゃきっとする。この船に初めて乗った時と比べると随分と寝起きが良くなったように思う。それも彼女が傭よう兵へい生活に慣れてきたことの証左なのだろう。

   　虽然和后悔有点不一样，但看到她这种改变的部分，我有时会感到一种类似罪恶感的情绪，担心自己是不是扭曲了她原本应有的模样。虽然我觉得要是第一次见面时——不对，要是第一次看到她时我没有介入，她的未来应该会更加黑暗，但我还是忍不住这么想。

   　後悔……とも少し違うが、こういう彼女の変わってしまったのであろう部分を見てしまうと、俺が本来あるべきであったミミの姿を歪ゆがめてしまったのではないかと罪悪感のようなものを覚えることがある。最初に出会った時、いや見かけた時に俺が介入しなければ彼女の未来はより暗いものになっていたのだろうとは思うが、それでもそう思ってしまう。

   　不过，考虑到蜜蜜的好运气，就算我没有介入，她或许也能自己想办法解决……不，说这种假设性的话也没用。

   　案外、ミミの豪運ぶりを考えると俺が介入しなくともなんとかなっていたのかもしれないが……いや、なんというかｉｆの話をしても仕方がないか。

   「先去冲个澡吧」

   「まずはシャワーだな」

   「好的！一起把身体洗干净吧！」

   「はい！　綺き麗れいにしましょうね！」

   　我和抱住我胳膊的蜜蜜一起走向淋浴室。哎呀，刚起床就和巨乳美少女一起洗澡。自从来到这个世界，我真是变得了不起了啊。

   　腕に抱きついてきたミミと一緒にシャワールームへと向かう。いやはや、起き抜けに巨乳の美少女とシャワーとは。こっちの世界に来てからというもの、我ながら偉くなったものだよな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　和蜜蜜一起度过愉快的淋浴时间后，我们前往食堂，发现那里已经有人先到了。

   　ミミと楽しい楽しいシャワータイムを終えて食堂へと赴くと、そこには既に先客がいた。

   「两位，早上好」

   「おはよ、お二人さん」

   「早安，艾尔玛。看你一大早就这么精神，昨晚喝了不少吧？」

   「おはよう、エルマ。朝からしゃっきりしてるってことは昨夜ゆうべは深酒したな？」

   　一大早就大口吃着人造肉排和自动调理器做的土豆沙拉（类似）的，是我们佣兵团二号机安特利翁的驾驶员，银发宇宙精灵艾尔玛。

   　朝っぱらから人造肉のステーキと自動調理器製のポテトサラダめいたものをモリモリと食べているのはうちの傭兵団の二番機であるアントリオンのパイロット、銀髪宇宙エルフのエルマである。

   　和她纤细的外表相反，她的身体能力比我还要强。披着精灵皮的猩猩……要是这么说的话，她会用物理手段让我弯下腰，所以绝对不能说出口。

   　華きや奢しやな見た目に反して単純な身体能力は俺よりも高い。エルフの皮を被かぶったゴリラ……とか言うと物理的に身体を折り曲げられてしまうので決して口にしてはいけない。

   「有什么关系嘛。酒是人生的润滑剂」

   「別に良いでしょ。お酒は人生の潤いよ」

   「要是被翔子医师骂了我可不管哦」

   「ショーコ先生に怒られても知らんぞ」

   　从艾尔玛的反应来看，她一大早就被简易医疗舱照顾了一番。虽然最近成为我们船医的翔子医师不是那种会说三道四的人，但要是太过火的话，应该还是会得到她的责备吧。

   　エルマの反応を見る限り、朝っぱらから簡易医療ポッドのお世話になったことは明白である。最近うちの船医になってくれたショーコ先生はあまり細かいことを言うような人ではないが、度が過ぎればお小言を頂ちよう戴だいすることになるのではなかろうか。

   「啊，早安。你们两个都起床了啊。」

   「あ、おはよーさん。二人とも起きてきたんやね」

   　我和蜜蜜小姐一起从自动调理器铁人·五代那里接过早餐后，一个充满活力的声音在食堂响起。我将视线转过去，那里站着红发和蓝发的少女——不对，是两个矮人。

   　ミミと一緒に自動調理器のテツジン・フィフスから朝食を受け取っていると、元気な声が食堂に響いた。視線を向けると、そこには赤い髪と青い髪の少女──ではなくドワーフが二人。

   「早安，大哥，蜜蜜小姐。」

   「おはようございます。お兄さん、ミミさん」

   「蒂娜和薇丝卡也早安。你们现在要吃饭吗？」

   「ティーナとウィスカもおはよう。今から飯か？」

   「不，我们是来休息的。我们很早就起床了。」

   「うんにゃ、ちょっと休憩。うちらは結構前から起きとったから」

   　蒂娜一边说着，一边走向放着饮料的冰箱。薇丝卡则朝我们走来，大概是想让铁人拿出什么点心吧。

   　そう言いながらティーナは飲み物が入っている冷蔵庫へと向かっていく。ウィスカはテツジンに何かお菓子でも出してもらうつもりなのか、俺達の方へと歩いてきた。

   「因为听说可能会变成激战，所以我们在确认素材的库存，还有复制消耗量大的零件。」

   「激戦になりそうって話だったので、素材の在庫確認と消耗の激しい部材の複製をしてたんです」

   「这样啊。关于可能会需要的物资，你们先列个清单吧。因为我们会去帝国航宙军的物资集聚基地进行补给。」

   「そっか。必要になりそうな物資については予あらかじめリストを作っておいてくれよ。帝国航宙軍の物資集積基地で補給を受けるから」

   「好的，交给我们吧。」

   「はい、任せておいてください」

   「嗯，交给你了。说起来，蜜蜜也带了不少东西过来吧？」

   「うん、任せた。そういやミミも色々荷物を積んできてたよな？」

   「是的，我在途中的殖民卫星采购了前线容易缺乏的嗜好品。」

   「はい、前線で不足しがちな嗜し好こう品の類を途中で寄ったコロニーで仕入れてきました」

   　我们不久前滞留的利梅普莱姆殖民卫星整体上物资不足，物价也很高。所以在前往星际闸道之前，蜜蜜鼓足干劲地表示要顺路去殖民卫星采购前线缺乏的——也就是容易涨价的嗜好品。

   　少し前まで滞在していたリーメイプライムコロニーでは全体的に物不足で物価が高かったからな。ゲートウェイで移動する前に適当なコロニーに寄って前線で不足──つまり高騰しがちな嗜好品の類を仕入れるとミミが気合を入れていたんだ。

   「那就好。那么今天也精神饱满地吃饭，然后努力工作吧。」

   「ならよし。それじゃあ今日も元気に飯食って頑張っていきますか」

   「是！」

   「はい！」

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　正因为是每天都很自由的佣兵生活，所以才需要规律的生活。至少我是这么认为的。

   　毎日が自由な傭兵生活だからこそ規則正しい生活というものが必要だ。少なくとも俺はそう思っている。

   　我的日常是这样的。首先早上起来后先冲个澡。这大多会和同床共枕的某人一起。是令人期待的时间。

   　俺のルーティンはこうだ。まず朝起きたらシャワーを浴びる。これは共寝した誰かと一緒にってことが多い。お楽しみの時間だ。

   　然后吃早餐，前往健身房活动身体。这大多也会和某人一起，但有时也会一个人。结束之后再次冲澡洗去汗水，然后在舰内巡视。这虽然也有巡视是否有异常的意味，但另一方面也是为了在广阔的黑莲花内走动，避免腰腿无力。这也是训练的一环。

   　そうしたら朝食を摂とり、身体を動かしにトレーニングルームに向かう。これも誰かと一緒にってことが多いが、一人でということもある。それが終わったら再びシャワーで汗を流し、艦内を見回る。これは異常がないかどうかを見回るという意味もあるが、広いブラックロータス内を歩いて足腰が弱らないようにしているという側面もある。これもトレーニングの一環だな。

   　巡视的时候和遇到的船员们打招呼，适度地交流也是很重要的。我也不忘注意他们的脸色和表情是否阴沉。

   　その際に顔を合わせたクルー達と挨あい拶さつをしたり、適度にコミュニケーションを取ったりするのも大事だ。顔色が悪かったり、表情が暗かったりしないかなど注意を払うのも忘れない。

   　不过嘛，关于这方面，我觉得最近还是交给专家比较好。

   　でもまぁ、この辺については最近は専門家に頼ったほうが良いかなとは思っている。

   「嗯，虽然有点睡眠不足，但很健康呢。昨晚很享受吗？」

   「うん、少し寝不足気味みたいだけど健康そのものだね。昨晩はお楽しみだったのかな？」

   「是啊。不过这算是性骚扰吗？」

   「そうだな。しかしこれは所謂いわゆるセクハラでは？」

   「这是基于医学见解的提问，所以不算性骚扰」

   「医学的見地からの質問だからセクハラには当たらないさ」

   　说着，翔子医师露出了坏笑。虽然我很怀疑这真的是基于医学见解的提问吗，但被问到也没什么好困扰的。

   　そう言ってショーコ先生がニヤニヤと笑う。本当に医学的見地からの質問なのかは大いに疑わしいが、聞かれて困ることでもないか。

   「如果是因为每天同床共枕而消耗了各种东西的话，我也可以提供相应的营养品，但从血液状态和其他各种信息来看，似乎没有问题」

   「毎日の同どう衾きんで色々と消耗しているということならそれに応じたサプリメントでも出すところだけれど、血液の状態その他諸もろ々もろの情報を見るに問題は無さそうだねぇ」

   「因为我们的厨师很优秀啊」

   「うちのシェフは優秀だからな」

   「真的呢。能好好摄取营养，不需要那种东西，真是太好了」

   「本当にね。そういうものが必要ないくらいしっかりと栄養が摂れているようで何よりだよ」

   　我们家的高性能自动调理器铁人·五代会自动判断搭乘人员的运动量和健康状态，提供合适的餐点。它似乎是从船上的各种传感器获取情报进行判断的，准确度高得异常。不过因为很方便，所以也没什么不好。

   　うちの高性能自動調理器であるテツジン・フィフスは搭乗員の運動量や健康状態を自動的に判別して適切な食事を出してくれるからな。船の各種センサーから情報を拾って判断しているらしいが、精度の高さが異常である。便利だから別に良いんだが。

   「话说回来，库姬到底在做什么？应该说，到底在对库姬做什么？」

   「ところで、クギは一体何をしているんだ？　というかクギに一体何をしているんだ？」

   　我这么说着，视线转向库姬。她戴着一个奇怪的头盔，坐在那里。头上的狐耳竖得直直的，屁股……应该说腰部附近长出来的三条尾巴也摇来摇去，看起来本人并不讨厌的样子。

   　そう言って俺が視線を向けた先には妙ちくりんなヘッドギアのようなものを被らされて座っているクギの姿があった。頭の上の狐きつね耳はピンと立っているし、お尻しりというか腰の当たりから生えている三本の尻しつ尾ぽもフリフリしているので、別に何か本人が嫌がるようなことをしているわけではないようだが。

   「是的，主公。我正在协助老师的研究。」

   「はい、我が君。先生の研究？　に協力をしています」

   「韦尔扎鲁斯神圣帝国人很少出国，就算出国了也不会提供基因信息。因为有很多令人感兴趣的地方，所以就请库姬君帮忙了。你想想，灵能能力不是没有先天素养就很难使用吗？幸运的是，这艘船上既有完全没有素养的我和蜜蜜君，也有蒂娜君和薇丝卡君，还有拥有素养的希罗君和库姬君，以及艾尔玛君。种族和灵能能力的素养都各不相同，但彼此之间可以交配……也就是说，基因信息非常接近——」

   「ヴェルザルス神聖帝国人はあまり国の外に出ないし、出ても遺伝子情報の提供なんかはしてくれた例ためしがないからね。色々と興味深い点が多いのもあって、クギくんに協力してもらっているんだよ。ほら、サイオニック能力っていうのは先天的な素養が無いと使うのは難しいという話だろう？　幸い、この船にはその素養というのが全くない私やミミくん、それにティーナくんとウィスカくんがいて、そういった素養があるヒロくんやクギくん、エルマくんがいるわけだ。種族もバラバラでサイオニック能力の素養の有無もばらばらで、でも互いに交雑が可能……ということはつまり、遺伝子情報的には大変に近しい──」

   　翔子医师开始滔滔不绝地说了起来。有些人一谈到自己的专业领域就会变成这样。虽然她还在说，但我连一半的内容都理解不了。

   　ショーコ先生がめっちゃ早口で喋しやべり始めた。自分の専門分野の話になるとこういう風になる人っているよな。なんかまだ喋ってるけど内容が半分も理解できないぞ、俺は。

   「如果不愿意的话，你可以拒绝的？」

   「嫌だったら断っても良いんだからな？」

   「是的，主公。但是，老师看起来非常开心。」

   「はい、我が君。でも、先生はとても楽しそうなので」

   「那倒也是……接下来去梅伊那里就巡视完了，之后我想进行修练。」

   「それはそうね……あとはメイのところに行ったら見回りも終わりだから、その後に修練をしたいと思うんだが」

   　库姬现在正作为克里希那的副驾驶员进行着训练，同时她也是监督我灵能能力熟练度的师傅。

   　クギは現在クリシュナのサブパイロットとして修練を積んでもらっているところなのだが、同時に俺のサイオニック能力の習熟度合いを監督してくれる師匠でもある。

   「明白了。那么之后请到本人的房间来」

   「承知致しました。それでは後で此この身の部屋に」

   「了解。啊，翔子医师。我还要继续巡视」

   「了解。ああ、ショーコ先生。俺は見回りを続けるから」

   「唔，是吗？那我也不好挽留你。待会儿见」

   「む、そうかい？　それじゃあ引き留めるのも悪いね。また後でね」

   「好。你可别太拼命了」

   「はいよ。あんまり根を詰めないようにな」

   　我向两人挥挥手，离开了医务室。好了，继续日常任务吧。

   　二人に手を振って医務室を後にする。さて、ルーティンを続けよう。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我一进入黑莲花的驾驶舱，马上就找到了梅伊。不过，其实也没什么找不找的，她又没有躲起来。她总是待在固定的位置，我怎么可能看漏。

   　ブラックロータスのコックピットに入ると、すぐにメイを見つけることができた。まぁ、見つけることができたも何も、彼女は隠れているわけでもなし。いつも定位置にいるので見逃すはずもないのだが。

   「早上好，主人」

   「おはようございます、ご主人様」

   　梅伊转过身来，向我道早安。嗯，真是个美人。梅伊的容貌是我设计的，所以感觉有点像在自卖自夸，但梅伊真的长得很漂亮。而且她不仅漂亮，还很强，无所不能。简直就是我想象中的最强女仆。

   　振り返ったメイが朝の挨拶をしてくる。うん、美人。メイの容姿をデザインしたのは俺自身だから、自画自賛になってしまうような気もするが、本当にメイは美人だ。しかも美人なだけでなく強いし何でもできる。まさにぼくのかんがえたさいきょうのメイドさんである。

   「早上好，梅伊。运行上没有问题吗？」

   「おはよう、メイ。運行は問題ないか？」

   「是的，一切都很顺利。预计大约五十二小时后到达目的地」

   「はい、全て順調に進んでおります。目的地への到着予定はおよそ五十二時間後です」

   「那就好。抱歉总是把事情都交给你」

   「ならよし。いつも任せきりで悪いな」

   「不，主人。对我来说，能帮上主人的忙就是我的幸福。主人没有必要这样道歉」

   「いいえ、ご主人様。私にとってはご主人様のお役に立つことこそが幸せなのです。ご主人様がそのように謝られる必要などありません」

   「话是这么说……」

   「そうは言うけどなぁ……」

   　梅伊不仅掌握了黑莲花的全部权限，还担任我的训练对手，负责女性们的各种调整和咨询，以及其他数不清的业务。说实话，我感到很惭愧，或者说很感激。

   　メイにはブラックロータスの全権掌握だけでなく、俺の訓練相手やら女性陣の諸々の調整やら相談役やら、その他にも数え切れないほどの業務を担ってもらっている。正直、頭が上がらないというか足を向けて寝られないというかなんというか、そんな感じなのだ。

   「主人能这样为我着想，我就已经很幸福了。如果主人无论如何都要道歉的话」

   「そのように私のことを想おもっていただけるだけでも十分に私は幸せです。どうしても、と仰おつしやるなら」

   「如果？」

   「仰るなら？」

   「请给我一个拥抱」

   「ハグの一つでもして頂ければ」

   「OK」

   「オーケー」

   　虽然我觉得这更像是给我的奖励，但既然梅伊这么说，我也没有理由拒绝。我绕到脖子和腰部都连接着电缆的梅伊面前，抱住了她。啊，为什么梅伊是女仆机器人——明明是机械，却这么柔软温暖，还有一股好闻的味道呢？真是不可思议。

   　どちらかというと俺へのご褒美のような気がするが、メイがそう言うのであれば否やはない。首筋と腰にケーブルを接続しているメイの正面に回り、彼女を抱きしめる。ああ、なんでメイはメイドロイド──機械なのにこんなに柔らかくて温かくて良い匂いがするんだろうな。とても不思議だ。

   　不过，她的体重和外表相符，重到我根本抱不起来。但像这样抱着她，完全感觉不到那点。

   　尤もつとも、体重に関しては相応なので、俺では持ち上げられないほどに重かったりするのだが。こうして抱きしめているとそんなことは微み塵じんも感じられないけど。

   「谢谢您。这样就能持续运作一个月了。」

   「ありがとうございます。これで一ヶ月は稼働し続けられます」

   「别忍耐一个月哦？要抱多久都可以哦？」

   「一ヶ月も我慢しないでね？　いくらでもハグするからね？」

   　话说梅伊，你应该要定期进入维护舱才对吧。一个月的话，身体某处肯定会出问题的。

   　というかメイ、君は一応定期的にメンテナンスポッドに入らないといけない筈はずだろう。流石さすがに一ヶ月は身体のどこかに不具合が出ちゃうぞ。

   　就这样，我们一边完成日常任务一边前往目的地。佣兵这一行其实是个移动时间很长的职业，所以这种日常意外重要。为了挑战只要走错一步就会爆炸四散的非日常。

   　こうして日々のルーティンをこなしながら目的地へと向かっていく。傭よう兵へい稼業というのは実に移動時間というものが多い職業でもあるので、こうした日常というものが意外と大事なのだ。一歩間違えば爆発四散というとびきりの非日常に挑むために。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　利梅普莱姆殖民卫星的瘟疫骚动后，我们前往下一个目的地，克利翁星系。

   　リーメイプライムコロニーでのパンデミック騒動の後、俺達は次なる目的地としてクリーオン星系に向かっていた。

   　克利翁星系本身并不是什么特别的星系。既没有特别适合居住的行星，交通也不算特别便利。不过矿产资源还算丰富。以星系单位来看的话，是个非常平凡的星系。问题在于，这个克利翁星系位于古兰坎帝国和贝雷贝雷姆联邦的纷争空域。

   　クリーオン星系自体は然さ程ほど特別な星系というわけではない。特に居住に適した惑星があるわけでもないし。しかしそれなりに交通の便が良く、鉱石資源が若干豊富。星系単位で見ればごくごく平凡な星系だ。問題は、このクリーオン星系がグラッカン帝国とベレベレム連邦の係争宙域にあるという一点である。

   　虽然现在是古兰坎帝国实际支配，但原本是贝雷贝雷姆联邦的领土——不对，把星系说成领土有点奇怪吧？领域？嗯，是领域。原本是贝雷贝雷姆联邦的领域。但是过去两国之间战争的结果，古兰坎帝国获得了包含克利翁星系在内的周边几个星系的支配权。

   　現在実効支配しているのはグラッカン帝国なのだが、元々はベレベレム連邦の領土──いや、星系を領土というのはおかしいか？　領域？　うん、領域だな。元々はベレベレム連邦の領域であったのだ。だが過去に行われた二国間の戦争の結果、クリーオン星系を含む周辺星系のいくつかについてグラッカン帝国が支配権を得ることになった。

   　但是，贝雷贝雷姆联邦至今仍未放弃卷土重来，不断要求古兰坎帝国归还包含克利翁星系在内的过去失去的星系，而古兰坎帝国则认为这是过去战争的成果，正式获得了支配权，所以一直拒绝这个要求。结果，这一带的星系就变成了两国经常发生小冲突的纷争领域。

   　しかし、ベレベレム連邦は未いまだに捲けん土ど重ちよう来らいを諦あきらめておらず、クリーオン星系を含むかつて失った星系に関してグラッカン帝国に返還要求を叩たたきつけ続けており、グラッカン帝国としては過去の戦争の末に正式に支配権を得たものとしてその要求を突っぱね続けている。結果、このあたりの星系は両国が常に小競り合いを続ける紛争領域となってしまっているというわけだ。

   　不过，对我们佣兵来说，历史的正当性什么的根本无所谓，重要的是包含克利翁星系在内的周边星系，都是让我们不愁没饭吃的赚钱好地方。而赚钱的好地方，同时也是危险的地方。

   　まぁ、俺達傭兵にとっては歴史的正当性なんぞはどうでも良い話で、重要なのはクリーオン星系を含む周辺星系が飯の種に事欠かない稼ぎ場所であるということだ。そして、良い稼ぎ場所ということは、危険な場所ということでもある。

   　我们原本的目标是袭击民间船只的宙贼，基本上会极力避免和大国之间的纷争扯上关系。因为虽然报酬丰厚，但相对的危险性也高。

   　本来の俺達のターゲットは民間船を襲う宙賊で、基本的には大国間の紛争には極力関わらないようにしてきた。何な故ぜなら、実入りも大きいが、その分危険も大きいからだ。

   　虽然对付宙贼也绝不是什么安全无虞的工作，但是和在纷争空域和正规军或是潜入敌方阵地的非正规部队交战相比，危险性根本是天差地别。比起在改造的民用船只上硬是加装武装的家伙，装备齐全的正规战斗舰的危险性明显高上许多。

   　宙賊相手なら安心安全なのかというと決してそういう訳ではないが、紛争宙域で正規軍や敵地に潜入してきた非正規部隊と戦うことに比べたらその危険度は比べるまでもない。改造民間船に無理矢理武装を載っけた連中よりも、純粋な戦闘艦にしっかりとした装備を積んだ連中のほうが危険なのは火を見るより明らかだ。

   　既然只是要赚钱，没必要背负这种风险，所以老实说，我是尽可能想避免……但是这次没办法这么做。因为统治古兰坎帝国的皇帝陛下，似乎直接对帝国航宙军下达了命令，要他们把我带过去。

   　金を稼ぐのにそんなリスクを背負う必要はないので、極力ご遠慮させて頂きたいというのが本音なのだが……今回ばかりはそうもいかない。グラッカン帝国を治める皇帝陛下直々に俺を引っ張ってこいと帝国航宙軍宛あてに勅令が下ったらしいからな。

   　这下子可真是被摆了一道啊！

   　なんということをしてくれたのでしょう！　って感じだ。

   「瑟琳娜上校也真是辛苦。」

   「セレナ大佐も大変だな」

   「既然都碰面了，那我们就是命运共同体了。你可要好好干活啊。」

   「こうして顔を合わせた以上は一いち蓮れん托たく生しようです。キリキリ働いてもらいますからね」

   　抵达位于克利翁星系的帝国航宙军物资集聚基地后，还不到三十分钟。

   　クリーオン星系にある帝国航宙軍の物資集積基地に到着して三十分足らず。

   　许久不见的瑟琳娜上校这么说完，对我露出了笑容。虽然嘴上在笑，但眼睛完全没有笑意。绝对有什么我们还不知道的麻烦事。可恶，那个混账皇帝。总有一天我会用某种形式让你好看！

   　久々に顔を合わせたセレナ大佐はそう言って笑みを浮かべてみせた。口は笑ってるけど目が笑ってないんだよ、目が。絶対に俺達がまだ知らない厄介事の種があるな、これは。畜生、あのファッキンエンペラーめ。いつか何かしらの形で一泡吹かせてやるからな！

  

 
  
   
    ＃1：帝国航宙军克利翁星系物资集聚基地

    ＃１：帝国航宙軍クリーオン星系物資集積基地

   

   


   


   　帝国航宙军克利翁星系物资集聚基地——正式名称太长了，我快发疯了——光看字面，或许会给人物资集装箱堆积如山的和平基地的印象。但实际的情况是，这里已经是一座要塞，宇宙要塞。

   　帝国航宙軍クリーオン星系物資集積基地──正式名称が長すぎてキレそう──という字面だけを見ると、物資コンテナが沢山積み上がっている平和な基地という印象があるかもしれない。しかし実際のところどうかというと、これはもう要よう塞さい、宇宙要塞である。

   　这座物资集聚基地是克利翁星系中唯一的空间站，是负责为在周边星系展开的帝国航宙军和贵族诸侯的军队进行补给任务的重要据点。当然，从敌对的贝雷贝雷姆联邦军的角度来看，这里也是重要的攻略目标，为了对抗他们，这里被施加了非常强大的武装化。

   　この物資集積基地はクリーオン星系に存在する唯一のステーションであり、周辺星系に展開している帝国航宙軍や貴族諸侯の軍に対する補給任務を担っている重要拠点である。当然ながら、敵対するベレベレム連邦軍から見た場合には重要な攻略目標となるわけで、それに対抗するために大変に強力な武装化を施されているというわけだ。

   　不过，物资集聚基地不仅存在于克利翁星系，周边星系也有零星分布，所以也不是第一个被盯上的基地。

   　まぁ、物資集積基地に関してはこのクリーオン星系だけでなく周辺星系にも点在しているので、真っ先に狙われる基地なのかというとそういうわけでもないのだが。

   「怎么说呢，真是个戒备森严的地方啊。」

   「なんというか、物々しいところですね」

   　蜜蜜从我们乘坐的车辆后座看着外面的景象，坦率地说出了感想。

   　俺達が乗っている車両の後部座席から外の様子を見たミミが率直な感想を述べる。

   　我们一到达物资集聚基地，就立刻受到了瑟琳娜上校的迎接，然后乘坐她准备的军用车辆，前往她的船——战舰莱斯塔里亚斯。

   　物資集積基地に辿たどり着ついてすぐにセレナ大佐にお出迎えされた俺達は、彼女が用意していた軍事車両で彼女の船である戦艦レスタリアスに向かって移動していた。

   「毕竟是戒备森严的军事据点，几乎没什么平民吧？」

   「そりゃガチガチの軍事拠点だしね。民間人とか殆ほとんどいないんじゃない？」

   　同样瞥了一眼车外的艾尔玛回应了蜜蜜的发言。

   　同様にチラリと車外に視線を向けたエルマがミミの発言に応える。

   　为了补给和休假而停靠的港口，似乎也没有什么面向军人的店铺。之前去边缘世界的时候，乘坐的大型补给母舰无畏号上有很多平民，也有各种各样的店铺供人放松……但这个物资集聚基地似乎没有这样的店铺。

   　補給と休暇のために寄港した軍人向けの店というのも殆ど無いみたいだものな。前にエッジワールドに行った時に乗った大型補給母艦のドーントレスには民間人も沢山乗っていたし、それに応じて色々と羽目を外せる店舗もあったりしたんだが……この物資集積基地にはそういったものは無いように思える。

   「因为这里离前线很近。如果让平民进来，老鼠也会跟着进来。」

   「ここは前線に近いですからね。民間人を入れると相応に鼠ねずみも入り込むことになりますから」

   　和我们面对面坐着的瑟琳娜上校一边说一边耸了耸肩。确实如她所说，如果环境允许平民随意进出，贝雷贝雷姆联邦的间谍也会轻易混进来。如果让那种人混进离前线很近的物资集聚基地，那可就麻烦了。要是补给物资里被装了生化武器或爆炸物，那可就糟了。

   　俺達と向かい合って座っているセレナ大佐がそう言いながら肩を竦すくめてみせる。確かに、彼女の言う通り民間人が容易に出入りできるような環境だと、ベレベレム連邦の工作員なんかもポンポン入ってきそうだものな。前線に近い物資集積基地にそんなのが入り込んだ日には大変だ。補給物資にＢＣ兵器やら爆発物やらを仕込まれたらたまらない。

   「所以，你特地火速过来护送我们，是有什么理由吗？」

   「で、わざわざ速攻で俺達をエスコートしに来たのにはどんな理由があるんだ？」

   「这件事等到了船再谈吧。所以，那之后船员又增加了吗？」

   「その話は船に着いてからしましょう。それで、あの後またクルーが増えたりしたんですか？」

   「为什么啊……并没有增加啊。这种船员可不是说增加就能增加的」

   「なんでだよ……別に増えてないよ。そんなポンポコクルーなんて増えるもんじゃねぇよ」

   「我倒是预定三年后要增加」

   「三年後に増える予定はあるけどね」

   「三年后？怎么回事？」

   「三年後？　どういうことです？」

   「我跟一个十二岁的女孩子做了这样的约定」

   「十二歳の女の子にそういう約束をですね」

   「呜哇……」

   「うわぁ……」

   　瑟琳娜上校用一种非常嫌弃的眼神看着我。就算是温厚的我，也快要发火了哦？

   　セレナ大佐がいかにもドン引きしましたという目を俺に向けてくる。流石さすがに温厚な俺もこれにはキレそうですよ？

   「我只不过是说，不能带一个身体还没发育完全的孩子去，所以就稳妥地拒绝了。话说回来，她还是个多愁善感的女孩子，过了三年就会忘记这种约定，找到其他想做的事情吧。我就是看准了这一点才这么做的」

   「身体からだも出来上がっていない子供を連れて行くのは無理だから穏当に断っただけだ。というか、多感な時期の女の子なんだし、三年も経たつうちにそんな約束忘れて他にやりたいことを見つけるだろ。それを見越しての対応だっての」

   「即便如此，你还是打算三年后去接她吧？」

   「それでも三年後には迎えに行くのよね？」

   「即便只是口头约定，我也是会遵守的。去看看情况也是理所当然的吧。毕竟琳达为我做了那么多」

   「口約束でも約束は守る主義だ。様子を見に行くくらいするのは当たり前だろ。なんだかんだでリンダには身体を張ってもらったんだからな」

   　那位十二岁的少女——琳达在利梅普莱姆殖民卫星对引发瘟疫的细菌拥有很强的耐性，为了制作特效药，她还为此挺身而出。作为奖励，治理殖民卫星的贵族给了她赏金，我也分了一部分给她。而且她和蒂娜也有交情，去探望一下她也是应该的。

   　件くだんの十二歳の少女──リンダはリーメイプライムコロニーでパンデミックを起こしていた菌に対する強い耐性を持っており、特効薬を作るのに身体を張ってもらったという経緯がある。それに伴ってコロニーを治める貴族から褒賞も頂いたので、その分け前を与えもした。ティーナと縁のある娘でもあるし、三年後に様子を見に行くくらいの義理は果たしても良いだろう。

   「看她那个样子，我觉得她会好好等你三年的」

   「あの様子だとしっかり三年間ヒロ様を待っているんじゃないかと思いますけど」

   「不可能吧。我和琳达没什么交集，三年时间足够她把我忘掉了」

   「そんなことないだろ。リンダとはそんなに接点も無かったし、三年もあれば俺のことなんて忘れるさ」

   　我刚说完，不仅是蜜蜜和艾尔玛，连瑟琳娜上校都用一种无语的眼神看着我。为什么啊。

   　そう言うと、ミミとエルマだけでなくセレナ大佐まで俺に呆あきれたような視線を向けてきた。どうしてだよ。

   「OK，我懂了。我明白这个话题对我很不利了。所以换个话题吧。瑟琳娜上校，这次来的时候，蜜蜜进了一些酒之类的奢侈品，都堆在黑莲花上了，你能帮忙处理一下吗？」

   「オーケー、わかった。この話題が俺にとってアウェイなのはよくわかった。だから他の話をしよう。セレナ大佐、今回ここに来るにあたってミミが酒とかの嗜し好こう品の類を仕入れてブラックロータスに積んできたんだが、捌さばくのに協力してくれないか」

   「嗯，黑莲花上堆的那些量，我们舰队可以全部买下。幸好我们还有预算」

   「ああ、ブラックロータスに積んできた程度の量であればうちの艦隊で引き取りますよ。幸いなことに予算はありますから」

   「那可真是太好了，不过真的可以吗？」

   「それは嬉うれしいが、良いのか？」

   「在前线就算有预算，也不能随意购买那些东西。因为补给物资的分配量是固定的。从你们那里买的话，就和军方的分配量无关了」

   「前線では予算があっても好きなだけそういったものを手に入れられるわけじゃないんです。補給物資の割当量は決まっていますからね。貴方あなた達から調達する分には軍の割当量は関係ないので」

   　瑟琳娜上校露出了邪恶的笑容。帝国军人，你这样真的好吗？不对，用分配到的预算以正当的价格购买物资，这本身并没有任何问题。明显以不当的价格给我们利益，或者反过来从我们这里榨取利益，这样才更不好吧。

   　セレナ大佐が悪い笑みを浮かべる。それで良いのか、帝国軍人。いや、割り当てられている予算を使って正当な値段で物資を手に入れる分には別に何の問題もないのか。明らかに不当な値段で俺達に利益を供与したり、逆に俺達から搾取するような形になったほうが良くないんだな、これは。

   「那么关于这件事，之后和你们的补给负责人谈一下就行了吧？」

   「それじゃあこの件に関しては後でそっちの補給担当と話をすれば良いか？」

   「请务必这么做。我会调整一下，让你们能联系到蜜蜜小……蜜蜜小姐的终端」

   「そうしてください。ミミさｍ……ミミさんの端末に連絡が入るようにこちらで調整しておきます」

   「好的，瑟琳娜上校。那就拜托你了」

   「はい、セレナ大佐。よろしくお願いします」

   　刚才她差点把蜜蜜叫成蜜蜜大人了。因为瑟琳娜上校知道蜜蜜是皇帝陛下的外甥女……所以她才下意识地叫了蜜蜜大人，然后又慌忙改口。

   　今ミミのことをミミ様って呼びかけたな。セレナ大佐はミミが皇帝陛下の姪てつ孫そんであることを知っているからな……思わず呼びかけて、慌てて言い直したな。

   　在我们交谈的时候，车辆到达了莱斯塔里亚斯停泊的区域，我们下车登上了莱斯塔里亚斯。

   　そんなやり取りをしている間に車両はレスタリアスが停泊しているエリアへと到達し、俺達は車両を降りてレスタリアスに乗艦する。

   　顺便说一下，这次前往莱斯塔里亚斯的有我，蜜蜜，还有艾尔玛三人。梅伊为了掌握黑莲花，以及以防万一，让她留在基地里比较让人安心，整备士姐妹和翔子医师没有理由跟过来。然后库姬为了在紧急时刻用心灵感应和我交换情报，让她留在基地里。

   　ちなみに、今回レスタリアスに出向いているのは俺とミミ、それにエルマの三人だ。メイはブラックロータスの掌握ともしもの時のために居残ってもらっていたほうが安心だし、整備士姉妹とショーコ先生は足を運ぶ理由が無い。そしてクギはいざという時にテレパシーで俺と情報をやり取りするために残ってもらっている。

   　我也在库姬的教导下，学会了使用基本的心灵感应。只要我想，我也可以向蜜蜜和艾尔玛，以及留在船上的成员们发送心灵感应。虽然只能单方面发送。

   　俺もクギに教えてもらって基本的なテレパシーくらいは使えるようになったからな。やろうと思えばミミやエルマ、それに船に残っている面々にもテレパシーを送ることはできる。一方的に送るだけだが。

   「……」

   「……」

   　我从粗犷的军用车辆上下来，使用像电梯一样的大型舷梯移动到莱斯塔里亚斯的舱口，这时瑟琳娜上校从头到脚打量着我的打扮。

   　無骨な軍事車両から降り、エレベーターのような大型のタラップを使ってレスタリアスのハッチへと移動していると、セレナ大佐がジロジロと俺の格好を頭の天辺からつま先まで眺めてきた。

   「干嘛？」

   「なんだよ」

   「我只是在检查你的仪容而已。虽然打扮没什么变化，但你有好好戴着不是勋章的金星和银剑翼突击勋章，这点值得称赞。」

   「ちょっと身み嗜だしなみをチェックしていただけです。代わり映えのしない格好ですが、ちゃんと略章ではないゴールドスターと銀剣翼突撃勲章をつけているのは褒めてあげます」

   「那还真是谢谢了。」

   「そいつはどうも」

   　虽然完全不觉得被夸奖了，但姑且还是道个谢吧。毕竟这里姑且算是军事设施。我本来以为多少能起到点虚张声势的作用，所以把和结晶生命体交战时得到的勋章好好地别在了身上。只要把勋章挂在胸前，腰间佩剑，除非对方是相当的蠢货，否则应该不会轻易来找我麻烦。

   　褒められている気が全くしないが、一応礼を言っておく。一応軍事施設だからな。多少のハッタリにはなるだろうと思って結晶生命体とやり合った時に貰もらった勲章はちゃんとつけてきたんだよ。これをぶら下げて剣を腰に差していれば相手がよほどのアホでない限りそうそう絡まれることも無いだろうからな。

   　我所知道的帝国航宙军的士兵，大部分都是感觉很正经的死板家伙，但我也知道不是所有人都这样。如果能事先避免麻烦的话，那当然是再好不过了。

   　俺の知っている帝国航宙軍の兵隊ってのは誰も彼も真面目な堅物って感じの奴やつが多いんだが、そんな奴ばかりじゃないってのもわかっている。事前にトラブルを避けられるならそれに越したことはない。

   　而且，这个物资集聚基地里不仅有帝国航宙军的士兵，还有被召集的诸侯军的家伙。所谓的诸侯军，就是贵族自己准备的军队。他们大部分应该都是平时在贵族统治的星系内维持治安的星系军，但其中也有一定数量的粗暴分子。其中也有与其说是军队，不如说是愚连队更合适的家伙，所以还是小心为妙。

   　それに、この物資集積基地には帝国航宙軍の兵士だけでなく招集されている諸侯軍の連中もいる。諸侯軍というのは貴族が自前で用意している兵隊連中だ。その殆どは普段は貴族が統治している星系内で治安を維持する星系軍として活動している連中であるはずだが、そんな奴らの中にも荒くれ者ってのは一定数存在する。中には軍隊というよりかは愚連隊といった方が適切な連中も存在するので、用心するに越したことはない。

   　对了，正好。就向瑟琳娜上校打听一下这方面的事情吧。

   　そうだ、丁度良い。セレナ大佐にその辺りのことを聞いておこう。

   「话说回来，前线……或者说这个基地的氛围如何？希望不要有奇怪的家伙在这里作威作福」

   「ところで前線というか、この基地の雰囲気はどうなんだ？　変な連中が幅を利かせていたりしないと助かるんだが」

   　我本来只是想随便聊聊，但瑟琳娜上校听到我这句话的瞬间，表情突然变得很僵硬。好可怕。我都差点吓尿了。

   　何気ない話題を振ったつもりだったのだが、俺の言葉を聞いた瞬間セレナ大佐の表情がスッと抜け落ちた。怖い。チビるかと思った。

   「我正想在你上船之后和你聊聊这件事」

   「正にそれが船に着いてから話そうとしていたことです」

   「原来如此。也就是说情况不太乐观是吧」

   「なるほど。つまりあまりよろしくないってことなんだな」

   「倒也不是……不，确实……嗯」

   「そういうわけでは……いやそういう……うーん」

   　瑟琳娜上校一脸为难地含糊其辞。看来情况真的很复杂。也就是说，这就是这次麻烦事的根源。虽然忘了名字，但瑟琳娜上校那位似曾相识的副官模样的女性中士也露出了苦笑。罗比特森上尉我还记得很清楚，但这位的名字我却想不起来了。

   　セレナ大佐が難しい顔で言葉を濁す。本当に複雑な状況みたいだな、これは。つまり、その辺りが今回の厄介事の種ってわけだ。名前は忘れたが、見覚えのあるセレナ大佐の副官らしき女性士官も苦笑いを浮かべている。ロビットソン大尉のことはよく覚えているんだが、この人の名前はなんだったかな。

   「直截了当地说，现在负责包括这个基地在内的周边星系防卫任务的贵族，和我们有点过节，或者应该说，我们是负责当冤大头的」

   「率直に言うと、ちょっと我々とは因縁のある貴族が現在この基地を含めた周辺星系の防衛を担っているというか、有り体に言うと被害担当になっていまして」

   「什么意思……是说你们被当成惩罚部队，负责在前线被消耗吗？」

   「どういうことだよ……懲罰部隊的な感じで前線で磨すり潰つぶされる担当になってるってことか？」

   「啊，这个说法很贴切。就是那种感觉。那位贵族就是伊克瑟马尔伯爵」

   「ああ、その言い方は実にしっくり来ますね。正にそんな感じです。その貴族というのがイクサーマル伯爵です」

   「哦……？　那是谁来着？」

   「へー……？　誰だっけ、それ？」

   　我这么一说，瑟琳娜上校就摔了一跤。艾尔玛也跟着深深叹了口气，蜜蜜和女性中士则露出了苦笑。不过女性中士不光是苦笑，还绷紧了脸。

   　俺がそう言うと、セレナ大佐がコケた。ついでにエルマが深い溜ため息いきを吐ついて、ミミと女性士官さんは苦笑いを浮かべた。女性士官さんはそれだけでなく頰を引ひき攣つらせていたが。

   「你不记得了吗？真的？」

   「覚えていないんですか？　本当に？」

   「不，完全不记得。好像有印象又好像没有……？」

   「いやまったく。聞き覚えがあるような気もしないこともないような……？」

   「那不就是不记得了吗……？　你不是在科马特星系和生物兵器大打出手吗？你不会忘了吧？」

   「それって覚えてないってことですよね……？　コーマット星系で生物兵器相手に切った張ったしましたよね？　まさか忘れてませんよね？」

   「啊，是瑟琳娜上校硬把我带到宜居化改造中的行星那时的事吧。我可没忘记那份怨恨」

   「ああ、セレナ大佐が嫌がる俺をテラフォーミング中の惑星に無理やり連れて行った時のことね。あの恨みは忘れてないぞ」

   「请不要一直纠结那种小事。当时我们追捕的不就是伊克瑟马尔伯爵家的人吗？」

   「そんな小さいことをいつまでも気にしないでください。その時に追っていたのがイクサーマル伯爵家の人間だったでしょう？」

   　那绝对不是小事吧？我可是因为那次经历才下定决心买忍者盔甲的啊？不过，我也承认那不是现在重要的事。

   　絶対に小さいことじゃないんだが？　あの経験のせいでニンジャアーマーを買う決意をしたんだが？　いや、まぁ今重要なことじゃないのは認めるけども。

   「说起来，瑟琳娜上校好像露出邪恶的笑容说“我要把那个叫什么伊克瑟马尔的不良贵族逼到绝境，嘻嘻嘻嘻”」

   「そういやそんな名前の不良貴族めいた何かを追い詰められるぜフィーヒヒヒッてセレナ大佐が邪悪な笑みを浮かべていた気がするな」

   「我才不会笑得那么没品！」

   「私はそんな品のない笑い方をしませんがっ!?」

   「是这样吗？我不太记得了」

   「そうだったカナー？　よく覚えてないナー」

   　「呼吓！」瑟琳娜上校像只生气的猫一样威吓我。我移开视线，试图蒙混过去。我记得她当时确实是这么说的，不过我那时对这件事不感兴趣，也觉得今后不会再有牵扯，所以记得不是很清楚。

   　フシャー！　と怒った猫のように威嚇してくるセレナ大佐から目を逸そらして誤魔化しておく。たしかそんな感じだったと思うんだが、興味がなかったし今後関わることもないと思っていたからあまりよく覚えていないんだよな。

   　不过，这么说来，因为我和瑟琳娜上校的行动而被皇帝陛下责骂的贵族家，就是在这附近耀武扬威的吗？这下可麻烦了。而且把我和瑟琳娜上校丢到这种地方的混账皇帝，真的不可饶恕。

   　しかし、そうなると俺とセレナ大佐の行動によって皇帝陛下あたりからお叱りを受けた貴族家がこの辺りで幅を利かせているってわけか。こりゃ厄介事だわ。そしてそんな場所にセレナ大佐と俺を放り込むあのファッキンエンペラーマジで許せねぇわ。

   


   
    ☆★☆
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   「那么，政治上的种种事情先不管瑟琳娜上校，那都是我们管辖之外的事……那个混账——伟大的皇帝陛下到底在想什么，竟然连敕令都发下来，把我们丢到这种地方？」

   「で、政治的なアレコレはセレナ大佐はともかくとして俺達の管轄外なわけだが……あのクｓ──偉大なる皇帝陛下は何を考えて勅令まで出して俺達をこんな場所に放り込んだんですかね？」

   「请不要在我面前对皇帝陛下口出恶言。就立场上来说，这样很不妙。」

   「私の前で皇帝陛下に対する暴言はやめてくださいね。立場上マズいので」

   　在对宙贼独立舰队的旗舰战舰莱斯塔里亚斯——其中装潢可说是豪华的船长办公室里，瑟琳娜上校一手拿着茶杯，脸上浮现微笑这么说。

   　対宙賊独立艦隊の旗艦である戦艦レスタリアス──その中でも内装が豪華と言える船長執務室でティーカップを片手に持ったセレナ大佐がにっこりと笑みを浮かべながらそう言う。

   　的确，对帝国军人来说，皇帝陛下是值得尊敬、宣誓效忠的君主。但对我来说，他只是个半开玩笑地把我扔进残酷环境的混账老头。

   　確かに帝国軍人にとって皇帝陛下は敬意を払い、忠誠を誓っている君主なのだろうけれど、俺にとっては面白半分で俺を過酷な状況に放り込む愉快なクソジジイだからな。

   「我也不清楚皇帝陛下的意图。我想这应该不只是单纯看中了我们击退贼人的能力，而是为了推动状况而投下的一颗石子。」

   「皇帝陛下の意図までは私にはわかりかねます。単に賊退治の手腕を見込んで、というだけの話ではないと思いますから、恐らくは状況を動かすための一石として投じられたのでしょうけど」

   「状况……状况啊？说起来，我连现在是什么状况都搞不清楚。这一带是帝国和联邦的争议地带兼纷争地带，为了威胁帝国方的后勤，伪装成宙贼的敌方特工部队正在暗中活跃。而对达莱恩瓦尔德家找碴的不良贵族则是在这一带被磨耗……」

   「状況……状況ねぇ？　そもそもどういう状況なのかも今ひとつわかっていないんだが。この辺りは帝国と連邦の係争地帯かつ紛争地帯で、帝国側の兵へい站たんを脅かすために宙賊に偽装した敵方のコマンド部隊が暗躍してるんだろ。それとダレインワルド家にちょっかいをかけていた不良貴族がこの辺で磨り潰されて……」

   　突然间，我的脑中闪过不祥的预感。在这种状况下，最糟糕的状况会是什么？一想到这里，我便自然而然地察觉到那个混账老头的期待。

   　ふと嫌な予感が脳裏をよぎる。この状況下で最悪の出目はなんだろうか？　と考えると自おのずとあのクソジジイが期待していることが透けて見えてきた気がしたのだ。

   「怎么了？」

   「何か？」

   「虽然连想象都让人讨厌，但我觉得皇帝陛下可能在期待不良贵族的失控。在目前的状况下，最糟糕的剧本就是那个不良贵族——伊克瑟马尔伯爵家倒戈投靠联邦吧？」

   「想像するのも嫌になるんだが、皇帝陛下は不良貴族の暴発を期待してるんじゃないかと思ってな。今この状況で起こりうる最悪のシナリオって件の不良貴族──イクサーマル伯爵家が連邦に寝返ることだよな？」

   「再怎么说这也太……伊克瑟马尔伯爵家再怎么堕落，好歹也是帝国贵族啊」

   「いくらなんでもそれは。腐っても帝国貴族ですよ、イクサーマル伯爵家は」

   「对瑟琳娜上校来说可能是班门弄斧，但世上没有绝对不可能的事情。特别是在战场上，这种思维是禁忌吧？用『不可能』这种刻板印象去无视这种可能性」

   「セレナ大佐には釈しや迦かに説法かもしれないが、ありえないなんてことはありえないってやつだよ。特に戦場においてはタブーだろ？　そういう可能性を『ありえない』って固定観念で無視するのは」

   「这……话是这么说……」

   「それは……そうですが……」

   　瑟琳娜上校哑口无言。在我看来，如果有人被逼到绝境，被送到前线作为惩罚，战力和各种资源都被消耗殆尽，就算有人倒戈投靠敌方也不奇怪，但对帝国贵族来说，这似乎是完全不可能发生的事情，根本不会去考虑。

   　セレナ大佐が絶句してしまう。俺にしてみれば追い詰められて懲罰的な意味で前線送りにされて、戦力やら何やらを磨り潰されるとなれば敵方に寝返るような奴が出てもおかしくないと思うのだが、帝国貴族的には考慮の外にするくらいありえない出来事らしい。

   「对贵族来说，倒戈投靠联邦是那么不可能发生的事情吗？」

   「貴族的には帝国を裏切って連邦につくってのはそんなにありえないことなのか？」

   「毕竟要是倒戈投靠联邦，就会失去贵族的地位和领地。伯爵家至少也会拥有五个以上的星系哦？光是领地的税收就相当可观，除此之外，帝国贵族还有许多特权，所以一般不会产生倒戈的念头」

   「そりゃ連邦に寝返ったら貴族としての地位も領地も失うことになるしね。伯爵家ともなれば保有する星系は最低でも五つ以上よ？　領地から得られる税収だけで莫ばく大だいな額になるし、それ以外にも帝国貴族としての特権は多いから普通は寝返るなんて発想は出ないわね」

   　艾尔玛代替哑口无言的瑟琳娜上校回答了我的疑问。

   　絶句しているセレナ大佐に代わって、エルマが俺の疑問に答えてくれた。

   「原来如此。看来不光是面子问题，还有实际利益在内。不过……我每次扯上这种事，最后都没什么好下场。」

   「なるほど。誇り云うん々ぬんだけでなくそういう実利もあるからか。でもなぁ……こういう事態に俺が関わると大体ろくなことにならないし」

   「你这副半放弃的态度是怎么回事？你应该要更有霸气，怀着『我要从逆境中翻身』的气魄才对吧？」

   「その、半ば諦あきらめているのはどうなんです？　もっとこう、覇気を持って逆境を跳ね返すとかそういう心持ちでいるべきなのでは？」

   　瑟琳娜上校对我投以责备的视线，同时对我大谈毅力论。她明明是个看起来比军服更适合礼服的可爱美女，但意外地是个体育系的人，或者说脑袋里都是肌肉。

   　セレナ大佐が俺に咎とがめるような視線を向けながら根性論めいたものを叩たたきつけてくる。この人見た目は軍服よりもドレスが似合いそうな実に可か憐れんな美人さんなのに、意外と体育会系というか頭の中身が筋肉なんだよな。

   「就我过去的经验来看，就算想躲也躲不掉……只要一开始就做好心理准备，至少能避免陷入恐慌。」

   「今までの経験上、避けようと思って避けられるもんじゃないし……最初からそういうものだと覚悟を決めておけば、とりあえずパニックに陥ることだけは避けられる」

   「你是不是看破红尘了？」

   「諦てい観かんしすぎでは？」

   「请你说我这是学乖了。哎，我大概明白政治方面的事了。不管怎么说，我们这种小佣兵根本无能为力，你就睁大眼睛看着吧。那么，接下来我想知道的是那些宙贼的情报……不过，他们应该不是宙贼吧。」

   「学習していると言ってくれ。まぁ、政治方面の事情はなんとなくわかったよ。どっちにしろ俺達みたいないち傭よう兵へいにできることなんてないから、そっちで精々目を光らせておいてくれ。で、次に気になるのは宙賊どもの情報なんだが……まぁ宙賊なんかじゃないんだろうけど」

   「除了装备特别好，以及行动有组织又巧妙之外，他们确实是宙贼。实际上，我们已经抓到几个了，他们确实是宙贼。」

   「やけに装備が良いのと、動きが組織立っていて巧妙であるということ以外は宙賊で間違いありませんよ。実際、何人か捕らえましたがやはり宙賊です」

   「啊——嗯？也就是说，他们要么是赞助者，要么是雇主，又或者是两者兼有吧」

   「あーはん？　つうことはスポンサーになってるか、雇って指揮を執ってるか、あるいはその両方ってとこか」

   「应该是这样吧。作为专业人士，你会采取什么对策？」

   「そんなところでしょうね。プロとしてはどういった手を打ちますか？」

   「没有什么特别的方法。最好的办法就是不停地打击他们，让他们觉得不划算。毕竟他们只是宙贼。一旦情况不妙，他们就会和赞助者闹翻，关系自然就会消失。如果可以的话，最好能打击到指挥宙贼的敌方指挥部队，但能不能做到就要看运气了」

   「特別な方法はないな。ひたすら叩いて叩いて叩きまくって、割に合わないと思わせるのが一番だ。結局は宙賊だからな。上う手まく行かなくなれば勝手にスポンサーと仲なか違たがいをして関係が自然消滅する。可能であれば宙賊を指揮している敵のコマンド部隊を叩けると良いけど、それを実行できるかどうかは運次第だろうな」

   　除非敌人特别愚蠢，否则指挥所应该会频繁地移动。说不定他们正在使用和黑莲花差不多，或者稍微大一点的母舰。因为高隐形性的母舰作为游击战的移动指挥所非常有用。只要混在小行星或太空垃圾中，就很难被发现。

   　敵がよほどの間抜けで無い限りはこまめに指揮所を動かしているだろうからな。もしかしたらブラックロータスと同程度か、少し大きいくらいの母艦を運用しているのかもしれない。ステルス性の高い母艦というのはゲリラ戦の移動指揮所としては大変に有用なものだからな。小惑星やデブリに紛れてしまえば発見も困難だし。

   「最有效的就是斩首战术了……能不能做到确实要看运气」

   「最適なのは斬首戦術ですか……確かに実行できるかどうかは運次第ですね」

   「是啊……话说回来，既然后勤被盯上了，帝国航宙军没有布下警戒网吗？明明是离前线很近的地方。」

   「まぁな……というか兵站を狙われてるって話だが、帝国航宙軍は警戒網を張っていないのか？　前線に近い場所なのに」

   「克利翁星系所在的纷争空域姑且不论，更后方的区域并没有像前线那样布下警戒网。那些家伙的活动范围是在比这里更后方的波克斯星系、泽莱姆星系和达奥门星系等地方。」

   「クリーオン星系を含めた紛争宙域ならともかく、その更に後方となると前線ほどの警戒網は張られていませんよ。奴らが活動しているのはここよりも後方のボークス星系やザイラム星系、ダオムン星系などです」

   「啊，原来如此。不是从这里到前线的后勤路线受到攻击，而是从更后方的后勤路线受到攻击啊……仔细想想，从这里把物资运送到前线的，是帝国航宙军呢。」

   「ああ、なるほど。ここから前線への兵站が攻撃されているんじゃなくて、ここに来るまでの兵站が攻撃されているのか……考えてみればここから前線に物資を運ぶのは帝国航宙軍だものな」

   　从克利翁星系的物资集聚基地把物资运送到更前线的，当然是帝国航宙军的辎重部队，而且会配备相应的护卫。就算装备再怎么充实，我之前也觉得那种辎重部队被宙贼袭击实在很奇怪。原来如此，那些家伙是在比这里更后方的纷争空域附近的星系出没啊。

   　クリーオン星系の物資集積基地から更に前線への物資を輸送するのは当然ながら帝国航宙軍の輜し重ちよう部隊で、それには相応の護衛がついている。流石にいくら装備が充実しているとはいえ、そんな輜重部隊が宙賊に襲われるのはおかしいなとは思っていたんだ。なるほど、ここより更に後方の紛争宙域直近の星系に連中が出没しているのか。

   「这样一来……事情就麻烦了。」

   「そうなると……厄介だなぁ、それは」

   「您明白吗？」

   「わかりますか」

   「我明白。」

   「わかるよ」

   「我明白。」

   「わかるわよ」

   「我明白。」

   「わかります」

   　瑟琳娜上校的提问让我们三人异口同声地回答。要说哪里麻烦，那就是我们完全搞不清楚那些宙贼的行动范围。比起克利翁星系，更后方的国境内侧的星系，每个星系都有三到四个星际航线的出入口。因为靠近前线，所以有很多佣兵等武装船只来来往往，如果其中一艘是没被悬赏的新造战舰，那我们甚至无法判断那艘船是不是宙贼。而且如果对方的装备精良，也有可能搭载了即使被悬赏也无法立刻辨识的伪装装置。

   　セレナ大佐の問いに俺達三人は口を揃そろえて答える。何が厄介かというと、宙賊どもの行動範囲がさっぱりわからないという点だ。クリーオン星系よりも後方というか、国境の内側の星系はどの星系も三つから四つのハイパーレーン突入口を有する星系ばかりなのだ。前線に近いということで傭兵などの武装した船の行き来が多いし、それが賞金のついていない新品の戦闘艦だったりするとそいつが宙賊なのかどうかもわからない。それ以前に装備が良いということであれば、賞金がついていてもすぐにはわからないような欺ぎ瞞まん装置を積んでいる可能性もあるからなぁ。

   「没办法掌握武器和资金的流入管道吗？」

   「武器や資金の流入ルートは押さえられないのか？」

   「因为纷争空域没办法设置星际航线的稳定装置嘛。」

   「紛争宙域にハイパーレーンの安定化装置なんて置けませんからね」

   「啊……也是啦。」

   「あー……まぁそうか」

   　连接星系与星系的亚空间通道——星际航线虽然非常方便，但如果想在亚空间里快速、确实地往来，还是需要一定程度的准备，或者该说是事前的安排。这就跟比起在蜿蜒曲折、流速不稳定的河流上行船，还是在经过整备的水路或运河上行船更有效率且安全一样。

   　星系と星系を結ぶ亜空間路であるハイパーレーンというモノは大変に便利なものではあるのだが、その亜空間をより早く、確実に行き来するためにはそれなりの用意というか、下準備というものが必要だ。曲がりくねっている上に場所によって流速が不安定な大河を下るよりも、しっかりと整備された水路というか運河の方が効率的かつ安全に船を進ませられるのと同じように。

   　星际航线也是一样，只要在合适的地方设置稳定装置或亚空间信标，就能提高移动的效率。

   　ハイパーレーンも然しかるべき場所に安定化装置や亜空間ビーコンといったモノを設置することによって移動を効率化することが可能なのだ。

   　反过来说，一旦设置了这些装置，进入星际航线的座标和在目的地星系Warp Out的座标就会在一定程度上被固定。也就是说，可以埋伏在座标处。这对于防守方来说非常有利。不过，这些装置只有在双方都设置的情况下才能发挥效果，所以在纷争空域等地方，进攻方会率先将其无效化。

   　反面、そういったものを設置してしまうとハイパーレーンに突入できる座標や、逆に行き先の星系でワープアウトする座標がある程度固定化されてしまう。つまり、出待ちが可能になってしまうのだ。これは防衛側にとっては大変有利に働いてしまう。尤もつとも、これは双方に設置されて初めて効果を発揮するものなので、紛争宙域などでは攻め手によって真っ先に無効化されるわけだが。

   　而这些装置失效后，星际航线航行的时间会变长，Warp Out的座标也会在相当大的范围内随机出现。虽然会落在恒星系的外缘，而且大致上会固定在某个方向，但范围真的非常大。在使用超光速驱动的情况下，范围也会分散到需要数小时才能抵达的程度。这对进攻方来说非常有利，对于走私业者和宙贼来说，也有往来变得『安全』的好处。对于被入侵的一方来说，从各种意义上来说都是坏处。

   　そしてこれらの装置が機能しなくなることによってハイパーレーン航行にかかる時間は長くなってしまう上、ワープアウト座標はかなり広い範囲でランダムになる。恒星系外縁であることとある程度の方角は決まっているが、範囲が本当に広い。超光速ドライブを使用しても数時間かかる範囲でばらけるようになる。これは攻め手にとってかなり有利に働くし、密輸業者や宙賊にとっても行き来が『安全』になるというメリットがある。侵入される側にとってはあらゆる意味でデメリットだが。

   「虽然哨戒部队也在监视，但现状是无法完全覆盖。对方目前也贯彻着骚扰的行动，所以应对无论如何都会处于被动……」

   「哨しよう戒かい部隊も目を光らせていますが、完全にはカバーしきれないのが現状です。あちらも今のところは嫌がらせに徹していますから、対処がどうしても後手後手になってしまって……」

   「我认为如果不从根本上进行应对，只会让细小的出血不断累积……不过那不是我该思考的事吧。我们只要做好我们的工作。上校也没有被要求上前线战斗吧？」

   「抜本的な対処をしないと細かい出血を重ねさせられるだけになると思うけどな……まぁそれは俺が考えるようなことじゃないか。俺達は俺達の仕事をするまでだ。大佐も別に前線で戦えって言われているわけじゃないんだろ？」

   「是啊。我们舰队的任务是讨伐打击后勤、扰乱后方的贼人。」

   「そうですね。うちの艦隊の任務は兵站を叩いて後方を撹かく乱らんしている賊の討伐です」

   「那么，为了彼此的幸福，就朝着任务迈进吧。」

   「それじゃあお互いに幸せになるために任務に邁まい進しんするとしましょうや」

   「你自信满满地说呢。有什么想法吗？」

   「自信満々に言いますね。何か考えが？」

   「也不是没有。如果对方不是漫无目的地行动，那就有办法。」

   「無いこともない。相手がいきあたりばったりに動いてるわけじゃないってんならやりようはある」

   　为此，首先要收集情报。如果我的直觉正确，应该能抓住尾巴。

   　そのためにはまず情報収集だ。俺の勘が正しければ尻しつ尾ぽを摑つかむことはできるはず。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　这次的事情有什么问题？我试着询问瑟琳娜上校。我之所以会因为那个混账皇帝的敕命被投入，除了那家伙的娱乐之外，一定还有其他意义。再怎么说，他也不会只为了好玩就做这种事。

   　今回の件の何が問題なのか？　ということでセレナ大佐から話を聞いてみる。俺があのクソ皇帝の勅命で投入されたってことは、奴のお楽しみ以外にもきっと意味はあるはずだからな。ただの道楽でこんなことはすまいて。流石に。

   　我向瑟琳娜上校询问，她表示虽然想限制自称宙贼的活动，可能的话还想消灭他们，但是他们活动的星系出入地点很多，只靠对宙贼独立舰队一个舰队无法布下天罗地网进行封锁，而且因为拥有战舰和巡洋舰等速度较慢的舰艇，所以很难进行需要速度的追踪。

   　で、セレナ大佐に聞いてみると彼女は自称宙賊どもの活動を制限し、可能であれば撃滅したいのだが、奴らが活動している星系は出入りできる場所が多く、対宙賊独立艦隊一艦隊だけでは網を張って封鎖することが不可能であるし、戦艦や巡洋艦などの足の遅い艦を擁しているので速度を求められる追跡などが難しいということであった。

   　我为了参考，也问了她至今为止的案件，其中有好几件都让人觉得可惜。比如接收到求救信号后赶往现场，但是到达的时候一切都已经结束了；又比如发现超光速航行中的可疑舰队，但是对方的速度比拥有战舰和巡洋舰的对宙贼独立舰队更快，连拦截都做不到。

   　参考までに今までの話も聞いてみると、惜しい案件は複数あった。救難信号をキャッチして現場に急行したが到着した時には全て終わっていただとか、超光速航行中の怪しい艦隊を発見したが戦艦や巡洋艦を擁する対宙賊独立艦隊よりも相手の方が足が速くて追いついてインターディクトをかけることすらできなかっただとか。

   「该说是不出所料吗，战舰和巡洋舰拖了后腿啊。」

   「案の定というかなんというか、戦艦と巡洋艦が足を引っ張ってるな」

   「你要是再这么坏心眼，我会哭哦？这样好吗？我会大声哭哦？」

   「あまり意地悪を言うと泣きますよ？　良いんですか？　大声で泣きますよ？」

   「这是哪门子的威胁方式……也不是没有用途啦。所以，我来传授你我想到的作战计划吧。」

   「どういう脅し方だよ……別に使い途みちがないわけじゃないから。というわけで俺が考えた作戦を伝授しよう」

   「我先声明，我可是帝国航宙军的上校，拥有符合这个地位的战略、战术等级的军事知识，也接受过相应的教育哦……？」

   「一応言っておきますが私は帝国航宙軍の大佐で、それに相応ふさわしい戦略・戦術レベルでの軍事的知識を持っていますし、相応の教育を受けていますからね……？」

   　瑟琳娜上校用不爽的眼神看着我。在她身后待命的副官也对我投来饶有兴致的视线。这也难怪。她们是军事专家，而且是爬到校官位置和成为校官副官的高知识分子。一个没上过军校的区区佣兵，真的能传授作战计划吗？——她们会这么想也是理所当然的。

   　セレナ大佐がジト目を向けてくる。その背後で控えている彼女の副官殿も俺に興味深げな視線を送ってきている。それはそう。彼女達は軍事のプロで、佐官に上り詰めたりその副官になったりするほどのインテリだ。アカデミーで学んだわけでもない傭兵如ごときが作戦を伝授などできるのか？　と思われても、まぁそれは妥当な疑問であると言わざるを得ない。

   「你们的军事知识和教育，让你们的思考自由度被常识和固定观念所束缚。只要思考得更灵活，更单纯就好了」

   「その軍事的な知識や教育が常識だとか定石だとかそういったものを作って思考の自由度を狭めるんだ。もっと柔軟に、単純に考えれば良いんだよ」

   「口气不小嘛。那就请你告诉我，你所想的作战计划吧」

   「言いますね。では教えてもらいましょうか、貴方の考えた作戦というやつを」

   「也就是说，如果一个舰队忙不过来，那就分割战力，组成分舰队就好了。这样一来就能布下天罗地网，也能模拟性地制造出咽喉点了吧？」

   「つまりだ。一艦隊で手が回らないなら戦力を割って分艦隊を作れば良いんだよ。そうすれば網も張れるし、擬似的にチョークポイントを作ることも可能だろう？」

   「……原来如此？但是，这……不……？」

   「……なるほど？　でも、それは……いや……？」

   　听了我的话，瑟琳娜上校用手捂着嘴陷入了沉思。她那经过生物强化的大脑，肯定正在以超高速运转吧。

   　俺の言葉を聞いたセレナ大佐が口元に手を当てて考え込む。きっと彼女の生体強化された頭脳が超高速で回転を始めているのだろう。

   　也就是说，问题在于那帮家伙的活动范围太大，以及他们的速度太快这两点。所以，将速度较慢的战舰和巡洋舰分散配置在超空间跳跃的入口处，不仅能够阻止自称宙贼的家伙们移动到其他星系，还能拦截从多个星系跳跃过来的舰队。光是这样就能大幅限制他们的行动范围。

   　つまりアレだ。問題は連中が自由に動ける範囲が広すぎるのと、足の速さが違いすぎることの二点なのだ。そこで足の遅い戦艦や巡洋艦を小分けにしてハイパーレーン突入口に配置し、自称宙賊どもが他の星系へと移動するのを阻害すると同時に、多星系からジャンプアウトしてきた艦隊をブロックする。それだけで奴らの行動範囲を大幅に制限することができる。

   　超空间跳跃的启动时间远比超光速驱动的启动时间要长，所以自称宙贼的家伙们在星系内进行超光速航行，从超空间跳跃的入口处Warp Out之后，在他们启动超空间跳跃逃进星际航线之前，可以用战舰和巡洋舰进行扫描并将其击破。相反地，对于从星际航线跳跃过来的舰船，可以强制进行扫描，对于拒绝或无视扫描并试图启动超光速驱动的舰船，可以二话不说用主炮的超长射程大威力大口径雷射炮进行攻击。

   　ハイパードライブの起動には超光速ドライブの起動とは比べ物にならないほどに時間がかかるから、自称宙賊どもが星系内から超光速航行でハイパードライブ突入口にワープアウトしてきてからハイパードライブを起動してハイパーレーンに逃げ込む前に戦艦や巡洋艦でスキャンして撃破することが可能だし、逆にハイパーレーンからジャンプアウトしてきた艦に対してはスキャンを強制して、それを拒否したり無視したりして超光速ドライブを起動しようとした艦には問答無用で主砲の超長射程大威力の大口径レーザー砲をぶちこんでやれば良い。

   　小型舰和中型舰要是挨了帝国航宙军战舰和巡洋舰的主炮，基本上不可能平安无事。就算是克里希那，如果在离开星际航线的时候被帝国航宙军的战舰和巡洋舰堵住去路，那也是束手无策。在没有遮蔽物，也无法立刻缩短距离的情况下，根本无法躲避主炮的射击。

   　帝国航宙軍の戦艦や巡洋艦の主砲を食らって無事でいられる小型艦、中型艦なんてのはまずいない。というか、クリシュナでもハイパーレーンから出たところを帝国航宙軍の戦艦や巡洋艦に出待ちされたら詰む。遮しや蔽へいも無ければ即座に距離を詰めることもできないような状況では主砲の射撃から逃れる術すべは無いからな。

   　要是被齐射命中，至少护盾会一击就瘫痪，而护盾完全瘫痪的话，也就无法启动超光速驱动。因为没有护盾的超光速航行中一旦撞上太空垃圾，就无法避免造成致命的损伤，所以护盾瘫痪的状态下安全装置会启动，无法启动超光速驱动。

   　斉射を喰くらえば最低でもシールドは一撃でダウンさせられるだろうし、シールドが完全にダウンすれば超光速ドライブを起動することもできなくなる。シールド無しで超光速航行中にデブリと衝突した場合致命的な損傷が避けられなくなるため、シールドがダウンした状態ではセーフティが働いて超光速ドライブが起動できなくなってしまうからな。

   「那个，分散配置舰队战力在帝国航宙军的战斗教义上是禁忌……？」

   「あの、艦隊戦力の分散配置というのは帝国航宙軍の戦闘教義上禁忌なのですが……？」

   「对付宙贼派不上用场。那种东西就扔了吧。那个战斗教义是针对贝雷贝雷姆联邦之类的星系国家军对星系国家军的假想敌吧？以军队的运用基准来说，对手可是连护卫舰一艘和护卫舰两艘都能应付的小势力哦。」

   「宙賊相手には役に立たない。そんなものは投げ捨てろ。その戦闘教義ってのは対ベレベレム連邦だとかの星系国家軍対星系国家軍を想定したものだろう？　相手は軍の運用基準で言えばフリゲート一隻とコルベット二隻でも対処できるような小勢なんだぞ」

   　副官举手发言，我却一口否决了他的提议。我们平时以佣兵的标准大致将战斗舰分为小型舰，中型舰，大型舰和母舰，但以军队的运用基准来说，中型舰以下的舰船全都被判定为护卫舰，母舰和大型舰则被判定为护卫舰或驱逐舰。这两种舰船都是军用舰中最小的，或者再大一点的尺寸。小型舰的一部分已经不是军用舰，而是舰载战斗机了。

   　副官氏が発言を求めるように片手を小さく挙げて進言してきたが、俺はそれを一いつ蹴しゆうした。俺達は普段傭兵基準で大まかに小型艦、中型艦、大型艦、母艦などと戦闘艦を区別しているが、軍の運用基準で言えば中型艦以下は全てコルベット判定だし、母艦や大型艦はフリゲート艦だとか駆逐艦といった判定になる。どちらも軍用艦としては最小か、そのひとつ上くらいのサイズの艦となるだろう。小型艦の一部はもう軍用艦というより艦載戦闘機枠だしな。

   　不过现在这些都无所谓，不是什么重要的问题。问题是，连瑟琳娜上校都被那个战斗教义影响，没有想过将舰队战力分散运用。

   　まぁそれは今はいい。重要な問題ではない。問題は、セレナ大佐までもがその戦闘教義に引っ張られて艦隊戦力を小分けにして運用するという発想が出てこなかったことである。

   　不过，我也多少能理解。因为在这个世界，军队之间的战斗就是看谁的护盾和装甲更厚，炮的威力更高，数量更多。

   　いや、まぁ多少は理解はできる。この世界での軍対軍の戦闘というのはどれだけシールドや装甲が分厚くて砲の威力が高い艦の頭数を揃えるかというものだからな。

   　雷射炮在宇宙空间中射程特别长，命中率也几乎可以说是百发百中。只要武器本身的威力和护盾装甲的性能没有压倒性的差距，基本上就是数量多的一方会赢。这样一来，舰队运用上，或者说在战斗教义上，战力的分散配置自然会成为禁忌。毕竟数量少的一方会被单方面地各个击破。

   　レーザー砲というものは宇宙空間においては特に射程が長く、命中力もほぼ百発百中と言って良い代物だ。武器そのものの威力やシールドや装甲の性能に圧倒的な差がない限りは基本的に頭数が多い方が勝つことになる。そうなると、艦隊運用上というか戦闘教義上で戦力の分散配置が禁忌となるのも当然である。何せ頭数が少ない方が一方的に各個撃破されるわけだから。

   「在靠近前线的宙域分散配置战力虽然有些可怕，但我理解你的意思了。这方法不仅可行，而且应该会有效。接下来就是用我们驱逐舰以下的船舰扫荡星系，最后缩小包围网把他们逼入绝境对吧？」

   「前線に近い宙域で戦力を分散配置するのは少々怖いですが、貴方の言うことは理解できました。実行は可能ですし、効果もあるでしょう。あとはうちの駆逐艦以下の船で星系を洗っていって、最終的に網を狭めて追い込むわけですね？」

   「是啊。只要持续狩猎，迟早会在某个时间点得到关键情报，到时候就可以迅速地击溃他们的头目了。」

   「そうだな。狩っていけばどこかのタイミングでクリティカルな情報も得られるだろうから、そうなったらとっとと頭を潰つぶしても良いだろう」

   　只要从击破的自称宙贼舰上拔出数据储存装置进行分析，或是抓住自称宙贼进行盘问，就能找出指挥自称宙贼的家伙们藏身的地点。只要击溃那些家伙，有组织的后方扰乱行动肯定也会结束。虽然也有可能会发现更麻烦的事情。

   　撃破した自称宙賊艦からデータストレージを引っこ抜いて解析するなり、自称宙賊を捕らえて尋問するなりしてしまえば自称宙賊どもを指揮している連中が隠れている場所もそのうち割れる。そいつらを潰してしまえば組織立った後方撹乱も終わらせられるに違いない。もしかしたらもっと厄介なことが判明したりするかもしれんが。

   「接下来就是选择布网的位置了。说到底，就算布下天罗地网，要是猎物不在网里的话，一切就白搭了。把至今为止遭遇的宙域、出现过损失的宙域，以及下落不明的商船位置等等都调查一遍……这类情报分析应该是你们比较擅长吧。」

   「あとは網を張る位置の選定だな。そもそも網を張っても中に獲物がいないんじゃ話にならん。今までに遭遇した宙域や被害が出た宙域、行方不明になっている商船の位置なんかを洗って……って感じの情報分析はそっちの方が得意だろ」

   「是啊。等这些都结束之后，就轮到你们出马了。」

   「そうですね。それが終わったら貴方達にも働いてもらいます」

   「请随意吩咐。毕竟我们已经很习惯追着那些家伙到处跑了。」

   「どうぞご随意に。そういう連中を追いかけ回すのには慣れてるんでね」

   　话虽如此，这次听说那些家伙的装备不错，所以也不能太过大意。哎，不过有艾尔玛的安特利翁在，应该可以拖住那些家伙，直到脚程较慢的黑莲花和瑟琳娜上校的对宙贼独立舰队分队抵达现场吧。回到船上之后，得和艾尔玛还有梅伊好好讨论一下这部分的安排才行。

   　とはいえ、今回は連中の装備が良いという話だからあまり油断もできないけどな。まぁ、エルマのアントリオンがいれば、足の遅いブラックロータスやセレナ大佐の対宙賊独立艦隊の分隊が現場に到着するまでの足止めには不自由しないだろう。船に戻ったらその辺りの打ち合わせをエルマやメイとしっかりしないといけないな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　结束和瑟琳娜上校的第一次会议之后，我们回到黑莲花，召集船员们分享会议的内容。

   　セレナ大佐との初回のミーティングを終えた俺達はブラックロータスへと戻り、クルー達を集めてミーティングの内容を共有した。

   「原来如此啊。也就是说，咱们要做的事情和平时一样是吧。」

   「なるほどなぁ。つまりうちらのやること自体はいつもと変わらんってことやね」

   「是啊。虽然他们的装备好像好一点，所以需要多加注意，但要做的事情本身和平时一样。不过你们两个应该会很忙就是了。」

   「そうなるな。装備は多少良いようだから注意は必要だが、やること自体はいつもと変わらん。二人は忙しくなるだろうけど」

   「装备好一点的话，确实会很忙呢。我们会努力的。」

   「装備が良いならそうなりますね。頑張ります」

   　薇丝卡在自己胸前握紧拳头，干劲十足。装备好也就意味着，俘获敌舰或者剥下装备时的收获会更多。我们的钱包能否变厚，也取决于她们俩的努力，所以希望她们一定要加油。

   　ウィスカが自分の胸の前でぎゅっと拳こぶしを握り込んで意気込む。装備が良いということは、敵艦を鹵ろ獲かくしたり、装備を引ひっ剝ぱがしたりした時の実入りが良いということでもある。俺達の懐がどれだけ潤うかは二人にかかっているところもあるので、ぜひ頑張ってもらいたい。

   「唔……我有点在意，帝国航宙军为什么没有应对这种敌方少数战力渗透的战术呢？」

   「うーん……気になったのだけど、帝国航宙軍は何な故ぜこういった敵少数戦力の浸透に対応する戦術を持っていないのだろうねぇ？」

   「因为效果不明显，所以每个宇宙帝国几乎都不会用这种手段。虽说扰乱了后方，但只是让民间嗜好品的补给稍微延迟而已，无法破坏帝国航宙军负责的后勤。因为要让足以实行这种战术的战力越过前线渗透到这边是不可能的。最多只能起到骚扰的作用。」

   「効果が薄いからどの宇宙帝国もこんな手を使うことは殆ほとんどないんだよ。後方撹乱って言っても民間からの嗜し好こう品の類の補給が若干滞るだけで、帝国航宙軍が担っている兵へい站たんそのものを破壊するほどのものじゃない。それが行えるだけの戦力を前線を超えてこちらに浸透させるのは不可能だからな。できて精々嫌がらせ程度にしかならない」

   　实际上，只有运输嗜好性高的食品等物资到前线的民间船只遭受了损失，而运输维持前线所需的武器弹药和食品等补给物资的帝国航宙军辎重舰队并没有受到袭击。贝雷贝雷姆联邦应该付出了相当的成本，但成果大概只有送到前线的嗜好品稍微减少，让士兵们感到有些不快而已。

   　実際、被害に遭っているのは嗜好性の高い食品などを前線に運ぶ民間船ばかりで、前線の維持に必要な武器弾薬や食料品などの補給物資を輸送する帝国航宙軍の輜重艦隊は襲撃されていない。ベレベレム連邦はそれなりのコストを払っている筈はずだが、その成果は前線に届く嗜好品が若干減って兵士達がほんの少し苛いらつく程度のものだろうと思う。

   「那么，为什么贝雷贝雷姆联邦要采取这种手段呢？」

   「なら、なんでベレベレム連邦はそんな手を打ってきたんだろうねぇ？」

   「这只有他们自己才知道了……我觉得瑟琳娜上校的任务，应该也包括调查他们的目的，以及彻底解决这件事吧。实际上，瑟琳娜上校率领的对宙贼独立舰队的任务，是讨伐在后方作乱的自称宙贼的家伙，和前线与贝雷贝雷姆联邦的小规模冲突无关，或者该说不被算在其中。」

   「それは奴やつこさんにしかわからないだろうなぁ……何が狙いなのかを調べるのも含めて、この件をまるっと解決するのがセレナ大佐の任務なんじゃないかと俺は思うね。実際のところ、セレナ大佐が率いる対宙賊独立艦隊の任務は後方を撹乱する自称宙賊の討伐で、前線で起こっているベレベレム連邦との小競り合いとは無関係というか、そっちの頭数には入れられてないっぽいし」

   　这是在会议后的闲聊中，或者该说瑟琳娜上校的抱怨中直接听到的，所以不会有错。明明来到前线，我们的任务却只是对付企图扰乱后方的无名小辈，和在前线战斗的同僚们打招呼时，对方还拐弯抹角地挖苦说『反正只是用来博取人气的装饰舰队嘛』。上校阁下心情不好的原因大概也出在这里吧。

   　これはミーティングの後の雑談というかセレナ大佐の愚痴で直接聞いたことなので間違いない。前線に来たのにうちの任務は後方撹乱を企てるチンケな連中の相手だけで、前線で戦っている同僚連中と挨あい拶さつした時には『所しよ詮せんは人気取りのためのお飾り艦隊ですなぁ』みたいなことを遠回しにネチネチと言われたとかなんとか。大佐殿の機嫌があまり良くなかったのもその辺が原因だろうな。

   「说穿了，我们连这件事和伊克萨玛尔伯爵家的可疑举动有没有关联都不知道。虽然我到现在都还在怀疑伊克萨玛尔伯爵家会不会背叛，但瑟琳娜上校和艾尔玛都坚持绝对不可能。」

   「ぶっちゃけこの件とイクサーマル伯爵家の不穏なアレが繫つながっているかどうかもわからんし。俺はイクサーマル伯爵家が裏切ったりするんじゃないかと今でも疑っているけど、セレナ大佐もエルマもそれだけは絶対にありえないって言うしな」

   「那是当然的。就算伊克瑟马尔伯爵家再怎么走投无路，他们背叛帝国也没有任何好处。」

   「そりゃそうよ。いくら追い詰められて落ち目になっているとはいえ、イクサーマル伯爵家が帝国そのものを裏切るメリットなんて一切ないんだから」

   「就是这样。不过，毕竟我们和伊克瑟马尔伯爵家有仇，他们也有可能故意找我们麻烦。不过，瑟琳娜上校说，要是真的发生这种事，我们可以搬出她的名字。」

   「だとさ。まぁ因縁のある相手だから何かしらの嫌がらせを受けたりする可能性はある。ただ、その場合はセレナ大佐の名前を出しても良いって言われたから」

   「我们虽然是佣兵，但接下来会暂时纳入瑟琳娜上校的指挥之下。这是就立场而言。所以，如果伊克瑟马尔伯爵家的人敢对我们动手，就等于是和瑟琳娜上校作对。我想他们应该不会轻易出手。」

   「私達は傭よう兵へいだけど、ここから暫しばらくはセレナ大佐の指揮下に入ることになるわ。立場上はね。だから、もしイクサーマル伯爵家の連中が私達にちょっかいを掛けたら、それは同時にセレナ大佐に喧けん嘩かを売るってことにもなるわけ。だからそうそう手出しはしてこないと思うわ」

   　艾尔玛在贵族方面的知识、应对进退和思考方式等方面真的非常可靠。不对，她在其他方面也很可靠就是了。

   　こういう貴族方面の知識というか立ち回りとか考え方については本当にエルマは頼りになるよな。いや、他の方面でも頼りになるんだけども。

   「主公，这次我们也要抓捕宙贼吗？」

   「我が君、今回は我々も宙賊を捕縛するのでしょうか？」

   「啊——如果他们还活着的话，我也不吝于抓捕他们。毕竟情报来源是越多越好。怎么了吗？」

   「あー、まぁ生きていたら捕縛するのも吝やぶさかではないな。情報源は多ければ多いほど良いし。それがどうかしたか？」

   「没什么，只是想说如果要审问的话，本人或许能帮上忙。虽然会有点勉强，但可以让对方迅速说出自己知道的事情。」

   「いえ、もし尋問などもするのであれば此この身がお役に立てるかと。少し無理をすることになりますが、手早く知っていることを喋しやべらせることもできますので」

   「哦哦，原来如此……到时候就拜托你了。」

   「ああ、なるほど……その時は頼む」

   「好的！」

   「はい！」

   　库姬的狐耳竖了起来，干劲十足。确实，比起拷问，使用自白剂，或者使用机械直接读取大脑，使用库姬的灵能能力，更有可能让对方“自发地”吐露自己知道的事情。

   　クギが頭の上の狐きつね耳をピンと立てながらふんすふんすと意気込む。確かにクギのサイオニック能力を使えば拷問したり、素直になるお薬を使ったり、機械を使って脳のう味み噌その中身を直接見たりするよりも手早く『自発的に』知っていることを吐かせることも可能だろう。

   　为了保护自己的心灵不受这类攻击，我从库姬那里学到了如何构建精神屏障，为此我被她的能力攻击过无数次……船员们觉得有趣，让我做了各种各样的自白。如果我掌握了那个能力，总有一天我也想做同样的事情。喂！催眠！的感觉。

   　俺もその手の攻撃から自分の心を守るための精神防壁の構築を習得するためにクギから何度もその術を喰らいまくったからな……アレで色々と自白させられたからな、面白がったクルー達に。あの術をマスターしたら、いつか俺も同じ事をしてやろうと思う。オラッ！　催眠ッ！　って感じで。

   　不过，那似乎是相当高级的能力，我不知道自己什么时候才能学会。我的灵能能力素质似乎偏向于时空操作系和念动力等物理力量的系统，虽然不是没有库姬擅长的精神操作系的素质，但和其他两个相比，似乎略逊一筹。

   　尤もつとも、あれはなかなかに高度な術であるらしいし、俺に習得できる日が来るかどうかはわからんのだが。どうも俺のサイオニック能力の素質は時空間操作系と念動力を始めとした物理的なパワーを発揮する系統へ偏り気味なようで、クギが得意とする精神操作系の素質は無いこともないが、他二つに比べると若干見劣りするらしい。

   　不过，目前我还没有完全掌握任何能力就是了！停止呼吸后时间的流速会变慢，这并不是我刻意为之的结果，而吸引命运的那玩意儿我也没有刻意去使用。精神防壁只要我有意就能使用，念动力也已经达到了实用的水平。现在的我，就算不直接接触，也能扭断或绞杀身穿动力装甲的海兵。虽然我还开发了更厉害的隐藏招数，但目前还没有机会使用。

   　まぁ、今のところ完全に使いこなせる能力なんてないんだけどな！　息を止めると時間の流れが鈍化するのは具体的にやろうと思ってやってるわけじゃないし、数奇な運命を引き寄せるヤツは意識して使ってないから。精神防壁は意識すれば使えるようになったし、念動力に関しては実用レベルで使えるようになったけども。今の俺ならパワーアーマーに身を包んだ海兵程度なら手を触れずに捩ねじ切ったり、縊くびり殺したりすることもできなくはない。それ以上の隠し玉も開発したが、今のところ使う機会が無いんだよな。

   「总之，关于今后的行动，就等到瑟琳娜上校准备就绪为止。她似乎还需要一点时间才能重新分析情报和编组部队。」

   「とりあえず、今後の動きに関してはセレナ大佐の準備が整うまで待機ってことで。情報の再分析と編成に少し時間がかかるそうだから」

   　大家各自表示了解我的结论。梅伊在我身后没有说话，这表示她没有特别想吐槽的地方吧。

   　俺の結論に皆がそれぞれ了解の意を示す。メイは俺の後ろに控えて何も喋っていないが、何も喋っていないということは特に突っ込むような点も無かったということだろう。

   　那就好。为了准备出击，我决定暂时养精蓄锐。

   　それならそれでよし。出撃に備えて暫くの間英気を養うことにしますかね。

  

 
  
   
    ＃2：狩猎（自称）宙贼

    ＃２：宙賊（自称）狩り

   

   


   


   「真奇怪……我原本的计划是，在对宙贼独立舰队准备就绪之前，暂时悠闲度日啊。」

   「おかしいなぁ……俺の予定では対宙賊独立艦隊の準備が整うまで暫しばらくのんびりする予定だったんだが」

   「啊哈哈……既然是客户下达的命令，那也没办法呢。」

   「あはは……クライアントからの命令じゃ仕方ないですよね」

   「主公，一起加油吧。本人也会帮忙的。」

   「我が君、頑張りましょう。此の身もお手伝いしますので」

   　和瑟琳娜上校结束会谈后过了大约半天。我们来到了距离克利翁星系不远的波库斯星系，执行巡逻任务——或者该说是见敌必杀的宙贼狩猎行动。

   　セレナ大佐との会談を終えておよそ半日後。俺達はクリーオン星系からほど近い場所にあるボークス星系で哨しよう戒かい任務──というか見敵必殺の宙賊狩りを敢行していた。

   　也就是说，我们以黑莲花为中心组成鹤翼阵——虽然只有三艘舰艇，与其说是鹤翼阵，不如说是V字阵——使用超光速驱动在星系内散步。

   　つまり、ブラックロータスを中心として鶴かく翼よくの陣──三艦では鶴翼の陣というよりＶの字だが──を組み、超光速ドライブを使って星系内をお散歩中ということだ。

   『我们不重新编组就无法行动，但你们现在就能立刻出动吧？莱斯塔里亚斯预定要占据某个星系，所以请你们先去扫荡敌人。』

   『私達は再編成をしなければ動けませんが、貴方あなた達は今すぐ動けますよね？　レスタリアスが陣取る予定の星系がありますので、露払いをしておいて下さい』

   　因为瑟琳娜上校下达了这样的命令。那个人是魔鬼吗？

   　とのお達しがセレナ大佐から下ったためである。あの人は鬼か何かか？

   『军方的预算也不是无限的。你们是一流的佣兵，时间单位的花费非常庞大，所以请你们努力工作。』

   『軍の予算も無限ではないのです。貴方達は時間単位で莫ばく大だいな経費がかかる一流の傭兵なのですから、キリキリ働いて下さい』

   　既然身为客户的瑟琳娜上校都这么说了，我也只能乖乖听从她的指示。毕竟在抵达克利翁星系，与瑟琳娜上校结束会谈的瞬间，契约就已经成立了。

   　とクライアントであるセレナ大佐に言われると、それはそうとしか言えないので大人しく彼女の言葉に従ったというわけだ。クリーオン星系に到達し、セレナ大佐と会談を終えた瞬間から契約は成立しているわけだし。

   　帝国航宙军这次向我们提出的报酬，首先是基本报酬，三十天的从军期间为1000万艾尼。之后每天30万艾尼。此外，弹药和其他补给费用由对方承担，基本可以自由掠夺和打捞击破的船只，也有击破敌舰的报酬。

   　帝国航宙軍が今回俺達に提示してきた報酬はまず基本報酬として三十日の従軍で１０００万エネル。それ以降は一日ごとに30万エネル。それに加えて弾薬その他の補給費用は向こう持ち、撃破した船の鹵獲とサルベージも基本自由で、敵艦船の撃破報酬もある。

   　也就是说，因为重新编组舰队需要时间，所以让我们无所事事只会浪费经费。他们并没有要求我们在重新编组的期间在最前线大闹一番，所以也没有理由拒绝命令。

   　つまり、艦隊の再編成に時間がかかるからと俺達を遊ばせておくのは無駄が多いというわけだ。再編成をしている間に最前線で暴れてこいとか言われたわけでもないので、命令を拒否する理由もない。

   「我本来还以为在重新编组的期间，只要吃饱睡睡饱吃，钱就会自己冒出来呢。」

   「再編成している間は食っちゃ寝してるだけで金が湧いてくるぜヘッヘッヘとか思ってたのになぁ」

   「那个……主公，虽然我觉得不太可能，但您该不会是为了这个目的，才向瑟琳娜上校提议分散舰队战力的配置吧……？」

   「あの……我が君、まさかとは思いますが、そのためにセレナ大佐に艦隊戦力の分散配置を提案したわけでは……ありませんよね？」

   「如果说完全没有这种意图的话，那肯定是骗人的，不过那确实也是有效的手段。要解决这次的事件，让对宙贼独立舰队全体出动，就像是为了处理小鱼而拿出金枪鱼刀一样」

   「その意図が一ひと欠片かけらも無かったと言ったら噓うそになるけど、あれはあれで間違いなく有効な手だから。今回の案件で対宙賊独立艦隊が一塊で動くのは小魚を捌さばくのに鮪まぐろ包丁を持ち出すようなもんだよ」

   「原来如此，是这样啊」

   「なるほど、そうなのですね」

   　库姬用稍微有些放心的语气说道。真是的，居然怀疑我是不是为了私利私欲才向瑟琳娜上校献策，真是个坏孩子。待会儿我要去戳戳他的尾巴根。

   　クギが少しだけホッとしたような声でそう言う。まったく、俺が私利私欲でセレナ大佐に献策をするんじゃないかと疑うなんて悪い子だ。あとで尻しつ尾ぽの付け根をトントンしてやる。

   「不过，没看到宙贼呢」

   「しかし、見当たりませんね。宙賊」

   「毕竟是第一次来的星系，情报不足也是没办法的。果然还是应该先去一趟塞坎达斯殖民卫星——哦？」

   「初めての星系で情報不足だから仕方ない。やっぱ一回ボークスセカンダスコロニーに向かうべき──お？」

   　就在这时，克里希那的亚空间雷达捕捉到了某种反应。虽然无法判断具体是什么，但黑莲花上装载着性能更高的亚空间雷达，应该能捕捉到具体信息。

   　その時、クリシュナの亜空間センサーが何らかの反応を拾った。内容は判然としないが、より性能の高い亜空間センサーを積んでいるブラックロータスなら内容まで拾えている筈だ。

   「希罗大人，梅伊小姐说收到了求救信号」

   「ヒロ様、救難信号だそうです。メイさんから連絡が入りました」

   「OK。那就向梅伊发出突击指示，然后告诉艾尔玛根据情况启动重力干扰仪。库姬，准备战斗」

   「オーケー。それじゃあメイに突撃指示を出して、エルマには状況を見てグラビティジャマーの起動をするように伝えておいてくれ。クギ、戦闘準備だ」

   「好的！」

   「はい！」

   「好的，主公」

   「はい、我が君」

   「听说对方的装备不错。大家绷紧神经」

   「装備が良いって話だからな。気を引き締めていくぞ」

   　作为超光速驱动同步源的黑莲花缓缓调转船头，朝着求救信号的来源方向前进。很好很好。那么，就让我见识一下装备精良的宙贼到底有多少本事吧。

   　超光速ドライブの同期元となっているブラックロータスがゆっくりと回頭して救難信号の発信源へと進路を変える。よしよし。さて、装備が良い宙賊とやらがどの程度のものなのか見せてもらおうじゃないか。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　伴随着“咚”的一声巨响，我们Warp Out之后，正好赶上了决定战斗走势的紧要关头。被袭击的运输舰方的护卫舰还有两艘勉强还能动弹。袭击方包括两艘中型舰在内，还有七艘健在，交战区域散落着至少五艘以上的船只残骸。

   　ズドォン！　という轟ごう音おんと共にワープアウトすると、まさに戦いの趨すう勢せいが決まる直前のタイミングであったようだ。襲われている輸送艦側の護衛艦で辛うじてまだ動けているのが二隻。襲撃側は中型艦二隻を含めた合計九隻が健在で、交戦宙域には少なくとも五隻以上の船の残ざん骸がいが散らばっているようだ。

   『是来救援的吗！？请帮帮我们！』

   『救援か!?　手を貸してくれ！』

   『哈！看来你们来得不是时候啊。护卫舰只有两艘，猎物又增加了。伙计们，干掉他们！』

   『はっ！　まずいところに来たようだな。護衛艦はたったの二隻で獲物が追加だ。野郎ども、やっちまえ！』

   　确认到我们Warp Out之后，两艘护卫舰发出了求助信号，而九艘袭击舰则发出了袭击宣言。嗯，各位袭击者似乎把黑莲花误认为是运输舰之类的了。不过我就是为了这个目的才用隐藏装甲把武装隐藏起来的，所以正合我意。

   　ワープアウトしてきた俺達を確認した二隻の護衛艦側からは協力要請が、そして九隻の襲撃艦側からは襲撃宣言が飛んできた。うん、襲撃者の諸君はブラックロータスを輸送艦か何かと誤認しているな。まぁそのために武装をコンシールド装甲で隠しているのだから狙い通りなのだが。

   「我是佣兵公会所属的船长希罗。前来救援。」

   「こちらは傭兵ギルド所属のキャプテン・ヒロ。救援に入る」

   『拜托了！喂，快发送敌我识别信号的代码！现在马上！』

   『頼む！　おい、敵味方識別信号のコードを送れ！　今すぐだ！』

   　护卫舰慌慌张张地发来了敌我识别信号的代码，我一边接受，一边观察着朝我们驶来的四艘袭击舰。两艘中型，两艘小型，总共四艘。不过我们这边也是一艘中型，一艘小型，所以对方派出两倍的战力也算是妥当的判断。

   　護衛艦から慌ただしく敵味方識別信号のコードが送られてきたので、それを受諾しながらこちらへと向かってくる四隻の襲撃艦を観察する。中型二隻、小型二隻の四隻か。まぁ、こっちが中型一隻、小型一隻だから倍の戦力をぶつけてくるのは妥当な判断だと言える。

   「装备确实不错啊」

   「確かに装備が良いな」

   「不是一般的宙贼的船呢」

   「普通の宙賊の船じゃないですよね」

   　我慢慢打开节流阀，缓缓加速，一边用肉眼确认敌舰的装备，一边浏览蜜蜜的扫描结果。船体虽然有些破旧，但确实是正规的战斗舰的框架。装载的装备看上去也都是正规品。至少不是那种只管能发射的装备，而是初出茅庐的佣兵装备起来也不奇怪的“普通”质量的装备。虽然和船体一样破旧，但装甲还是有好好装备的，护盾看上去也是正规品。

   　スロットルを徐々に開けてゆるゆると加速しながら敵艦の装備を目視で確認しつつ、ミミが行っているスキャンの結果にも軽く目を通す。船体は若干ボロいし古いが、ちゃんとした戦闘艦のフレーム。積んでいる装備も見る限りはまともな品。少なくともただ撃てるだけって品質ではなく、駆け出しの傭兵が装備していてもおかしくはない『普通』の品質の一品。船体と同様にボロいながらも装甲はちゃんとしていて、シールドもまともな品のように見える。

   「这种程度不成问题，但对新人来说应该很难对付吧。好了，距离刚刚好。上吧」

   「この程度問題にはならんが、駆け出しには辛つらいだろうな。これは。さて、良い間合いだ。行くぞ」

   　在进入敌方射程的前一刻，我一口气将节流阀全开，推进器喷射，缩短距离。

   　敵の射程に入る直前で一気にスロットルを全開にしてスラスターを噴かし、間合いを詰める。

   『呜噢！？这家伙好快！？』

   『うおっ!?　速いぞこいつ!?』

   『开火，开火！』

   『撃て、撃て！』

   　袭击舰慌忙用雷射炮和多管炮开火，但火力的集中度不够。在克里希那的护盾受到严重损伤之前，我成功接近了敌方中型舰的极近距离。

   　襲撃艦が慌ててレーザー砲やマルチキャノンを撃ち込んでくるが、火力の集中が甘い。クリシュナのシールドにまともなダメージが入る前に敵中型艦の至近距離にまで接近することに成功した。

   「先解决一艘」

   「まず一つ」

   　我关闭飞行辅助系统，在擦肩而过的同时用两门大型霰弹炮瞄准驾驶舱附近开火，击沉了第一艘中型舰。就算对方的护盾再怎么坚固，在极近距离下霰弹炮也能无视护盾直接贯穿。只要击中驾驶舱就结束了。

   　フライトアシストを切りながら擦れ違いざまにコックピット付近を目掛けて二門の大型散弾砲をお見舞いし、一隻目の中型艦を沈黙させる。いくらまともなシールドを張っていたとしても、至近距離ならば散弾砲はシールドを問答無用で貫通できる。コックピットに撃ち込めばそれで終わりだ。

   「两艘」

   「二つ」

   　我利用擦肩而过的惯性让舰船移动，同时使用姿势控制推进器让舰船回转，用四门重型雷射炮连续齐射，击破了其中一艘慌忙想要转向这边的小型舰。然后我再次打开飞行辅助系统，让推进器喷射，再次缩短与剩下的宙贼船之间的距离。反复攻击是战斗的基础。

   　擦れ違った勢いそのままに慣性で艦を移動させたまま姿勢制御スラスターを使って艦をグルリと回頭させ、慌ててこちらへと回頭しようとしている小型艦のうち一隻に四門の重レーザー砲の斉射を連続で浴びせて撃破する。ついでにフライトアシストをオンにして再度スラスターを噴かして残る宙賊どもの船へと間合いを再度詰める。反復攻撃は戦闘の基本だ。

   『敢让我看到屁股，胆子不小啊』

   『私に尻しりを見せるとは良い度胸ね』

   『啊啊啊————！？　住手，烧起来了！？』

   『ああぁァァーーーッ!?　やめっ、焼けっ!?』

   　然而，另一艘小型舰的侧腹到屁股被安特利翁的高功率激光炮烧到，爆炸四散。剩下的一艘中型舰——。

   　が、小型艦のうちもう一隻は無防備な横っ腹からケツにかけてアントリオンの高出力レーザービームエミッターで灼やかれて爆散した。残り一隻の中型艦は──。

   『什么！？是运输舰——！』

   『なっ!?　輸送艦じゃ──！』

   　黑莲花解除了隐藏装甲，展开了十二门军用激光炮，火力可不是闹着玩的。它将拥有正常护盾和装甲的中型战斗舰像薄纸一样撕裂，可怜的袭击者瞬间爆炸四散。

   　コンシールド装甲を解除して武装を展開したブラックロータスの軍用レーザー砲十二門の火力は洒落しやれにならない。まともなシールドと装甲を装備している、ごくまともな中型戦闘艦を薄紙のように引き裂いてしまった。哀れな襲撃者は瞬時に爆発四散である。

   『喂！去对付新来的家伙被干掉了！？』

   『おい！　新手に向かってった奴やつらが殺やられたぞ!?』

   『可恶！抽到下下签了吗！？别管那个快死的了，快逃！』

   『クソッ！　ババ引いたか!?　死にかけは放っておいて逃げるぞ！』

   『超光速驱动的启动被取消了！？居然出现错误！？』

   『超光速ドライブの起動がキャンセルされた!?　エラーだと!?』

   『哪里有高质量的行星！？动啊！快动啊，你这废柴！』

   『どこに高質量の惑星があるってんだ!?　動け！　動けってんだよこのポンコツが！』

   　剩下的五艘小型袭击舰原本正在欺负幸存的两艘护卫舰和两艘疑似护卫对象的运输舰，现在似乎想要逃跑，但艾尔玛似乎启动了重力干扰器，导致超光速驱动的启动失败。很好很好，感觉不错。

   　生き残りの護衛艦二隻と護衛対象と思われる輸送艦二隻を嬲なぶっていた残り五隻の小型襲撃艦が逃げようとしたようだが、エルマがグラビティジャマーを起動したようで超光速ドライブの起動に失敗している。よしよし、良い感じだな。

   「把剩下的也收拾掉吧」

   「残りも片付けるぞ」

   「是，主公」

   「はい、我が君」

   　我们轻而易举地扫荡了不明所以地逃跑失败的残存敌人。扫荡那些露出屁股摇摇晃晃地逃跑的家伙，简直就像打野鸭一样简单。

   　意味も分からず逃げるのに失敗した残敵の掃討は難なく終わった。逃げようとしてケツを見せながらフラフラと飛ぶ連中の掃討なんぞ鴨かも撃ちみたいなもんだ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   『真的帮了大忙。你们是我的救命恩人。』

   『本当に助かった。あんた達は命の恩人だ』

   「该拿的东西都拿了，别在意。保重啊。」

   「貰もらえるもんはちゃんと貰ったから気にするな。達者でな」

   　地点转移到波克斯塞坎达斯殖民卫星。我们救了护卫舰和商船后，从散落在战场上的袭击舰残骸中回收所有能回收的东西，拖着几乎只有驾驶舱被破坏的袭击者中型舰，与遭到袭击的商船团一同前往波克斯塞坎达斯殖民卫星。

   　場所は移ってボークスセカンダスコロニーである。護衛艦と商船を助けた俺達は戦場に散らばった襲撃艦の残骸からサルベージできるものを根こそぎサルベージし、ほぼコックピットだけを潰つぶした襲撃者の中型艦を曳えい航こうして襲撃されていた商船団と共にボークスセカンダスコロニーへと移動したのだ。

   　一抵达目的地，护卫舰的船长便如此向我们表达感谢。他是隶属于佣兵公会的佣兵，似乎是接受委托来护卫那两艘商船的。由于只靠两艘船无法继续护卫，因此在委托人的要求下，决定在这座波克斯塞坎达斯殖民卫星修理船只并补充人员。

   　そして到着するなり護衛艦の船長からこうして感謝の言葉を送られていた。彼は傭よう兵へいギルド所属の傭兵で、依頼を受けてあの二隻の商船を護衛していたのだそうだ。流石さすがに二隻だけでは護衛を続けられないということで、クライアントの意向でこのボークスセカンダスコロニーで船の修理と欠員の補充をしていくことになったらしい。

   「我们倒是没有特别需要补给……要不要问问看他们有什么打算？」

   「俺達は特に補給の必要もないが……どうするかお伺いを立ててみるか」

   　姑且还是向我们的客户瑟琳娜上校报告一下事情的经过吧。我们遇到了和事先得到的情报一样，装备精良的类似宙贼的家伙，将他们击破之后，成功俘获了除了数据储存装置和驾驶舱以外完好无损的中型舰。说不定能从他们那里得到什么有用的情报。

   　俺達のクライアントであるセレナ大佐にも一応事の次第を報告しておいたほうが良いだろう。事前情報通りの質の良い装備をした宙賊のような何かと遭遇し、連中を撃破してデータストレージやコックピット以外無事な中型艦を鹵ろ獲かくすることができた。もしかしたら何か有用な情報が手に入るかもしれない。

   　对了，顺带一提，我让我们的战斗机器人冲进中型舰，确保了内部的安全。虽然似乎没有幸存者，但舰内不仅有物资，还留有袭击者们的私人物品。从这些东西里得到的情报，说不定意外地能查出他们的来历和这艘舰的出处，所以不能小看。完好无损的小型情报终端和平板电脑里也可能有重要情报。

   　ああ、ちなみに中型艦にはうちの戦闘ボットを突入させて内部の安全確保をさせておいた。生き残りは居なかったようだが、艦の内部には物資だけでなく襲撃者達の私物などもそっくりそのまま残っている。意外とそういうものから得られる情報で奴らや艦の出自がわかる可能性もあるので、馬鹿にならない。無事な小型情報端末やタブレットに重要な情報が入っていることもある。

   　然后，为了对打捞到的物资、装备和舰船废料进行分类和修复，整备士姐妹已经开始工作了。连战斗机器人都被派去帮忙，让我忍不住笑了出来。

   　そして、サルベージした物資や装備、艦のスクラップを仕分けしたりレストアしたりするために整備士姉妹は既に作業に入っている。戦闘ボット達まで作業に駆り出しているのには笑ってしまった。

   　不管怎么说，首先要和瑟琳娜上校联络。身为戴着项圈的狗，我得好好报告自己有在工作才行。

   　何にせよまずはセレナ大佐に連絡だ。首輪付きになっている身としてはちゃんとお仕事したワンと報告しないとな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   『俗话说狗也会撞到棒子……』

   『犬も歩けば棒に当たると言いますが……』

   「汪。」

   「ワン」

   　我对着全息显示器对面一脸嫌弃的瑟琳娜上校像狗一样叫了一声。

   　ホロディスプレイの向こうでドン引きした様子のセレナ大佐に犬らしく一声鳴いてやる。

   『这句话本来的意思是说，如果到处乱晃就会遭遇灾难，所以要乖乖待着……不过，叫你动起来的也是我。话说回来，你还真是有本事啊』

   『本来はフラフラ動いていると災難に遭うからじっとしていろという意味の言葉なのですが……いえ、動けと言ったのは私ですけれど。それにしても貴方は持ってますね』

   「关于我的灾难遭遇率，与其说是狗走路也会撞到棒子，不如说狗本身会发挥神秘的引力，别说棒子了，连箭和枪都会飞过来。这可不是我自夸」

   「俺のトラブルエンカウント率に関しては犬も歩けば棒に当たるというか犬自体が謎の引力を発揮して棒どころか矢も槍やりも飛んでくる感じだけどな。自慢じゃないが」

   『这真的不是什么值得自夸的事。总之，关于俘获的舰艇的修复工作就先往后推，先停泊在波库斯塞坎达斯殖民卫星吧。等汇合之后再检查内部。』

   『本当に自慢になりませんね、それは。とりあえず鹵獲した艦のレストアに関しては後回しにして、ボークスセカンダスコロニーに係留しておいて下さい。合流次第内部を検あらためます』

   「了解。我会把打捞到的数据储存装置之类的整理好，以便交给你。对了，也可以让梅伊分析一下，你觉得呢？」

   「了解。サルベージしたデータストレージの類は引き渡せるようにまとめておく。ああ、メイに分析させても良いが、どうする？」

   『只要交给我就没问题，不过如果可以进行分析的话，能尽量分析一下就帮大忙了。』

   『引き渡してくれれば問題ありませんが、分析を進められるならば出来るだけ進めておいていただけると助かりますね』

   「Aye Aye Ma'am，我会这样指示的。」

   「アイアイマム、そのように指示しておく」

   『拜托了。我会尽快完成重新编制，然后过去那边。那么，通讯结束。』

   『お願いしますね。できるだけ早く再編成を終えてそちらに向かいますので。それでは、通信終了』

   　我一边向隔着全息显示器敬礼的瑟琳娜上校回礼，一边结束通讯。

   　ホロディスプレイ越しに敬礼をしてきたセレナ大佐に敬礼を返しつつ、通信を終了する。

   「你都听到了吧？不好意思，麻烦你把刚才和瑟琳娜上校的谈话内容转达给蒂娜和薇丝卡。」

   「話は聞いていたな？　すまんがティーナとウィスカに今セレナ大佐と話した内容を伝えてくれ」

   「我知道了！我也会联络梅伊小姐。」

   「わかりました！　メイさんにも連絡しておきますね」

   「抱歉，拜托你了。我跟艾尔玛……对了，库姬也一起来吧。我要去佣兵公会一趟。」

   「すまん、頼む。俺はエルマと……そうだな、クギも一緒に来てもらうか。傭兵ギルドに顔出しだ」

   「是，主公。我陪您一起去。」

   「はい、我が君。お供致します」

   　翔子医师应该会窝在研究室里做她喜欢的研究，不过还是姑且通知她一声吧。虽然目的地是佣兵公会，应该没有能满足她求知欲的东西，所以她大概不会跟来。

   　ショーコ先生は趣味の研究で研究室にこもりきりだろうが、一応声をかけておくか。行き先が傭兵ギルドとなると彼女の知的好奇心を満たせるようなものはないだろうから、多分ついてこないと思うが。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「这里就是那个佣兵公会吗！哎呀，好像来到游乐园一样，好兴奋啊！」

   「ここがあの傭兵ギルドか！　いやぁ、遊園地に来たみたいでテンション上がるねぇ！」

   「……」

   「……」

   「对不起啦。」

   「ごめんて」

   　看到翔子医师一走进佣兵公会的门就兴奋不已，艾尔玛用鄙视的眼神看着我。呃，我没想到翔子医师会这么兴奋……我也有不知道的事情啊。

   　傭兵ギルドの扉を潜くぐるなりテンションを爆上げするショーコ先生を見て、エルマが俺にジト目を向けてくる。いや、ショーコ先生がこんなにテンション上げてはしゃぐとは思わないじゃん……俺にだってわからないことくらいあるよ。

   　离事务柜台很远的入口附近，看起来像是休息室。

   　事務カウンターから遠い入口付近はラウンジのようになっていた。

   　虽然是否设置这种空间要看公会分部，不过这个公会分部有设置这种空间。不过再怎么说，也不会像奇幻小说里出现的冒险者公会那样，连酒馆都一起设置。战斗舰上绝对不能酒后驾驶。

   　こういうスペースが設置されているかどうかはギルド支部にもよるのだが、このギルド支部にはそういったスペースが設置されていたのだ。流石にファンタジーものの小説とかに出てくる冒険者ギルドみたいに酒場まで併設されていることはないが。戦闘艦の飲酒運転ダメ、絶対。

   「咳咳。翔子医师？」

   「おほん。ショーコ先生？」

   「嗯？啊啊，失敬失敬。像我这种研究职，没什么机会来佣兵公会。如果是保安部门或外商部门，或许还有机会接触。不过，你会搭上我的船，说起来也是因为对佣兵行业有所憧憬吧？在那之前，你只是透过全息电影和全息小说，加深了憧憬的心情吧？一想到你终于用自己的双脚来到这里，我就……」

   「ん？　ああ、失敬失敬。私みたいな研究職だと傭兵ギルドに足を運ぶ機会なんて無くてね。セキュリティ部門や外商部門なら関わることもあったのかもしれないけど。まぁ、君の艦に乗ることになったのもそもそもは傭兵稼業への憧あこがれみたいなものが原因だっただろう？　それまではホロムービーやホロ小説で憧れの気持ちだけを高めていたわけでね？　ついに自分の足でこの場所に来たと思うとね？」

   「你话很多耶……理由我明白了，希望你别太兴奋。」

   「めっちゃ喋しやべるじゃん……理由はわかったから、あんまりはしゃがないでくれると嬉うれしい」

   「嗯嗯，我知道了。」

   「うんうん、わかったよ」

   　翔子医师说着，露出了天真无邪的笑容。她平时大多露出不怀好意的笑容，所以这种表情相当罕见。不过先不说这个，希望她别这么兴奋。现在，这一带的星系里，出现了平时不会出现的、装备着高性能装备的类似宙贼的家伙在横行霸道。也就是说——

   　そう言ってショーコ先生がにっこりと無邪気な笑みを浮かべてみせる。普段はニンマリニヤニヤといった感じの笑顔が多い彼女にしてはかなり珍しい表情だ。しかしそれはそれとして、はしゃぐのはやめてほしい。今、この辺りの星系では普段は見ないような高性能の装備を手にした宙賊のような何かが跋ばつ扈こしている。ということはだ。
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   「啧，带着女人……过得可真爽啊。」

   「チッ、女連れで……お気楽極楽かよ」

   「没见过的面孔啊。也就是说，那些可爱的小姑娘们不久之后就会死掉，或者成为宙贼们的玩具吗。真是可惜了。」

   「見ねぇ顔だな。つうことはあのかわい子ちゃん達も遠からず死ぬか宙賊どものおもちゃか。勿もつ体たいねぇ」

   　聚集在那里的佣兵们看着我们，嘴里嘟囔着什么。

   　そこにたむろしていた傭兵連中が俺達を見てなにやらぶつくさ言っている。

   「希罗君，他们是——」

   「ヒロくん、彼らは──」

   「好了，把嘴闭上吧。你好你好，让我们过去吧。」

   「はいお口チャックしましょうねー。どうもどうも、ちょっと通りますよ」

   　我感觉到翔子医师似乎要说出什么不妙的话，于是用手捂住她的嘴，架着她拖向柜台。我可不想惹麻烦上身。

   　ショーコ先生がマズいことを口走りそうな気配を感じた俺は彼女の口を手で塞ふさぎ、羽交い締めにしてずるずるとカウンターへと引っ張っていくことにした。面倒事はノーサンキューである。

   「你也习惯处理麻烦事了呢。」

   「アンタも慣れてきたわよね。トラブルの対処に」

   「我也不想习惯这种事啊……翔子医师，虽然不知道你想说什么，但在这个装备精良的宙贼横行的时期，那些不工作而无所事事的家伙，要么是被狠狠修理过正在修理船，要么是成员有缺正在想办法补充，要么就是正在等待暴风雨过去。总之就是这种人，他们积攒了不少怨气。要是不小心说错话让他们发火，绝对会很麻烦」

   「こんなことに慣れとうなかった……ショーコ先生、何を言おうとしたのかはわからんけど、強力な装備の宙賊のような何かが跋扈しているこのタイミングで仕事をしないでグダグダしてる連中は手て酷ひどくやられて船を修理しているだとか、メンバーに欠員が出てどうにか補充しないと仕事に出られないだとか、身を慎んで嵐が過ぎ去るのを待っているだとか、そんな感じの連中だ。鬱うつ憤ぷんも溜たまってる。下手なことを言ってキレさせると絶対に面倒なことになるからな」

   「啊，原来如此。我就是想问他们为什么看起来像是佣兵，却在这种地方发牢骚」

   「ああ、なるほど。傭兵っぽいのになんでこんな場所で管を巻いているのかと聞こうとしたんだよ」

   「你是点火天才吗？」

   「着火の天才かな？」

   　在他们积攒了大量怨气的时候，突然出现三个漂亮妹子，其中一个还问“呐呐，为什么那些人不工作，只是坐着呢？”，这肯定会让他们爆发的。火大点火（死语）。

   　ただでさえ鬱憤の溜まっているところに三人も綺き麗れいどころを連れた新顔が現れて、その綺麗どころの一人が「ねぇねぇなんであの人達仕事も行かないで座ってるの？」なんて言った日には暴発必至である。ムカ着火ファイヤー（死語）である。

   「真是明智的判断……」

   「ナイス判断だったわね……」

   「抱歉，两位，拜托了。我也会努力的，拜托了」

   「悪いが二人とも、頼むぞ？　俺も頑張るけど頼むぞ？」

   「我说啊，希罗君。我也不是小孩子了，只要察觉到情况，还是能懂得照顾别人的」

   「あのねぇ、ヒロくん。私だって子供じゃないんだから、事情を察すれば気を遣うことくらいはできるよ」

   　看到冷汗直冒的艾尔玛，以及笑嘻嘻地摇着尾巴的库姬，还有真心拜托她们的我，翔子医师鼓起脸颊，气呼呼地生着闷气。不，一开始差点就出事了耶。这种反应只能允许那种看起来不会出事的人做啦。

   　冷や汗を垂らすエルマと、ニコニコしながら尻しつ尾ぽをフリフリしているクギに本気で頼み込んでいる俺を見たショーコ先生が頰を膨らませてプリプリと怒る。いや、最初にやらかすところだったじゃないですか。そういうのはやらかす素振りも見せない人にだけ許される反応だよ。

   　于是，我们华丽地折断了进入佣兵公会后马上被落魄佣兵缠上的事件旗标，走向看起来非常闲的公会职员所在的柜台。

   　そういうわけで傭兵ギルドに入るなり落ち目の傭兵どもに絡まれるというハプニングのイベントフラグを華麗に叩たたき折った俺達は、大変に暇そうなギルド職員達がいるカウンターへと向かった。

   「哎呀，真是华丽呢。欢迎来到佣兵公会波克斯星系分部。请问是来委托……不对，不是吧？」

   「あら、華やかで良いですね。傭兵ギルドボークス星系支部へようこそ。ご依頼……では無いですよね？」

   　在柜台迎接我们的公会职员大姐姐歪着头说道。腰间佩剑，带着女人来到佣兵公会，应该是来委托护卫的贵族少爷吧……一开始是这么想的，但带来的女人至少有一个看起来像是佣兵，仔细一看，带着这些女人的男人也是一身佣兵打扮，不只佩剑，还装备了雷射枪。所以是佣兵吗？大概是这样吧。

   　カウンターで俺達を出迎えたギルド職員のお姉さんがそう言って首を傾かしげる。剣を腰に差して女連れで傭兵ギルドに来るということは、護衛でも頼みに来た貴族のボンボンだろう……と最初は思ったが、どうも連れている女のうち少なくとも一人は傭兵のように見えるし、その女達を引き連れている男もよくよく見れば傭兵風の格好で、剣だけでなくレーザーガンも装備している。ということは傭兵だろうか？　といったところだろうな。

   「不是委托。我是来露个脸，顺便收集情报的。上头有委托我来打扫这一带。」

   「依頼ではないな。顔出しと、情報収集だよ。上からの依頼でこの辺の掃除をすることになっててな」

   「上头？佣兵公会这边什么都没……这么说来，军队那边好像有动作——」

   「上から？　傭兵ギルドの方では何も……そういえば軍でそんな動きが──」

   　公会职员用指尖敲着柜台，差点说溜嘴不该说的话，我赶紧用手指抵在自己的嘴唇前，示意她闭嘴。这种手势在不同世界也通用，感觉有点有趣。

   　カウンターを指先でトントンと突つついて音を立てて口走ってはいけないことを口走りかけたギルド職員の口を止め、そのまま指を自分の唇の前に立てる。こういったジェスチャーは違う世界でも共通だというのは少し面白いよな。

   「总之就是这么回事。我想要这个星系和周边星系发生的袭击座标，以及失踪船只的预测航线等资料。」

   「まぁそういうわけでな。この星系と周辺星系で起こった襲撃の座標と、行方不明になっている船の予想航路なんかのデータが欲しいわけだ」

   「我明白您的意思，但这种资料不能轻易交给您……」

   「事情はわかりましたが、そういったデータはそう易やす々やすと渡して良いものでは……」

   「委托本身是通过公会进行的。用我的ID调查的话，应该能查到我正在从事的委托情报吧？如你所知，现在不是普通状况。我想慎重行事。」

   「依頼自体はちゃんとギルドを通ってる。俺のＩＤで調べれば従事している依頼の情報も出るだろう？　知っての通り普通の状況じゃない。慎重に事を運びたいんだ」

   「这是……？！等、等一下，我先跟上头的人商量一下，请稍等。」

   「これは……？　っ!?　ちょ、ちょっと上の者と話してきますから、少々お時間を下さい」

   　确认过我的ID后，公会职员姐姐慌慌张张地躲进柜台后面。我的名字还算有点名气，而且白金级本来就很少见，她会惊讶也是理所当然的。

   　俺のＩＤを確認したギルド職員のお姉さんが慌てた様子でカウンターの奥に引っ込んでいく。俺の名前もそこそこ売れてるからな。ただでさえプラチナランカーは少ないみたいだし、彼女が驚くのも無理はない。

   「主公，您为何要特地亲自跑一趟？这类资料不是透过通讯就能索取了吗？」

   「我が君、どうしてわざわざ足を運んだのですか？　そういったデータなら通信越しにでも請求できるのではないでしょうか？」

   「因为透过通讯传递资料，无论如何都有被窃听的风险。毕竟宙贼那帮人原本就擅长这类手法，考虑到这次的状况，用通讯传递资料很有可能会走漏风声。直接见面交换资料的这种传统做法反而更安全。」

   「通信でのやり取りはどうしても傍受の危険性があるからな。宙賊連中ってのはそもそもそういうやり口が得意だし、今回のきな臭さを考えるとそういったやり方は漏れる危険性が高い。直接顔を合わせてデータをやり取りするアナログな方式の方が安全なのさ」

   「毕竟在佣兵公会里，应该也没人敢窃听吧。」

   「流石に傭よう兵へいギルド内で盗聴だのなんだのは無理だろうしね」

   「是这样吗？职员也是人，应该也会有人一时鬼迷心窍吧？」

   「そうなのかい？　職員も人間なんだから、魔が差す人もいるんじゃないのかなぁ？」

   「我觉得公会职员应该不会这样。毕竟要是有人胆敢做出背信行为，公会就会派出追兵追到天涯海角。」

   「ギルド職員に限ってそれはないと思うわよ。背任なんてやらかした日には宇宙の果てまで追手がかかるのだし」

   「那可真可怕。」

   「それは怖いねぇ」

   　我不晓得公会和帝国法之间是如何取得平衡，但我曾看过公会针对做出背信行为的职员发出通缉，而且赏金还高到连我看了都吓一跳。理所当然地，看到这么高额的赏金，佣兵们肯定会杀红了眼追杀前公会职员。由于公会职员大多是普通人，所以根本逃不掉。

   　帝国法との兼ね合いがどうなっているのかは知らないが、一度だけ背任行為をやらかしたギルド職員に生死不問で賞金がかけられているのを見たことがある。俺から見てもかなりの高額で、当然ながらそんな高額の賞金をちらつかせられた傭兵達は元ギルド職員を血眼になって追いかけ回す。ギルド職員は普通の人であることが多いので、まず逃げられない。

   「所以你不用担心公会职员会背叛我们。哦，好像回来了。」

   「そういうわけでギルド職員の裏切りは警戒しなくて大丈夫。お、戻ってきたみたいだ」

   　刚才的公会职员小姐姐带着一位像是上司的女性回来了。好啦，能打听到什么情报呢？

   　先程のギルド職員のお姉さんが上司らしき女性を連れて戻ってきた。さて、何が聞けるかな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「我们原本是不太会直接提供资料的。」

   「本来はあまり直接的なデータのやり取りというのはしていないのですが」

   「原本？」

   「ですが？」

   　我向公会小姐姐带来的上司小姐姐这么一问，她便轻轻叹了口气，将一枚小小的资料芯片递到柜台上。这是小型情报终端也能读取的资料媒体。

   　ギルド職員のお姉さんが連れてきた上司のお姉様にそう聞くと、彼女は軽く溜ため息いきを吐つきながらカウンターの上に小さなデータチップを差し出してきた。小型情報端末にも対応しているデータ媒体だ。

   「但对方是白金级的话就另当别论了。请收下。不过，这里面只有原始资料和分析中的资料，直接使用的话很难派上用场哦？」

   「相手がプラチナランカーなら話は別です。どうぞ。ただ、生のデータと分析中のデータになりますので、このままでは役に立てるのは難しいですよ？」

   「没关系，我们会自己分析。我们家的操作员很优秀。」

   「そこはこっちで分析するから大丈夫。うちのオペレーターは優秀なんでね」

   　我一边说着，一边将资料芯片插入小型情报终端，大致浏览了一下资料。

   　そう言いながら俺はデータチップを小型情報端末に挿入し、データに軽く目を通す。

   　已经能独当一面的蜜蜜，已经具备分析这类情报，锁定宙贼活动范围和巢穴位置的技能。要是有个万一，还有梅伊在。应该总有办法解决的。不过，我其实也挺擅长这类分析，或者说是推测。

   　オペレーターとして一人前になったミミはこういった情報を分析して宙賊の活動範囲やねぐらの位置を特定するだけのスキルを身に着けている。いざとなったらメイもいる。なんとでもなるだろう。まぁ、この辺りの分析というかあたりをつけるのは俺も得意なんだが。

   「哈哈……原来如此？　照这个情况来看，他们的老巢应该就在隔壁的扎伊伦星系」

   「ははぁ……なるほど？　この感じだと、奴らのねぐらはお隣のザイラム星系っぽいな」

   　我大致浏览了一下数据后如此说道，公会小姐姐和她的上司都瞪大了眼睛盯着我的脸。你们这是什么反应啊。突然被别人盯着看，我会很害怕的。

   　データをざっと眺めてそう言うと、ギルド職員のお姉さんと上司のお姉様が目を丸くして俺の顔を凝視してきた。なんだよ、その反応は。いきなりガン見されると引くんだが。

   「希罗船长连数据分析都很擅长吗？」

   「キャプテン・ヒロはデータ分析にも明るいのですか？」

   「不，我可没厉害到能进行什么分析。这算是经验和直觉吧？你看，这里，这里和这里都发生了袭击事件，而且还有几艘商船在通过这条航线的时候失踪了对吧？然后，这两起袭击事件都以未遂告终，星系军也出动了。而星系军出动的时间和商船失踪的时间几乎一致，所以这两起袭击事件都是诱饵。他们故意在那边吸引星系军的注意力，然后在这里动手。而星系军本来在这之后的时间，应该在通往泽莱姆星系的星际航线入口附近进行警备，但因为这两起袭击事件，导致他们大幅推迟了抵达的时间。而泽莱姆星系那边也发生了同样的情况，星系军的舰队介入了袭击事件，虽然时间很短，但两边的星际航线入口附近的警备都变得薄弱了。不过，泽莱姆星系那边并没有船只失踪。所以，这一连串的袭击未遂事件和失踪的商船之间有着明显的关联性。顺带一提，这也能看出他们是在波克斯星系作案，然后带着赃物移动到了泽莱姆星系」

   「いや、分析なんてそんな難しいことはできないが。経験と勘みたいな？　ほら、こことこことここで襲撃が起きてて、このルートを通ろうとしている商船が何隻か行方不明になってるだろ？　で、この二つの襲撃は未遂で、星系軍が出動してる。それはこの消えた商船がこの辺りを通る時間とほぼ同じで、この襲撃未遂は囮おとりだな。こっちで星系軍を引き付けて、ここで仕事をしてるんだ。で、この星系軍は本来この後の時間にザイラム星系へのハイパーレーン突入口付近で警備する予定だったのが、この襲撃のせいで配置につくのが大幅に遅れてる。ザイラム星系側でも同じような星系軍の艦隊が介入する襲撃未遂が起きていて、僅わずかな時間だが双方の星系のハイパーレーン突入口付近の警備が手薄になってる。ただ、ザイラム星系側で行方不明になってる船はない。ということでこの一連の襲撃未遂事件と消えた商船の関連性が判明するわけだ。ついでに仕事をしたのがボークス星系で、その上がりを持った連中がザイラム星系に移動していることも示唆してる」

   　我用小型的全息屏幕在装置上显示出来，向她解释宙贼的行动。

   　端末から小型のホロスクリーンを立ち上げて宙賊の動きを解説する。

   「然后，按照同样的流程，这边是第一起诱饵袭击和商船失踪事件，这边是第二起，这边是第三起。也就是说，他们已经确立了这种袭击手段。从这里可以得出两个结论：一是宙贼已经掌握了波克斯星系军和泽莱姆星系军的巡逻路线，二是他们拥有确定商船航线的手段。虽然不知道是内奸泄露了情报，还是他们动了什么手脚让情报泄露，但可以肯定的是情报已经泄露了。不过追究原因不是重点，这对我们来说不是什么重要的问题。重要的是，我们可以利用这一点打击他们」

   「で、同じような流れの囮襲撃と消えた商船がこれで一つ、これで二つ、これで三つ。つまり連中はこの流れでの襲撃手段を確立してるってわけだ。で、ここからわかることは少なくとも宙賊にボークス星系軍とザイラム星系軍の巡回ルートがバレてるってことと、このルートを通る商船のルートを特定する手段を持ってるってことの二つだな。内通者が情報を流しているのか、情報が流れてくるように何かしらの細工をされてるのかはわからんが、確実に漏れてる。まぁそこの原因追求はどうでもいい。俺達にとっては重要な問題じゃない。重要なのは、これを逆手に取れば奴らを叩けるってことだ」

   　我解说到这，看向公会职员们，发现她们两个都半张着嘴，一脸呆滞地看着我。喂，我看你们好像很感兴趣，所以才特地解释给你们听的，你们有在认真听吗？话说，两位妙龄淑女不要同时半张着嘴愣在那啊。难得你们两个都是美人，这样就浪费了。

   　と、そこまで解説したところでギルド職員達に視線を向けると、二人とも口を半開きにしてぽかんとした表情を俺に向けているところであった。おい、興味がありそうだったから折角解説してやったのに、ちゃんと聞いてたのか？　というか、妙齢の淑女が二人揃そろって口を半開きにして固まるんじゃない。せっかく二人とも結構な美人さんなのに台無しだぞ。

   「哎呀，太佩服了。希罗君，你该不会是科学家的料吧？」

   「いや、恐れ入ったねぇ。ヒロくん、もしかして科学者としての素質があるんじゃないかい？」

   「怎么可能。我不擅长动脑。这只是基于经验法则的工匠直觉，完全没有科学的理论、统计学的依据或是数字上的佐证。虽然应该八九不离十。」

   「まさか。俺は頭を使うのはそんなに得意じゃないよ。これは経験則による職人の勘めいた何かだし、科学的なあれこれとか統計学的なあれこれとか数字的な裏付けがどうのとかそういうのは全く無いから。多分合ってるだろうけど」

   「希罗偶尔会在奇怪的地方发挥奇怪的技能呢。」

   「ヒロってたまに変なところで変なスキルを発揮するわよね」

   「哪里奇怪了？？？」

   「変じゃないが？？？」

   　就在我回应翔子医师和艾尔玛的发言时，上司大姐姐举起手开始发言。

   　ショーコ先生とエルマの発言に対応していると、上司のお姉様が手を挙げて発言を始めた。

   「不，那个，不好意思。刚才的发言，可以再说一次吗？应该说，可以让我记录下来吗？作为今后的参考。」

   「いえ、あの、すみません。今のもう一回、もう一回聞かせてもらっても良いですか？　というか記録させてもらっても良いですか？　今後の参考に」

   「咦……？我不想花太多时间耶。」

   「えぇ……？　あまり時間は取られたくないんだが」

   　上司大姐姐以惊人的热情拜托我，我不由得被她的气势吓到。我可不想惹上麻烦。

   　何か凄すごい熱量で頼み込んでくる上司のお姉様の熱量に思わずドン引きする。面倒事は御免なんだが。

   「只要一下下，只要一下下就好。你看，毕竟要提供数据给你，算是回礼。拜托你了。」

   「少しだけ、少しだけですから。ほら、データをお渡しするわけですし、そのお返し的な意味で。どうかお願いします」

   「确实，将目前为止的数据全部提供给佣兵公会，或许超出了通常的支援范围，但勉强还在公会的通常业务范围内吧。这样就想要卖人情，会不会太厚脸皮了……？」

   「確かにここまでのデータをまるっと傭兵ギルドに提供してもらうのは通常の範囲を超えた支援かもしれないが、それでもまだギリギリギルドの通常業務の範囲だろ。それで恩を着せようってのはちょっと厚かましくないか……？」

   「如果还不够的话，我可以个人陪你一晚。这孩子也附赠给你」

   「不足なら私が個人的に一晩付き合いますから。おまけでこの子もつけます」

   「附赠！？我的意愿呢！？」

   「おまけ!?　私の意思は!?」

   「不，你们两位都是美女，说我不感兴趣是骗人的，但这种事我心领了」

   「いや、お二人とも美人だから食指がピクリとも動かないって言ったら噓になるけども、そういうのは間に合ってるんで大丈夫です」

   「而且被拒绝了！？前辈，我的尊严之类的，好像无视我的意愿被糟蹋了！？」

   「しかも断られた!?　あの、先輩、私の尊厳的なものが私の意思をよそに滅め茶ちや苦く茶ちやにされてる気がするんですけど!?」

   　公会职员姐姐作为附赠品，差点连同上司大姐姐的贞操一起被交出去，她又惊愕又愤慨。这个人真有趣。

   　上司のお姉様におまけとして諸共に貞操を差し出されそうになったギルド職員のお姉さんが愕がく然ぜんとしたり憤慨したりしている。面白いなこの人。

   「话说陪一晚什么的，这可不行吧。你的职业道德怎么了？」

   「というか一晩付き合いますとかそういうのはアカンでしょ。職業倫理とかどうなってんだよ」

   「前辈，让三个女性陪侍的人在用正确的道理打你哦。我也这么觉得，前辈」

   「先輩、女性を三人も侍はべらせている人が正論でパンチしてきていますよ。私もそう思います、先輩」

   「我承认自己不知不觉中想依赖职业道德上不妙的手法，但做梦也没想到会被让三个女性陪侍的人这么说」

   「確かについつい職業倫理的にマズい手法に頼ろうとしてしまったことは認めますが、まさか女性を三人も侍らせている人にそう言われるとは夢にも思いませんでした」

   「啊，顺带一提，船上还有三人……不，四人」

   「あぁ、ちなみに船にもあと三人……いや四人いるよ」

   「为什么这种人要用正确的道理打我？你不觉得奇怪吗？」

   「どうしてそんな人が正論でパンチしてくるんですか？　おかしいと思いませんか？」

   　翔子医师，不要说多余的话啊。虽然我觉得把梅伊算成一个人是好事。还有上司大姐姐，不要一脸认真地问这种问题啊。你要是这么说的话，我也有自己的想法。

   　ショーコ先生、余計なことを言うんじゃない。メイをちゃんと一人としてカウントしてるのは良いことだと思うけど。あと上司のお姉様は真顔で聞いてくるんじゃねぇ。そういう事を言うならこちらにも考えというものがあるぞ。

   「好，我接受你的挑衅」

   「よーし、その喧けん嘩か買った」

   「对不起，我太激动了，请原谅我」

   「すいませんごめんなさい取り乱しました許して下さい」

   　我笑着握紧拳头，上司大姐姐立刻向我道歉。不过我也没有真的要揍她的意思。

   　笑みを浮かべながらげんこつを握り締めてみせると、上司のお姉様が平謝りしてきた。まぁ本気でぶん殴ろうとしたわけじゃないけど。

   「我也没有真的生气……你为什么这么拼命？」

   「別に本気で怒ったわけじゃないが……どうしてそんなに必死なんだ」

   「说实话，刚才的分析是前所未有的创新内容。虽然有从袭击地点的倾向推断出一定程度的袭击预测地点的手法，但精度还不够。但是，如果能确立并体系化刚才展示的分析手法，也许能成为减少今后宙贼受害的重要手段」

   「有り体に言うと、先程の分析が今までに聞いたことがない革新的な内容だったからですね。襲撃箇所の傾向からある程度の襲撃予測地点を割り出す手法はありますが、精度が今ひとつなんです。ですが、先程披露して頂いた分析手法を確立して体系化できれば、今後の宙賊被害を減らせる重要な一手になるかもしれません」

   「原来如此……？不，我觉得没那么了不起……？」

   「なるほど……？　いやそんな大したもんじゃないと思うが……？」

   　既然这个世界的科学技术这么发达，应该有很多更有效率的分析方法，可以用来计算宙贼的袭击频率和概率。倒不如说，我刚才展示的那些方法，只要去学习军事或战术的机构，应该都能学到才对。不对，瑟琳娜上校一开始也完全不懂得如何对付宙贼。难道说，其实没有专门教导这些知识的机构吗？照理来说，应该会有专门高价收购宙贼相关物品的宙贼研究家之类的家伙存在吧。

   　この世界では科学技術がこれだけ進んでいるんだから、宙賊の襲撃頻度や確率なんかをもっと効率的に分析する方法がいくらでもありそうなものなんだが。というか、俺が披露した程度のことは軍とかの戦術を学べるようなところでいくらでも教えてそうな気がするんだが。いや、セレナ大佐も最初は宙賊対策なんて全く出来てなかったもんな。意外とこういうことを教えるような機関がないのか？　宙賊関連の物品を高値で買う宙賊研究家みたいな連中は存在するはずなんだが。

   「算了。你们两个的对话还挺有意思的，我就再给你们讲解一遍吧。不过，如果你们打算在公会里利用我的讲解，别忘了要告诉我你们是参考我的讲解，还有在取得成果的时候要给我相应的方便。」

   「まぁいいや。二人のやり取りはちょっと面白かったから解説はもう一回聞かせるよ。ただ、ギルド内で俺の解説を何かに利用するなら、元が俺の解説だってのと、なにか成果が出た場合には相応の便宜を図ることを忘れないでくれ」

   「后者我无法保证，但前者我一定会做到。」

   「後者は確約できませんが、前者に関しては必ず」

   「后者才是重点啊……算了。那我再讲解一次吧。」

   「後者の方が主題なんだが……まぁ良いや。もう一回解説するぞ」

   　我再次重复刚才的讲解，顺便简单分析了一下公会职员大姐拿出来的已经解决的宙贼袭击案件。结果再次证明，我所推导出来的宙贼袭击地点和巢穴位置的预测精度相当高。

   　俺はもう一度先程の解説を繰り返し、ついでにギルド職員のお姉さんが持ち出してきた解決済みの宙賊襲撃の案件についても簡単に分析してみせた。その結果、俺の導き出した宙賊の襲撃場所の予測やねぐらの位置の予測の精度が高いことが改めて確認された。

   「这个案件，明明商船被袭击了好几次，花了将近两个月才解决……」

   「この案件、何度も商船が襲撃されて解決まで二ヶ月近くかかったのに……」

   「这就是白金位阶……」

   「これがプラチナランカー……」

   「不，这跟白金位阶没什么关系吧。」

   「いやプラチナランクが関係あるかは知らんが」

   　因为这部分完全是活用了我在SOL的经验。与其说我很厉害，不如说只是因为宙贼的行动模式和SOL的很一致而已。至于为什么会这样，就不是我能够理解或探究的了。

   　このへんはＳＯＬステラオンラインでの経験がモロに活いきてくるところだからな。俺が凄いというよりかは、宙賊の行動パターンがＳＯＬのものと一致しているだけなんだと思うが。その辺がどうしてそうなのか考えたり追求したりするのは俺の手には余るね。

   　或许是理解了我的分析手法并加以确立的话，就能在公会里出人头地，所以上司大姐干劲十足。我丢下她，随便打了个招呼就离开了佣兵公会。她们两个真是很有个性的人啊。不过今后应该不会再有交集了吧。

   　俺の分析手法を理解して確立させればギルド内での出世に役立ちでもするのか、やる気を出している上司のお姉様を放置し、適当に別れを告げて傭兵ギルドを後にする。実に個性的な二人だったな。今後関わり合いになることは無さそうだが。

   　不管怎么说，情报是到手了。波克斯星系恐怕只是单纯的狩猎场，泽亚姆星系可能也不是根据地，而是战利品的集聚场。至于要怎么处理，交给瑟琳娜上校就行了。因为这次狩猎的领队是瑟琳娜上校，这方面就交给她来判断吧。

   　まぁ、何にせよ情報は手に入った。恐らくボークス星系はただの狩り場で、ザイラム星系も本拠地ではなく戦利品の集積場である可能もあるが、どう対処するかはセレナ大佐に投げておけば良いだろう。今回の狩りのリーダーはセレナ大佐なんだから、その辺の判断は彼女にしてもらわないとな。
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   　我花了半天时间，和蜜蜜一起仔细检查从佣兵公会带回来的庞大资料。这时，瑟琳娜上校带着女性副官来到了黑莲花。

   　傭兵ギルドから持ち帰ってきた膨大なデータをミミと一緒に精査して過ごすこと半日。女性副官を連れたセレナ大佐がブラックロータスへと訪ねてきた。

   「欢迎来到我引以为傲的黑莲花。虽然很脏乱……也不算吧。破房子……也不太对。总之请随意坐，我这就收拾一下」

   「これはどうも、ようこそ自慢の我が艦へ。むさ苦し……くはないな。あばら家……も無理があるな。まぁ適当に座って下さい、今片付けるんで」

   　这里既不脏乱，而且舰内只有我一个男人，所以气氛反而很清新，黑莲花的内部装潢也豪华得称不上破房子。说实话，比瑟琳娜上校的船莱斯塔里亚斯还要豪华得多。

   　むさ苦しいも何もこの空間に男は俺しかいないからむしろ艦内の雰囲気はフローラルな感じであるし、あばら家などと言うにはブラックロータスの内装は豪華でしっかりしている。正直に言うとセレナ大佐の船であるレスタリアスよりもよっぽど豪華である。

   「就是因为你用不习惯的恭维语气说话，才会露出破绽。话说回来，这是什么？」

   「慣れないおべっかを使おうとするからそうやってボロが出るんですよ。ところで、それは？」

   「这是从佣兵公会那里弄来的宙贼出没情报和商船失踪情报。军方也有类似的情报吧？」

   「傭よう兵へいギルドから引っ張ってきた宙賊の出没情報とか商船の行方不明情報だよ。同じようなものは軍でも取り扱っているだろ？」

   　瑟琳娜上校一边看着全息屏幕上显示的星系地图和各种标记，一边向我提问，我如此回答。

   　ホロスクリーンに投影されている星系地図と、そこに表示されている様々なマークに目を向けながら質問してきたセレナ大佐にそう答える。

   　佣兵和宙贼交战的座标等数据应该已经通过星系军分享给帝国航宙军了，同样地，星系军和宙贼交战的数据以及商船失踪情报等也应该已经分享给帝国航宙军了。

   　傭兵が宙賊と交戦した座標などのデータは星系軍経由で帝国航宙軍にも共有されている筈はずだし、同様に星系軍と宙賊との交戦データや商船の行方不明情報なども共有されている筈だ。

   「这个用颜色区分的线是……？啊，用线连接起来的事件，就是宙贼在同一个作战计划下的行动吗？也就是说，这个是诱饵，真正的目标是消失的这艘船……咦？宙贼会制定这么缜密的作战计划吗？」

   「この色分けしてあるラインは……？　ああ、このラインで繫つながれている事件が一つの連動した作戦下での宙賊の行動ということですか。ということはこれが囮で、本命は消えたこの船……え？　宙賊ってこんな綿密な作戦を立てて動いたりするんですか？」

   「虽说是宙贼，但也不是所有人都会一边大喊『呀哈——』一边袭击看到的船只，他们好歹也是有思考能力的人类，其中也有会制定计划进行袭击的家伙。虽然只有一小部分就是了。」

   「そりゃ宙賊って言っても全員が全員ヒャッハーって言いながら見かけた船を手当たり次第に襲う奴らばかりじゃないし、あいつらも一応は思考能力を有する人間なんだから、しっかりと計画を立てて襲撃を行う連中だっているよ。一握りだけど」

   「那、那么，我们平时击破的宙贼是……？」

   「そ、それじゃあ普段私達が撃破している宙賊は……？」

   「几乎都是『呀哈——』型的小喽啰吧。这种精英宙贼行事谨慎，很少会在遭遇战中出现，而且一旦发现形势不利就会立刻逃跑，所以很难对付。」

   「ほぼヒャッハータイプの雑魚宙賊じゃないかな。こういうエリート宙賊は慎重だから遭遇戦で出会うことは稀まれだし、不利と見れば速攻で逃げるからたちが悪いんだよな」

   　很久以前，袭击翔子医师所乘坐的船的，就是这种精英宙贼。他们一发现形势不利就立刻逃跑了。不过现在我有艾尔玛的安特利翁上装载的重力干扰器，所以不会让他们逃掉。

   　随分前の話だが、ショーコ先生が乗っていた船を襲っていたのがエリート宙賊の類だな。形勢不利と見るなり速攻で逃げやがったし。今ならエルマのアントリオンに積んでいるグラビティジャマーがあるから逃さんけど。

   「不过，因为造成损害的主要是数量庞大的呀哈型，所以也不是说非得击破精英宙贼不可。精英宙贼的悬赏金额比较高，船只和装备的质量也比较好，战利品很美味，而且他们大多知道物资囤积场、巢穴和基地的情报，所以对于身为佣兵的我们来说，是很好赚的对手。啊，不过从维持治安的观点来看，或许该积极地狩猎他们。虽然频率不高，但那些家伙确实会带来损害……呃，你干嘛僵住不动啊？」

   「まぁ、主に被害を出しているのは山ほどいるヒャッハータイプだから、エリート宙賊を撃破しないと意味がないというわけではない。エリート宙賊の方が賞金が高めで、船や装備の質も良いから戦利品が美お味いしくて、物資の集積場やねぐら、アジトの情報を持っていることが多いから傭兵の俺達としては美味しい相手だけど。ああ、でもまぁ治安維持の観点から言えば積極的に狩ったほうが良い連中かもな。奴らは頻度は少ないけど確実に被害を出してくるし……ってなんで固まってるんだよ？」

   　我正觉得怎么这么安静，原来是瑟琳娜上校一脸愕然地盯着我，整个人僵住了。她为什么要用那种眼神看我？我实在搞不懂。

   　何か静かだな、と思ったらセレナ大佐が愕然とした表情を俺に向けたまま固まっていた。何な故ぜそんな目で俺を見るのか？　これがわからない。

   「那个所谓的精英宙贼，究竟是什么？」

   「なんですか、そのエリート宙賊っていうのは」

   「咦？该怎么说，就是狡猾、装备精良，而且很罕见的宙贼？宙贼就是宙贼啊。」

   「え？　なんかこう、狡こう猾かつで装備が良くて、レアな宙賊？　宙賊は宙賊だよ」

   「话是这么说没错，但我还是第一次听到精英宙贼这个概念。除了你之外，我从没听别人说过这个词。难道是那个吗？和母体・水晶那时一样，是出处不明的致命情报？」

   「それはそうでしょうけど、そのエリート宙賊という概念を初めて耳にしたのですが。貴方以外の口からそんな言葉を聞いたことがありません。もしかしてアレですか？　マザー・クリスタルの時と同じで出所不明のクリティカルな情報ですか？」

   「不，我想应该……没有吧？」

   「いや、そんなことは……ない、はず？」

   　虽然精英宙贼这个概念确实是我从SOL带来的，但精英宙贼并不是因为我才出现的，所以应该没什么问题。应该吧。不，重点不在这里。问题在于我在SOL学到的对宙贼战术和概念，可以直接套用在这个世界的宙贼身上。换句话说，我是不是拥有这个世界一般民众所不知道的，关于宙贼的致命情报？

   　確かにこのエリート宙賊とかの概念はＳＯＬから俺が持ち込んでそう呼んでいるものだけども、そうすることによってエリート宙賊が発生した訳では無いし、何も問題はない。無いはずだ。いや、重要なのはそこじゃない。問題なのはＳＯＬで学んだ対宙賊戦術や概念がそのままこの世界の宙賊に適用できることで、つまるところこの世界では一般的に認知されていない宙賊に関するクリティカルな情報を俺が持っているのではないか、ということだ。

   「你看起来没什么自信呢。是不是真的隐瞒了什么？要招供的话就趁现在哦？」

   「自信なげですね。本当は何か隠しているんじゃないですか？　吐くなら今のうちですよ？」

   　在我陷入沉思的时候，瑟琳娜上校已经来到我身边，把手贴在我的脸颊上，露出微笑。她的眼睛没有笑意，非常恐怖。

   　考え込んでいるうちに俺のすぐ側そばまで接近してきていたセレナ大佐が俺の頰に手を添えてニッコリと微笑ほほえむ。目が笑っていなくてとても怖い。

   「没有。真的没有。我说真的。」

   「ない。ないです。ほんとうです」

   　我轻轻推开她贴在我脸颊上的手，把视线从瑟琳娜上校身上移开，拼命回想SOL里和宙贼有关的情报。因为没有根绝宙贼系的事件，所以没有这方面的关键情报。同样地，也没有关于宙贼的源头的情报。虽然有「是不是哪里有克隆植物？」或是「是不是在深宇宙的某处有大规模的宙贼殖民卫星？」之类的暗示，但是就我所知，没有确定的情报。另外，SOL里有普通市民或是普通人转职为宙贼的案例，而这个世界也是一样。

   　頰に添えられた手をそっと退どけつつセレナ大佐から目を逸そらし、必死にＳＯＬにおける宙賊関連の情報を思い出す。宙賊根絶系のイベントは無かったから、そっち方面のクリティカルな情報はない。同様に、宙賊の発生源についての情報もない。どこかにクローンプラント的なものがあるのでは？　とか深宇宙のどこかに宙賊の大規模コロニーがあるのでは？　とかそういう匂わせはあったが、確定情報は俺の知る限りでは存在しない。また、所謂いわゆる一般市民というか普通の人間が宙賊に転向するケースについてはＳＯＬで確認されていたが、それはこちらの世界でも同じことだ。

   「看着我的眼睛说。」

   「私の目を見て言いなさい」

   「太近了太近了，上校阁下太近了。还有脖子好痛。」

   「近い近い、大佐殿近い。あと首が痛い」

   　瑟琳娜上校用双手固定我的脸，硬是把我的脸转向她，从极近距离盯着我看。红色的眼睛好漂亮啊，她果然是个美女啊。既然我还有余力想这些事，就表示我还没有被逼到绝境吧。嗯。

   　セレナ大佐が両手で俺の顔をホールドしてぐいっと自分の方に向け、至近距離から見つめてくる。紅あかい瞳ひとみが綺き麗れいだなぁ、とかやっぱり美人だなぁ、なんてことを考える余裕がある辺り、俺もまだまだ本気で追い詰められているわけではないな。うん。

   「你真的没有隐瞒什么吗？如果你不老实回答，我也有我的想法。」

   「本当に隠していることはないんですか？　素直に答えないならこちらにも考えがありますよ」

   「没有没有，真的没有。再说，要是我有关于宙贼的什么重要情报，早就拿来大赚一笔了。卖给上校的话应该能赚不少钱吧。」

   「ないない、無いです。というか、宙賊関連で何かクリティカルな情報を持ってるならそれを利用して荒稼ぎしてるっての。大佐に売れば大おお儲もうけできそうだし」

   「唔……既然你都这么说了，那就算了。要是你想起什么，记得马上告诉我。」

   「ふむ……そう言うなら良いでしょう。何か思い出したらすぐに教えるように」

   「Aye Aye，Ma'am。话说回来，这个姿势和这个距离是不是不太妙？」

   「アイアイマム。ところでこの体勢、この距離はマズくない？」

   「我们彼此都不是会因为这种程度就动摇的人吧。而且，我喜欢浪漫一点的。在这种毫无气氛的状况下强行夺走你的嘴唇，也一点都不有趣吧。」

   「お互いにこの程度で動揺するような人間じゃないでしょう。それに、私はロマンチックなのが好きなんです。こんな雰囲気も何もない状況で無理矢理唇を奪っても愉たのしくもなんともないじゃないですか」

   　瑟琳娜上校一边说着，一边放开我。虽然她的脸看起来有点红，但要是说出来的话，她可能会拔剑砍我，还是闭嘴吧。我的船员们和瑟琳娜上校的副官也用各种眼神看着我们。

   　そう言いながらセレナ大佐が俺を解放する。少し顔が赤くなっているように見えるが、指摘すると剣を抜かれそうなので黙っておこう。うちのクルー達とセレナ大佐の副官さんもジト目とかワクワクした目とか向けてきてるし。

   「话说回来，我反而很在意宙贼的战术研究几乎毫无进展这件事。内容并没有那么复杂，像我这样的外行人——不，虽然不是外行人，但没有接受过相关教育的佣兵都能理解了，那些精英职业军人却连讨论都没有，甚至没有这种概念，这不是很奇怪吗？」

   「というか、俺としては宙賊の戦術研究が全くと言って良いほどに進んでいないのが逆に気になっているんだが。そんなに難しい内容じゃないし、俺みたいな素人──いや素人ではないが、別にそういった教育を受けたわけでもない傭兵が理解できる程度のものをエリート職業軍人達が揃そろいも揃って検討したこともない、概念も無かったってのはおかしくないか？」

   「我记得过去曾经多次进行过相关研究，但全都以失败告终。因为他们的袭击太过冲动，或者说太过随机，很难归纳出规律。同样的，他们的起源也多次受到调查，现在也还在调查，但除了原本是帝国臣民后来转职为宙贼的人之外，『纯粹的宙贼』的起源至今仍然不明。从他们的生体工学技术之高来看，他们很有可能不只透过一般的怀孕生产方式繁殖，还透过克隆技术增加人口，而且也发现了相关的痕迹。但是，目前还不清楚这些行为是在哪里进行的。不过，分析他们的基因组情报，有时会发现过去失踪的商船船员或客船乘客的基因组情报，因此可以推测，被他们掳走的一部分人员被带到了可以说是他们根据地的地方，被用于繁殖。」

   「確か過去に何度か研究されていた筈ですが、すべて無駄に終わったと聞いた覚えがありますね。衝動的というか場当たり的な襲撃の度合いが多すぎて、まともにパターン化できなかったとか。同様に彼らのルーツについても調査されたことが何度もありますし、現在も調査されていますが、宙賊に転向した元帝国臣民などを除いた『純粋な宙賊』のルーツは未いまだに不明です。彼らの生体工学技術の高さから見て通常の妊娠出産といった方法での繁殖だけでなく、クローニングによる人口増加などを行っている可能性が高く、またその痕こん跡せきも発見されています。が、それがどこで行われているのかは判明していません。ただ、彼らのゲノム情報を解析すると、過去に行方不明になっている商船の乗組員や客船の乗客などのゲノム情報が確認されることがあるので、彼らに攫さらわれた人員のごく一部が彼らの本拠地とも言える場所に連れ去られ、繁殖に使われているのであろうということは推測されています」

   「没办法从抓到的宙贼身上挖出情报吗？」

   「捕らえた宙賊からも情報を引っこ抜けないのか」

   「不行。不知道是被进行了严格的记忆处理，还是根本就没有记忆，几乎没有宙贼记得自己是在哪里出生，又是如何成为宙贼的。绝大多数的宙贼，就连最久远的记忆也只到十岁左右。唯一的例外，就是宙贼之间或是宙贼和牺牲者之间生下的孩子，经过自然分娩后在宙贼的据点成长的案例。」

   「駄目ですね。厳重な記憶処理をされているのか、それともそもそも存在していないのか、自分がどこで生まれてどのようにして宙賊の一員になったのかを記憶している宙賊は殆ほとんどいません。どんなに古い記憶でも十歳程度からの記憶しか持っていない宙賊が殆どです。例外は、宙賊同士や宙賊と犠牲者との間にできた子供が自然分ぶん娩べんを経て宙賊の拠点で成長したというケースくらいですね」

   「真是彻底啊……难道说，宙贼是宇宙怪兽的一种吗……？」

   「徹底的だなぁ……もしかして宙賊って宇宙怪獣の一種なんじゃないのか……？」

   　起源不明，能够理解人类的语言，可以和人类交配，也能够利用人类的技术，还拥有堪称独立的高度生体工学技术，而且还是与人类敌对的存在，这实在很诡异啊。不是宇宙精灵，而是宇宙哥布林之类的吗？不对，宙贼的外表和人类没什么两样。

   　起源不明で人語を解し、人類と交雑可能で人類の技術も利用し、独自とも言える高度な生体工学技術も有する人類に敵対的な存在ってかなり不気味だよな。宇宙エルフならぬ宇宙ゴブリン的な何かかよ。いや、宙賊の見た目は人類ヒユーマンレースと変わらないけどさ。

   「哎，关于宙贼的话题就到此为止……要出击了吗？」

   「まぁ、宙賊の話に関してはこれくらいにして……出撃か？」

   「是啊。原本在出击之前，我打算先来跟你商量一下。所以，可以进入正题了吗？」

   「そうですね。その前にちょっとした打ち合わせということで来たのですよ、本来は。そういうわけで、本題に入っても？」

   「OK。蜜蜜、库姬，不好意思，麻烦你们准备人数份的饮料。这里就由我来收拾。」

   「オーケー。ミミ、クギ、すまんが人数分の飲み物を頼む。ここは俺が片付けとくから」

   「好的！」

   「はい！」

   「遵命，主公。」

   「はい、我が君」

   　我目送蜜蜜和库姬一起跑向食堂，同时收拾休息区的平板电脑和小型情报终端，将投影在全息显示器上的数据保存并收纳。也把在机库帮忙整备士姐妹的艾尔玛叫过来吧。

   　ミミとクギが揃って食堂へと駆けていくのを見送りながら、休憩スペースのタブレットや小型情報端末をまとめたり、ホロスクリーンに投影していたデータを保存して格納したりしておく。格納庫で整備士姉妹を手伝ってるエルマも呼んでおくか。
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   「就是这样，重新编组和配置已经完成了。重新编组的分队已经开始移动，准备封锁指定的星际航线出入口，作战开始时间也已经设定完毕。」

   「というわけで再編成と配置は完了しました。再編成した分隊は既に所定のハイパーレーン突入口を封鎖するために移動を開始しており、作戦開始時間も設定済みです」

   「了解。所以我们的任务是驱赶猎物吗？」

   「了解。で、俺達の役割は勢せ子こってわけか」

   　我用休息区的全息显示器确认瑟琳娜上校和她的副官带来的数据。作战内容很单纯，简单来说就是布下天罗地网的扫荡作战。虽然之前也进行过类似的作战，但要将潜伏在各处的宙贼彻底根绝的话，这确实是最佳的作战方式。

   　セレナ大佐とその副官氏が持ってきたデータを休憩スペースのホロディスプレイで確認する。作戦内容は単純で、要は網を張ってのローラー作戦である。前にも同じような作戦をやったが、結局のところ潜伏したりそこらを飛び回ったりしている宙賊どもを根絶やしにするならこれが一番確実な作戦なのだ。

   　所谓的驱赶猎物，就是在狩猎时负责追赶猎物，将其赶入猎人潜伏的猎杀区域。换句话说，就是猎犬的位置。汪。

   　で、勢子というのは狩りなどにおいて獲物を追いかけてハンターが潜伏しているキルゾーンに獲物を追い立てる役割のことである。つまり、猟犬ポジションである。ワン。

   「当然，负责驱赶猎物的并不只有你们。我们还组建了由护卫舰、轻型护卫舰和驱逐舰组成的分队，你们要和他们一起行动」

   「無論、猟犬の役目を担う役は貴方達だけではありませんよ。うちの艦隊のコルベットやフリゲート、駆逐艦で構成した分隊も作りましたから、彼らと連携して事に当たってもらいます」

   「啊，你们的人员增加了不少啊」

   「ああ、かなり増員されたんだったよな」

   「是的。在你的建议下，我们多次向上级提出了申请。幸运的是，帝国航宙军正在逐渐采用以巡洋舰和战舰为主轴的高火力主义，所以护卫舰和驱逐舰有点『多余』。于是，我们从其他舰队那里接收了一些驱逐舰以下的小型舰艇」

   「はい。貴方に言われて上には再三要請していましたからね。幸い、帝国航宙軍は巡洋艦や戦艦を主軸とした高火力主義を採用しつつあるので、コルベットや駆逐艦は若干『余り』気味です。そこで他の艦隊からのお下がりになりますが、駆逐艦以下の小型艦を多く集められたというわけですね」

   「高火力主义啊……你是不是把大舰巨炮主义说错了？不过，我觉得你说得没错」

   「高火力主義ねぇ……大艦巨砲主義の言い間違えと違うか？　まぁ正解だとは思うけど」

   　实际上，如果要拉开距离进行正面射击战的话，拥有巨大炮台、厚重装甲和猛烈弹幕的大型舰艇无疑是最强的。我的克里希那在完全没有小行星等遮蔽物的空白宇宙区域与巡洋舰或战舰正面交战的话，也没有胜算。

   　実際のところ、距離を空けての真正面からの射撃戦をやるというならデカい砲と分厚い装甲と猛烈な弾幕を張れる大型艦が強いのは間違いないからな。俺のクリシュナだって遮しや蔽へい物になる小惑星とかが全く無い空白宙域で巡洋艦や戦艦を相手に真正面から戦ったら勝ち目がないし。

   　虽然只要用反舰反应弹头鱼雷或者在极近距离用霰弹炮攻击舰桥和动力炉等要害就能击沉战舰，但说到底，在接近到能攻击的距离之前就会被烧成焦炭。如果能无视距离进行短距离跳跃的话就另当别论，但遗憾的是，我并没有那种超科技或者灵能。

   　そりゃ対艦反応弾頭魚雷をぶちこむなり、至近距離で艦橋やジェネレーターなんかのバイタルパートに散弾砲を撃ち込むなりすれば戦艦だって撃破できるが、そもそも撃ち込めるような距離に近づく前に消し炭にされてしまうからな。距離を無視したショートジャンプとかができるなら話は変わるのだろうが、残念ながらそんなトンデモテクノロジーとかサイオニック能力の持ち合わせは無い。

   　而激光炮等光学武器基本上很难回避。如果无法回避的话，就只能用护盾和装甲来承受，这样一来，用比对手更厚的护盾和装甲来争取时间，尽可能在被对手的强力炮火压制之前压制对手，才是正确的战斗方式。因此，帝国航宙军的舰队编制偏向战舰和巡洋舰，说起来也很自然。

   　で、基本的にレーザー砲などの光学兵器というのは回避が困難である。回避ができないならシールドと装甲で耐えるしか無いわけで、そうなると相手より分厚いシールドと装甲で時間を稼ぎ、可能な限り強力な砲火力で押し切られる前に押し切るという戦い方が正解となる。なので、帝国航宙軍の艦隊編成が戦艦と巡洋艦に偏っていくのは自然といえば自然なのだ。

   「你有什么想法吗？」

   「何か思うところが？」

   「不，没什么。我不是说了这是正确的吗？结果长射程高火力的横列齐射很强，这一点在二次元和三次元的战斗中都是一样的。」

   「いや、別にないよ。正解だと思うって言ってるだろ？　結局長射程高火力を横に並べて一斉射撃が強いのは二次元上での戦闘でも三次元上での戦闘でも変わらないってこった」

   　当然，就算要排成横列，排法也很重要。目标分散得越开，重新瞄准的时间就越长，因此在投入大量战舰和巡洋舰的大规模航宙战中，阵形和配合格外受到重视。一边分散敌方的火力，一边集中己方的火力迅速削减敌方的火力。过度攻击是浪费，因此适当地用火力打击对手也很重要。据说——这部分的优化程度，会带来不可小觑的损害和战果差距。

   　無論、並べるにしても並べ方は重要なわけだが。目標が分散していればいるほど再照準するのに時間がかかるわけなので、多数の戦艦や巡洋艦が投入される大規模航宙戦においては殊の外陣形と連携が重視される。敵の火力の分散を狙いつつ、こちらは火力を集中して速やかに敵の火力を削っていく。オーバーキルはロスなので、適切な火力を相手に叩たたき込こむのも大事だ。その辺りがどれだけ最適化されているかによって被害と戦果に馬鹿にならない差が生じる──のだという。

   　遗憾的是，我玩的时候很少参加玩家之间的大规模战斗，所以只有听来的知识。虽然偶尔会作为扰乱人员稍微参加一下。

   　残念ながら俺はプレイヤー同士の大規模戦とかにはあまり縁のないプレイをしていたから、聞き齧かじった程度の知識なんだよな。たまに撹かく乱らん要員としてちょろっと参加したりはしたけども。

   「话题有点扯远了。呃，关于扫荡，我没什么意见。内容很踏实，无可挑剔。」

   「話がちょっと脱線したな。ええとそれで掃討についてだが、特に意見とかは無いな。堅実な内容だから文句のつけようもない」

   「真的吗？如果你是顾虑到我而闭口不言，就不用客气了。」

   「本当ですか？　何か気を遣って口を噤つぐんでいるのなら、遠慮はいりませんよ？」

   「不，就说没有了。上校你到底把我当成什么人了？」

   「いや、だから何もないって。俺をどういう目で見てるんだ、大佐は」

   「你平常不是都会挑毛病吗？」

   「いつもは何かとケチをつけてくるじゃないですか」

   「不，我没有。我没有吧？」

   「いやつけてないが。つけてないよな？」

   　我边说边看向蜜蜜和艾尔玛，她们俩都露出了微妙的表情。这反应是什么意思啊。

   　そう言ってミミとエルマに視線を向けると、二人とも微妙な表情をした。なんだよその反応は。

   「蜜蜜好像很难开口，所以我替她说吧。你每次都会挑舰队编成的毛病，说编成的舰种和目的不匹配，对付宙贼的时候应该这样做，应该那样做。说到底，这次也是你提出将对宙贼独立舰队的战力分散配置更有效率，才让舰队重新编成的不是吗？」

   「ミミが言いづらそうだから言うけど、編成されている艦種が目的とアンマッチだとか、宙賊相手ならああしたほうがいい、こうしたほうがいいって大体いつもケチつけてると思うわよ。そもそも、今回対宙賊独立艦隊の戦力を小分けにして配置したほうが効率が良いって言って再編成させたのもそうじゃない」

   「……真的很抱歉。」

   「……正直すまんかった」

   　我立刻向半眯着眼瞪着我的瑟琳娜上校低头道歉。我这个人只要觉得是自己不对，就会老老实实道歉。

   　俺にジト目を向けてきているセレナ大佐に即座に頭を下げて謝った。俺は悪いと思ったことは素直に謝る人間なので。

   「其实没关系啦。你所说的对宙贼战术论，对于被帝国航宙军的舰队运用教义束缚的我来说，是很好的刺激。而且我们家的老成员在舰队成立的时候，就实际体验过你传授的战术，所以不满的情绪也控制在最低限度。不过新加入的成员倒是抱怨过，说你不过是个佣兵，凭什么提出意见。」

   「別に良いですけどね。貴方の語る対宙賊戦術論は帝国航宙軍の艦隊運用ドクトリンで凝り固まった私の頭には良い刺激になりますし。うちの古参メンバーは艦隊の立ち上げ時に貴方から伝授された戦術で宙賊を狩ってきたという実体験もありますから、不満も最小限です。新入りの面々からはいち傭よう兵へいの意見で云うん々ぬんと不満が上がってきてますけど」

   「那真是抱歉了。不过我说的内容都是认真的，希望你能谅解。」

   「それはすまん。言ってる内容はガチだから許して欲しい」

   「我会祈祷你说的是真的。要是不仅没取得战果，还让舰队受到致命性的损害……呵呵，我可就变成笑柄了。」

   「そうであることを祈っていますよ。これで戦果が上がらないどころか艦隊に致命的な損害が発生したら……ふふ。私はいい笑いものです」

   　好黑，上校阁下的笑容好黑啊。她这是在暗示我，如果没取得战果，就欠她一个大人情吗？不过我可不会屈服于这种威胁。

   　黒い、笑顔が黒いよ大佐殿。これは暗に思うような戦果が上がらなかったらデカい貸しだぞと言いたいのだろうか。だが俺はそんな脅しには屈しない。

   「那如果我取得丰硕的战果，我就是守护了上校名誉的功臣了。」

   「じゃあこれで大戦果が上がったら、俺は大佐の名誉を守った立役者ってことだな」

   「是啊，我会向佣兵公会好好传达，说你充分完成了与报酬相符的工作。」

   「そうですね、報酬分の働きは存分にしてくれたということで傭兵ギルドにはその点よく伝えておきましょう」

   　我们彼此相视而笑。我有种攻击被漂亮地避开的感觉。果然在这方面还是比不过真正的贵族。

   　互いに笑顔を交わしあう。こちらの攻撃が見事に避よけられた気がする。やっぱこっち方面では本物の貴族にはかなわんな。

   「OKOK，是我输了。哎，只要别犯下什么严重的失误，或是发生什么异常状况，就不会失败。不管怎么说，我觉得应该会很顺利。」

   「ＯＫＯＫ、俺の負けだ、まぁよほどのポカをやらかすか、何らかのイレギュラーが無い限り失敗は無い。何にせよ安泰だと思うよ」

   「但愿如此。不可思议的是，听你这么说，我心中反而涌起一股莫名的不安。」

   「そうだと良いんですけどね。貴方がそう言うと、そこはかとなく不安感が込み上げてくるのは不思議ですよね」

   「我可负不起那么大的责任……」

   「そこまでの責任は負えねぇよ……」

   　就算我拥有会招来各种麻烦的体质，我也无法对无法直接出手的地方发生的事情负责。要是把所有事情都怪到我头上，我可没那么自以为是。

   　いくら俺があらゆる類のトラブルを引き寄せる体質だとしても、俺が直接手出しができない場所で起こることまでは責任を持てない。なんでもかんでも俺のせいにされるとか、俺は天てん狗ぐじゃねぇんだぞ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   『为什么超光速驱动没有启动！？住、住手……』

   『なんで超光速ドライブが起動しねぇんだ!?　や、やめっ……』

   「抱歉啊。我对宙贼的慈悲已经卖完了。」

   「悪いな。宙賊にかける慈悲は売り切れだ」

   　说到底，我打从一开始就没进货。

   　そもそも最初から入荷もしてないがな。

   　我用重雷射炮射向摇着屁股逃跑的宙贼舰，给它最后一击。

   　ケツを振って逃げようとする宙賊艦に重レーザー砲を撃ち込み、トドメを刺す。

   　哎呀？看来只是推进器完全损坏，没有爆炸四散。真是走运的宙贼。因为推进器会消耗大量的能源，一旦推进器完全损坏，八成的宙贼船都会爆炸四散。

   　おや？　スラスターが完全に破損しただけで爆発四散は免れたか。運の良い宙賊だな。スラスターには大量のエネルギーが供給される関係上、完全に破損すると宙賊の船は八割方船ごと爆発四散するんだが。

   「果然，像样的船在安全措施方面做得比较彻底。」

   「やっぱりちゃんとした船は安全措置がしっかりしてるよな」

   「是啊。不过，相对地也更费工夫。」

   「そうですね。ただ、その分手間も増えますけど」

   「蜜蜜也变得很会说话了……好吧，等黑莲花一到，就把战斗机器人送进去吧。」

   「ミミも言うようになったねぇ……ま、ブラックロータスが到着次第戦闘ボットを送り込むか」

   　蜜蜜所说的『麻烦』，恐怕是指处理那些可能还活着的宙贼。毕竟要是把还活蹦乱跳的宙贼连人带船俘虏，收容到黑莲花上，蒂娜和薇丝卡会有危险。首先必须压制那些宙贼，掌握船只的控制权。如果船爆炸四散的话，就不需要花这种工夫，所以正如蜜蜜所说，要说麻烦的话确实很麻烦。不过相对地，收入也会比较多。

   　ミミの言う『面倒』とは恐らく生き残っているであろう宙賊の処理についてである。生きてピンピンしている宙賊を乗せたまま鹵ろ獲かくしてブラックロータスに収容すると、ティーナとウィスカが危ないからな。まずはその宙賊を制圧して船を掌握する必要がある。船が爆発四散していればそんな手間をかける必要はないので、ミミの言う通り面倒といえば面倒なんだよな。その分実入りは大きいけど。

   「那个，主公。您不打算抓俘虏吗……？」

   「あの、我が君。捕虜を取ったりは……？」

   「平常不会。平常的话。」

   「普段はしない。普段はな」

   「这次如果能抓的话，就有必要抓了。」

   「今回は取れるなら取る必要がありますよね」

   　平时的话，我都是见宙贼就杀，不会抓俘虏……但是现在我必须遵从瑟琳娜上校的指示，尽可能抓俘虏交给她。她应该是想从俘虏的脑子里提取情报吧。

   　普段なら宙賊なんぞ見敵必殺である。捕虜などは取らずに処すのである……が、今はセレナ大佐の指示で取れる捕虜は取ってセレナ大佐に引き渡すことになっている。頭から情報を引っこ抜くつもりなんだろうな。

   「总之我先让战斗机器人去劝降，然后尽可能尝试非杀伤性的压制。如果有人活下来的话，就让翔子医师治疗，然后用镇静剂或者麻醉药让他们失去反抗能力，再把他们绑起来」

   「とりあえず戦闘ボットに降伏勧告と可能な限り非殺傷での制圧を試みるように指示はしてみる。それで生き残ったらショーコ先生に治療させて鎮静剤なり麻酔なりで無力化の上拘束かな」

   「那，那个……主公？如果没人活下来呢？」

   「え、ええと……我が君？　生き残らなかったら？」

   「那就是运气不好了。祝他们在来世能有精彩的表现」

   「運が無かったね。来世でのご活躍をお祈り申し上げます」

   　我耸了耸肩，蜜蜜也连连点头表示同意。蜜蜜也变得越来越坚强了啊。我感慨万千。不用担心，库姬虽然现在头上的狐耳耷拉着，但迟早也会变成我们这一边的。

   　そう言って俺が肩を竦すくめてみせると、ミミがうんうんと同意するように頷うなずいた。ミミも本当にたくましくなったな。俺としては大変に感慨深い。案ずるな。頭の上の狐きつね耳をへにょらせているクギもそのうちこちら側に染まる。

   「话说回来，这次真是和平呢，希罗大人」

   「それにしても今回は平和ですね、ヒロ様」

   「蜜蜜，你太累了……我们刚刚才在宇宙空间里打了一场呢」

   「ミミ、あなた疲れているのよ……今しがた宇宙空間でドンパチして物騒なことをしたばかりだぞ」

   「不，不是，话是这么说……！但是，我们没有遇到决定性的危机或者麻烦啊」

   「い、いや、そうなんですけどっ……！　なんというかこう、決定的なピンチというか、トラブルには巻き込まれていないじゃないですか」

   「我们不仅被接到最前线附近，还遇到了瑟琳娜上校，然后又在她的指挥下狩猎着类似宙贼的生物，我觉得这已经算是麻烦事了。你是不是因为习惯了麻烦事，所以感觉都麻痹了？」

   「皇帝陛下の勅令を受けた帝国航宙軍に最前線近くまで呼び出された上に、セレナ大佐とエンカウントして、更にセレナ大佐の指揮下に入って宙賊のような何かを狩ってるのってもう十分トラブル満載だと思うんだ。トラブルに慣れきってしまって感覚が麻ま痺ひしてるのと違うか？」

   「呜……但是但是！平时的话，不是还会再发生一次麻烦事吗！」

   「うっ……でもでも！　いつもならもう一波乱くらいはあるじゃないですか！」

   「蜜蜜，你太累了……」

   「ミミ、あなた疲れているのよ……」

   「希罗大人，你是不是想用这个来蒙混过关？」

   「ヒロ様、それで誤魔化そうとしてませんか？」

   「没有这回事哦？」

   「ソンナコトナイヨ？」

   　我从操作员席上探出身子，用鄙视的眼神看着我。我移开了视线。现在没有问题，所以没关系吧。虽然有必要做好准备以防万一，但我认为过度警戒那些可能发生的意外事件也不太好。

   　オペレーターシートから身を乗り出してジト目を向けてくるミミから目を逸らす。今のところは問題ないんだから良いじゃない。もしもに備えるのは必要なことだが、必要以上に訪れるかもしれない何かを警戒しすぎるのも良くないと思うよ、俺は。

   　在银河英雄中出场的伟人也说过，要保持高度的灵活性，随机应变。不，我感觉那个人是个完美无缺的废物。

   　高度な柔軟性を維持しつつ臨機応変にって銀河で英雄なアレに出てきた偉い人もそう言ってたじゃないか。いや、あの人は完全無欠のダメな奴だったような気がするけど。
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   　我们一边聊着天，一边警戒着周围，这时熟悉的舰影伴随着轰鸣声Warp Out了。是黑莲花。

   　そんな話をしながら周囲を警戒していると、轟ごう音おんと共に見慣れた艦影がワープアウトしてきた。ブラックロータスだ。

   『让您久等了，主人』

   『お待たせしました、ご主人様』

   「我等你很久了。开始回收残骸和压制失去战力的舰船吧。我已经打上标签了。」

   「待ってたぞ。残ざん骸がいの回収と無力化した艦の制圧を始めてくれ。タグは打ってある」

   『遵命。即将射出战斗机器人。』

   『承知致しました。戦闘ボットを射出します』

   　如果对手是中型舰或大型舰，我会使用专用的移乘攻击用突击舱来输送战斗机器人，但小型舰就没办法这么做了。所以，我会直接把战斗机器人送进去，让它们入侵内部。战斗机器人会在宇宙空间里轻飘飘地飞过去，然后抓住太空船的舱门，打破舱门入侵内部。对于被入侵的一方来说，想必很恐怖吧。

   　中型艦とか大型艦相手なら専用の移乗攻撃用突撃ポッドを使って戦闘ボットを送り込むのだが、小型艦となるとそうもいかない。なので、直接戦闘ボットを送り込んで内部に侵入させる。宇宙空間をふよふよと飛んでいって、宇宙船のハッチに取りついてそこを破って侵入していくのである。侵入される側にしてみれば恐怖だろうな。

   『希罗，有几个人逃到我们负责的区域了。』

   『ヒロ、私達の担当エリアに逃げ込んできた連中がいるわ』

   「真是忙啊……我们也去帮忙吧？」

   「忙せわしないなぁ……俺らも手伝うか？」

   『不，他们好像打算直接把对方赶进杀戮区。』

   『いえ、このままキルゾーンに追い込むみたい』

   「那我们就不必出手了。不过还是麻烦你追踪一下。」

   「なら手は出さなくて良いか。一応追跡だけはしといてくれ」

   『了解。』

   『了解』

   　来自艾尔玛的通讯切断了。艾尔玛的安特利翁除了重力干扰器之外，还搭载了比克里希那更大型的各种高质量感应器和电子战装备，所以那方面的性能比克里希那还要优秀。因此，用感应器持续追踪发动超光速驱动逃跑的宙贼舰，以及正在追击的对宙贼独立舰队的护卫舰分队，对她来说也是轻而易举。

   　エルマから入っていた通信が切れる。エルマのアントリオンにはグラビティジャマーの他にも高品質でクリシュナより大型の各種センサー類や電子戦装備を積んでいるから、そっち方面の性能はクリシュナよりもずっと上なんだよな。だから超光速ドライブを起動して逃げている宙賊艦や、それを追っている対宙賊独立艦隊のコルベット分隊をセンサーで追跡し続けるのもお手の物だ。

   　你问黑莲花的感应器不是更大更灵敏吗？那倒也是。但是黑莲花的速度太慢了。速度还算快，视野又广的安特利翁，已经逐渐成为我们“狩猎”时不可或缺的存在。不如说已经是不可或缺的存在了。我真是买到了好东西啊。

   　ブラックロータスの方がデカくて高性能なセンサー積んでるんじゃないかって？　それはそう。だけどブラックロータスは足が遅いからな。足がそこそこに速くて視野が広いアントリオンはすでに俺達の『狩り』に無くてはならない存在になりつつある。というかもうなってる。いい買い物をしたよな、本当に。

   『主人，已经确保了』

   『ご主人様、確保しました』

   「了解。以安全为第一原则，让他们失去战斗能力。在完全失去战斗能力并拘束起来之前，让战斗机器人贴身监视，或者让梅伊去应对」

   「了解。安全第一で無力化しておいてくれ。完全に無力化して拘束するまで戦闘ボットを張り付けるか、メイが対応してくれ」

   『遵命。在黑莲花护送他们到我这里之前，我会进行监视，直到他们完全失去战斗能力』

   『承知致しました。ブラックロータスに護送次第、完全無力化まで私が監視致します』

   「拜托了」

   「頼んだ」

   　封锁恒星系和扫荡作战的流程，已经在红旗扫荡作战中做过一次了，所以瑟琳娜上校麾下的对宙贼独立舰队的成员们应对起来也很快，而且很正确。照这个情况来看，应该不用费多大功夫就能完成工作了。

   　恒星系封鎖とローラー作戦による掃討はレッドフラッグ掃討作戦で一度やった流れなので、セレナ大佐麾き下かの対宙賊独立艦隊の面々も対応が速いし正確だ。この分だとそう苦労せずに仕事を終えられそうだな。

   　就在我这么想的瞬间，克里希那的主要屏幕上出现了通讯连接的请求。嗯？这是瑟琳娜上校的莱斯塔里亚斯发来的吗？使用了军用的加密线路的通讯……我有不好的预感。

   　などと考えた瞬間、クリシュナのメインスクリーンに通信の接続要請が入ってきた。うん？　これはセレナ大佐のレスタリアスからか？　軍用の秘匿回線を使った通信……嫌な予感がするな。

   「你好，我是听话又优秀的佣兵希罗」

   「はいどうも、従順で優秀な傭兵のヒロです」

   『你在开玩笑吗。不，现在不是闲聊的时候』

   『何をふざけているんですか。いや、与太話をしている場合では無いんですよ』

   「这可真是……我可以挂断通讯吗？我突然想起自己还有急事，而且肚子也痛起来了。」

   「それはそれは……通信を切っても良いですかね？　ちょっと急用を思い出したというか、お腹なかが痛くなってきたんで」

   『不行。贝雷贝雷姆联邦的攻势愈发激烈。我们暂时停止对宙贼的讨伐行动，前往克利翁星系的物资集聚基地集合，一边警备物资集聚基地，一边作为预备战力待命。』

   『駄目です。ベレベレム連邦の攻勢が強まりました。我々は宙賊への対処を一時取りやめてクリーオン星系の物資集積基地で集結し、物資集積基地の警備をしつつ予備戦力として待機します』

   「哎，真是的……蜜蜜。」

   「おお、もう……ミミぃ」

   「我、我可没有错哦？」

   「わ、私は悪くありません……よ？」

   　我将视线投向蜜蜜，她便露出了试图蒙混过关的笑容。哎，虽然这确实不是蜜蜜的错……但在我以为能轻松完成任务的瞬间就发生这种事，我果然是被诅咒了吧。这也是我的命运操作能力造成的吗？要是不认真学会控制这能力，我可就吃不消了。

   　俺が視線を向けると、ミミが誤魔化すような笑みを浮かべる。いやまぁ、ミミのせいではないけどさぁ……苦労せずに仕事を終わらせられそうと考えた瞬間にこの事態とか、やはり呪われてるのではなかろうか。これも俺の運命操作能力とやらのせいなのだろうか。本気で制御できるようにならないと身が保もたんぞ。

   「状况有这么危险吗？我们还是继续完成任务比较好吧？」

   「そんなに危ない状況なのか？　俺達の仕事をまっとうしたほうが良いんじゃないのか？」

   『我也是这么想的，但既然是防卫司令官的请求，我们也不能置之不理。』

   『私もそう思いますが、防衛司令官からの要請となると無下にはできません』

   　瑟琳娜上校也是一脸非常不服气的表情。毕竟我们好不容易才逮到自称宙贼的那群家伙的狐狸尾巴，结果却被彻底搅局了。

   　セレナ大佐も大変に不服そうなお顔である。宙賊を名乗って蠢しゆん動どうしている連中の尻しつ尾ぽをようやく摑つかめるか、といったところだったのに完全に邪魔をされた形だからな。

   『情报的核查也需要时间，总之就先当作是确保了核查和分析目前收集到的情报的时间。考虑到配置的战力和使用星际闸道赶来的增援，我认为帝国基本上不会输，但凡事都有个万一。你们也不要太过松懈。我会把汇合的座标发给你们，你们尽可能快点赶过去』

   『情報の精査にも時間がかかりますから、とりあえずはここまでに集めた情報の精査と分析に当てる時間を確保したと考えるとします。配備されている戦力やゲートウェイを使って駆けつけてくる増援も考えれば帝国の負けはまず無いとは思いますが、万が一ということもあります。貴方達も気を抜きすぎないように。合流座標を送信しておきますので、可能な限り急いで向かってください』

   「Aye Aye，Ma'am」

   「アイアイマム」

   　大概是满意我的回答，瑟琳娜上校点了点头，切断了通讯。真是选了个讨厌的时机发动攻势啊……希望不要发生什么奇怪的事，但希望渺茫啊。为了应对任何情况，还是尽量保持警惕吧。

   　俺の返事に満足したのか、セレナ大佐が頷いて通信を切断する。嫌なタイミングでの攻勢だな……妙なことにならなければ良いが、望みは薄いか。何が起きても良いようにせいぜい警戒しておくとしよう。

  

 
  
   
    ＃3：善后处理，抑或是短暂的平稳

    ＃３：後始末、あるいは束つかの間まの平穏

   

   


   


   「辛苦了」

   「おつかれーっす」

   　我目送着瑟琳娜上校的部下们，将先前扫荡战中镇压的宙贼俘虏从医疗坞带到休息区，同时向他们打招呼。除此之外，现在黑莲花上还乘着不少瑟琳娜上校的部下，他们正在检查先前扫荡战中只破坏了推进器，使其失去战斗能力的宙贼舰（暂定）内部，以及收集到的资料存储器的内容。

   　セレナ大佐の部下が先の掃討戦で鎮圧した宙賊の捕虜をメディカルベイから休憩スペースを通って連行していくのを見送りつつ、声をかける。その他にも今のブラックロータスにはセレナ大佐の部下達が結構な数乗船しており、これまた先の掃討戦でスラスターだけ綺き麗れいに破壊して無力化した宙賊艦（仮）の内部や、収集したデータストレージの内容を精査などしている。

   　除了他们的基地和组织的情报之外，他们还在寻找船只的来源，以及与贝雷贝雷姆联邦的联系等证据或线索。

   　連中のアジトや組織の情報の他、船の入手ルートやベレベレム連邦との繫つながりなど、何かしらの証拠というか手がかりが見つからないかと探し回っているというわけだ。

   　顺带一提，在蒂娜和薇丝卡将那艘船收容到黑莲花之前，已经将动力炉完全无效化，防止对方进行远程操作自爆。毕竟这种人为了销毁证据，很有可能会做出这种事。当然，我们也已经检查过是否有安装炸药。

   　ちなみに、件くだんの艦はティーナとウィスカがブラックロータスに収容する前にジェネレーターを完全に無効化して遠隔操作による自爆などを起こさないように処理をした。証拠隠滅のためにそういったこともやりかねないからな、こういう連中は。無論、爆薬などが仕掛けられていないかのチェックも済ませている。

   　由于宙贼舰（暂定）的检查也几乎完成，维修士姐妹开始着手修复那艘船。

   　宙賊艦（仮）の精査もほぼ完了したので、整備士姉妹は件の艦のレストアを開始した。

   　幸运的是，我们之前击毁的敌舰零件都保存了下来，所以维护工作应该能顺利进行。瑟琳娜上校预定追踪船的ID，但据蒂娜和薇丝卡所说，从船的状态来看，这艘船相当老旧。

   　幸い、今までに撃破した敵艦のパーツをそれなりに確保していたので、作業そのものは問題なく進みそうであるということだ。シップＩＤの追跡やなんかはセレナ大佐が行う予定だが、ティーナとウィスカ曰いわく船の状態を見る限りは相当古い船だろうという話である。

   　这也是理所当然的，因为制造商是二十年前破产倒闭的贝雷贝雷姆联邦的造船厂。不过，在造船厂业界，这种企业似乎并不少见，由这种制造商制造的船不仅无法接受造船厂的正规维护，而且维护起来很费事，维护费用也很高，所以不太受欢迎，经常被低价出售。

   　それもその筈はずで、製造元は二十年以上前に倒産、廃業しているベレベレム連邦のシップメーカーであるらしい。ただ、シップメーカー業界ではそういう企業も少なくはないらしく、そういうメーカーで作られた船はシップメーカーの正規メンテナンスも受けられない上に整備に手間がかかるということで維持費も高く、あまり人気が出ないので安く叩たたき売うられていたりするらしい。

   　其实克里希那也和这种船一样，性能高是好事，但维护起来很费事。毕竟制造商不明，动力炉周围是黑盒子，其他零件也有很多没见过的东西。不过，即使在这种状态下，只要使用分析机和复制机，似乎还是可以勉强进行维护。我对她们俩的工作态度真是佩服得五体投地。

   　実はクリシュナもこの手の船と同じで、性能が高いのは良いのだが整備の手間がかかるのだそうだ。何せシップメーカーも不明、ジェネレーター周りはブラックボックス、その他パーツも見たことのないものが結構あるのだという。尤もつとも、その状態でも分析機とレプリケーターを使えばなんとか整備そのものは可能であるらしいが。二人の仕事ぶりには本当に頭が下がるな。

   　先不提克里希那，回到俘获舰的话题。根据蒂娜和薇丝卡的分析，这艘船的概念应该是面向佣兵和商船护卫的廉价护卫舰。机动性、坚固性、动力炉输出、运动性、火力等所有标准都超过标准的宙贼舰，价格也相当合理。只要凑齐数量，就不必害怕宙贼的袭击，这就是它的卖点。

   　クリシュナの話はおいておいて、鹵獲艦の話に戻そう。ティーナとウィスカの分析によれば恐らくだがコンセプトは傭よう兵へいや商船の護衛向けの安価な護衛艦といったものであろうということだ。機動性、堅けん牢ろう性、ジェネレーター出力、運動性、火力など、全ての水準で標準的な宙賊艦を上回り、お値段もそれなり。頭数を揃そろえれば宙賊の襲撃なんて怖くない、というのが売りといったところか。

   　可惜的是，它的可扩展性很低，因为设计上没有余地，所以很难更换动力炉和推进器等部件。如果不能更换这些部件进行扩展，就无法指望提升火力、护盾性能和机动性。这下就无计可施了。

   　残念なのは拡張性の低さで、設計に余裕が無いせいでジェネレーターやスラスターなどをより高性能なものに積み替えるのが難しいらしい。そこを積み替えて拡張できないということは、火力の向上もシールド性能の向上も機動性の向上も望めない。詰みである。

   　更直白地说，虽然它的性能比佣兵们称为“座布团”的船要好一些，但可扩展性却输得一塌糊涂。价格也比座布团高一些，未来性也是座布团压倒性地好。这样一来，这艘船的存在价值是什么？于是，那家造船厂很快就破产了。我觉得设计本身并不坏，但把力量都用在了那里。

   　更にぶっちゃけて言うと、性能そのものも傭兵達に『ザブトン』と呼ばれている船には若干勝るものの、拡張性ではボロ負け。値段も若干ザブトンより高く、将来性はあっちが圧倒的に上。そうなると、こいつの存在価値とは？　という話になり、件のシップメーカーは早々に倒産したとか。デザインは悪くないと思うんだけど、そっちにパワーを振りすぎたな、これは。

   　不过，即使如此，它在二手船市场也不是没有需求。毕竟它看起来就是战斗舰的造型，性能也足以轻松战胜一般的宙贼舰。如果只是用来凑数，让护卫的数量看起来多一点，这样的性能已经足够了。而且二手船比新船便宜，应该会有买家吧。

   　まぁ、それでも中古船市場での需要はないわけではない。見るからに戦闘艦といった形ではあるし、そんじょそこらの宙賊艦には易やす々やすとは負けない程度の性能はある。護衛の頭数合わせという用途になら十分使える性能だ。中古船なら新品のザブトンより安いし、買い手はつくだろう。

   「你为什么在认真工作呢？」

   「どうして真面目に仕事をしているんですか？」

   　我一边用平板电脑和蒂娜她们密切联络，一边指示蜜蜜进行补给，同时指示库姬陪同移交俘虏，忙得不可开交。这时，瑟琳娜上校优雅地喝着梅伊端来的茶，一边观察我，一边说出奇怪的话。

   　ティーナ達とタブレット端末で綿密に連絡を取りつつ、ミミに補給の指示を、クギには捕虜の引き渡しに同行するよう指示を出してと忙しくしていると、メイに出されたお茶を優雅に飲みながら俺を観察していたセレナ大佐が変なことを言い始めた。

   「我也可以反问你，为什么瑟琳娜上校会在这里悠闲地喝茶吗？」

   「どうしてセレナ大佐がここでのんびりしているんだと聞き返しても良いか？」

   「没有人教过你，不要用问题回答问题吗？真拿你没办法。要说为什么，是因为对宙贼独立舰队这种规模的组织，只要事先给予适当的权限和指示，各所属长就会好好工作。身为舰队司令的我，几乎不需要忙碌地工作。当然，重要的决定需要由我来下，我也会仔细阅读上呈的报告。」

   「質問を質問で返すなと教わらなかったのですか？　仕方のない人ですね。何な故ぜかと言えば、対宙賊独立艦隊くらいの規模になると適切な権限と指示さえ事前に与えておけば、各所属長がしっかりと仕事をしてくれるからですよ。艦隊の長である私があくせくと働く必要は殆ほとんどありません。無論、重要な決断は私が下す必要がありますし、上がってくる報告にはしっかりと目を通しますけどね」

   「原来如此……不用说你也知道我为什么这么认真工作吧？」

   「なるほどねぇ……って言うまでもなく俺がこうして真面目に仕事をしている理由わかってるよな？　それ」

   　我这么一说，瑟琳娜上校就露出了满意的笑容。这个混蛋……不对，她不是混蛋。是在挑衅我吗？嗯？

   　俺がそう言うと、セレナ大佐はニンマリと良い笑みを浮かべてみせた。この野郎……いや野郎じゃないが。煽あおってやがるのか？　おォン？

   「要是惹我不高兴，事情就大条了哦。」

   「俺の機嫌を損ねると大変だぞ」

   「会有什么后果呢？」

   「どう大変なのですか？」

   「不管对方是雇主还是什么，这艘船是我的船。船长的权限胜过一切。我要用船长权限把你赶出去。」

   「相手が雇い主だろうがなんだろうが、この船は俺の船だ。船長の権限は何にも勝る。船長権限で摘つまみ出すぞ」

   「原来如此？你办得到吗？」

   「なるほど？　できますか？」

   　虽然你笑得很狂妄，但你兴奋的心情完全写在脸上了哦？你这家伙，想想那些拼命装作没在和我打情骂俏的部下们的心情吧。

   　不敵に笑ってみせてるけど、ワクワクしているのが丸見えだからな？　お前、俺とじゃれ合っているのを必死に見ないようにしている部下の皆様の気持ちを考えろよ。

   「你想要我理你的心情一目了然。明明舰队规模扩大，你都晋升到上校了，还是孤零零的一个人吗？」

   「構って欲しいのが見え見えなんだよなぁ。艦隊の規模が大きくなって大佐にまで上り詰めたのにまだボッチなのか？」

   「我才不是孤零零的一个人。才不是呢。说这种话可不好。你没有人心吗？」

   「ボッチじゃありません。ボッチじゃないです。そういうことを言うのは良くないと思います。人の心とか無いんですか？」

   「不过，以瑟琳娜上校的情况来说，与其说是孤零零的一个人，不如说是立场、地位和家世的问题，导致别人对你敬而远之，觉得你难以亲近吧。你该不会为了加深交情，让部下陪你练剑，把他们打得落花流水吧？」

   「まぁ、セレナ大佐の場合ボッチというよりは立場とか地位とか家柄の問題で敬遠されているというか、近寄りがたいと思われているんだろうけどな。まさか親交を深めようとして剣の稽けい古こに部下を付き合わせてボコボコにしてないだろうな？」

   「……才没有呢？」

   「……してませんよ？」

   「骗谁啊！你绝对有！你就是这种人！」

   「噓うそ臭くせぇ！　絶対してるだろ！　そういうところだぞ！」

   　这个披着金发红眼美女皮的肌肉脑大猩猩。别鼓着脸闹别扭啊。你是小孩子吗？

   　この金髪紅眼の美人さんの皮を被かぶった脳筋ゴリラめ。頰を膨らませて拗すねるんじゃない。子供か。

   「说到练剑，我还没和你分出胜负呢」

   「剣の稽古といえば、貴方あなたとは決着がついていませんでしたね」

   「我压倒性胜利了吧。胜负已经分晓了」

   「俺が圧勝だっただろ。もう勝負ついてるから」

   「还没有。我说没有就没有。那不是我的全力。不算数」

   「まだついてません。私がついてないって言ったらついてないんです。あれは本気じゃありませんでした。ノーカンです」

   「你当时都泪眼汪汪地跺脚了，还好意思说……」

   「涙目になって地団駄踏んでたのによく言うよ……」

   　我一边叹气一边坐到瑟琳娜上校的对面，站在一旁的梅伊一声不响地端出了茶水。嗯，不愧是梅伊。如果不是我，连她把茶水放到桌上的瞬间都看不到。

   　溜ため息いきを吐つきながらセレナ大佐の正面に座ると、側そばに控えていたメイが音もなくお茶を出してくれた。うん、流石さすがはメイだ。俺じゃなかったらテーブルにお茶を置く瞬間すら見逃してたね。

   「所以，你特地跑到黑莲花来闲聊，是有什么理由吗？总不会只是因为闲得无聊，所以来找我玩吧」

   「で、わざわざブラックロータスまで足を運んで与太話をしている理由が何かあるんだろ？　まさか単に暇だから遊びに来たってわけじゃないよな」

   「哎」

   「えっ」

   「哎」

   「えっ」

   　我们对视了一会儿。喂，你该不会真的只是因为闲得无聊，又没人陪，所以来找我玩的吧。你有什么目的吧？有什么必须见面谈的事吧？快告诉我有啊，上校。

   　暫しばし見つめ合う。おい、まさか本当にただ暇でボッチだから遊びに来たわけじゃあるまいな。何か目的があるんだよな？　顔を合わせて話さなきゃならない何かがあるんだよな？　そうだと言ってくれ大佐。

   「当，当然，有啊？」

   「も、もちろん、そうです、よ？」

   「太露骨了……真的假的？骗人的吧？现在不是处于高度警戒状态吗？」

   「露骨ぅ……マジかよ。噓だろ？　一応厳戒態勢じゃないの？　今」

   「因为这里没有直接与最前线接壤，所以不会突然遭到袭击。这里要是遭到奇袭，就代表前线在毫无联络的情况下被突破，而且后续情报也完全被阻断，这种不可能发生的事态发生了。」

   「ここは最前線に直接は接していないので、突然襲われることはありませんからね。ここが奇襲されるということは連絡をする間もなく前線が突破され、その後の情報も完全に遮断されたというありえない事態が起こった時くらいですから」

   「在战场上，不可能的事不就有可能发生吗？」

   「戦場でありえないはありえないんじゃないのか？」

   「有人、无人的警戒网层层包围，要不被任何一道警戒网发现，奇袭这个物资集聚基地，事实上是不可能的。你办得到吗？」

   「有人、無人で十重二十重に張り巡らされた警戒網に一切引っかからずにこの物資集積基地を奇襲することは事実上不可能ですよ。貴方ならできますか？」

   「至少正规方法是办不到的。」

   「少なくとも正規の方法では無理だな」

   　就算克里希那在小型舰中拥有出类拔萃的性能，但隐形性能并不突出。说到底，不管隐形性能再怎么高的船，都无法隐藏使用超空间跳跃时的反应，所以不可能躲过处于高度警戒状态的军方警戒网。除非使用除了正攻法以外的手段，像是伪造敌我识别信号、船籍和船ID，或是有内奸带路。

   　いくらクリシュナが小型艦としては図抜けた性能を持ってるとは言っても、ステルス性に関しては然さ程ほどでもない。そもそも、ステルス性がどんなに高い船であってもハイパードライブ使用時の反応を隠すことはできないので、厳戒下にある軍の警戒網を搔かい潜くぐるのは不可能だ。敵味方識別信号と船籍、シップＩＤを誤魔化すだとか、内通者の手引きがあるだとか、そういった正攻法以外の手段を用いない限りは。

   「不过，你有个可疑的同伴可能会提供非正规的方法吧？」

   「だけど、正規じゃない方法を提供しそうな怪しい味方がいるだろう？」

   「伊克萨马尔伯爵吗？关于这件事，我应该已经说过了，就算再怎么落魄，帝国贵族也不会做出背叛帝国、舍弃贵族地位的行为。艾尔玛小姐也这么说过吧？」

   「イクサーマル伯爵ですか。それに関しては言ったと思いますが、いくら落ち目でも帝国貴族が帝国を裏切って貴族の地位を捨てるような真ま似ねはしませんよ。エルマさんもそう言っていたでしょう？」

   「就我听到的来说，也不是不能接受，但真的可以这么单纯地看待这件事吗？他们可是和宙贼有勾结的家伙哦？我觉得用常识来思考，实在很难说他们没有问题。」

   「話を聞く限りは納得できなくもないんだが、そう単純に考えて良い話なのかね？　宙賊と繫がっているような連中だぞ？　常識で考えて良い話なのか怪しいものだと俺は思ってるんだが」

   「关于他们和宙贼勾结的嫌疑，目前还没有找到决定性的证据。」

   「宙賊との繫がりについては決定的な証拠は出ていませんよ」

   　瑟琳娜上校虽然这么说，但她的脸上却写着「我觉得他们绝对有勾结」。既然如此，我希望她也能认真考虑我的担忧。

   　そう言うセレナ大佐の顔には「絶対繫がっていると思いますけど」と書いてあるように見える。なら、俺の懸念も真面目に考えてほしいものなんだが。

   「真拿你没办法。既然你这么担心，那我也会比以往更加注意。毕竟和你在一起，确实经常让我思考常识到底是什么。」

   「仕方ありませんね。貴方がそこまで心配するのなら、私も今まで以上に注意しましょう。貴方と一緒にいると常識とは何だったのかと考えさせられることが多いのも確かですしね」

   「你这不是在夸我吧？」

   「それは褒めてないよな？」

   「你说呢？」

   「どうでしょう？」

   　瑟琳娜上校露出了微笑。啊啊，长得漂亮的人真的很有优势啊。光是看到她的笑容，我就觉得一切都无所谓了。不过我平时就看惯了美女，不会被区区一个笑容蒙混过去。关于这一点，我们可要好好谈一谈。

   　セレナ大佐がにっこりと笑みを浮かべる。ああ、本当に美人は得だよな。笑顔を見せられるだけでころりと全てを許してしまいそうになる。だが美人なら普段から見慣れているんでな、俺は笑顔一つ程度では誤魔化されんぞ。その点についてはよく話し合わせてもらおうじゃないか。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　现在的状况到底算不算紧迫？要说的话，现在的状况确实很紧迫，但是和结晶战役的时候相比，老实说并没有那么严重。

   　今の状況、切迫しているのかいないのか？　という話をすればどちらかと言えば切迫している状況なのだが、それが結晶戦役の時と比べるとどうか？　という話をするとそこまでではないというのが正直なところである。

   　结晶战役的时候，我们原本就缺乏防卫战力，如果不把从周边地区召集来的所有战力都投入防卫，防卫线就有可能被结晶生命体突破。相比之下，克利翁星系周边的纷争空域从一开始就集结了足以应对敌方攻势的战力。

   　結晶戦役の時にはそもそもの防衛戦力が乏しく、周辺からかき集めた戦力を全て防衛に差し向けなければ結晶生命体どもに防衛線が食い破られかねないという状況だったのに対し、現在のクリーオン星系周辺の紛争宙域に関しては最初から敵の攻勢に備えて相応の戦力が集められていた。

   　因此，就算敌方开始发动攻势，原本不属于编制内的对宙贼独立舰队也没有出场的机会。

   　なので、攻勢が始まったとしても、本来は員数外の戦力である対宙賊独立艦隊の出る幕は無い。

   　话虽如此，但伊克瑟马尔伯爵家的那些人，也不可能在紧急事态发生时还让战力闲置，所以就把对宙贼独立舰队派去克利翁星系物资集聚基地进行警备，让原本的防卫战力随时都能作为增援进行调动。

   　とは言え急事に戦力を遊ばせておく余裕があるわけではないので、対宙賊独立艦隊をクリーオン星系物資集積基地の警備に使い、本来の防衛戦力をいつでも増援として動かせるようにしたというわけだな。イクサーマル伯爵家の連中は。

   「不过，从我们的角度来看，只要傻傻地待着不动，钱就会自己冒出来呢」

   「まぁ、俺らからしてみれば黙ってぼけーっとしてるだけで金が湧いてくるようなもんだよな」

   「固定报酬是一定期间的雇佣费，超过这个期间后就会有日薪」

   「固定報酬は一定期間の雇用費で、それを過ぎると日当が出ますからね」

   「这，这样真的好吗……？」

   「そ、それで良いのでしょうか……？」

   　看到在休息区悠闲地休息的我和蜜蜜，库姬露出了苦笑。库姬真是认真啊。

   　休憩スペースでのんびりしている俺とミミを見たクギが苦笑いを浮かべる。クギは真面目だなぁ。

   「话说回来，虽然说是『独立舰队』，但感觉在有事的时候还是会被军令束缚啊」

   「というか『独立艦隊』だなんて言っても有事の際には結局軍令に縛られるんだなって感じだよ」

   『平时能根据自己的判断运用舰队，所以才叫独立舰队。有事的时候当然有义务服从军令。因为我们是皇帝陛下的剑』

   『平時に独自の裁量で艦隊を運用できるから独立艦隊なんですよ。有事の際には当然軍令に従う義務があります。我々は皇帝陛下の剣なのですから』

   　全息显示器的另一头，瑟琳娜上校露出了不满的表情。不是，你到底有多闲啊，不过她好像确实很闲。她把工作高效地分配给部下，结果能到她手上的工作就变得非常少，而且她还是身体能力强化到爆表的侯爵千金。强化项目不止身体能力，还包括了大脑处理能力的强化，实际上她要是认真起来，常人需要五小时才能完成的工作，她一个小时不到就能轻松完成。

   　ホロディスプレイの向こうでセレナ大佐が不満げな表情を見せる。いやお前暇なのかよって話なんだが、実際暇らしい。部下に効率よく仕事を振った結果、彼女のところまで上がってくる仕事というのは大変に些さ少しようなものとなり、しかも彼女はバチバチに身体能力強化をしている侯爵令嬢様だ。その強化項目は身体能力だけではなく脳の処理能力強化などにも及んでおり、実際に本気を出すと常人が五時間かけて行うような作業を一時間足らずで軽く終わらせてしまえるらしい。

   『话虽如此，这次的事情其实也只是请求，并不是命令。如果我方有正当的理由，也可以拒绝请求采取行动，但说到底，这次排除威胁后方的宙贼也是接受了伊克瑟马尔伯爵家的请求，上头下达的指示。虽然不是直接的请求，但源头的请求是来自伊克瑟马尔伯爵家』

   『とはいえ今回の件も実際にはあくまでも要請であって、命令ではないんですよ。こちらに正当な理由があれば要請を突っぱねて行動することもできるのですが、そもそも今回の後方を脅かす宙賊の排除もイクサーマル伯爵家の要請を受けた上からの指示ですからね。直接ではないにせよ大本の要請がイクサーマル伯爵家からのものというところもありますから』

   「也就是说，只要军方高层没有下达特别的命令，就可以自由行动，这就是对宙贼独立舰队冠以独立舰队之名的缘由吗」

   「つまり軍上層部から特別な命令がない限りは自由に行動できるのが、対宙賊独立艦隊が独立艦隊の名を冠する謂いわれというわけか」

   『正是如此。再怎么说，也不可能在隶属于军队的同时还像佣兵一样自由行动。不过在运用方法和指挥系统构筑上，似乎也有参考佣兵的部分』

   『そういうことです。流石に軍に所属していながらにして傭兵のように自由に動けるというわけではありませんよ。運用方法や指揮系統の構築で参考にしている部分もあるようですが』

   「原来如此……那么，那件事怎么样了？」

   「なるほどねぇ……で、例の件は？」

   『没什么特别的。近期似乎想招待我们参加晚宴』

   『特には何も。近々我々を招待したいそうですよ。晩ばん餐さん会に』

   「什么啊……」

   「なんだそれ……」

   　不是把我们当成眼中钉，或者碍事的绊脚石吗？现在却想招待我们参加晚宴，这吹的是什么风？

   　俺達を目の敵というか目の上のたんこぶみたいに思ってたんじゃないんかい。そんな俺達を晩餐会に招待したいとかどういう風の吹き回しだ？

   「就算是关系不好的对象，有时也必须携手合作。总之，就是摆出“现在暂且放下恩怨，携手合作吧”的态度。嘛，很像贵族的作风」

   「仲が良くない相手でも有事となれば手を取り合わないといけないこともあるわ。何にせよ今だけは蟠わだかまりを捨てて手を組みましょうっていうポーズよね。まぁ、貴族らしい行動だわ」

   　在光学传感器的范围外，艾尔玛一边喝酒一边懒洋洋地耸肩说道。那个女人，正在全力享受名为预备战力的待机任务，实质上的休假。

   　セレナ大佐に映像を送っている光学センサーの範囲外で酒を飲みながらダラダラしているエルマがつまらなそうに言って肩を竦すくめる。あの女、予備戦力としての待機任務という実質的な休暇を全力で満喫中である。

   　在喝醉的状态下待机，你问我在小看他们吗？只要进入医疗舱就能马上醒酒了，酒精什么的。虽然会被说成是纪律涣散，但毕竟我们不是军人而是佣兵。艾尔玛似乎也有在控制酒量，不至于喝到醉醺醺的，所以我也没打算特别去提醒她。

   　酔っ払った状態で待機とかナメてんのかって？　医療ポッドに入ればすぐ抜けるからなぁ、アルコール。規律の乱れだぞと言われるとそれはそうなのだが、俺達は軍人じゃなく傭よう兵へいだし。エルマもへべれけになるほど酔わないようにはセーブしているようなので、俺からは特に注意するつもりもないんだ、これが。

   「不过晚宴啊……会不会是想让我们放松警惕，然后来个『抱歉骗了你们』之类的展开？」

   「しかし晩餐会ねぇ……油断させて『騙だまして悪いが』みたいな展開を狙ってるんじゃないのか？」

   『如果这么做能让伊克萨马尔伯爵家得到什么好处的话，倒也不是没有这个可能，但首先应该不会发生这种事吧。就算他们能骗过我和几名亲信，还有你们所有人，将我们绑起来，我们舰队的船员们也会立刻采取行动救出你们。』

   『そうすることによってイクサーマル伯爵家に何か得があるのであれば可能性はなくもないですが、まずそんなことは起きないでしょう。仮に私と側近数名、そして貴方達全員を騙し討ちで捕縛なりなんなりしたとしても、うちの艦隊のクルー達がすぐに救出に動きます』

   「这么说也对。」

   「それもそうか」

   　如果我也被叫去参加晚宴的话，至少也会把梅伊留在船上，要是我们出了什么事，梅伊就会带着战斗机器人采取行动。不管怎样都会引发大骚动，梅伊应该会把情况传到各个地方，把周围的人也卷进来吧。这样一来事态就会变得更加严重，伊克萨马尔伯爵家很有可能陷入无法控制的境地。

   　俺ももし晩餐会に呼ばれたら最低でもメイは船に残していくだろうし、もし俺達に何かがあればメイが戦闘ボット達を引き連れて行動を起こすことになるだろう。どうあっても大騒動になるだろうし、メイならその様子を各方面に流すなりなんなりして周りを巻き込んだりするんじゃないかね。そうすれば事態はより大事になって、イクサーマル伯爵家でも制御不能に陥る可能性が高い。

   　贵族大人不可能想不到我所想到的事情，所以他们也有可能会采取某些对策，但对方真的有值得他们花费这么多精力去做的利益吗？

   　俺が考えつくことをお貴族様が考えつかないわけもないので、何らかの対策が為なされる可能性もあるが、果たしてその手間に見合うような利益が向こうにあるかどうか。

   「希罗的坏习惯又来了」

   「まーたヒロの悪い癖が出てるわねぇ」

   「希罗大人偶尔会变得很爱操心呢」

   「たまに心配性になりますよね、ヒロ様は」

   「我认为主公是在警戒自己所招致的离奇命运。以本人来看，这是妥当的警戒心」

   「我が君はご自身の引き寄せる数奇な運命を警戒してらっしゃるのだと思います。此この身としては妥当な警戒心かと思いますが」

   　库姬似乎没有在瑟琳娜上校面前提及命运操作能力之类的话题，但她似乎认为我所抱有的对伊克萨马尔伯爵家的警戒心是妥当的。艾尔玛和蜜蜜则一如既往地认为我警戒过头了。虽然我也觉得自己操心过头了，但就是很在意啊。

   　流石にセレナ大佐の前で運命操作能力云うん々ぬんには触れなかったようだが、クギは俺の抱くイクサーマル伯爵家への警戒心を妥当だと評価しているらしい。エルマとミミはいつもの警戒しすぎだと思っているようだけど。確かに心配しすぎな気はするんだが、どうも引っかかるんだよな。

   　在这种状况下，帝国航宙军的败因大概就是星际闸道无法使用导致增援无法抵达，然后贝雷贝雷姆联邦军趁机一气呵成地进攻吧。

   　この状況で帝国航宙軍に負け筋があるとすれば、ゲートウェイが使用不能になって増援が来なくなり、そこにベレベレム連邦軍が一いつ気き呵か成せいに攻め立ててくるってパターンくらいか。

   「要是操心过头，结果什么都没发生的话，那也只会变成笑话而已，我就继续警戒吧。虽然不知道我们会不会被邀请去参加那个晚餐会，但到时候就联系我吧」

   「心配しすぎて何も無ければそれはそれで笑い話になるだけだし、俺は引き続き警戒することにしとく。その晩餐会とやらに俺達も呼ばれるのかどうかは知らんが、そのときは連絡をくれ」

   『到时候我会的』

   『その時はそうします』

   　瑟琳娜上校的表情看起来不太高兴。她应该也不愿意为了警备而留在克利翁星系待命吧。要不是有这次的召集，她现在应该正在追击宙贼。

   　そう言うセレナ大佐の表情はあまり芳しくない。まぁ、不本意なんだろうな。警備のためにクリーオン星系で待機してるのは。この招集がなければ今頃は宙賊を追い詰めていたのだろうし。

   　不过，因为贵族大人的缘故而被左右的情况，就某种意义上来说我也已经习惯了。我就一边养精蓄锐，一边等待时机的到来吧。

   　まぁ、お貴族様の都合で色々と左右される状況ってのはある意味慣れっこだ。精々英気を養わせてもらいつつ、その時に備えるとしますかね。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   『可恶！别跑！』

   『くそっ！　逃げるなぁ！』

   「不，我就是要跑。」

   「いや、逃げるが」

   　我以急加速掠过从后方射来的雷射炮击，以小行星为盾牌甩开敌舰的追踪——假装如此，然后一边关闭航行辅助功能，一边使用姿势控制推进器反转。我用四门重雷射炮和两门霰弹炮，对追着我从小行星后方探出头来的敌舰的鼻尖进行齐射。

   　後方から放たれるレーザー砲撃を急加速で掠かすめる程度にやり過ごし、小惑星を盾にして敵艦の追跡を振り切る──と見せかけて航行アシストを切りながら姿勢制御スラスターを使って反転。こちらを追って小惑星の陰から顔を出した敵艦の鼻っ面に四門の重レーザー砲と二門の散弾砲の一斉射撃をお見舞いしてやる。

   『什么——！？』

   『なっ──!?』

   「好，击坠。下一个。」

   「はい撃墜。次」

   　或许是因为急着追上来，绕了个大圈从小行星后方追上来的敌舰毫无防备的腹部——船底暴露在我的面前。所谓的航宙舰，其“腹部”的装甲其实意外地薄，如果在护盾被击穿的情况下从腹部遭受炮击，就会被判定为直击要害，很容易被“击沉”。除了腹部以外，推进器大多集中在舰尾，所以那里的装甲也被判定为很薄。

   　急いで追ってきたせいか大回りで小惑星を回り込んできた敵艦は無防備な腹──船底をこちらに晒さらす状態だった。航宙艦というのは所謂いわゆる『腹』側の装甲が意外と薄かったりするので、シールドを抜いた上で腹側に砲撃を貰もらうとバイタルパート直撃判定となって『撃沈』になりやすい。腹側の他にはスラスターが集中していることが多いケツも装甲が薄い判定なんだよな。

   『竟敢小看我们！看我宰了你！』

   『舐なめやがって！　野郎ぶっ殺してやる！』

   「你们三个一起上也行哦？」

   「三人くらいまとめてかかってきても良いぞ？」

   『一对一就够了！』

   『タイマンで十分だオラァ！』

   　虽然气势很足，但意气用事可没什么好处。看吧，他急着分出胜负，冲过来了。在交叉距离内交战的时候，可不是速度越快就越有利的。

   　威勢が良いが、熱くなっても良いことはあんまりないぞ。ほら、勝負を焦って飛び出してくる。クロスレンジでやり合う場合は速度が乗ってればそれが大正義ってわけじゃないんだぜ。

   　我躲过与新出现的敌舰正面交火的炮击，维持着低速转了个弯，用重型雷射炮命中了因为速度过快而无法及时转弯的敌舰的侧腹。不愧是设定为使用了军用装备的护盾和装甲，比起宙贼的舰船要坚固得多，但克里希那的火力也不是吃素的。在敌舰再次将我纳入射击范围之前，它就爆炸了。

   　新たに出現した敵艦とのヘッドオンでの撃ち合いをやり過ごし、低速度のままくるりと反転し、速度が乗っているせいで旋回が遅い敵艦の横っ腹に重レーザー砲を命中させていく。流石に軍用装備のシールドと装甲を使っている設定なだけあって宙賊艦と比べれば格段に堅いが、それでもクリシュナの火力にそう長く耐えられる筈はずもない。哀れにもこちらを再び射撃範囲に捉とらえる間に敵艦が爆散する。

   「接下来，真的要单挑吗？」

   「次、本当にタイマンで良いのか？」

   『正合我意！放马过来！』

   『上等だ！　やってやらぁ！』

   　真是血气方刚啊……我一边在内心感到无奈，一边击破了新出击的敌舰。反正闲着也是闲着，就陪他们玩到我累了为止吧。

   　血の気が多いなぁ……と内心呆あきれつつ、新たに出撃した敵艦を撃破しにかかる。どうせ暇だし、疲れるまでは相手をしてやるか。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「太好了。」

   「やったぜ」

   「一点都不好。」

   「やったぜじゃないんですが」

   　我看着模拟室桌上堆积如山的艾尼币，一脸得意地如此宣言，瑟琳娜上校则青筋暴露，笑着向我抱怨。

   　シミュレーションルームのテーブルの上に積み上がったエネルチップの山を前にしてドヤ顔で宣言してやると、セレナ大佐が青筋を浮かべたまま笑顔で文句を言ってきた。

   「我帮忙训练，得到了艾尼。帝国航宙军的驾驶员们则付了代价，得到了与天下无敌的白金级驾驶员宝贵的战斗经验。这不正是所谓的双赢吗？」

   「俺は訓練を手伝ってエネルをゲットした。帝国航宙軍のパイロット達は対価を払って天下のプラチナランカーとの貴重な戦闘体験を得られた。これこそまさにwin-winというやつでは？」

   「天下无敌的白金级驾驶员请不要赚这种小钱。」

   「天下のプラチナランカーがケチな小銭稼ぎをしないでください」

   「既然要赌，赌大一点才好玩吧。对我来说。」

   「どうせなら賭かけをしたほうが楽しいだろ。俺が」

   　因为我会赢啊。没有比知道会赢的赌局更有趣的了，上校。

   　だって勝てるからな。勝てるとわかっている賭けほど楽しいものはないぞ、大佐。

   　顺便一提，这个艾尼币基本上是类似预付卡的东西，用来安全地与他人交易小额的艾尼。不想直接与对方的小型情报终端机交易，或是与没有小型情报终端机的人交易时，就会使用这个。就像S○ica那样。

   　ちなみにこのエネルチップだが、基本的には少額のエネルを他人と安全にやり取りするためのプリペイドカードのようなものである。相手の小型情報端末と直接やり取りをしたくない場合や小型情報端末を持たない相手との取引に使われたりする。Ｓ○ｉｃａみたいなものである。

   「一场才10艾尼而已耶？能和白金级驾驶员在安全的模拟器里对战，累积经验，这价格已经很便宜了吧。」

   「だいたい一戦たったの10エネルだぞ？　プラチナランカーと安全なシミュレーターでやり合って経験を積めると考えれば破格の安さだろう」

   「就算是这样也不行。要是让赌博在舰队内蔓延，纪律会大乱的。今后禁止你们和驾驶员们进行赌博，听懂了吗？」

   「だとしてもです。艦隊内で賭け勝負が蔓まん延えんしたら規律が乱れるでしょうが。今後うちのパイロットを巻き込んだ賭け勝負は禁止です。良いですね？」

   「是——」

   「へーい」

   　我一边回答，一边把堆积如山的艾尼币塞进外套的口袋里。她没有要求我把这次赢来的份还回去，大概是为了惩罚包含对宙贼独立舰队在内的帝国航宙军驾驶员吧。

   　返事を返しつつ、積み上がったエネルチップをジャケットのポケットに突っ込んでおく。今回俺が毟むしり取った分を返却しろと言わないのは対宙賊独立艦隊を含めた帝国航宙軍パイロットへのお仕置きなのだろう。

   「你们之后应该会被长官训话，做好心理准备吧。」

   「貴方達には後で上官からありがたいお話があるでしょうから、そのつもりで」

   「「「Yes！Ma'am！」」」

   「「「イエス！　マム！」」」

   　被瑟琳娜上校整队的驾驶员们一齐向瑟琳娜上校敬礼。这样看来，瑟琳娜上校也确实是个高级军人呢。话说回来，不知为何驾驶员们似乎都用尊敬的眼神看着她。为什么？

   　セレナ大佐に整列させられていたパイロット達が一斉にセレナ大佐に敬礼する。こうして見るとセレナ大佐もちゃんと高級軍人やってんだなって思うわ。というか、何故かパイロット達から尊敬の眼まな差ざしを向けられている気がする。何故だ。

   「如果你还有多余的精力，就陪我玩玩吧。」

   「元気が有り余っているようなら私にも付き合ってもらいましょうか」

   「咦？我才不要。」

   「え、嫌だが」

   　我立刻回答了把手放在腰间剑柄上，面露微笑的瑟琳娜上校。也许是身体强化的副产物，这个人的体力也非比寻常。明明挥舞着又大又重的剑，却连战数场也看不出有疲惫的迹象。我可是打五场就会累的说。

   　腰元の剣の柄つかにポンと手を置いて笑みを浮かべるセレナ大佐に即答する。身体強化の副産物なのか、この人本当に体力も尋常じゃないんだよ。割とデカくて重い剣をぶん回すくせに、連戦しても疲れる素振りを見せない。こっちは五戦もすれば疲れるってのに。

   「你有时间陪他们，却没有时间陪我？」

   「彼らには時間を割けるのに私には割けないと？」

   「因为上校你很麻烦，又很累人。」

   「だって大佐面めん倒どくさいし、疲れるし」

   「你是在挑衅我吗？是在挑衅我吧？百分之百是在挑衅我吧？」

   「喧けん嘩かを売ってますか？　売ってますね？　１００％オフですね？」

   　不要带着笑容青筋暴现啦。你看，列队的驾驶员们都在发抖了。在远处围观的军人们也匆匆忙忙地开始逃跑了。

   　笑顔のままピキピキと青筋を浮かべるのやめよう。ほら、整列してるパイロットの皆様とか震え上がってるし。遠巻きに野次馬していた軍人の皆さんもそそくさと逃げ始めてるじゃん。

   「OK、OK，我知道了。只有一下下哦？你欠我一次哦？」

   「オーケーオーケー、わかったよ。少しだけだぞ？　貸しだからな？」

   「是啊，关于惹我生气的事，我就不过问了。」

   「そうですね、私を怒らせた件に関しては不問にしてあげましょう」

   「这样很不划算耶……？」

   「割に合わないんだが……？」

   　我从座位上起身，追在转身快步离去的瑟琳娜上校身后。

   　踵きびすを返してスタスタと歩き始めるセレナ大佐の後を追って俺も席から立って彼女の後を追うことにする。

   「那就这样吧。下次有机会再打一场。」

   「んじゃそういうことで。また機会があったらやろうぜ」

   「「「Sir！Yes Sir！」」」

   「「「サー！　イエッサー！」」」

   　驾驶员们不知为何用尊敬的眼神看着我，向我敬礼。那简直像是在看勇者一样的眼神是怎么回事？难道是因为看到我用平辈的语气和瑟琳娜上校说话的反应吗？不是那样的哦？我和那个人之间什么都没有哦？

   　パイロット達が何故か俺に尊敬の眼差しを向けながら敬礼してきた。なんだ、そのまるで勇者か何かを見るような目は。もしかして、俺がセレナ大佐にタメ口で気安く接していたのを見ての反応か？　別に違うからな？　あの人とは何もないからな？

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「所以，现在是什么情况？战况如何？」

   「で、現状はどうなんです？　戦況は？」

   　瑟琳娜上校的模拟剑发出「咻！」的惊人风切声逼近，我向后退半步避开，用右手的长剑挡开如雷光般反弹回来的剑，试图让瑟琳娜上校失去平衡——但是，她的身体到底是怎么长的，竟然纹风不动地改变握柄的方式，使出强烈的突刺。她真的是人类吗？该不会用特殊合金制的人工肌肉纤维强化过吧？不过，她好像接受过生命工学方面的身体强化处置，或许有类似的东西吧。

   　ビュオン！　ととんでもない風切り音を鳴らしながら迫ってくるセレナ大佐の模擬剣を半歩後ろに避よけ、雷光のように跳ね上がってくる切り返しを右手の長剣で受け流してセレナ大佐の体勢を崩そうと試みる──が、彼女はどんな体幹をしているのか、びくともせずに手元で柄の握りを変えて強烈な突きを放ってきた。本当に人間か？　なんか特殊合金製の人工筋肉繊維とかで強化してたりしない？　いやまぁ、生命工学的なアプローチで身体強化処置を受けているらしいから、近いものはあるのかもしれんが。

   「你还，真，从容呢！」

   「余裕、です、ねっ！」

   「因为最近直觉很敏锐。」

   「最近勘がすごく冴さえててな」

   　现在的我，甚至能一边闪避发出可怕声音逼近的模拟剑，一边观察周围。这里是瑟琳娜上校带我来的莱斯塔里亚斯的训练室，训练室里只有我和瑟琳娜上校两个人。她把其他人支开了。

   　今の俺にはビュンビュンと恐ろしい音を立てて迫る模擬剣をいなしながら周りを見る余裕すらある。ここはセレナ大佐に連れてこられたレスタリアスの訓練室で、訓練室の中には俺とセレナ大佐の二人しかいない。彼女が人払いをしたのだ。

   「唔……可恶！」

   「くっ……このっ！」

   　为什么我能压制她？那是因为我能『理解』瑟琳娜上校接下来会如何挥剑。这也是接受库姬的灵能训练的成果之一，最近我变得能清楚地知道对峙的对手接下来会瞄准哪里。

   　何故俺が彼女を圧倒できているのか？　それはセレナ大佐が次にどのように剣を振るおうとしてきているのかが俺には『理わ解かる』からだ。これもクギからサイオニック能力の訓練を受けている成果の一つなのだが、対たい峙じしている相手が次にどこを狙ってきているのかが最近手に取るようにわかるようになってきた。

   　库姬擅长的领域是韦尔扎鲁斯神圣帝国中被称为第二法力的领域，简单来说就是心灵感应等所有与精神相关的能力。接受她指导灵能的我，第二法力——心灵感应相关的熟练度也有所提升。

   　クギの得意分野はヴェルザルス神聖帝国では第二法力とよばれている分野の力で、早い話がテレパシーなどの精神関連の能力全般である。そんな彼女からサイオニック能力の手ほどきを受けている俺も、それなりに第二法力──テレパシー関連に関しては熟練度が上がってきたわけだな。

   　对于攻击性精神波——也就是杀气或恶意等的敏感度也大幅上升。以科技来比喻的话，就像是强化被动感应器吧。就像宇宙世纪新人类所拥有的那种能力。会发出哔哔哔效果音的那种。这么说来，操纵遥远银河的原力的骑士也擅长这类能力吗？我越来越不像人类了。

   　攻撃的な精神波──つまり殺気だの悪意だのといったものに対する感度が格段に上がったのである。テクノロジーで例えるとパッシブセンサーの強化といったところだろうか。宇宙世紀の新人類が身につけるアレみたいなものである。ぴきゅいーんって効果音が鳴るやつ。そういや遠い銀河のフォースを操る騎士とかもこの手の能力に長たけているんだったか？　ますます人外じみてきたな、俺も。

   　不过，这个能力对梅伊完全无效，所以我还是会被梅伊痛扁。

   　まぁ、この能力はメイには一切効かないので、未いまだにメイにはボコられるわけだが。

   「你是不是！在耍诈！？」

   「何か！　イカサマを！　してませんかっ!?」

   「就算我耍诈，也没必要告诉你吧。」

   「そうだとしても手の内を明かす必要性は感じないなぁ」

   「呀！？」

   「ひゃんっ!?」

   　我抓住瑟琳娜上校一瞬间的破绽，用模拟剑敲了她的屁股一下。这是第几回合了？差不多该结束了。

   　一瞬の隙を突いてセレナ大佐の尻しりの辺りを模擬剣でぺちりと叩たたいてやる。これで何戦目だったか？　そろそろ終わりにしたいんだが。

   「你是不是耍诈了？为什么你没有强化身体，也没有拿剑，而且战斗时间也不长，却能把我打得落花流水？这不是很奇怪吗？很奇怪吧！？」

   「ズルくないですか？　どうして身体強化もしていない上に剣を手に取って然程長くもないのに私が圧倒されるんです？　おかしくないですか？　おかしいですよね!?」

   「你问我，我也不知道该怎么回答。我也是不知不觉就变成这样了……」

   「俺に聞かれても困る。気がついたらこうなっていたとしか……」

   　瑟琳娜上校喘着气逼近我，我只能苦笑以对。我很清楚自己有多异常，所以被她这么逼问，我也很为难。而且我也不太想把这件事告诉别人。

   　肩で息をしながら詰め寄ってくるセレナ大佐に苦笑いを返す。自分のぶっ飛び具合は俺自身がよく知っているので、そこを詰められると困るんだよな。あまり言いふらしたいような内容でもないし。

   「你是不是隐瞒了什么？不能告诉我吗？你的船员们应该都知道吧？」

   「何か隠してますね？　私には言えないんですか？　貴方のクルー達は当然知ってるんでしょう？」

   「这个嘛……」

   「そりゃねぇ……」

   　我搔着脸颊，含糊其辞。她似乎因为挥剑而情绪激动，一直逼问我。不过，如果我随便打输，瑟琳娜上校肯定会暴怒。好了，该说还是不该说呢……

   　言葉を濁しながら頰を搔かく。剣を振って昂たかぶっているのか、グイグイ来るな。でも、適当にやって負けたりしたらセレナ大佐は絶対に激怒するだろうしなぁ。さて、話すか話さざるか……どうしたものか。

   「我是神秘男子，船长希罗！就是这样。」

   「俺は謎の多い男、キャプテン・ヒロ！　ってことで一つ」

   　我竖起大拇指这么说道，瑟琳娜上校的眼睛突然眯了起来。啊，我有种非常不好的预感。

   　そう言ってビシッと親指を突き上げてみせると、セレナ大佐の目がスッと細くなった。あっ、とても嫌な予感がする。

   「都到这个地步了，你还要说这种话吗？好吧，那我就哭给你看。我会哭给你看哦？我会大声哭喊，满地打滚哦？哭得让我的船员们都会跑来关心我哦？这样也没关系吗？」

   「この期に及んでそういうことを言うんですね。良いでしょう。泣きます。泣きますからね？　大声で泣いて喚わめいて地面を転げ回りますよ？　うちのクルー達が何人か様子を見に来るくらい大声で泣きますよ？　良いんですか？」

   　瑟琳娜上校说完，以流畅的动作在训练场的地板上跪坐下来。喂，住手啊，笨蛋。你这不是完全打算要哭给我看吗？

   　そう言ってセレナ大佐がスッと流れるような動作で訓練場の床に正座する。おいやめろ馬鹿。完全にやる気じゃねぇか。

   「不仅拿我的评价，还拿自己的尊严来威胁我，逼迫我自白，这未免也太狠毒了吧？？？」

   「俺の評判だけでなく自分の尊厳まで質に取って自白を促すのは流石にえげつなさが極まってない？？？」

   　这个女人居然打算使出如此可怕的手段。啊，克莉丝，你说的没错。我果然不该和贵族出身的女人独处。

   　なんという恐ろしい手を使おうとしているんだこの女は。ああ、クリス。君の言ったことは本当だったよ。貴族出身の女と二人きりになんてなるもんじゃないな。

   　不过，要我把自己的事情告诉上校……虽然我不认为她会到处宣扬，但她毕竟是个不好对付的女人。如你所见，她也是个会视情况不择手段的女人。

   　しかし、俺の事情を大佐に話して聞かせるのもなぁ……彼女がそこら中に言いふらして回るとも思えないが、なんだかんだ言って強したたかな女だからなぁ。見ての通り、場合によっては手段を選ばない女でもあるし。

   「等等等等，冷静点。你为什么这么想问？不管我有什么样的过去，瑟琳娜上校都不会因为不知道就出问题，也不会因为不知道就无法和我一起工作吧？我们至今为止也一起做了很多事，所以不用勉强自己知道吧？」

   「待て待て、落ち着け。どうしてそんなことを聞きたがるんだよ？　俺がどんな事情を抱えていたとしても、それを知らなきゃセレナ大佐がどうにかなるってわけでも、俺との仕事ができなくなるってわけでもないだろ？　今までだってなんだかんだ一緒にやってこられているんだから、無理に知ろうとしなくても良いじゃないか」

   「你这话是认真的吗？认真的？你不知道我是抱着什么样的心情说这些话的吗？」

   「それ、本気で言ってます？　本気で？　私がどういう思いでこう言っているのかわからないということですか？」

   　瑟琳娜上校的肩膀颤抖着，用仿佛从地狱深处传来的声音问道。

   　セレナ大佐がワナワナと肩を震わせながら地獄の底から響いてくるような声で問いかけてくる。

   　不，嗯，你这么说的话，我也不是不能察觉到……对吧？

   　いや、まぁ、そう言われると察せないものが無いわけではないんだが……なぁ？

   「你要这么说的话，你才应该察觉到吧。我之前也说过很多次了吧？不管怎么想，我和上校都不可能成为那种关系。所以我们才保持着彼此都合适的距离不是吗？」

   「それを言うならそっちこそ察してくれよ。前から何度も言ってるだろ？　大佐とそういう関係になるのはどう考えても無理だって。だからお互いにちょうど良い距離を保ってきたんじゃないか」

   「……」

   「……」

   　不要不说话地鼓起脸颊啊。有点可爱啊。

   　無言で頰を膨らませるんじゃない。ちょっと可愛かわいいじゃないか。

   「也不是什么有趣的事……或许也不是，但就算知道了也不会怎么样吧？那你不觉得不用勉强自己知道吗？」

   「別に面白い話でもない……こともないかもしれないが、知ったところでどうなるものでもないだろ？　なら無理に聞かなくても良いと思わないか？」

   「想要深入了解自己思慕的对象，不是理所当然的吗？」

   「懸想している相手のことを深く知りたいと思うのは自然なことでしょう？」

   「Ｏｈ……你这火球直球投得真猛。啊……唉」

   「Ｏｈ……火の玉ストレート投げつけてくるじゃん。あー……はぁ」

   　我蹲在正坐的上校面前，被她那双红色的眼睛盯着，叹了口气。她这样直接地表达好感，让我很为难。我可禁不住美女的诱惑啊。可是，上校啊。各方面来说都有点勉强啊。

   　正座をしている大佐の真正面にしゃがみ込み、大佐の紅あかい瞳ひとみにじっと見つめられながら溜ため息いきを吐く。そうやって直接的に好意をぶつけられると困る。俺は美人に弱いんだよ。でもなぁ、大佐はなぁ。色々と無理があるよなぁ。

   「上校的话，比我这种人更好的男人应该多得是吧」

   「大佐なら俺なんかよりも良い男がいくらでも寄ってくるだろうに」

   「男人或许多如繁星，但你只有一个吧？」

   「男は星の数ほどいるかもしれませんが、貴方は一人しかいないでしょう？」

   「真是浪漫的表达方式啊……算了，告诉你也行。不过，我觉得听起来只会觉得荒唐无稽哦？」

   「ロマンチックな表現だねぇ……まぁ、話を聞かせるくらいなら良いさ。ただ、荒こう唐とう無む稽けいな話にしか聞こえないと思うぞ？」

   　说完，我站了起来，邀请瑟琳娜上校去训练场墙边的长椅上坐下。

   　そう言ってから俺は立ち上がり、訓練場の壁際に設置されているベンチへとセレナ大佐を誘った。

   　我们并排坐着，我稍微烦恼了一下该从哪里说起。

   　二人で並んで座り、どこから話したものかと少し頭を悩ませる。

   「首先，从重点开始说。我自己，我是什么人……应该说，我无法完全掌握自己的真实身份。但是，根据我们船员库姬——韦尔扎鲁斯神圣帝国的巫女……嗯，算是类似神职人员的人？的说法，我是从其他次元、其他宇宙，用她的说法就是从高位世界来的落之人。」

   「まず、要点から言うけどな。俺自身、俺が何者なのか……というか、自分の正体については把握しきれてない。だが、うちのクルーのクギ──ヴェルザルス神聖帝国の巫女みこ……まぁ聖職者みたいなものか？　の話によると、俺は別次元、別宇宙、彼女の言葉によれば上位世界とやらからの落ち人なんだそうだ」

   「……？」

   「……？」

   「你一脸『这家伙在说什么啊』的表情呢，我懂。不过韦尔扎鲁斯神圣帝国似乎过去曾多次接触过像我这样遭遇的人。实际上，现在那个国家也收留着和我有类似遭遇的人，我也曾经遇过一次可能是那种人的家伙。」

   「何言ってんだこいつって顔ですね、わかります。でもヴェルザルス神聖帝国では俺みたいな境遇の人間と過去何度も接触しているらしい。実際、今現在も俺と似たような境遇の人間があの国では囲われてるって話だし、俺ももしかしたらこいつはって奴やつとは一回遭遇してる」

   　脑海里闪过那个讨人厌的玫瑰粉红头发的臭女人的脸。不管怎样，我都不可能和那个女人好好相处，她现在在哪里做什么呢？因为我不想和她扯上关系，如果她能去某个遥远的地方横死街头或爆炸四散的话，那就太好了。

   　脳裏にいけ好かないマゼンタピンク髪のクソアマの顔が過よぎる。どうあってもあの女とは仲良くできそうにないが、今頃どこで何をやっているのかね？　関わり合いになりたくないから、できればどこか遠くで野垂れ死ぬなり爆発四散するなりしていてくれると助かるんだが。

   「……好吧，算了。所以呢？那个从异世界或别的宇宙来的落之人是什么？」

   「……まぁ、良いでしょう。それで？　その異世界だか別宇宙だかからの落ち人というのはなんなんですか？」

   「据库姬所说，我似乎拥有着蕴藏着惊人力量的存在。也就是灵能力量。实际上，我好像也是这样。我之所以能在没有强化的情况下做出类似作弊的动作，也是因为这个。」

   「クギが言うにはとんでもないパワーを秘めた存在らしい。サイオニックパワーをな。実際、俺もそうなんだそうだ。俺が無強化でイカサマじみた動きができるのもそれさ」

   「原来如此……那么，那个变态般的操纵技术也是……」

   「なるほど……ではあの変態的な操縦技術も」

   「不，那是我本来就会的。」

   「いや、それは素」

   「那才更让人惊讶吧？」

   「そっちの方が驚きなんですが？」

   「为什么啊。只要练习，谁都能做到的。」

   「なんでだよ。練習すれば誰でもできるって」

   　为什么要用那种眼神看我。真的可以做到！只要努力，谁都能做到！别放弃啊！

   　何故そんな目で俺を見るんだ。できるって！　頑張れば誰でもできるって！　諦あきらめるなよ！

   「最近我也有在库姬那里接受灵能力量的训练。我的手牌正在逐渐增加。」

   「最近はクギからサイオニックパワーの訓練も受けててな。手札は増えつつあるよ」

   　我一边说着，一边从怀里取出小型情报终端，集中意识『抓住』并举起它。然后，小型情报终端从我的手中轻轻飘起，开始在空中缓缓旋转。为了能像这样稳定地让物体浮起来，我可是费了一番工夫。

   　そう言いながら俺は小型情報端末を懐から取り出し、意識を集中して『摑つかんで』持ち上げた。すると、小型情報端末は俺の手からふわりと浮き上がってゆっくりと空中で回り始める。こうやって安定してものを浮かせたりできるようになるまで結構苦労したもんだ。

   「……也就是说，你刚才连全力都没有使出来？」

   「……つまり、先程は全力ですらなかったと？」

   「没有笨蛋会在模拟战中拿出雷射枪或电浆手榴弹吧。真正的王牌是要留到关键时刻才拿出来用的。」

   「模擬戦にレーザーガンやプラズマグレネードを持ち出す馬鹿はいないだろ。本当の切り札はここぞって時のために取っておくもんだ」

   　我耸了耸肩，然后抓住在空中飘浮的小型情报终端。

   　肩を竦すくめてみせてから空中浮遊している小型情報端末を摑み取る。

   「话是这么说没错……」

   「それはそうですが……」

   　瑟琳娜上校的表情显得很不满。如果我使出浑身解数和瑟琳娜上校战斗，她恐怕会毫无还手之力地败北吧。前提是我要先发制人。毕竟瑟琳娜上校应该也有一两招杀手锏。如果她先发制人，反而是我会被干掉。

   　そう言うセレナ大佐の表情は不満げである。俺が全能力を駆使してセレナ大佐と戦えば、恐らくセレナ大佐は為す術すべも無く敗北するだろう。先に俺の一手が決まればだが。セレナ大佐だって隠し玉の一つや二つは持っているだろうからな。それが先に決まれば逆にやられるのはこっちだろう。

   　双方使用的武器性能都很高，一旦一击必杀，到头来就是看谁能更快给对方致命一击。现实中的战斗不会像动作片的结尾那样，双方轮流互殴。

   　互いに使う武器の性能が高くて一撃必殺となると、結局のところどっちがより早く相手に致命の一撃を入れるかって話になるからなぁ。アクション映画のラストみたいに一発ずつ交互に殴り合うような感じにはならないのが現実の戦いってもんだ。

   「那么，回到正题。我在特里梅因星系的空白宙域醒来，地点是动力炉坠落的克里希那内部。我不知道为什么会变成这样。虽然我有原本世界的记忆，但来到这个世界之前做了什么，我只记得模糊的印象。说不定我在原本的世界突然死掉了。」

   「で、話を戻すが。俺はターメーン星系の空白宙域で目覚めたんだ。ジェネレーターの落ちたクリシュナの中でな。どうしてそうなったのかはわからない。元の世界の記憶はあるが、こっちの世界に来る前に何をしていたのかは朧おぼろ気げにしか覚えてない。もしかしたら向こうの世界で突然死でもしたのかもな」

   　我猜应该是工作结束后回家，吃完饭玩了SOL之后睡着了，但我不记得很清楚。因为一开始我以为是梦。

   　多分仕事を終えて帰ってきた後、メシを食ってＳＯＬで遊んで寝落ちか何かしたんだと思うが、はっきりとは覚えていない。最初は夢だと思ってたからな。

   「我记得自己玩过世界观和这个世界很像的游戏。一开始我以为自己是在做梦，结果醒来没多久就被宙贼袭击，反过来把他们打了个落花流水，然后在特里梅因普莱姆殖民卫星被海关拦了下来，瑟琳娜上校出手相救，之后我花了好几天开船，这才意识到自己不是在做梦。虽然一开始很头疼，但幸好我有船，也有驾驶船的技能。于是我决定在这边的世界当个佣兵，之后的事你也大致知道了吧？」

   「この世界と似た世界観のゲームで遊んでた記憶があってな。最初は夢でも見てるのかと思ったが、起きてすぐに宙賊に襲われて返り討ちにして、ターメーンプライムコロニーで入管に止められて、そこをセレナ大佐に助けてもらって、それから船で何日も過ごしてるうちに夢じゃないってことに気がついてな。最初は頭を抱えたが、幸い船もあるし船を動かすだけのスキルもある。それで開き直ってこっちの世界で傭よう兵へい稼業を始めたわけだ。あとは大体知ってるだろ？」

   「我知道，但你要我相信这种说法？」

   「知っていますが、その話を信じろと？」

   　瑟琳娜上校眯起眼睛盯着我看。也是，如果立场对调，我也会怀疑对方是不是在胡扯。不过，我还有王牌没打出来。

   　セレナ大佐がジト目を向けてくる。まぁ、俺も逆の立場なら適当な作り話で煙けむに巻こうとしているんじゃないかと疑うだろうな。だが、俺には切り札がある。

   「皇帝陛下说过，特里梅因星系以前完全没有关于我的纪录。真的只能认为我是突然从某个地方冒出来的。」

   「皇帝陛下曰いわく、ターメーン星系以前の俺の痕こん跡せきはどこにも無いそうだ。本当に、どこかからいきなり湧いて出てきたと思うしか無いほどにな」

   「皇帝陛下说过这种话？」

   「皇帝陛下がそんなことを？」

   「是啊。我住在帝都的皇城时，曾经有机会谒见皇帝陛下。就算你不相信我说的话，但如果是皇帝陛下说的话，你应该会相信吧？」

   「ああ。帝都で帝城に滞在している時に謁見する機会があってな。俺の言葉は信じられなくても、皇帝陛下の言葉なら信じられるだろ？」

   「我并不是不相信你的话……」

   「別に貴方の言葉を信じないわけではありませんが……」

   　虽然她嘴上这么说，但表情却显得不太能接受。不过我也不是不能理解她的心情。

   　そう言いながらもあまり納得できてないような表情じゃないか。気持ちはわからんでもないが。

   「所以我不是说了吗，听起来只会觉得荒诞无稽。总之，我的秘密就是这么回事。结晶生命体的母体・水晶，和我在另一个世界玩的游戏设定完全一致。一旦真相大白，就会发现其实内容很无聊吧？」

   「だから言っただろ、荒唐無稽な話にしか聞こえないだろうって。とにかく、俺の秘密ってのはこんなもんさ。結晶生命体のマザー・クリスタルの話も、俺が向こうの世界で遊んでいたゲームの設定がドンピシャリだったってわけだ。種を明かしてみれば存外つまらない内容だろ？」

   「不，我反而更感兴趣了，想知道您是否还握有其他情报。」

   「いえ、それどころかもっと他に何か情報を持っているんじゃないかと興味が尽きないんですが」

   「糟糕，我失言了。」

   「しまった。失言だった」

   「不过，原来如此……母体・水晶确实可以证明您的说法。至少您知道连帝国的科学家都不知道的事情，这是事实。」

   「ですが、なるほど……確かにマザー・クリスタルの件は証明になりますね。少なくとも、帝国の科学者でも知らないようなことを貴方は知っていた。それは事実です」

   　瑟琳娜上校沉思片刻，然后抬起头来凝视着我。她的表情很认真。

   　セレナ大佐が暫し考え込み、顔を上げて俺を見つめてきた。真剣な表情だ。

   「希罗，您还是成为我的人吧？」

   「ヒロ。貴方、やはり私のものになりませんか？」

   「我拒绝。」

   「なりません」

   「秒答！？为什么连考虑都不考虑一下！？」

   「即答!?　どうして一考すらしてくれないんですか!?」

   　她认真的表情瞬间瓦解，变得泪眼汪汪。嗯，虽然这么说有点失礼，但我觉得上校这种表情比较可爱。她认真起来的时候，颜值太高了，甚至让人觉得难以接近。

   　真剣な表情が一瞬で崩れて涙目になる。うん、こう言っちゃ悪いが大佐はそういう表情のほうが可愛いと思うね。真剣な表情だと顔面偏差値が高すぎて近寄り難さすら感じる。

   「我已经说过很多次了，我喜欢自由自在的佣兵生活。瑟琳娜上校你也不打算离开帝国航宙军吧？那这件事就到此为止。我们彼此都无法舍弃现在的生活，这也没办法吧？」

   「何度も言ってるが、俺は気ままな傭兵生活が気に入ってるんだ。セレナ大佐だって帝国航宙軍を辞めるつもりはないだろ？　なら話はそれで終わりだよ。互いに今の生活を捨てられないんだ。仕方が無いだろ？」

   「到头来，你当佣兵的时候不也是到处狩猎宙贼吗？那加入帝国航宙军不也是一样？为什么要说这么坏心眼的话？」

   「結局傭兵をやっていても宙賊を狩って回るんですから、帝国航宙軍に入っても同じじゃないですか。どうしてそんな意地悪を言うんですか」

   「完全不一样好吗？你知不知道薪水有多少？」

   「全然同じじゃないが。給料いくらだよ」

   　瑟琳娜上校被我的反击吓到了。

   　俺の反撃にセレナ大佐が怯ひるむ。

   「这、这个……不，可是，你想想。只要你成为我的人，就能以霍尔斯侯爵家一员的身份，最终获得世袭的男爵爵位哦？至少能管理一两个星系吧。」

   「そ、それは……いや、でも、ほら。私のものになればホールズ侯爵家の一員として最終的には世襲できる男爵位くらいはもぎ取れますよ？　星系の一つや二つくらいは管理できるでしょうし」

   「我没兴趣。再说，我已经有妻子了。」

   「興味ないね。第一、俺にはもう妻がいるし」

   「我怎么没听说！？」

   「聞いてないんですけど!?　!?」

   　瑟琳娜上校一脸愕然地大叫。这么说来，我好像没提过这件事。

   　セレナ大佐が愕がく然ぜんとした表情で叫ぶ。そういや言ってなかったっけ。

   「我和蜜蜜已经登记结婚了。不过，就算结婚了，我们的生活也没什么变化就是了。」

   「ミミと籍を入れてるぞ。まぁ、だからって何か変わったわけでもないんだが」

   「那又是怎么回事？」

   「それはそれでどうなんですか？」

   「突然就稳定下来了。」

   「いきなり落ち着くじゃん」

   　瑟琳娜上校的表情瞬间变得严肃，让我有点吓到。虽然我们确实没做过什么夫妻会做的事，我也觉得这样不太对，但蜜蜜本身对那种事没什么兴趣，而且她似乎很满意我们目前的关系。说起来，我们家的女性成员们以梅伊为中心，该怎么说……团结……不对，是共同？分享？我吗？总之她们相处得很好。

   　一瞬で真顔になったセレナ大佐に思わず引いてしまう。確かに夫婦らしいことをしているかというとそういうことはないので俺もどうかと思わなくもないが、ミミ自身がそういうことに興味がないというか、今の俺達全体の関係を気に入ってるみたいだからな。そもそもうちの女性陣はメイを中心として何かこう、結託……いや、共同？　俺をシェア？　してるというか……とにかく上う手まくやってくれてるからな。

   「我们的情况有点特殊。就这层意义来说，我也不能成为瑟琳娜上校的人。」

   「うちの事情はちょっと特殊だから。そういう意味でもセレナ大佐のものになるのは無理」

   「唔唔唔……」

   「ぐぬぬ……」

   　瑟琳娜上校不甘心地呻吟。不过说实话，我其实觉得挺荣幸的……但我们彼此都有自己的包袱，立场也不同，有些东西不能退让。即使注定相遇的两人互相抱有好感，有时也会无法相容。世事总是不尽如人意。

   　セレナ大佐が悔しげに呻うめく。まぁその、本音を言えば光栄ではあるんだけどなぁ……互いに抱えるものがあるし、立場も違う。譲れないものもある。出会うべくして出会った二人が互いに好意を抱いていても相あい容いれないことだってある。世の中ってのはままならないものだよな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「所以呢？你和瑟琳娜上校的幽会怎么样了？」

   「それでぇ？　セレナ大佐との逢おう瀬せはどうだったんだぁい？」

   「没什么大不了的。只是陪她打模拟战消除压力，然后稍微聊了一下。」

   「どうもこうもないって。模擬戦でストレス解消に付き合った後、少し話をしただけだ」

   「真的吗……？」

   「ほんとにぃ……？」

   　结束了和瑟琳娜上校的模拟战后，我回到了黑莲花，但很不走运的是，我被在食堂里喝酒的翔子医师和艾尔玛缠上了。因为模拟器和模拟战，我的脑袋和身体都很疲惫，所以想稍微休息一下，但既然被缠上了也没办法。反正抵抗也没用。

   　セレナ大佐との模擬戦を終えた俺はブラックロータスへと戻ってきたのだが、そこで運悪く食堂で酒盛りをしているショーコ先生とエルマに絡まれてしまった。シミュレーターと模擬戦で頭も身体からだも疲れているから少し休みたかったんだが、絡まれてしまったからには仕方がない。どうせ抵抗しても無駄なので。

   「如果连对话内容都想知道的话，我可以简单地告诉你们，但也不是什么听了会觉得有趣的内容哦。」

   「会話の内容まで気になるってんならかいつまんで話すけど、別に聞いて面白いような内容でもないぞ」

   「这个就等听完再判断吧。」

   「それは聞いてから判断させてもらおうかなぁ」

   「醉得真厉害……」

   「酔っ払ってんなぁ……」

   　翔子医师把手搭在我的肩膀上，一边笑嘻嘻地一边朝我吐出满是酒臭味的气息。然后艾尔玛也从另一边靠了过来。啊啊，左边的触感明明很幸福，但右边却……好痛好痛。别捏我的大腿啊。

   　俺の肩に手を回してニヤニヤしながらショーコ先生が酒臭い息を吹きかけてくる。そしてエルマはエルマで逆サイドから寄りかかってきた。ああ、左側の感触は幸せなのに右側ときたら……痛い痛い。太ももを抓つねるな。

   「她缠着我，要我说出我的来历，或者该说是秘密？总之就是那种东西。虽然我有对大家说过，但她吵着说无论如何都想听，还威胁我说如果拒绝的话，她会像小孩子一样哭闹，不惜暴露出丑态。」

   「俺の素性というか秘密というか、出自？　そういうのを聞かせろって駄々こねられてな。皆には話してることだけど。どうしても知りたい、拒否するなら子供のように泣き叫んで醜態を晒さらすことも辞さないと脅されたんだ」

   「她也太不顾形象了吧？」

   「なりふり構わなさが過ぎないかい？」

   「做到那种地步，连我都会退避三舍……」

   「そこまでやるのはドン引きだわ……」

   　看吧，上校，她已经退避三舍到清醒了。

   　ほら大佐、酔っぱらいが素面しらふに戻るくらい引いてるぞ。

   「我想说上校的话，不管我说什么她都不会到处乱说，所以就告诉她了。然后她就直接向我求婚，问我愿不愿意成为她的东西」

   「大佐なら何を話しても言いふらすってことはないだろうし、別に良いかと思って話したんだけどな。そうしたら私のものになりませんかって直球でプロポーズされて」

   　哐当！在稍远的桌子旁和库姬说话的蜜蜜猛地站了起来，把椅子都撞倒了。库姬也一直盯着我看。她头上的狐耳好像也在一抖一抖地朝向我这边。

   　ガタッ！　と椅子を蹴け倒たおす勢いで少し離れたテーブルでクギと話していたミミが立ち上がった。クギも俺にじっと視線を向けてきている。頭の上の狐きつね耳もピクピクと動いてこちらに向いている気がする。

   「我拒绝了哦？毕竟我们彼此都舍不得现在的生活。而且我还有你们。不过，我并不讨厌上校，也很尊敬她就是了」

   「いや断ったからな？　互いに今の生活を捨てられないわけだし。それに俺には皆がいるし。まぁ、俺だって大佐のことは嫌いじゃないし、尊敬はしてるけど」

   　虽然我觉得她私底下废柴的一面也很可爱。不过啊。

   　プライベートではポンコツなところがあるのも可愛いと思う。でもなぁ。

   「总之，我们之间并没有发生什么暧昧的事情，就算有，我也没有那个意思，你们放心吧」

   「とにかくそういう感じで色っぽい展開とかは特になかったし、あったとしても乗る気はゼロだから安心してくれ」

   「……事到如今，我也不觉得希罗会屈服于瑟琳娜上校」

   「……まぁ、今更ヒロがセレナ大佐に靡なびくとは思ってないけど」

   「作为希罗君的女人，听到这种话，该说是被煽动了嫉妒心呢，还是说产生了危机感呢，总之就是会坐立不安吧？」

   「ヒロくんの女としてはこう、嫉しつ妬と心を煽あおられるというか、危機感を抱いてしまうというか、落ち着かない気持ちになる話だったよねぇ？」

   「是你们让我告诉你们的，所以我才一五一十地告诉你们啊……我也不想撒无聊的谎」

   「君達が話せって言うから包み隠さず話したんだぞ……俺だってつまらない噓は吐きたくないし」

   　翔子医师用仿佛喉咙要发出呼噜声的气势，用脸颊蹭着我的肩膀。我一边叹气，一边任由她摆布。艾尔玛也用自己的左臂缠住我的右臂，开始喝酒。

   　ゴロゴロと喉のどを鳴らしそうな勢いで俺の肩に頰を擦こすりつけてくるショーコ先生に溜息を吐きながらされるがままにしておく。エルマはエルマで俺の右腕に自分の左腕を絡ませて酒を飲み始めてるし。

   「请详细地，告诉我，事情的经过。」

   「くわしく、おはなしを、きかせてください」

   「等等，蜜蜜，那是我家的酒！？」

   「ちょ、ミミ、うちのお酒ぇ!?」

   「那个很烈，所以喝这个吧。」

   「それは強いからこっちにしてね」

   「谢谢你，薇丝卡小姐。」

   「ありがとうございます、ウィスカさん」

   　蜜蜜和库姬把坐在稍远座位的蒂娜和薇丝卡从桌子对面推开，坐到我的正对面。蜜蜜和蒂娜喝的大概是度数很高的酒……我觉得一口气喝完不太好。很危险的。从这点来看，薇丝卡把酒精含量低的酒悄悄递给库姬，真是无微不至。

   　少し離れた席に座っていたミミとクギがテーブルを挟んで対面に座っていたティーナとウィスカを横に退どかし、真正面に座ってくる。ミミ、ティーナが飲んでたのは多分かなり度数が高いやつなんだけど……一気は良くないと思うぞ。危険が危ないぞ。その点クギにアルコール控えめのお酒をそっと渡す辺り、ウィスカはそつがないよな。

   「已经没有更详细的事情可以说了……她跟我说完自己的事情后，问我愿不愿意成为她的所有物？所以我立刻回答不愿意，拒绝了她。」

   「これ以上詳しく話しようがないんだけど……身の上話をした後に私のものになりませんか？　って言われたからノータイムでなりませんって言って断っただけだし」

   「啊——自己的事情啊。你说了多少？」

   「あー、身の上話なぁ。どこまで話したん？」

   「皇帝陛下也知道我突然出现在特里梅因星系，所以几乎全部都说了。当时也提到了母体・水晶的事情。陛下似乎认为我可能拥有这个世界尚未知晓的重要情报，所以对此很感兴趣。」

   「俺が突然ターメーン星系に現れたことは皇帝陛下にも知られているから、ほとんどまるっと全部だな。その際にマザー・クリスタルの件についても話をすることになってな。もしかしたらこの世界でまだ知られていない重要な情報を持っているんじゃないか、って意味でも興味を持たれたみたいだ」

   「啊，就是希罗的游戏知识吧。感觉好像很可靠，又好像没什么用，但偶尔会提供惊人的资讯。」

   「ああ、ヒロのゲーム知識とやらね。頼りになるようでならない、でもたまにとんでもない情報だったりするやつ」

   「说得真过分。」

   「酷ひどい言われようだ」

   　我靠在餐厅的椅背上，不禁露出苦笑。毕竟我关注的情报主要是战斗相关。我对科技、商业和遗物相关不太感兴趣，所以能派上用场的情报意外地少。不过我跟宇宙怪兽之类的打过不少次，所以多少有些相关情报。还有，如果是在那个游戏里发生过纷争的宇宙帝国相关，我倒是拥有相当多的情报，但在这个世界里派不上用场。因为找不到关键的宇宙帝国。

   　食堂の椅子の背もたれに身を預けながら思わず苦笑いする。俺がチェックしていた情報は主に戦闘関連だったからなぁ。テクノロジーとか商売とかアーティファクト関連とかにはあまり興味がなかったから、存外役に立ちそうな情報って少ないんだよ。宇宙怪獣の類とはそこそこやりあったから、そっち関連の情報はいくらか持ってるけど。あと、あのゲーム内で紛争を行っていた宇宙帝国関連ならかなりの情報を持ってたんだが、この世界だと役に立たないんだよな。肝心の宇宙帝国が見当たらないから。

   「还有就是……啊，我说了我和蜜蜜结婚了，她听了之后非常惊讶。说起来我好像没和她说过……咦？我没和她说过吗？感觉在帝都忙东忙西的时候好像说过又好像没说过……不对，应该是没说过」

   「あとはそうだな……ああ、ミミと結婚していることを言ったら驚愕してたな。そういや言ってなかった……あれ？　言ってなかったっけ？　帝都で色々やってる時に言ったような言ってなかったような……いや言ってないか」

   　大概没说过。我也是很久之后才知道的。

   　多分言ってない。俺が知ったのもずっと後だった筈はずだし。

   「总之她听了之后非常惊讶，然后我说我们没怎么做过夫妻之间该做的事，而且我们家的情况比较特殊，她听了之后又说这样真的没问题吗。仔细想想，我也觉得这样不太好」

   「とにかくそれで驚愕して、でもあんまり夫婦らしいことはしてないというか、うちの事情はアレだからって話をしたらそれはそれでどうなんだって言われたよ。よくよく考えると俺もどうかとは思わなくもないんだけど」

   「关于这方面我们已经好好商量过了，所以没问题的，希罗大人」

   「その辺りは私達でちゃんと話し合っていますから大丈夫ですよ、ヒロ様」

   「对对，哥哥不用在意」

   「そうそう、兄さんは気にせんといてええで」

   　我的关心被她们以惊人的气势郑重拒绝了。也是，比起我瞎操心，还是大家好好商量之后再决定要不要分享我比较好。这方面就交给你们了，嗯。

   　物もの凄すごい勢いで俺の気遣いは丁重に断られた。まぁそうね。俺が下手に気を回すよりも皆で話し合ってもらって納得の上で俺をシェアしてもらったほうが良いよね。その辺りはお任せします、はい。

   「啊……我们刚才在聊什么？总之我和瑟琳娜上校就是这种感觉——」

   「あー……何を話してたっけ？　とりあえずセレナ大佐とはそういう感じで──」

   　正当我打算总结的时候，我的小型情报终端响起了电子音，是瑟琳娜上校发来了消息。

   　と話を纏まとめようとしたところで俺の小型情報端末から電子音が鳴り、そのセレナ大佐からメッセージが入ってきたことを伝えてきた。

   「那个什么派对好像决定要办了。就在明天。」

   「例のパーティーとやらの開催が決定したらしい。明日だそうだ」

   「我觉得没必要这么急着办吧……？」

   「無理に強行するようなことでもないと思うのですが……？」

   　库姬一脸不可思议地歪着头。这个时间点确实有点不自然，但要是不在这个时间点举办的话，我们和瑟琳娜上校他们也不会在克利翁星系的物资集聚基地停留了。所以我觉得并没有库姬说的那么不自然。

   　クギが不思議そうに首を傾かしげる。確かにタイミングとしては不自然な気がするが、このタイミングでないと俺達とセレナ大佐達がクリーオン星系の物資集積基地に滞在してないだろうからな。クギが言うほど不自然ではないとは思うんだが。

   「虽然我觉得应该没问题，但毕竟是和宙贼有勾结的不良贵族。还是保持警惕吧。最怕的就是被分隔开，所以梅伊你留在黑莲花上，以防万一。」

   「大丈夫だと思いたいが、宙賊とも繫つながりがある可能性が高い不良貴族って話だからな。警戒はしておこう。分断されるのが一番怖いから、メイはブラックロータスに残っていざという時に動けるようにしておいてくれ」

   『好的，主人』

   『はい、ご主人様』

   　梅伊的回复从食堂的扬声器里传了出来。那么，会发生什么呢。还是说什么都不会发生呢。为了应对任何突发情况，我得小心谨慎，不能大意。

   　食堂のスピーカーからメイの返事が聞こえてくる。はてさて、何が起こるのか。それとも何も起こらないのか。何が飛び出してきても対応できるよう、油断だけはしないように気をつけておこう。

  

 
  
   
    ＃4：化为修罗

    ＃４：修羅と化す

   

   


   


   「没想到派对的举办地点会是这种地方。」

   「まさかパーティーの開催場所がこんなところとはなぁ」

   　隔天，我带着蜜咪、艾尔玛和库姬三人前往受邀地点，开口第一句话就是这个。

   　翌日。ミミとエルマ、それとクギの三人を連れて招待された場所へと赴いた俺の第一声である。

   　我原本犹豫要不要带整备士姐妹和翔子医师一起来，但考虑到万一发生什么事，非战斗人员太多会有问题，所以让他们留在船上。如果只有蜜咪和库姬，我和艾尔玛两人应该能设法应付，而且库姬也说她有平常不会使用的王牌自卫手段。如果实质上只有蜜咪是完全的非战斗人员，就算发生什么事应该也能设法解决。

   　整備士姉妹やショーコ先生も連れてこようかどうか迷ったのだが、万が一のことを考えると非戦闘員が多くなりすぎるのは問題があると考えて船に残ってもらった。ミミとクギだけなら俺とエルマの二人でなんとかカバーできるだろうし、クギはクギで普段は使わない切り札的な自衛手段を持っているのだという。実質完全な非戦闘員はミミだけということなら、何かあってもまぁなんとかなるだろう。

   「真壮观……」

   「立派ですねぇ……」

   「年代久远呢。」

   「年代物ねぇ」

   　和我并肩仰望目的地的构造物的蜜咪和艾尔玛分别说出感想。这是她们望着耸立在我们面前的构造物——不，战舰后非常坦率的感想。

   　俺と並んで目的の構造物を見上げているミミとエルマがそれぞれ感想を口にする。俺達の前に聳そびえ立たつ構造物──いや、戦艦を眺めての大変に素直な感想である。

   　虽然不知道船名，但的确是壮观的战舰。尽管看起来有点老旧，但四四方方的设计和一排排的大口径雷射炮令人震撼。由于大小和莱斯塔里亚斯同等或更大，靠近到这种程度就无法掌握全貌。

   　船の名前は知らないが、確かに立派な戦艦だ。若干古びているように見えるが、四角張ったデザインとずらりと並ぶ大口径レーザー砲は圧倒される。レスタリアスと同等かそれ以上の大きさなので、ここまで近づくと全ぜん貌ぼうを捉とらえることができない。

   「库姬，你嘴巴张开咯。」

   「クギ、お口が開いたままだぞ」

   「啊！？对、对不起，我一时看呆了。」

   「はっ!?　す、すみません。圧倒されてしまって」

   　跟蜜咪她们一样仰望着战舰的库姬，现在满脸通红，说话吞吞吐吐。嗯，我可以理解她的心情。毕竟，这艘战舰的外观棱角分明，给人一种非常粗犷的感觉。相较之下，艾迪欧制造的莱斯塔里亚斯就比较偏向流线型，设计也更加俐落。

   　ミミ達と同様に一緒に戦艦を見上げていたクギが顔を赤くして口元をもにょもにょとさせる。うん、まぁ気持ちはわかる。いかにも戦艦って感じの角ばってゴツゴツした巨大な船だものな。イデアル製のレスタリアスはもっと流線形を多用したシャープなデザインだし。

   「你这身新衣服很适合你哦。」

   「新しい服、似合ってるな」

   「是吗？能听到你这么说，我很高兴。」

   「そうですか？　そう言ってもらえると嬉うれしいです」

   　库姬依然红着脸，有点坐立难安地往下看，像是在确认自己身上的服装。

   　顔を赤くしたままのクギが少し落ち着かない様子で自分が着ている服を確認するように見下ろす。

   　她今天穿的不是平时的巫女服，而是佣兵风格的服装……话是这么说，不过服装的配色还是跟原本的巫女服很接近，设计上也留有巫女服的影子。这是库姬去买佣兵服时，服饰店的裁缝师受到巫女服启发后制作出来的。

   　今日の彼女はいつもの巫み女こ服ではなく、傭よう兵へいスタイルの服を着ている……とは言っても、服の色合いはかなり元の服に寄せているし、デザインにもなんとなく名残がある。クギの傭兵服を買いに行った服飾店のテイラーがクギの巫女服にインスピレーションを受けて作った品だ。

   　虽然她现在是夹克配裙子的打扮，不过依然保留了巫女服的风格，堪称是力作。只能说，专家就是不一样。

   　ジャケットにスカートという出いで立ちなのだが、どこか巫女服っぽいテイストも残っている力作である。流石さすがはプロの仕事といったところだな。

   「不过，该怎么说呢……人还真多啊。」

   「しかしなんというか……人が多いな」

   　战舰周围有许多看似士兵或作业员的人们忙碌地四处走动。毕竟这里离前线很近，所以应该是在防备万一吧。

   　船の周りでは兵士や作業員らしき連中が忙しそうに動き回っていた。一応最前線に近い場所だからな。万が一に備えているのだろう。
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   「不是帝国海兵呢。大概是伊克瑟马尔伯爵家的私兵吧。不过确实很多呢。」

   「帝国海兵じゃないわね。多分イクサーマル伯爵家の私兵よ。でも確かに多いわね」

   　瑟琳娜上校指挥的莱斯塔里亚斯也和这艘船差不多大，但我从没见过有这么多人员出入。虽然那艘船也很大，但听说运作所需的人员并不多。这是从蒂娜和薇丝卡那里听来的。

   　セレナ大佐が指揮を執るレスタリアスもこの船と同じくらいでかいが、これほどの人員が出入りしているのは見たことがない。あれも巨大な船だが、動かすのに必要な人手は然さ程ほどでもないって話なんだよな。ティーナとウィスカに聞いた話だけど。

   「不是普通的船吗？」

   「普通の船じゃないんでしょうか？」

   「这艘船很旧，说不定是与机械智慧战争时的船。」

   「古いし、もしかしたら対機械知性戦争の頃の船じゃないかしら」

   「怎么说？」

   「というと？」

   「为了防止被机械智慧夺取控制权，将电脑控制的部分减少到极限，采取了这种对策的船。如果是这样，那确实是超过一百年前的船了。说不定更古老。」

   「機械知性に制御を奪われないようにコンピューター制御で動かす部分を極端に減らしたりとか、そういう対策をした船よ。だとすると確実に百年以上は前の船ね。もっと古いかも」

   　说着，艾尔玛抬头看向船，眼神像是在看可疑的东西。这么说来，古兰坎帝国的贵族对机械智慧的态度好像有点退缩，或者说有点含糊。

   　そう言って船を見上げるエルマの目は胡う散さん臭くさいものを見るようなものになっている。そういやグラッカン帝国の貴族ってどうも機械知性に対して一歩引いた態度というか、何か含んだような態度を取るんだよな。

   「伯爵家的话，应该可以随意购买最新的船，为什么要用这么旧的船呢？」

   「伯爵家ともなれば最新の船なんて買い放題だろうに、どうしてそんな古い船を使ってるのかね？」

   「是为了提防机械智慧吧。只要连接到网络，她们就能进入任何地方。」

   「機械知性に用心してるんでしょう。ネットワークに繫がってさえいれば、彼女達はどこにだって入り込めるから」

   「那可真可怕。」

   「そりゃおっかない」

   　不过这倒也说得通。毕竟梅伊一个人就能轻松掌控黑莲花，要是机械智慧们有那个意思，帝国航宙军的船舰说不定也会被轻易夺取。当然，为了防止这种事情发生，古兰坎帝国应该也和她们签订了各种各样的协定。

   　でも納得できる話でもあるな。メイ一人で軽くブラックロータスを掌握してしまえるのだから、機械知性達の手にかかれば帝国航宙軍の船でもなんでもやろうと思えば乗っ取れてしまうのかもしれない。無論、そんなことをしないようにグラッカン帝国との間で協定だのなんだのは組まれているのだろうけれども。

   「是因为不利于做生意吗？」

   「商売に都合が悪いからかね？」

   「别再继续说下去了」

   「それ以上は口を閉じときなさい」

   「Aye Aye，Ma’am」

   「アイアイマム」

   　因为艾尔玛生气了，所以我决定不再继续发言。

   　エルマに怒られたのでこれ以上の発言はやめておくことにする。

   　毕竟伊克瑟马尔伯爵家是被怀疑和宙贼有勾结的贵族。和宙贼进行交易的时候，要是机械智慧之类的东西进入船内的话就麻烦了。所以才会到了这个时代还在使用这种过时的反机械智慧舰吧？这是我的想法。

   　イクサーマル伯爵家は宙賊との繫がりが疑われている貴族だからな。奴やつらと取引をするのに機械知性なんぞに船の中に入り込まれてしまったら都合が悪い。だからこの時代になっても古臭い対機械知性艦を使っているのではないか？　というのが俺の考えだ。

   　就算不夺取控制权，要是监视摄像头之类的被机械智慧入侵，记录下犯罪证据的话，对他们来说应该会很麻烦吧。

   　制御を奪うまでは行かなくとも、監視カメラなどを機械知性にクラッキングされて悪事の証拠なんかを記録されたら奴らとしては大変なことになるんだろうからな。

   　哎？你说我是不是把伊克瑟马尔伯爵家想得太黑了？我觉得在被皇帝陛下盯上，被送到前线之后，还被宙贼杀手女上校瑟琳娜上校盯上的时候，就已经基本确定是黑的了。就算不是这样，他们对达莱恩瓦尔德伯爵家，准确来说是对克莉丝出手的那一刻起，就不可能和我们关系友好。

   　え？　イクサーマル伯爵家を真っ黒に見すぎじゃないかって？　皇帝陛下に睨にらまれて前線送りにされた上に宙賊絶対殺すウーマンのセレナ大佐にも睨まれている時点でほぼ確定で黒じゃないかと俺は思ってるよ。そうじゃないとしても、ダレインワルド伯爵家というかクリスにちょっかいをかけた時点でよろしくやるような仲にはなりえないからなぁ。

   「总之先进去吧。舷梯在那边吧」

   「とにかく中に入ろうか。タラップはあそこかな」

   「是！」

   「はい！」

   「是，主公」

   「はい、我が君」

   　我带着精神饱满地回答我的蜜蜜和静静跟在我身后三步的库姬一起走向舷梯。艾尔玛？艾尔玛正用锐利的目光……准确来说是用一如既往的怀疑目光警戒着四周，和库姬并肩走着。

   　元気よく返事をするミミとしずしずと俺の三歩後ろをついてくるクギと共にタラップへと向かう。エルマ？　エルマは鋭い目つき……というより相変わらず胡散臭いものを見る目つきで辺りを警戒しながらクギと並んで歩いてきてるよ。

   「我是佣兵希罗。承蒙邀请前来拜访，已经通知过了吗？」

   「傭兵のヒロだ。ご招待にあずかって参上したんだが、話は通ってるか？」

   　我走近舷梯，向站岗的士兵搭话。嗯，看起来质量不错的战斗装甲，还有看起来质量不错的激光步枪。其他装备也花了不少钱。伊克瑟马尔伯爵家的财务状况似乎相当不错。

   　タラップに近づき、歩ほ哨しようをしている兵士に声をかける。ふむ、品質の良さそうなコンバットアーマーに、これまた品質の良さそうなレーザーライフル。その他の装備も金がかかってるな。イクサーマル伯爵家ってのはやはり金回りが良いらしい。

   「等等，我确认一下……在名单上。后面的是你的同伴吧？好像少了三个人」

   「待て、確認する……リストにあるな。後ろのは連れだな？　三人ほど足りないようだが」

   「我们姑且是在待机任务中吧？为了随时都能开船，所以才让他们留下来的。有问题吗？」

   「一応待機任務中だろ？　いつでも船を動かせるように残ってもらったんだ。問題はあるか？」

   「……不，没问题。进来吧，负责带路的人在等着」

   「……いいや、問題ない。入ってくれ、案内役が待機してる」

   「好嘞，辛苦了。我们走吧」

   「あいよ、お疲れさん。行くぞ」

   　和步哨的对话结束后，我走上舷梯，踏入船内，映入眼帘的景象让人不禁怀疑这里真的是那艘老掉牙战舰的内部吗？

   　歩哨とのやり取りを終えてタラップを上がり、船の中へと足を踏み入れると、そこには本当にあの古臭い戦艦の内部なのかと疑ってしまうような光景が広がっていた。

   「哇，好漂亮」

   「わぁ、綺き麗れいですね」

   「内部装修很豪华啊」

   「内装が豪華だな」

   　铺着漂亮地毯的地板。释放明亮灯光的天花板，一尘不染的墙壁，还有等着我们的管家和女仆们。与船外的肃杀气氛截然不同的华丽空间呈现在眼前。

   　綺麗なカーペットが敷かれた床。明るい照明を放つ天井、シミ一つ無い壁、それに俺達を待ち構えている執事やメイドらしき人々。船の外の物々しい雰囲気とは隔絶された華やかな空間がそこに広がっていた。

   「在航宙舰上空间应该很宝贵……真是大胆的空间利用方式啊」

   「航宙艦ではスペースは貴重なものだろうに……大胆な空間の使い方だな」

   　这里是迎接客人的大厅吧。说不定战舰的这个区块就是独立的接待空间。

   　ここは来客をお迎えするホールなのだろう。もしかしたら戦艦のこのブロックだけが独立した歓待スペースになっているのかもしれない。

   「欢迎来到伊克瑟马尔伯爵家的旗舰崇高号。您是佣兵船长希罗大人和您的同伴们对吧？」

   「イクサーマル伯爵家の旗艦、マジェスティックへようこそ。傭兵のキャプテン・ヒロ様とお連れの方々ですね？」

   「嗯，没错。这艘船真厉害啊」

   「ああ、そうだ。凄い船だな」

   　我向朝这边走来的绅士管家风男性回答道。然后他露出自豪的表情恭敬地低下头。

   　こちらへと歩を進めてきたダンディな執事風の男性にそう答える。すると、彼は誇らしげな表情をしながら恭しく頭を下げた。

   「非常感谢您的夸奖。这艘船承载着伊克瑟马尔伯爵家的历史。请往这边走。霍尔斯上校已经到了」

   「ありがとうございます。この船にはイクサーマル伯爵家の歴史が刻み込まれておりますから。どうぞこちらに。ホールズ大佐は既に到着されております」

   「这样啊。虽然我觉得我们没有迟到，但让别人等也不好。麻烦你带路了」

   「そうか。遅刻はしてないと思うんだが、待たせるのも悪いな。案内してくれ」

   　听到我的回答，他再次轻轻点头，然后便走在了前面。

   　俺の返事に彼は再び軽く会釈を返し、先に立って歩き始めた。

   「……怎么样？」

   「……どうだ？」

   「……目前还没有发现」

   「……今のところは何も」

   　我向走到我身边的库姬问道。我问的“怎么样？”是指有没有人对我们抱有恶意或敌意。

   　俺のすぐ側そばまで近づいてきていたクギに聞いてみる。どうだ？　というのは俺達に対する悪意や敵意を抱いているような人物の有無を聞いてみたのだ。

   　我现在也提高了对这类东西的敏感度，但并没有什么成果。既然比我的精神感应能力要强得多的库姬都这么说了，那现在应该没问题吧。不过也不能因此放松警惕。

   　俺も今はそういうものに関する感度を上げているところだが、特に成果はない。俺よりもずっと精神感応能力に長たけているクギがそう言うなら、今のところは大丈夫なんだろう。だからといって警戒を解くことはできないが。

   「要是什么事都没有就好了」

   「何事もなければ良いがな」

   「你这要求不会太高了吗？」

   「それは高望みしすぎじゃない？」

   「你不觉得这个愿望会显得要求太高吗？」

   「この願いが高望みになってしまうのはおかしいと思わんか？」

   「啊哈哈……」

   「あはは……」

   　蜜蜜看着我和艾尔玛的对话，露出了苦笑。蜜蜜应该也和艾尔玛持相同意见吧。

   　俺とエルマのやり取りを見たミミが苦笑いを浮かべる。ミミもエルマと同意見なんだろうな。

   　话虽如此，伊克瑟马尔伯爵如果现在抓住我们，对他来说应该弊大于利，所以正常来想，应该不会发生什么。

   　とはいえ、ここからイクサーマル伯爵とやらが俺達を捕らえて何かすることにはデメリットの方が大きいはずだし、普通に考えれば何もないはずなんだが。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我们被壮年的管家带到了一个气氛沉稳的餐厅。在大小适中的空间里，摆放着一张铺着纯白桌布的大桌子，已经有两名像是贵族的男性，瑟琳娜上校，以及身为副官的女性中士坐在那里。

   　俺達が壮年の執事に案内されたのは落ち着いた雰囲気の食堂のような場所だった。程よい広さの空間には真っ白のテーブルクロスが敷かれた大きなテーブルが設しつらえられており、既に貴族らしき男性が二人とセレナ大佐、それに副官の女性士官が席についていた。

   「大卫大人，我将佣兵希罗阁下带过来了」

   「デイビット様、傭兵のヒロ殿をお連れ致しました」

   「辛苦了。希罗阁下，还有您带来的几位女士也请入座吧」

   「ご苦労。ヒロ殿、お連れの御婦人達もどうぞ席についてくれ給たまえ」

   　两名男性贵族中年纪较大的——中年男性催促我们入座。因为也没有理由拒绝，所以我们就老老实实地坐了下来。

   　二人いる男性貴族のうち年とし嵩かさ──中年男性の方が俺達に着席を促してきた。特に断る理由もないので、素直に従って全員で席につく。

   「真是华丽又美妙啊。最近我忙得连赏花的时间都没有。啊，不不不，我明白的。我不会用过于露骨和不礼貌的视线看你们的，所以请放心。我只是想说最近我总是心力交瘁」

   「実に華やかで素晴らしい。最近は忙しくて花を愛めでる時間も取れていなかったのでね。ああ、いやいや、わかっているとも。あまりに露骨で不ぶ躾しつけな視線を送るつもりはないので安心してほしい。ただただ最近は心労が募るばかりだったという話なのだよ」

   　我们刚坐下，催促我们入座的绅士就露出爽朗的笑容这么说道。不，光是这句发言就相当失礼了，而且他这番话的意思就是说我们让他大饱眼福。尽管如此，我却没有感到不快，或许是因为这个男人身上散发出一种不可思议的领袖气质吧。

   　俺達が席につくなり、着席を促した紳士はそう言って爽さわやかな笑みを浮かべてみせた。いや、その発言だけでかなり失礼というか眼福ですって言っているようなものだと思うが。それでもあまり不快な気持ちにならないのはこの男が放つ不思議なカリスマ性のようなものの効果なのか。

   「啊，失礼了。我还没自我介绍呢。我是大卫，大卫·伊克瑟马尔。是伊克瑟马尔伯爵家的家主，也就是伯爵。坐在我旁边的是——」

   「ああ、これは失礼。自己紹介がまだだったな。私はデイビット。デイビット・イクサーマルだ。イクサーマル伯爵家の当主で、伯爵だ。私の隣に座っているのが──」

   「文森特·伊克瑟马尔……这家伙的儿子」

   「ヴィンセント・イクサーマル……こいつの息子だ」

   　自称文森特的男性贵族——光看外表的话，他和我差不多大，或者比我小一点——这么说着，轻轻耸了耸肩。他的眼神很锐利，看起来是个不能掉以轻心的对手。

   　ヴィンセントと名乗った男性貴族──見た目だけなら俺と同じか、少し若いくらいに見える──がそう言って軽く肩を竦すくめてみせた。こちらは目付きが鋭く、いかにも油断できなそうな相手だ。

   「哎呀哎呀……居然称呼身为家主和父亲的我为这家伙，这就是所谓的叛逆期吗？算了。希罗阁下，方便的话，可以介绍一下你带来的女士们吗？」

   「やれやれ……当主にして父である私をこいつ呼ばわりとは。これが反抗期というやつかね？　まぁ良い。ヒロ殿、良ければお連れの御婦人達を紹介してくれないかね？」

   「OK。不过，我先说好，你可别期待我对贵族会有什么合适的举止」

   「オーケー。ただ、先に断っておくが貴族に対する適切な振る舞いというものは期待しないでくれ」

   「没关系。毕竟这里不是正式场合」

   「いいとも。この場は公式な場というわけでないからね」

   「多谢。首先，这位是蜜蜜。她出身于特里梅因星系，是我的妻子。她负责担任我船上的操作员，同时也是佣兵团全体的补给官，发挥她的本领。」

   「そりゃどうも。まずこの子がミミ。ターメーン星系出身で、俺の妻だ。俺の船のオペレーターで、傭兵団全体の補給官としても腕をふるってもらっている」

   「我、我是他的妻子蜜蜜。」

   「つ、妻のミミです」

   　蜜蜜紧张得全身僵硬，满脸通红地小声说完后，低头行礼。这么说来，这可能是我第一次向别人介绍蜜蜜是我的妻子。

   　ミミがガチガチに緊張したまま顔を真っ赤にして小さな声でそう言ってから頭を下げる。そういえば他人にミミのことを妻だと紹介するのは初めてかもしれない。

   「接着，这位是白银位阶的佣兵艾尔玛。她是帝都威尔罗斯子爵家的女儿，也是我的搭档。她负责支援佣兵团的运用，是我们的顾问，也是我们团里的第二把交椅。」

   「次にこっちがシルバーランク傭兵のエルマ。帝都にあるウィルローズ子爵家の娘で、俺のパートナーだ。傭兵団の運用全般を支えてくれるアドバイザーで、うちの団のナンバーツーだ」

   「你好。」

   「どうも」

   　艾尔玛和蜜蜜截然不同，以公事公办的态度向伊克瑟马尔伯爵家的两人打招呼。

   　エルマはミミと打って変わって事務的にイクサーマル伯爵家の二人に挨あい拶さつをした。

   「最后，这位是库姬。因为种种原因，她担任我的随从。她也会协助整个佣兵团的心理辅导。」

   「そして最後にこの子がクギ。諸般の事情によって俺の従者をしてくれている。団全体のメンタルサポートもしてくれている」

   「我叫库姬。请多指教。」

   「クギと申します。お見知りおきを」

   　库姬说完，优雅地行了一礼。嗯，我们团里的成员各有特色，应该说各有各的风格。如果蒂娜、薇丝卡和翔子医师也在场，她们会怎么打招呼呢？只有梅伊很容易想象得到。

   　クギはそう言って優雅にお辞儀をしてみせる。ふむ、こうしてみると三者三様というか、それぞれ個性的だよな。うちの面子メンツは。ここにティーナやウィスカ、それにショーコ先生がいたらどんな風に挨拶をしていたのかね？　メイだけは容易に想像がつくけど。

   「妻子，搭档，随从。你确实是个活着就获得银剑翼突击勋章和金星的英雄。而且你还是怪人云集的白金级冒险者之一，这样想想，你这个英雄也还算正常，或者说是稳妥，勉强还在可以理解的范围内。」

   「妻にパートナーに従者か。生きたまま銀剣翼突撃勲章とゴールドスターを賜る英雄らしいといえば英雄らしいな。変人揃ぞろいのプラチナランカーの一人でもあると考えれば、まぁ妥当というか穏便というか、まだ理解できる範囲だ」

   　文森特说着，露出讽刺的笑容。

   　そう言ってヴィンセントが皮肉げな笑みを浮かべる。

   　虽然我只能接受他把我当成一个让大量女性服侍的色鬼，但他刚才好像说了什么让我有点在意的话？

   　女性を大量に側に侍はべらせているスケベ野郎という評価は甘んじて受けざるをえないが、少し気になることを言ったな？

   「你跟其他白金级冒险者也有来往吗？」

   「俺以外のプラチナランカーとも付き合いが？」

   「只有一个。我们只有通过信息交流，对方是个连脸都不露的怪人。」

   「一人だけだがな。やり取りはメッセージだけ、顔どころか姿も見せない変人だ」

   　我好像在御前比武跟那种人打过……名字倒是忘了。说起来，我也没怎么调查过白金级冒险者。毕竟我根本没机会见到他们，也没打算去见他们。

   　なんか御前試合でそんなのと戦った気がするな……名前は忘れたが。そういやあんまりプラチナランカーに関してはリサーチもしてないんだよな。そもそも会うことがないし、会いに行く予定もないから。

   「原来如此，除了我以外的白金级冒险者都是那种怪人吗？」

   「なるほど、俺以外のプラチナランカーはそんなにアクの強いのばかりなのか」

   「我觉得你的怪异程度也不输给他们……闲聊就到此为止，差不多该润润喉咙了吧？」

   「連中と比べてお前のアクが強くないわけじゃないと思うがね……歓談も良いが、そろそろ喉のどぐらい潤しても良いんじゃないか？」

   「也对。准备一下。」

   「そうだな。用意を」

   　大卫说完，站在墙边待命的女仆和管家们开始迅速地准备餐前酒。从看起来很高级的酒瓶中倒出的金色液体，被倒入了看似水晶制的玻璃杯中。

   　デイビットがそう言うと、壁際に待機していたメイドや執事達がテキパキと動いて食前酒のようなものを用意し始めた。高級そうなボトルから注がれた金色の液体がクリスタル製と思おぼしきグラスに注がれていく。

   「我酒量不太好……」

   「俺は下戸なんだが……」

   「是吗？不过这酒的酒精度数不高，如果你不是对酒过敏的话，就陪我喝一杯吧。那么，该为谁干杯呢？我想想……虽然很老套，但就为与希罗阁下你们的相遇干杯吧。那么，为新的相遇干杯。」

   「そうなのかね？　まぁ、然程酒精の強いものではないから、アレルギーというわけではないなら一杯だけ付き合ってくれ給えよ。さて、何に乾杯するべきか。そうだな……月並みだが、ヒロ殿達との新たな出会いに乾杯ということにしよう。では、新たな出会いに」

   　大卫说完，举起玻璃杯，将金色液体一饮而尽。包括我在内的其他人也学他举起玻璃杯，将金色液体一饮而尽。这液体的味道清爽，不怎么苦涩。酸味比甜味更明显，非常好入口。不过，确实能感受到酒精的存在。这酒喝起来很顺口，但要是喝太多的话，很快就会醉倒。啊，感觉脸已经开始发烫了。

   　そう言ってデイビットはグラスを掲げ、金色の液体を飲み干した。俺を含めた他の面子も彼に倣い、グラスを掲げて金色の液体を飲み干す。渋みの少ないさっぱりとした味の液体だ。甘みよりも酸味が強く、とても飲みやすい。だが、しっかりとアルコールも感じる。こりゃ飲みやすいからとどかどか飲んだら速攻で潰つぶれるやつだな。ああ、もう既に顔が火照ってきている気がする。

   「话说回来，上校，这次真是不好意思。明明还在作战途中，却把你叫回来，让你待在这座物资集聚基地。不过，考虑到万一的情况，预备兵力再多也不嫌多。虽说光靠目前的战力应该就能击退联邦军，而且帝国军本队的增援也会在几天内抵达，所以我想应该不成问题。」

   「それにしても今回はすまなかったね、大佐。作戦の途中だというのに呼び戻してこの集積基地に張り付けるような真ま似ねをして。しかし万が一のことを考えると予備兵力はいくらあっても足りないというのが現実だ。現状の戦力だけでも連邦軍は跳ね返せるだろうし、数日で帝国軍本隊の増援も来るから問題はないとは思うのだがね」

   「不，司令。如果我站在您的立场，或许也会做出同样的选择，还请您别放在心上。我只是作为陛下的剑，尽到自己的本分罢了。」

   「いいえ、司令。私が貴方あなたの立場でも同じ選択をしたかもしれませんから、お気になさらず。陛下の剣として為なすべきことを為すだけです」

   「你愿意这么说，真是帮了我大忙。」

   「そう言ってくれると助かるよ」

   　大卫似乎打算和瑟琳娜上校聊帝国航宙军的话题。从他完全把注意力放在那边来看，我们的主人应该不是大卫，而是文森特吧。

   　デイビットはセレナ大佐と帝国航宙軍トークを繰り広げるつもりらしい。完全にあちらに意識を向けているところを見ると、俺達のホストはデイビットではなくヴィンセントの方なのだろう。

   「我看过资料了，你的战果相当独特。而且，专挑宙贼下手也很罕见。你对讨伐宙贼有什么特别的坚持吗？」

   「データを見たが、貴様の戦果はなかなかユニークだな。それに、宙賊ばかりを狩っているというのも珍しい。何か宙賊討伐への拘こだわりがあるのか？」

   「我并没有特别执着，只是因为那些家伙到处都有，只要知道狩猎的方法，就能成为不错的摇钱树。而且就算把他们打得落花流水、抢光他们的东西，良心也不会受到苛责，甚至还会受到各方人士的感谢。以猎物来说，不是相当理想吗？」

   「別に執着しているわけじゃないが、奴らはどこにでもいて、狩り方を知ってさえいれば良い金かね蔓づるになるからな。それに好きなだけぶっ飛ばして奪い尽くしても良心が痛まないし、なんなら各方面から感謝もされる。獲物として理想的だろ？」

   「原来如此。作为参考，可以告诉我你大概能赚多少吗？」

   「なるほど。参考までに、どれくらい稼げるものなのか聞いても良いか？」

   「虽然根据狩猎场不同会有差异，但大概一周能赚100万艾尼以上。现在我的船也增加了，应该能赚更多吧？不过我还在调整合作模式。」

   「狩り場によってムラがあるが、だいたい一週間で１００万エネル以上だな。今は船も増やしたし、もう少し行けるんじゃないか？　まだ連携を調整中でね」

   「哦？不愧是白金级，赚得真多。不过要养那么多女人，确实需要这点本事。」

   「ほう？　流石にプラチナランカーともなれば稼ぐものなのだな。まぁそれだけ女を囲うならそれくらいの甲か斐い性しようは必要か」

   「差不多吧。如果遇到更大的机会，我也会专心处理那边，也会利用母舰的货舱容量做一些物资运输的工作。不过大机会的委托人和工作内容我不能透露。」

   「そんなところだな。他にも大きなヤマが入ればそっちに専念するし、母艦のカーゴ容量を活いかしてちょっとした物資輸送なんかもやるな。大きなヤマの発注元や仕事内容については話せないが」

   　文森特饶有兴趣地听着我说话。

   　ヴィンセントは俺の話を興味深げに聞いている。

   　嗯？虽然我有点戒备，但像这样聊过之后，他和普通的贵族没什么区别。不知道他是擅长掩饰，还是根本不需要掩饰。目前我并没有感觉到他有敌意或恶意，但如果他是个没有感情，像呼吸一样自然地伤害他人的人，那就麻烦了。

   　ふん？　ちょっと警戒していたが、こうして話してみると普通の貴族と変わらんな。取り繕うのが上う手まいのか、それとも取り繕うまでもないのか。今のところ特に敵意も害意も感じないが、そのような感情を持たず、息をするようにこちらを害してくるような人間だとすると厄介だ。

   「你的杯子空了。」

   「グラスが空いているな」

   「啊，不过……」

   「ああ、だが」

   「你不是要喝酒吧？除了酒以外，我还有准备其他饮料。料理也马上就会端上来。」

   「酒は要らないんだろう？　酒以外にも飲み物の用意はあるさ。じきに料理も運ばれてくる」

   　文森特用手打了个信号，女仆小姐便端来了某种饮料。从颜色来看，应该是某种果汁吧？不过这颜色相当鲜艳，让我有点犹豫要不要伸手去拿。

   　ヴィンセントが手で合図をすると、メイドさんが何か飲み物を持ってきた。色からすると何かの果物の果汁とかだろうか？　かなりビビッドなピンク色で手を伸ばすのを躊躇ためらってしまうんだが。

   「总之，先为我们的缘分干杯吧。」

   「とりあえず、貴様との縁に乾杯だ」

   「多谢。」

   「そりゃどうも」

   　虽然我觉得这缘分应该不会持续太久。不管他现在表现得多么友好，我可不会忘记他妨碍克莉丝的事。

   　すぐに切れる縁じゃないかと思うんだがね。どんなにこの場で友好的にふるまったとしても、クリスへの妨害の件については忘れないからな。俺は。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　首先，我想为自己辩解一下。虽然我并不是没有戒备，但再怎么说，我也没想到他们会下毒。瑟琳娜上校也正常地在用餐，库姬也没有什么特别的反应。艾尔玛也毫不客气地喝着酒，蜜蜜也满足地吃着饭。

   　まず一つ言い訳をさせて欲しい。警戒していなかったわけではなかったが、流石に食事に一服盛ってくるとは思わないじゃないか。セレナ大佐も普通に食事をしていたし、クギも特に反応をしていなかった。エルマも遠慮せずに酒を飲んでいたし、ミミも満足そうに食事をしていた。

   　我也没有特别感受到恶意或敌意，所以要说大意了，确实如此，但贵族出身的两人也保证他们绝对不会背叛。你们不觉得有酌情考虑的余地吗？

   　俺も特に悪意や敵意を感知しなかったから、油断していたといえば確かにそうなんだが、貴族出身の二人が裏切りは絶対にないと太鼓判を押していたんだ。情状酌量の余地はあると思わないか？

   　不管怎么说，我确实搞砸了。我必须承认这一点。

   　まぁ何にせよ、俺はしくじったわけだ。それは認めなければならない。

   　一开始是蜜蜜随着一声「喀锵」声，趴倒在餐桌上。

   　ガシャン、という音と共にミミが食卓に突っ伏したのが最初だった。

   「……？！不会吧！」

   「……？　ッ!?　まさか!?」

   「不会吧……？这有什么好处……？」

   「噓うそでしょ……？　何のメリットが……？」

   　瑟琳娜上校理解了状况，想要从座位上站起来却站不起来，让她大吃一惊。艾尔玛也一副随时都会昏倒的样子。而我也是困得随时都会睡着。看来不是用来杀人的毒药，而是安眠药之类的。真是太糟糕了。

   　状況を理解したセレナ大佐が席から立ち上がろうとして立ち上がれずに愕がく然ぜんとし、エルマも今にも気絶しそうな様子だ。かく言う俺も今にも寝落ちしそうな程に眠い。殺すタイプの毒ではなく、睡眠薬とかそういう類か。最悪だ。

   　我将视线转向库姬，发现她也一副随时都会睡着的样子，正看着我这边。

   　クギに視線を向けると、彼女は今にも眠り込んでしまいそうな様子でこちらに視線を向けてきていた。

   


   『请保持心平气和。』

   『どうか、こころおだやかに』

   


   　她向我发出了恳求般的意念。原来如此，心平气和是吧。我明白她的意思。伊克瑟马尔伯爵家的人并不知道，其实我是个比反应弹头还要危险的炸弹。

   　彼女から懇願するような思念が飛んでくる。なるほど、心穏やかに、ね。彼女の言わんとすることは理解できる。イクサーマル伯爵家の連中は知らないからな。実は俺が反応弾頭なんかよりもよほど危険な爆弾だってことを。

   「喂……」

   「おい……」

   「……怎么了？」

   「……なんだ？」

   　文森特用不带感情的声音回答，同时将视线转向我。真是让人不爽的眼神。那是不把人当人看，而是当成物品看待的眼神。虽然我可能也是用这种眼神看待宙贼就是了。

   　ヴィンセントが感情を感じさせない声で返事をしながら俺へと視線を向けてくる。気に入らない目だ。人のことを人として見ていない、モノを見る目だな。俺も宙賊に対してこんな目を向けているのかもしれないが。

   「我不会害你的……劝你还是……别对她们出手。」

   「悪いことは言わないから……彼女達に手を出すのは……やめて、おけ」

   「嗯？为什么？」

   「ふん？　何な故ぜだ？」

   「因为那样一来，我就会让你们毁灭……」

   「そうしたら俺がお前らを破滅させちまうからだよ……」

   「毁灭？你口气可真大啊。明明是个因为药物影响，随时都会昏倒的丧家犬。」

   「破滅だと？　それは随分と大きく出たものだな。薬の影響で今にも気を失いそうな負け犬が」

   「我可是警告过你了……？听好了？绝对不要对我出手……？」

   「忠告したからな……？　良いか？　絶対に手を出すんじゃないぞ……？」

   　然后我失去了意识。

   　そして俺は意識を手放した。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我就是会让那些家伙毁灭的危险炸弹，这是什么意思呢？要解释这件事的话，会变得有点复杂。不，其实也没有那么复杂吧？

   　俺が奴らを破滅させる危険な爆弾とはどういうことか？　という話をすると少し複雑な話になる。いや、実のところそんなに複雑でもないか？

   　也就是说，库姬所说的从上位世界来的落之人，也就是我，身上蕴藏着庞大的灵能力量。如果，那庞大的灵能力量因为某种契机而失控，被解放出来的话？最坏的情况，那股力量可能会在宇宙中穿出一个巨大的洞，让宇宙本身破裂。

   　つまり、クギの言うところの上位世界からの落ち人である俺は膨大なサイオニックパワーをこの身に秘めている。もし、その膨大なサイオニックパワーが何らかの切っ掛けで暴走し、解放されたら？　最悪の場合、その力はこの宇宙に巨大な穴を穿うがち、宇宙そのものを破裂させてしまうかもしれない。

   　或者，可能会卷入恒星的能源，引发类似超新星爆炸的毁灭性结果，产生巨大的黑洞。不管怎么说，最低限度也会发生消灭一个恒星系的大惨剧，这是韦尔扎鲁斯神圣帝国的说明。

   　あるいは恒星のエネルギーをも巻き込んで超新星爆発のような破滅的な結果を引き起こし、巨大なブラックホールを発生させるかもしれない。何にせよ恒星系一つ消滅するのが最低ラインという大惨事を起こしかねないというのがヴェルザルス神聖帝国の説明であった。

   　那么，那种事态会在什么时候发生呢？　关于这个问题，过去多次与落之人接触的韦尔扎鲁斯神圣帝国已经进行了某种程度的研究。简单来说，落之人因愤怒和憎恶而最终陷入绝望，精神上受到无法修复的伤害，或者肉体上迎来死亡。在大多数情况下，其中一种情况会成为触发器，导致毁灭性的剧本发生。

   　ではそういった事態はどのような時に発生するのか？　というと、過去に何度も落ち人と接触したヴェルザルス神聖帝国ではある程度の研究が進んでいるという。簡単に言えば、落ち人が怒りや憎悪を募らせた果てに絶望し、精神的に修復不能なダメージを負うか、肉体的な死を迎える。大体の場合はそのどちらかがトリガーとなって破滅的なシナリオが発生するそうだ。

   「真是最糟糕的起床方式」

   「最悪の目覚めだ」

   　我梦见了不久前在韦尔扎鲁斯神圣帝国的教堂里听到的讨厌的事情，然后醒了过来。

   　少し前にヴェルザルス神聖帝国の聖堂で聞かされた嫌な話を夢に見て目を覚ました。

   　我被固定在地板上附有靠背的椅子上，身体被结实的绳子一样的东西一圈圈地绑着。手臂也被分别戴上手铐一样的东西，固定在扶手上。只有脖子可以自由活动，身体完全不能动弹。

   　俺は床に固定された背もたれ付きの椅子に座らされており、身体からだを丈夫そうな紐ひものようなものでぐるぐる巻きにされていた。腕も片腕ずつ手錠のようなものを嵌はめられて肘ひじ置きに固定されている。首だけは自由に動かせるが、身体は一切動かせない。

   　我转动唯一自由的脖子，环顾了一下拘留我的房间，发现内部装修意外地不错。地板上铺着地毯，正面还设置了矮桌和沙发。简直就像接待室一样。

   　唯一自由な首を動かして俺が拘留されている部屋の中を見回してみたが、意外と内装は悪くない。床にはカーペットが敷かれているし、正面にはローテーブルとソファまで設置されている。まるで応接間か何かのようだ。

   　我观察着房间里的样子，文森特和两名士兵开门走了进来。看他们在我醒来后立刻就进来，应该是来检查我的生命体征吧？算了，这种事不重要。

   　室内の様子を観察していると、扉が開いてヴィンセントと二名の兵士が入ってきた。目覚めてすぐに入ってきたところを見ると、俺のバイタルをチェックしていたのかね？　まぁそんなことはどうでも良いか。

   「醒来的感觉如何？」

   「目覚めの気分はどうだ？」

   　文森特用看着无聊东西的眼神看着我。我正面回望他，扬起嘴角。

   　つまらないモノを見る目を向けてくるヴィンセントの真正面から見返し、口角を吊つり上げて見せてやる。

   「糟透了。在贵族之间流行对客人下药，然后把人绑在椅子上吗？真是高尚的兴趣。」

   「最悪だ。貴族の間では客に一服盛って椅子に縛り付けるのが流は行やってるのか？　良い趣味してるな」

   　我用充满讽刺的语气回答，同时集中意识，开始『抓住』椅子的扶手并扭动。为了避免扶手发出声音，我一边扭动一边摇晃着手铐，不忘进行伪装。

   　皮肉たっぷりに言葉を返しながら意識を集中し、椅子の肘掛けを『摑つかんで』捻ひねり始める。肘掛けが軋きしむ音がバレないように腕を動かしてガチャガチャと手錠を鳴らし、偽装することも忘れない。

   「在这种情况下还能虚张声势，确实值得称赞。你的性命和女人的性命都掌握在我手中，说话小心点。」

   「この状況で虚勢を張れるのは称賛に値するがな。お前の命もお前の女の命も私の一存で如い何か様ようにでもできる状況だ。言葉は慎重に選べ」

   「下药、绑在椅子上，还抓了人质才发表胜利宣言？你真帅啊。」

   「薬を盛って椅子に縛り付けて、人質も取ってから勝利宣言か？　かっこいいなお前」

   　我的挑衅让文森特的眉毛抽动了一下。看来是奏效了。

   　俺の煽あおりにヴィンセントの眉まゆがピクリと動く。どうやら効いたらしい。

   「我叫你说话小心点，听不懂吗？只要我一声令下，你的女人就会迎来比死更残酷的下场。」

   「口を慎めと言っているのがわからないのか？　私の指示一つでお前の女達に死ぬよりもなお酷ひどい結末を迎えさせることもできるんだぞ？」

   「哦哦，好可怕好可怕。所以呢？你打算用那张牌让我做什么？是要我帮你口交吗？啊？」

   「おお、怖い怖い。それで？　そのカードを使って俺に何をさせようっていうんだ？　お前のナニでもしゃぶれってか？　えぇ!?」

   　我大声掩盖住『手』扭断金属扶手的声音，然后将目标锁定在文森特腰间的剑柄上。如果想杀掉他们，就算不特意挣脱束缚，用念动力就能轻松杀掉这三个人，但为了让他们吐出情报，我需要先压制住他们，取得优势。

   　俺の『手』が金属製の肘掛けを捻って破断させる音を大声で隠し、次の手としてヴィンセントの腰元に見える剣の柄つかに目標を定める。殺そうと思えばわざわざ拘束を脱しなくとも念動力でこいつら三人程度縊くびり殺せるが、情報を吐かせるためには一度こいつらを制圧し、優位に立つ必要があるからな。

   　先揍飞他们吧。我一边『抓住』文森特的剑柄，一边开始凝聚冲击波，准备把他们三个一起打飞到墙上。现在的我做这种事易如反掌。

   　まずはぶっ飛ばそう。ヴィンセントの剣の柄を『摑み』つつ、三人を纒まとめて壁までぶっ飛ばす衝撃波を練り始める。今の俺ならこの程度造作もない。

   「你是佣兵吧？那就来帮我们。我们会付你报酬，只要你好好干活，我们就会把女人还给你。」

   「お前は傭よう兵へいだろう？　私達に協力しろ。報酬は払うし、ちゃんと働けば女達も無事に返してやる」

   「你是白痴吗？被下药绑起来，自己的女人还被当成人质，你觉得这种人会乖乖听话？」

   「お前はアホか？　薬を盛られて拘束された上に、自分の女を人質に取られて脅された奴が素直に従うと思ってるのか？」

   「你会听话的。你不会抛弃那些女人吧？你就是这种男人。」

   「従うだろう。お前は女達を見捨てられまい？　そういう男だ、お前は」

   「你这混蛋……我要把那张漂亮的脸打飞。」

   「クソ野郎がよ……その綺き麗れいな顔を吹き飛ばしてやる」

   「你说什么……呃！」

   「何だと……がっ!?」

   　我用看不见的手『抓住』剑柄，将剑柄拉到手边，同时凝聚不可见的冲击波，把文森特和两名士兵一起打飞到墙上。被不可见的冲击波击中，飞出去的三个人一起撞在墙上，发出痛苦的呻吟。就算帝国贵族的身体经过强化，只要没有灵能能力，就无法躲过这种偷袭。

   　見えない手で『摑んだ』剣の柄を手元に引き寄せながら練り上げた不可視の衝撃波でヴィンセントと二人の兵士をまとめて壁まで吹き飛ばす。不可視の衝撃波に打ち据えられ、ぶっ飛ばされた三人は揃そろって壁に激突し、苦く悶もんの声を上げた。いくら身体的に強化された帝国貴族だろうとサイオニック能力が無い以上、こういった不意打ちは回避できない。

   　我用文森特的剑切断绑住身体的结实绳索，在获得自由的同时屏住呼吸，让周围的时间流速变慢。

   　俺はヴィンセントの剣を使って胴体を縛り付ける頑丈な紐を切り裂き、自由を得ると同時に息を止めて周囲の時間の流れを鈍化させた。

   「——！？」

   「──ッ!?」

   　我一个箭步冲到流着鼻血，一脸惊愕的文森特等人面前，砍飞了他的右臂。顺便也把两名士兵的手臂砍飞。

   　鼻血を出しながら驚愕の表情を浮かべるヴィンセント達へと一足飛びに間合いを詰め、その右腕を斬り飛ばす。ついでとばかりに二名の兵士も同様に片腕を斬り飛ばす。

   　我吐出一口气，让变慢的时间恢复正常，文森特等人的痛苦呻吟在室内回荡。

   　息を吐くと同時に鈍化した時間が元に戻り、ヴィンセント達の苦悶の声が室内に響いた。

   「咕！？你、你做了什么……！为什么……！？」

   「グッ!?　な、何を……！　どうして……!?」

   「谁知道呢。」

   「さぁな」

   　我用文森特的剑砍断挂在双手上的手铐，然后搜刮士兵们的装备，抢走急救纳米机器、雷射枪和雷射步枪等武器，解除他们的武装。雷射步枪和雷射枪就破坏掉，让他们无法使用吧。

   　両手にぶら下がった手錠をヴィンセントの剣で斬って外し、兵士達の装備を探って救急ナノマシンやレーザーガン、レーザーライフルなどを奪って武装解除しておく。レーザーライフルとレーザーガンは使えないように破壊しておこう。

   「形势逆转了。快说蜜蜜她们被关在哪里。你很想要这个吧？」

   「形勢逆転だ。ミミ達が捕らえられている場所を吐け。こいつが欲しいだろ？」

   　我一边说一边把急救纳米机器的注射器亮在他们眼前。他们的手臂都被我砍飞了。虽然现在还用另一只手按着断面，但那只是在安慰自己。就算身体经过强化，他们依然是人类，失血过多的话，就算是贵族也会死。也就是说，如果不尽快注射急救纳米机器，堵住伤口的出血，他们就会死。

   　そう言って救急ナノマシンのインジェクターを見せびらかしてやる。奴らは片腕を斬り飛ばされているのだ。今は残った方の手で切断面を押さえているが、そんなものは気休めにしかならない。いくら身体強化を受けていると言っても人間であることには変わりない以上、大量の血液を失えば貴族とて死ぬ。つまり、早急に救急ナノマシンを投与して傷口からの出血を止めなければ奴らは死ぬのだ。

   「你、你这家伙……做了这种事，别以为能轻易了事……！」

   「き、さま……このようなことをしてただで済むと……！」

   「我也不知道能不能轻易了事。但我对威胁到我和我的船员性命的人，绝对不会手下留情。反正，要是有个万一，我还可以去找皇帝陛下或皇女殿下哭诉。也可以去求瑟琳娜上校或达莱恩瓦尔德伯爵家帮忙，或者干脆逃出帝国也行。」

   「ただで済むかどうかは知らん。だが俺は俺と俺のクルーの命を脅かす相手に容赦をするつもりは一切ない。なに、いざとなれば皇帝陛下か皇女殿下に泣きつくさ。セレナ大佐かダレインワルド伯爵家に縋すがる手もあるし、何なら帝国から逃げ出したって良い」

   　我一边说一边小心翼翼地举起文森特的剑。就算失去了一只手臂，对方毕竟是贵族。说不定会以惊人的速度站起来反击。

   　そう言いながら俺はヴィンセントの剣を油断なく構える。片腕を失っても相手は貴族だ。とんでもない速度で立ち上がって反撃してくるかもしれないからな。

   「别想拖延时间。现在立刻说出来，不然就去死。」

   「時間稼ぎはナシだ。今すぐ吐くか、死ぬか選べ」

   「哼……呵呵，像你这样的佣兵怎么可能杀得了贵族——」

   「ふっ……クク、お前のような傭兵如ごときが貴族を殺せるわけが──」

   「不，我会杀哦？」

   「いいや？　殺すぞ？」

   　说完，我轻松地砍下了文森特的脑袋。听到我的话，文森特瞪大了眼睛，脑袋飞向空中。既然他不打算开口，那我就只能先杀掉他了，毕竟放着不管的话，他只会带来风险。这可是常识。

   　そう言って俺は呆あつ気けなくヴィンセントの首を斬り飛ばした。俺の言葉を聞いて目を丸くしたままのヴィンセントの首が宙を舞う。話す気がないなら生かしておくだけでリスクが高い貴族なんざ最優先でぶっ殺すに決まってるだろ。常識的に考えて。

   　哎？之后的麻烦？只要把伊克瑟马尔伯爵家的当家也杀掉，不就能糊弄过去了吗？我不管了。要是真的不行，就逃出帝国的领地吧。

   　え？　後の面倒？　イクサーマル伯爵家の当主もぶっ殺せば有う耶や無む耶やになるんじゃね？　知らんけど。どうにもならんかったら帝国領から出れば良い。

   「好了，你们谁要先说？先到先得」

   「さぁ、どっちが話す？　先着一名様だぞ」

   　我挥了挥文森特的剑，甩掉剑身上的血，然后对一脸惊愕地仰望着我的两个士兵说道。

   　ヴィンセントの剣を一振りして刀身についた血を振り払い、愕然とした表情で俺を見上げる二人の兵士に声をかける。

   「喂喂，别发呆了。再不快点开口，我可要手滑了。别看我这样，我现在可是怒火中烧」

   「おいおい、呆ほうけてるんじゃねぇよ。とっとと話さないと手元が滑るぞ。こう見えて俺は今盛大にキレ散らかしてるんだ」

   　我感觉到自己的嘴角自然地扬起，脑袋里一片嘈杂。不知是不是心理作用，我甚至觉得室内的家具都在微微颤抖。也许是我的灵能能力正在失控。

   　自然と口角が持ち上がるのを感じる。頭の中がざわつく。心なしか室内の調度が僅わずかに震えている気がする。もしかしたら俺のサイオニック能力が暴走しつつあるのかもしれない。

   「快点把你知道的都告诉我。那样的话，我就饶你一命。如果你什么都不说，我就让你的主人先走一步」

   「知っていることをとっとと話せ。そうすれば殺さないでおいてやる。何も話さないなら、主人の後を追わせてやるよ」

   　我用剑指着按住手臂的伤口，浑身颤抖的两人。

   　腕の切り口を押さえ、ガタガタと震える二人に俺はそう言って刃やいばを向けた。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我用心灵感应的应用技让争先恐后地把情报吐出来的两个士兵昏倒，然后夺走他们的装备，开始行动营救蜜蜜她们。

   　先を争うように情報をゲロった二人の兵士をテレパシーの応用で昏こん倒とうさせ、奴らの装備を奪ってミミ達の救出に動き始めた。

   　哎？心灵感应的应用技是怎么让他们昏倒的？我的灵能力量很强大。直接摸着他们的头，把『睡吧！』的意念砸进他们的脑子里，一发搞定。

   　え？　テレパシーの応用でどうやって昏倒させたかって？　俺のサイオニックパワーは強大だからな。直接頭に触れて『眠れ！』って感じで思念を脳のう味み噌そに叩たたきつければ一発よ。

   　如果对普通人这么做，可能会留下后遗症，最坏的情况甚至可能死亡，所以使用时要慎重，虽然有人这么跟我说过，但这种状况我可管不了那么多。如果像库姬那样熟练地使用心灵感应，似乎能做得更巧妙，但现在的我如果要赶时间，这就是极限了。我有手下留情，所以他们应该不会死，而且我还用急救纳米机器单元帮他们止血，考虑到这一点，我的应对应该算是相当有情有义了吧。

   　普通の人にやると後遺症が残りかねないというか、最悪死ぬ可能性があるから使う時は慎重にって言われたけど、この状況じゃ知ったこっちゃないな。クギくらいテレパシーの扱いに熟達していればもっとスマートにやれるらしいが、今の俺じゃ急いでいるとこれが限界だ。手加減はしたから、死んではないと思うし、救急ナノマシンユニットで止血してやったことを考えればかなり有情な対応だろう。

   「不过这艘船还真大啊。可恶，真想要有地图显示功能的装置……」

   「しかしやたらデカい船だな。クソ、マップ表示機能があるガジェットが欲しい……」

   　在这种情况下，用小型情报终端机占住一只手不是明智之举，而且也不知道我的逃跑什么时候会暴露，这艘船上的士兵什么时候会袭击过来。要不要考虑引进像斯○塔那样的可穿戴设备呢？

   　この状況では片手を小型情報端末で塞ふさぐのは得策じゃないし、そもそもいつ俺の脱走がバレてこの船に乗っている兵士が襲いかかってくるかわからない。スカ○ター的なウェアラブルデバイスの導入も検討するか。

   　我一边想着这些，一边按照从士兵口中套出的情报前往蜜蜜她们被监禁的房间，结果遇到了两个士兵。

   　などと考えながら兵士に吐かせた情報に従ってミミ達が監禁されているという部屋へと向かっていると、二人組の兵士と鉢合わせした。

   「你是……站住，你在这里做什么？」

   「お前は……止まれ、ここで何をしている」

   「我受了文森特阁下的委托，正在前往确认他的同伴是否平安。你看，我还借了他的剑作为信任的证明。」

   「ヴィンセント殿の依頼を受けることになってな。仲間の無事を確認するために移動中だ。ほら、信頼の証あかしに彼の剣を借り受けてるぞ」

   　我指着文森特的剑柄，向盘问我的士兵展示。向我搭话的士兵看向剑柄，另一个士兵则摆出架势，以便随时都能用激光步枪瞄准我。虽然他们还没有把枪口对准我，但随时都有可能这么做。

   　そう言って俺は誰何すいかしてきた兵士にヴィンセントの剣の柄を指し示してみせた。声をかけてきた兵士は剣の柄に視線を向け、もう一人の兵士はいつでもレーザーライフルを俺に向けられるように身構えている。流石にまだ銃口をこちらに向けてきてはいないが、いつ向けてきてもおかしくないな。

   「等等，我来确认。」

   「待て、確認する」

   「那可不行。」

   「それは困るな」

   「啊——？」

   「は──？」

   　我瞬间屏住呼吸，拔剑将两个士兵劈成两半。

   　俺は一瞬息を止め、抜き打ちで二人の兵士を両断した。

   　两个士兵露出难以置信的表情，身体从中间被劈成两半，倒在舰内的走廊上，我的脚下满是鲜血和内脏。

   　信じられない、とでも言いたげな表情で胴体の半ばから両断された二人の兵士が艦内の廊下に倒れ、俺の足下が血と臓物に塗まみれる。

   「只能动手了。」

   「やるしかないな」

   　我无法直接触碰正在警戒的对手的头部，而且也来不及集中精神。既然如此，就只能砍了。

   　警戒している相手の頭に直接触れることはできないし、そもそも集中が間に合わない。こうなってしまっては斬るしかない。

   　我已经杀了文森特，伊克瑟马尔伯爵家也摆明了要与我和瑟琳娜上校为敌。既然如此，我只能用暴力强行突破了。唉，真讨厌。要是被致死功率的激光步枪打中，一发就死定了。

   　俺は既にヴィンセントを手にかけているし、イクサーマル伯爵家が俺とセレナ大佐と敵対するという姿勢は明白だ。こうなったら後は暴力で押し通る他あるまい。ああ、やだなぁ。致死出力のレーザーライフルなんざ食らったら一発でお陀だ仏ぶつなんだが。

   「别说动力装甲了，连战斗装甲都没有，完全是赤手空拳……没办法了。」

   「パワーアーマーどころかコンバットアーマーもなしの完全生身はなぁ……仕方ない」

   　我挥剑砍向附近的墙壁，切下一块适合当盾牌的大小。

   　手近な壁に剣を振るい、盾として使うのに適当な大きさに切り出す。

   　激光武器的原理是用超高热将目标物的表面元素蒸发爆炸，破坏力虽高，但贯穿力并不强。战舰内的通道墙壁应该使用了适合白兵战的坚固材料，用这个应该能挡下几发……最坏也能挡下一发激光武器的攻击。盾牌坏了再从墙壁上切下一块就好。虽然伊克瑟马尔伯爵家的旗舰会变得破破烂烂，但管他的。

   　レーザー兵器というのは対象の表面要素を超高熱で蒸散爆発させて破壊するという原理上、破壊力は高いが貫通力はあまり高くない。戦艦内の通路の壁材というのは白兵戦を想定してそれなりに頑丈な素材でできている筈はずなので、これでも数発……最悪でも一発はレーザー兵器の攻撃を防げる筈だ。盾が壊れたらまた壁から切り出せば良い。その分イクサーマル伯爵家の旗艦がボロボロになるが、知ったことか。
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   　我用念动力让切下的墙壁盾牌飘浮在身体周围，同时快步走向目的地的房间。结果马上遇到了其他士兵。

   　切り出した壁材の盾を念動力で浮かせて身体の周りに展開しながら駆け足で目的の部屋へと向かう。すると、すぐに他の兵士達とカチ合った。

   「呜哇！？怎么回事！？」

   「うわっ!?　なんだ!?」

   「站住！」

   「止まれ！」

   「我拒绝！」

   「断る！」

   　我用建材盾牌撞向在拐角处遇到的士兵，趁他被撞得踉跄时一口气砍倒他。虽然他们应该没有罪过，但既然挡在我面前就是敌人。敌人就该斩杀。

   　曲がり角で出会った兵士に向けて壁材の盾を押し出し、盾が当たってたたらを踏んだところを一息で斬り捨てる。彼らに罪は何もないだろうが、立ちはだかる以上は敵だ。敵は斬る。

   　我越是大闹，他们就越会把注意力从蜜蜜她们身上移开。这样一来，她们就有可能独自逃脱。先不说蜜蜜，艾尔玛的徒手格斗比我强，也比一般人更擅长使用雷射枪等武器。库姬还有强大的灵能能力。可能性很高。

   　俺が派手に暴れればそれだけミミ達への注意も逸それるだろう。そうすれば彼女達だけで脱出を果たすということも考えられる。ミミはともかくとしてエルマも徒手格闘では俺よりも強いし、人並み以上にレーザーガンなどの武器を扱うことだってできる。クギには強力なサイオニック能力もある。可能性は十分だ。

   「发生什么事了！？」

   「何事だ!?」

   「有伤者！代码03！代码03！星区2－B发生代码03！请求支援！」

   「負傷者あり！　コード03！　コード03！　セクター２－Ｂでコード03発生！　応援求む！」

   　听到骚动的士兵们聚集了过来。在SOL里进行过多次白兵战后，我明白了一些事情，那就是一对多战斗时的铁则。

   　騒ぎを聞きつけた兵士達が集まってきた。ＳＯＬで白兵戦を何度もやってわかったことはいくつかあるが、一対多で戦闘をする時の鉄則がある。

   「呜哇！？冲过来了！？」

   「うわぁっ!?　突っ込んできた!?」

   「应战——咕啊！？」

   「応戦し──グァッ!?」

   　那就是不能和人数多的对手正面对峙。因为这样只会越来越不利，最后被火力差距压垮。在装甲和护盾的允许范围内缩短距离，用敌人的身体作为抵挡其他敌人攻击的盾牌，让他们害怕误射，降低攻击频率。

   　頭数の多い相手と腰を据えてまともに撃ち合ってはいけないということだ。完全にジリ貧になって火力差で押し負けるからな。装甲とシールドが許す限り距離を詰めて敵の身体を他の敵からの攻撃の盾にして、誤射を恐れさせ、攻撃頻度を下げさせる。

   「找到了！举枪！」

   「いたぞ！　構えろ！」

   　我冲进一条宽敞的通道，只见前方有五名士兵挡住了去路，他们一齐举起了激光步枪和雷射枪。他们大概是打算用齐射突破我的防御吧。

   　広めの通路を突き進んでいくと、行く手に五人ほどの兵が立ち塞がって一斉にレーザーライフルやレーザーガンを構えてきた。一斉射撃でこちらの防御を突き破るつもりなのだろう。

   　但我不会让他们得逞的。我握紧了空着的左手，低声说道：

   　だがやらせん。俺はフリーハンドにしていた左手を握り、呟つぶやいた。

   「来吧。」

   「来い」

   「哦啊！？武器——嘎啊！？」

   「おあぁっ!?　武器が──ガァッ!?」

   　我的念动力将他们的武器一并拉到我这边，让他们全都手无寸铁。接着，我冲向了失去武器而一脸愕然的士兵们，挥剑将他们全部砍倒。这根本算不上什么技术，只是在砍倒手无寸铁的人而已。

   　俺の念動力が奴らの武器を強い力で一斉に引き寄せ、全員を丸腰にする。そして武器を失って愕がく然ぜんとしている兵士達に突っ込み、俺は剣を振り回してその全員を叩き斬った。技術も何も無い。丸腰の人間をただ斬り倒すだけの作業だ。

   　我用念动力操纵着抢来的激光步枪和雷射枪，将其作为投掷武器使用，而不是当作建材盾牌。毕竟现在的我没办法直接开枪射击。不过，这对敌兵来说应该也是十足的威胁了。

   　奪ったレーザーライフルやレーザーガンも念動力で操り、壁材の盾とは別に投とう擲てき武器として使う。流石にそのまま撃つのはちょっと今の俺では無理だからな。これでも敵兵にしてみれば十分な脅威だろうが。

   「怎、怎么回事！？咕呃！？」

   「な、なんだ!?　ぐへっ!?」

   「嘎哈！啊嘎！？」

   「ごはっ！　あがっ!?」

   　我砍倒被念动力射出的雷射枪和激光步枪击中而失去平衡的士兵，将他们的尸体当作盾牌，或是当作投掷武器使用。我操纵着切割下来的建材、抢来的激光武器和砍死的尸体向前突进，这画面连我自己都觉得有点诡异，但似乎有十足的威吓效果。

   　念動力で射出したレーザーガンやレーザーライフルに被弾して体勢を崩した兵を斬り、その死体も盾として使い、あるいは投擲武器として使う。切り取った壁材や奪ったレーザー武器、斬り殺した死体を操って突き進む様は我ながらどうかと思う絵面だが、威嚇効果は十分のようであった。

   「噫、噫噫！？尸、尸体！？」

   「ひっ、ひいぃ!?　し、死体が!?」

   「他竟然在操纵尸体！？」

   「死体を操ってるぞ!?」

   「不想变成这样就扔掉武器让路！不然我就把你们也砍了！」

   「こうなりたくなきゃ武器を捨てて道を空けろ！　そうしないなら同じように斬り捨てる！」

   「知、知道了！我扔掉武器！我扔就是了！」

   「わ、わかった！　武器を捨てる！　捨てるから！」

   「混账东西！会被伯爵阁下杀掉的！」

   「馬鹿野郎！　伯爵閣下に殺されるぞ！」

   「管他的！我可不想被杀掉，还被拿来玩弄尸体！」

   「知るか！　俺は殺されて死体まで弄もてあそばれるのは御免だ！」

   　有些士兵扔掉武器趴在地上投降了。但还是有人在抵抗，于是我将尸体和抢来的武器扔过去，让他们停下动作，然后连同那些东西一起砍倒。至于被扔掉的武器，我直接用念动力抓起来，当作投掷用的库存。这种东西再多也不嫌多。

   　武器を放り出して床に伏せ、降伏する兵士も出てきた。それでも抵抗する奴はいるので、死体や奪った武器を投げつけて動きを止め、それらごと斬り捨てる。放り捨てられた武器の類はそのまま念動力で摑つかみ上げて投擲用のストックに回す。こんなもんいくらあっても困らんからな。

   「真诡异！看我砍了你！」

   「面めん妖ような！　斬り捨ててくれる！」

   「贵族兵出现了。」

   「出たな貴族兵」

   　从转角跳出来的贵族兵钻过尸体盾牌，朝我逼近。他高举的剑反射着灯光，闪闪发光。

   　曲がり角から躍り出てきた貴族兵が死体の盾を搔かい潜くぐって肉薄してきた。振り上げられた剣が照明を反射してギラリと輝く。

   「得手——什么！？」

   「もらっ──なっ!?」

   　确信自己会胜利的贵族兵表情僵住了。他高举的剑一动也不动，连一毫米都动不了。

   　勝利を確信していた貴族兵の表情が凍りつく。振り上げた剣が動かないのだ。一ミリたりとも。

   「真遗憾。」

   「残念」

   　我毫不留情地砍向高举着剑、一脸惊愕的贵族兵的腹部。就算是接受过身体强化手术的贵族兵，被剑砍成两半也不可能活下来。他很快就会因为大量出血而死。

   　剣を振り上げたまま驚愕する貴族兵の腹を容赦なくぶった斬る。いくら身体強化手術を受けている貴族兵でも、剣で真っ二つにされて生き残れる道理はない。出血多量で間もなく死ぬ。

   　他的剑确实锋利，别说动力装甲，就连战舰的装甲都能切开，但无法斩断肉眼看不见，也无法触碰的“力量”。就像贵族的剑无法斩断护盾一样。

   　確かに剣の切れ味はパワーアーマーどころか戦艦の装甲材すら切り裂くのだろうが、目に見えず、触れることもできない『力』を斬ることはできない。貴族の剣でもシールドを斬ることはできないのと同じことだ。

   　也就是说，只要用念动力接住并抓住剑身，就算是经过身体强化的贵族兵也无法自由挥剑。

   　つまり、念動力で刀身を受け止めて摑んでしまえば、身体強化が為された貴族兵といえども剣を自由に振ることなどできはしないのだ。

   「这……怎么可能……」

   「ばか……な」

   「剑我就收下了。」

   「剣は貰もらっていくぞ」

   　我从只剩下上半身的贵族兵手中夺过剑，用文森特的剑斩下他的首级，给他一个痛快。虽然作为左手剑有点重，但也没办法挑剔。这样就恢复平时的战斗风格了。

   　上半身だけになった貴族兵の手から剣をもぎ取り、ヴィンセントの剣で首を刎はねてとどめをしっかり刺しておく。左手用の剣としては少々重いが、贅ぜい沢たくは言えない。これでいつものスタイルに戻ったな。

   「来啊！想死的家伙就放马过来！」

   「おらぁ！　死にたいやつからかかってこいや！」

   　我用双手的剑切开墙壁，一边补充新的盾牌一边挑衅敌兵。既然如此，我就奉陪到底吧。就算堆起一座尸体山，我也要让你们把我的船员还回来。

   　両手の剣で壁を切り裂き、新しい盾を補充しながら敵兵を挑発する。こうなったらとことんやってやろうじゃないか。死体の山を築き上げてでもうちのクルーを返してもらうぞ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「呀啊啊啊啊！？」

   「ぎゃああぁぁっ!?」

   「弗雷德！？呃啊！？」

   「フレッド!?　ぐあっ!?」

   　时间恢复流动的瞬间，由粗犷金属构成的战舰内部走廊上响起了惨叫声，血沫飞溅，将白色金属墙壁染成红色。

   　時の流れが戻った瞬間、無骨な金属で形作られている戦艦内部の回廊に悲鳴が響き渡り、血ち飛沫しぶきが舞って白い金属製の壁を朱に染める。

   「那是人类的动作吗！？」

   「人間の動きか!?　あれが!?」

   「就算是贵族也没办法做到那种地步——糟糕，要来了！？」

   「貴族でもあそこまでは──まずい、来るぞ!?」

   「开火！开火！」

   「撃て！　撃て！」

   　我躲在伊克瑟马尔伯爵家私兵们设置在通道上的路障后面调整呼吸，然后再次屏住呼吸从掩体后面冲出来，将尸体和建材当作盾牌配置在私兵们枪口的延长线上，用剑防御那些盾牌无法覆盖到的部分，同时向敌兵发起冲锋。

   　イクサーマル伯爵家の私兵達が通路に設置したバリケードの裏に身を隠して息を整えた俺は、再び息を止めて物陰から飛び出し、私兵達が向けてくる銃口の延長線上に死体や壁材の盾を配置し、それでカバーできない部分は剣で防御しながら敵兵へと突進する。

   　敌意和杀意刺痛着我的皮肤，恐惧的感情扑面而来。希望和绝望交织而成的彩色填满了通道，描绘出奇妙的对比。战斗的兴奋感扩大了我的灵能能力，使我的情感感知变得更加敏锐。

   　敵意と殺意が肌を突き刺し、恐怖の感情が香ってくる。希望と絶望が織りなす極彩色が通路を満たし、奇妙なコントラストを描いている。戦闘の興奮で拡大した俺のサイオニック能力が感情知覚をより鋭敏にしていく。

   「——！？」

   「──ッ!?」

   「！！！？」

   「!!　!?」

   　在减速的时间中，他们的声音无法以声音的形式传到我的耳朵里。只有他们释放出的感情在空间中扩散，抚过我的心。愤怒，悲伤，痛苦，恐惧。这些感情与减速的时间无关，比声音更快地到达了我这里。

   　減速した時間の中で、彼らの声は音として俺の耳には届かない。ただ、彼らが放出する感情だけが空間に広がり、俺の心を撫なでていく。怒り、悲しみ、苦痛、恐怖。それらの感情は減速した時間の中でも関係なく、声よりも早く俺に到達するのだ。

   　激光步枪射出的致命激光被我当作盾牌的尸体和建材所阻挡，承受攻击的那些东西缓慢地爆炸，逐渐被破坏。我比爆炸更快地行动，用双手的剑砍倒私兵们。

   　レーザーライフルから放たれた致死出力のレーザーが盾としている死体や壁材に阻まれ、攻撃を受け止めたそれらが緩やかに爆発し、破壊されていく。俺はその爆発よりも早く動き、両手の剣で私兵達を斬り捨てる。

   　他们的武器，他们的手脚，有时甚至是身体和脑袋。对于躲在路障后面的人，我甚至会连同路障一起砍倒。

   　彼らの得物を、手足を。時には胴や首を。バリケードに身を隠している者相手にはバリケードごと叩き斬ることすらやってみせる。

   「可恶，数量太多了」

   「くそ、数が多いな」

   　我躲在敌人构筑的路障后面调整呼吸。

   　敵が構築していたバリケードに身を隠しながら息を整える。

   　因为多次让时间变慢，我也不知道战斗开始后过了多久。焦躁感灼烧着我的内心。一想到蜜蜜她们可能会在我磨蹭的时候出事，我就无法保持冷静。但是，正因为如此，我必须保持冷静。现在的我没有个人护盾，也没有战斗装甲或动力装甲的装甲。一瞬间的大意就会致命。

   　何度も時間を鈍化させ引き伸ばしているせいで、戦い始めてからどれだけ経たったのかわからない。焦燥感が胸を焼く。こんなところでグズグズしている間にミミ達に何かあったらと思うと冷静ではいられない。だが、だからこそ冷静にならなければならない。今の俺にはパーソナルシールドも無ければ、コンバットアーマーやパワーアーマーの装甲も無い。一瞬の油断が命取りなのだ。

   「Ｐ弹！」

   「Ｐ弾！」

   「上！」

   「やれっ！」

   「休想！」

   「やらせるか！」

   　我展开墙材盾，从路障后面探出身子，在敌兵投掷的Ｐ弹——电浆手榴弹的俗称——到达我这边之前用念动力接住，然后扔回去。

   　壁材の盾を展開しつつ、バリケードから身を乗り出して敵兵が投擲してきたＰ弾──プラズマグレネードの通称──をこちらに届く前に念動力でキャッチし、投げ返してやる。

   「不会吧！？」

   「噓だろッ!?」

   「快躲开————！」

   「退避ーーーーッ！」

   　「砰！」的一声，电浆手榴弹特有的低沉爆炸声响起，热浪随之涌来。这股热浪就连这个距离都能感受到热度。在极近距离下被炸到的敌兵们想必死状凄惨。如果被电浆爆炸直接命中，应该会被烧得尸骨无存吧。

   　ボゥン！　とプラズマグレネード特有の低く響くような炸さく裂れつ音が鳴り響き、熱波が押し寄せてきた。この距離でも熱く感じるほどの熱波だ。至近距離で食らった敵兵達は悲惨なことになっているだろう。もしプラズマ爆発に直撃していたら、焼滅しているだろうな。

   　不过，这些家伙居然开始在自己的船里使用电浆武器。他们终于开始容许舰内出现损害了吗？这已经不是不顾形象的等级了。要是像这样不断使用电浆手榴弹，船里会变得坑坑洞洞……就是这个！

   　しかしこいつら、自分達の船の中でプラズマ兵器を使い始めるとはな。ついに艦内の被害を容認し始めたか。形なり振ふり構わないってレベルじゃないぞ。こんなにポンポンとプラズマグレネードを使い続けると、船の中が穴だらけに……それだ！

   「可恶，这样根本不能用Ｐ弹对付那家伙……糟糕，来了！？快逃！」

   「くそっ、こんなんじゃ奴にＰ弾なんて使えないぞ……やばい、来た!?　逃げろ！」

   「别想逃。」

   「逃さん」

   　我迅速越过路障缩短距离，用念动力绊倒试图逃跑的敌兵。只要轻轻扫过脚下，全力奔跑中的人类就会轻易跌倒。如果在对方脚步不稳时，再从后方施加冲击将人撞飞，那就更有效了。

   　素早くバリケードを乗り越えて間合いを詰めた俺は逃げようとする敵兵を念動力で転ばせた。足下を軽く薙なぎ払ってやるだけで全力疾走で逃げようとしている人間というものは割と簡単に転ぶものだ。足をもつれさせたところで突き飛ばすように後ろから衝撃を加えてやれば尚なお良い。

   「投降！我投降！饶我一命！」

   「降伏！　降伏する！　命だけは助けてくれ！」

   「我拒绝。」

   「断る」

   　我毫不留情地砍杀跪在地上求饶的敌兵，夺走他装备的电浆手榴弹。都用这种东西砸过来了，事到如今还想着求饶，不觉得太自私了吗？被直接命中的话可是会烧得连灰都不剩的。

   　へたり込んで命乞いをする敵兵を容赦なく斬り捨て、装備しているプラズマグレネードを奪い取る。こんなもん投げつけておいて、今更命乞いとか都合が良すぎると思わんか？　直撃したら灰も残らず焼滅するぞ。

   　接下来只要知道蜜蜜她们现在的位置——对了，心灵感应。我应该能和库姬进行双向的心灵感应。这样一来就能知道她们的安危了。为什么我之前都没注意到？看来是气过头了。

   　あとはミミ達の今いる位置さえ分かれば──そうだ。テレパシーだ。クギとなら双方向のテレパシーが通じる筈はずだ。そうすれば彼女達の安否がわかる。どうして今まで気付かなかった？　頭に血が上りすぎていたな。

   『库姬，库姬？你没事吧？回答我』

   『クギ、クギ？　無事か？　返事をしてくれ』

   　我一呼唤，库姬立刻有了反应。

   　俺が呼びかけると、すぐにクギから反応があった。

   『是，主公。这边没事。现在压制了看守，正在等待时机。蜜蜜小姐和艾尔玛小姐，还有瑟琳娜上校的副官艾玛上尉也在一起』

   『はい、我が君。こちらは大丈夫です。今は見張りを制圧して機を窺うかがっています。ミミさんとエルマさん、それとセレナ大佐の副官のエマ大尉も一緒です』

   『是吗，太好了。但是上校不在吗？』

   『そうか、良かった。だが大佐は一緒じゃないのか？』

   『是的，主公。上校似乎和伊克瑟马尔伯爵在一起』

   『はい、我が君。大佐はイクサーマル伯爵と一緒のようです』

   　库姬将她掌握的情报和思念一起传了过来。心灵感应可以传递的不仅仅是语言，还能传递意象。不过舰内的路线图，我的位置，瑟琳娜上校的位置，这些情报还真是详细啊。

   　クギから思念と一緒に彼女が把握している情報が送られてくる。テレパシーでやり取りできるのは言葉だけではない。イメージそのものをやり取りすることができるのだ。しかし艦内の経路図やら俺の位置やらセレナ大佐の位置やら、随分と詳細な情報だな。

   『蜜蜜小姐从看守那里抢来小型终端机，用它收集了情报』

   『ミミさんが見張りから奪った小型端末？　を使って情報を集めてくれたので』

   『啊，原来如此。干得漂亮。既然你那边没问题，那我就去救瑟琳娜上校了。没问题吧？』

   『ああ、なるほど。お手柄だな。そっちが問題ないなら俺はセレナ大佐の救出に向かう。大丈夫か？』

   『是，主公。这边就交给本人吧。事已至此，本人也只能竭尽全力保护自己了』

   『はい、我が君。こちらは此この身にお任せください。こうなっては此の身も力を尽くして身を守る他ありませんので』

   　库姬的思念中带着一丝忧郁。她应该不喜欢对那些无法抵抗自己灵能能力的人使用力量吧。神圣帝国的人民在行使法力——灵能能力时，似乎会严格地约束自己。

   　そう言うクギの思念からは少し憂鬱そうな色が感じられた。彼女にしてみれば自分のサイオニック能力に抗あらがう術すべを持たない人々にその力を振るうのは好ましいことではないのだろう。ヴェルザルス神聖帝国の民は法力──サイオニック能力の行使に関して厳しく自らを戒めているような節があるからな。

   『我以船长，以库姬主人的身份命令你。这次无论用什么手段都要保护好自己。不要犹豫。明白了吗？责任全部由我来承担』

   『キャプテンとして、クギの主あるじとして命じるぞ。今回に関してはいかなる手段を用いてでも自分の身を守れ。躊ちゆう躇ちよなしだ。良いな？　責任は全て俺が負う』

   『主公……是，本人明白了。本人不会犹豫』

   『我が君……はい、承知致しました。此の身は躊躇ためらいません』

   『很好。乖孩子。那我去救瑟琳娜上校了。有什么事就联系我』

   『それで良い。良い子だ。それじゃあ俺はセレナ大佐の救出に向かう。何かあったら連絡してくれ』

   『是，主公』

   『はい、我が君』

   　结束念话后，我在脑内仔细检查从库姬那里得到的情报。去救瑟琳娜上校的最短路线是这边吗？

   　念話を終えてクギから受け取った情報を脳内で精査する。セレナ大佐への最短経路はこっちか。

   　再次确认路线后，我用念动力操纵从敌兵那里抢来的电浆手榴弹，扔向目标墙壁。伴随着独特的爆炸声，电浆爆炸在墙上炸出了一个大洞。

   　経路を再確認した俺は敵兵から奪い取ったプラズマグレネードを念動力で操り、目標の壁へと投げつけた。ボゥン、と独特の炸裂音を鳴らしながら発生したプラズマ爆発が壁に大穴を空ける。

   「只要知道位置，就能走最短路线了」

   「場所さえ分かれば最短経路で行くだけだよな」

   　没必要特地走容易被埋伏的通道。厚实的墙壁用电浆手榴弹，薄的墙壁用单分子剑切开，一路突破就行了。

   　待ち伏せされやすい通路をわざわざ使ってやる必要もない。分厚い壁はプラズマグレネードで、薄い壁は単分子の刃を持つ剣を使って切り裂き、破っていけば良い。

   　至于搜寻敌人，只要使用心灵感应就很简单了。只要是生命体，都会释放精神波或思念波，与是否拥有灵能无关。只要探测到这些波，就能完全掌握墙壁对面是否有生命体，甚至能清楚知道通道前方是否有敌人埋伏，以及敌方集团的动向。

   　索敵に関してもテレパシーを使ってしまえば簡単なことだった。生命体である限り精神波、あるいは思念波というものを放出している。サイオニック能力の有無にかかわらずだ。それを探知してしまえば壁の向こうに生命体がいるのかいないのか、ということは完全に把握できるし、何なら通路の先で敵が待ち伏せをしているのかどうか、敵集団がどのように動いているのかということが手に取るようにわかった。

   「果然不能在气头上战斗啊」

   「やっぱり頭に血を上らせたまま戦うのは駄目だな」

   　我一边自言自语，一边用双手的剑切开门，侵入室内。这一带的房间构造和家具都很豪华。说不定是我砍掉脑袋的文森特，或是伊克瑟马尔伯爵的私人房间。

   　独りごちながら両手の剣で扉を切り裂き、室内へと侵入する。この辺りはどうも部屋の造りというか調度が豪華だな。もしかしたら俺が首を飛ばしたヴィンセントか、イクサーマル伯爵の私室なのかもしれない。

   　我一边想着这些事一边穿过房间，突然感到有些不对劲。我感受到了微弱的精神波。这种感觉明显和睡眠时不同。既然能发出精神波，那应该就是活着的，但反应却非常微弱。

   　そんなことを考えつつ部屋を横切ろうとしたところで、ふと違和感を覚える。微弱な精神波を感じるのだ。この感じは寝ているのとも明らかに違う。精神波を発している以上、生きているのは間違いない筈だが、その反応があまりにも微弱だ。

   　我感受到了三个这样的反应。就在这个摆满豪华家具的房间深处，墙壁的对面。

   　そんな反応を三つ。この豪華な調度の部屋の奥、壁の向こうに感じる。

   「……？」

   「……？」

   　我知道为了救瑟琳娜上校，我必须加快脚步，但我的直觉告诉我，不能忽视这个反应。但奇怪的是，我找不到通往有反应的房间的通道。难道有暗门吗？算了，砍了它吧。

   　セレナ大佐を助けるために急がなければならないのはわかっていたが、俺の勘がこの反応を見過ごすべきではないと告げていた。しかし妙だ。反応がある部屋に行くための通路が無いように思える。隠し扉か何かがあるのか？　まぁいい、斬るか。

   　我挥舞双手的剑，打破墙壁，踏进了神秘的房间。

   　両手の剣を振るい、壁を破って謎の部屋へと足を踏み入れる。

   「可恶」

   「クソが」

   　看到房间里的景象，我忍不住骂了一句。

   　部屋の中の光景を目にした俺の口から悪態が漏れ出た。

   　品味低俗的照明和大床。装着明显不正常的不明液体的大量安瓿和无针注射器。手铐，口枷，眼罩，还有形状像分娩台的品味低俗的椅子。其他还有用途不难想象的品味低俗的小道具。

   　趣味の悪い照明と大きなベッド。明らかにまともではなさそうな得体のしれない液体が入った多数のアンプルと、無針注射器。手て枷かせや口枷、目隠し、それに分ぶん娩べん台のような形をした趣味の悪い椅子。その他にも使い途みちの想像がなんとなくつく趣味の悪い小道具類。

   　然后，有三位女性仿佛被展示出来一般，被装在全透明的冻眠舱里。三人都一丝不挂，处于冻眠状态。不，不对。这并不是单纯被冻眠，而是被保管。

   　そして、まるで展示でもされているかのように全面透過型のコールドスリープポッドに入れられている三人の女性。三人とも一糸纏まとわぬ姿で、コールドスリープ状態にある。いや、違う。これはただコールドスリープさせられているのではない。保管されているんだ。

   　她们是这个房间的主人想用的时候拿来用的道具。

   　彼女達は、この部屋の主が使いたい時に使うための道具なのだ。

   　还有空的冻眠舱。到底谁会进去？打算让谁进去？

   　空きのコールドスリープポッドもある。一体そこに誰が入るのか？　誰を入れるつもりなのか？

   「令人作呕」

   「反へ吐どが出る」

   　这是我的真实感想。但是，我现在对她们无能为力。就算要从冻眠状态中解放她们也需要时间，就算恢复意识，要能正常行动也需要更多时间。

   　素直な感想だった。だが、今すぐ俺が彼女達に対してできることは何も無い。コールドスリープ状態から解放するにしても時間が掛かるし、意識を取り戻したところで普通に動けるようになるには更に時間がかかる。

   　而且，这个房间里还有怎么看都不正常的药剂。虽然不知道那个药剂是什么，但被从冻眠中解放的她们不一定处于正常状态。带着这样的她们突破用光学兵器和电浆兵器武装的敌兵，再怎么说都太鲁莽了。

   　それに、この部屋に存在しているどう見てもまともなものとは思えない薬剤。あの薬剤がどういったものかはわからないが、コールドスリープから解放された彼女達がまともな状態であるとも限らない。そんな彼女達を連れて光学兵器やプラズマ兵器で武装した敵兵の中を突破するのはいくらなんでも無謀だ。

   「我一定会来救你们。然后让她们受到报应。我保证」

   「必ず助けを寄よ越こす。そして報いも受けさせる。約束だ」

   　她们应该听不见吧。所以这是对我自己的宣言。

   　聞こえてはいないだろう。だからこれは俺自身に対する宣言だ。
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   「……这算盘打得太精了，可恨啊。」

   「……算そろ盤ばんが合わんな。忌々しい」

   　希罗用从别人手里抢来的两把剑，将伊克萨尔伯爵家的私兵们砍得落花流水，还用抢来的剑和电浆手榴弹炸开墙壁，大闹一场。大卫・伊克萨尔看着直播画面，露出和他话语一样可恨的表情。

   　ヒロが誰かから奪った二本の剣でイクサーマル伯爵家の私兵を斬って斬って斬りまくり、奪った剣とプラズマグレネードを使って壁を抜いては大暴れをして好き放題しているライブ映像を見ながら、デイビット・イクサーマルが言葉通り忌々しげな表情をする。

   「我听说过他下船之后也很强，但没想到居然强到这种地步……」

   「船を降りても強いという報告は聞いていたが、ここまでとは……」

   　另一个全息显示器上，对宙贼独立舰队的海兵们和伊克萨尔伯爵家的私兵们正以一触即发的气氛对峙着。另一个显示器上，女仆机器人和军用战斗机器人撬开了这艘船——崇高号的舱门，正在舰内展开战斗。

   　別のホロディスプレイには対宙賊独立艦隊の海兵達とイクサーマル伯爵家の私兵達が一触即発の雰囲気で睨にらみ合っている映像が表示されており、また別のディスプレイにはこの船、マジェスティックのハッチをブリーチングして突入し、艦内で戦闘を繰り広げつつあるメイドロイドと軍用戦闘ボット達の姿が映し出されていた。

   「看来没用的只有你啊，霍尔斯家的大小姐。」

   「役立たずなのは君だけのようだな？　ホールズのご令嬢」

   「……」

   「……」

   　大卫・伊克萨尔伯爵……不，反叛者大卫一边说着，一边用讽刺的表情看向我，但我没有理会。不管我做出什么反应，都只会让他感到高兴。

   　デイビット・イクサーマル伯爵……いや、反逆者デイビットがそう言いながら皮肉げな表情を向けてくるが、私はそれを黙殺した。何らかの反応を返してもこの男を喜ばせるだけだ。

   　我的双手被锁链吊在天花板上，脚尖勉强能碰到地面，确实无计可施，但被这个反叛者这么说，还是让我怒火中烧。

   　天井から垂れている鎖に両手を繫つながれ、辛うじてつま先が床に着くくらいの状態で吊つるされている私に為なす術が無いのは事実だが、この反逆者にそう言われると腸はらわたが煮えくり返りそうになる。

   「早知道就不该让你发挥色诱的本事，应该直接杀了那个男的。詹姆士，不用考虑对舰艇的损害，干掉他，至少也要拖住他。让女仆机器人和机器人吃点EMP，我允许你使用。」

   「変に色気を出さずにあの男は殺しておくべきだったか。ジェイムズ、艦の被害は考慮しないで構わん。仕留めろ。せめて足止めをしろ。メイドロイドとボットどもにはＥＭＰを食らわせてやれ。使用を許可する」

   　大概是部下们回复了“了解”，反叛者大卫满意地点点头，再次看向我。然后，他看向设置在我附近的台子。

   　部下達から了解の旨が返ってきたのか、反逆者デイビットは満足そうに頷うなずいて私に向き直った。そして、私のすぐ近くに設置されている台に視線を向ける。

   「嗯，是军用的异物清除植入物的影响吗？药剂类的效果极差，很难调节用量。要不要试试蠕虫……？还是用其他方法……」

   「ふぅむ、軍用の異物除去インプラントの影響か、薬剤系の効きが極端に悪いな。量の調節が難しい。ワームを試してみるか……？　それとも他の手を……」

   　反叛者大卫看着在小胶囊中蠕动的可怕东西，喃喃自语。他从刚才开始就用注射器不断往我体内注入奇怪的药剂……虽然不知道他在期待什么，但感觉很恶心。不是身体上的原因，而是精神上的原因让我想吐。

   　小さなカプセルの中で蠢うごめく悍おぞましい何かを見ながら反逆者デイビットがブツブツと呟つぶやいている。先程から私に怪しげな薬剤をインジェクターでブスブスと……何を期待しているのか知らないが、気色が悪い。身体的要因ではなく、精神的な要因で吐き気がする。

   「这家伙有物理性破坏大脑的危险……这太费事了，而且扫描一下就会暴露。增加人偶的投入量，让异物清除植入物超出容量吗……？这也有过量投入的危险……？」

   「こいつは物理的に脳を破壊する恐れがな……流石にそれは手間だし、スキャンですぐにバレるのは良くない。マリオネットの投与量を増やして異物除去インプラントのキャパシティオーバーを狙うか……？　これも過剰投与は危険だが……？」
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   　就在反叛者大卫开始嘟囔着一些不正经的事情的瞬间，船突然剧烈地摇晃起来。与此同时，船体开始发出嘎吱嘎吱，嘎吱嘎吱的扭曲，断裂的声音。

   　反逆者デイビットがろくでもないことを思い悩むようにブツブツと呟き始めたその瞬間、突如船が大きく揺れ始めた。同時にごりごり、メキメキと船体が歪ゆがみ、破断するような音が聞こえ始める。

   「发生什么事了！？」

   「何事だ!?」

   　反叛者大卫慌忙确认全息屏幕。然后，他露出了愕然的表情。或许，我也是同样的表情。

   　慌てた様子で反逆者デイビットがホロスクリーンを確認する。そして、その光景に愕がく然ぜんとした表情を見せた。もしかしたら、私も同じような顔をしていたかもしれない。

   　希罗的前方，舰内被挖出了几十米的坑。我无法理解到底发生了什么。破坏痕迹就像是被炮弹贯穿了一样。但是，到处都找不到类似炮弹的东西。取而代之的是，我看到希罗全身渗出了黑色的雾霭。

   　ヒロの行く先、数十メートルにわたって艦内が抉えぐれていた。一体何が起こったのか理解できない。まるで砲弾でも貫通したかのような破壊痕だ。だが、砲弾らしきものはどこにも見当たらない。代わりに、ヒロの全身からドス黒い靄もやのようなものが滲にじみ出ている様子が見えた。

   「那，那是什么？那到底是什么……？」

   「な、なんだ？　アレは？　一体何が……？」

   　在反叛者大卫惊慌失措的时候，希罗依然没有停下脚步继续前进。虽然不知道他到底要去哪里，但他的样子明显不寻常。他手里只拿着两把剑。不对，仔细一看，他周围好像漂浮着什么东西，但至少看起来不像全息显示器上显示的那种会引起巨大破坏的东西。

   　反逆者デイビットが狼狽うろたえている間にも、ヒロは歩みを止めることなく進んでいた。一体彼がどこに向かっているのかはわからないが、尋常な様子ではない。彼が手にしているのは二本の剣だけだ。いや、よく見ると彼の周りに何か浮いているようだが、少なくともホロディスプレイに映っているような大破壊を引き起こすようなものには見えない。

   「是这里吗……？他要往这里走吗！？」

   「ここか……？　ここを目指しているのかッ!?」

   　凝视着全息显示器的反叛者大卫脸色铁青地说道。

   　ホロディスプレイを凝視していた反逆者デイビットはそう言って顔を青くした。
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   　库姬说，大卫・伊克萨马尔伯爵只带走了瑟琳娜上校。他的目的是什么？我这么想着，脑海中闪过的是那个房间里没有人的冻眠舱。我只有不好的预感。不管怎么想，这都不是什么正经的目的。如果就这样袖手旁观，瑟琳娜上校会被那个男人，伊克萨马尔伯爵毁掉的。我对此深信不疑。

   　デイビット・イクサーマル伯爵はセレナ大佐だけを連れて行ったと、そうクギは言っていた。その目的は何か？　そう考えて脳裏を過よぎるのはあの部屋で見た中に誰も入っていないコールドスリープポッドだ。嫌な予感しかしない。どう考えてもまともな目的とは思えない。このまま手を拱こまねいていれば、セレナ大佐があの男に、イクサーマル伯爵に壊されてしまう。そんな確信がある。

   　也就是说，已经刻不容缓了。

   　つまり、最早一刻の猶予もない。

   「我不会再手下留情了。」

   「手加減はもうやめだ」

   　我喃喃自语。这是控制灵能能力——或者说是解放灵能能力的一种步骤。

   　呟く。これはサイオニック能力を制御──あるいは解放するための一種の手順のようなものだ。

   　用电浆手榴弹和剑破坏墙壁？太麻烦了。

   　プラズマグレネードや剣を使って壁を破る？　まだるっこしい。

   　我的体内沉睡着力量。只要我有那个意思，这股力量甚至能吞噬并消灭整个恒星系。面对这股力量，区区战舰的墙壁又算得了什么？这种东西连一张纸都算不上。应该是这样。不，必须是这样。

   　俺の中には力が眠っている。その気になれば恒星系をも吞のみ込み、消滅させるだけの力だ。その力の前に、たかだか戦艦如きの壁がなんだというのか？　そんなもの障子紙一枚ほどの障害にすらなり得ない。その筈だ。いや、そうあるべきだ。

   　在我如此断言的瞬间，世界的法则扭曲了。

   　俺がそう断じたその瞬間、世界の理ことわりが捻ねじれた。

   　我的脑海中响起齿轮咬合的咔嚓声。

   　頭の奥でカチリ、と歯車が嚙かみ合うような音がする。

   　这是操纵时空和命运的能力的一部分。将结果强加于人，扭曲道理强行通过的技能。

   　これは時空間と運命を操る能力のその一端。結果を押し付け、道理を捻ねじ曲げて無理を通す業。

   　这是在扭曲现实时，将道理和无理的反作用力推给除了自己以外的某物，以达到收支平衡的真正作弊。

   　現実を捻じ曲げた際に発生する無理と道理の反作用すら自分以外の何かに押し付け、帳尻を合わせる正真正銘のイカサマチート。

   　暴露在这股力量之下的眼前墙壁发出异响，扭曲，破碎。一张，两张，三张。

   　その力に晒さらされた目の前の壁が、異音を上げて捻れ、破れていく。一枚、二枚、三枚。

   「我要稍微耍点小聪明。先将结果强加于人，逆转因果。这是个简单的算式。最终只要得出42这个答案就行了。」

   「少しだけズルをする。結果を先に押し付ける。因果を逆転させるんだ。簡単な計算式だ。最終的にそう、42にすれば良い」

   　我口中说出连自己都不太明白的词汇。我踩过被扭断的一张墙壁，又踩过另一张墙壁。

   　自分でもよくわからない言葉の羅列が口を衝ついて出る。捩ねじ切れた壁を一枚踏み越え、また一枚踏み越えていく。

   「找到了！」

   「いたぞ！」

   「什么……？这到底是怎么回事——？」

   「なんだ……？　これは一体、何が──？」

   　在破开的墙壁对面，我看到了一个大房间，里面有一群杂七杂八的家伙。现在，我的力量只能破坏我面前的墙壁。我无法破坏那些不是墙壁的家伙。因为，如果不这么做的话，我可能会把重要的伙伴们也一起破坏掉。所以我这么定义了。这就是这种力量。

   　破れた壁の先、大きめの広間のような場所に有象無象の姿が見える。今、俺の力で破っているのは俺の目の前に立ちはだかる壁だけだ。壁ではないあいつらは破れない。だって、そうしないと大切な皆もまとめて破ってしまいかねないから。だからそう定義した。これはそういう力だ。

   　那么，只要我再强行通过一个新定义，把那些杂七杂八的家伙们斩断就行了。

   　なら、あの有象無象どもを断ち切る無理を新たに通せば良い。

   「碍事。」

   「邪魔だ」

   　我当场挥了一下剑。手上传来明确的手感。

   　剣をその場で一振りする。手に伝わる確かな手応え。

   　下一瞬间，挡在我面前的杂七杂八的家伙们的脑袋一起飞了出去。

   　次の瞬間、目の前に立ちはだかっていた有象無象どもの首がまとめて飛んだ。

   「啊——？」

   「は──？」

   　我听到某处传来一声仿佛在说「难以置信」的泄气声。

   　信じられない、とでも言いたげな気の抜けた声がどこからか聞こえた。

   　视野中的敌兵脑袋一齐飞了出去，鲜血染红了整个房间。浓厚的血腥味充满了鼻腔，但我毫不在意。我感觉到灵能能力的扩张和扩大。世界在扩张。不，应该是看不见的东西变得看得见了。

   　視界に捉えていた敵兵の首が一斉に飛び、広間が鮮血に染まる。濃厚な血の臭いが鼻び腔こうを満たすが、気にもならない。サイオニック能力の拡張と拡大を感じる。世界が拡ひろがる。いや、視みえなかったものが視えてきているのか、これは。

   「怪、怪物……」

   「ば、ばけもの……」

   　我踏进血淋淋的房间，看到不远处有个敌兵扔下武器，完全丧失了战意。原来如此，怪物吗？的确，这个状态已经无法坚称自己是一般人了。

   　血塗れの広間へと足を踏み入れると、少し離れた場所に武器を放りだして完全に戦意を喪失している敵兵がいた。なるほど、化け物か。確かにこれはもう、一般人と言い張るのは無理がある状態だな。

   「托你的福。」

   「お陰さまでな」

   　我毫无感慨地又挥了一剑。胆怯的敌兵脑袋滚落在地。我挥出的剑刃并没有碰到他的脖子。但是他的脑袋已经落地了。因为，我就是这么定义的。

   　何の感慨も抱かずに剣をもう一振りする。怯おびえていた敵兵の首がコロリと落ちた。奴の首に俺が振った刃は届いていない。だが既に奴の首は落ちた。そういうことにしたからだ。

   　我穿过大厅，走向通道。瑟琳娜上校就在前面。

   　広間を通り抜け、通路へと向かう。セレナ大佐の居場所はこの先だ。

   　但是，通道上筑起了路障，十几名敌兵严阵以待。他们的武装是雷射步枪和电浆步枪。甚至还有装备动力装甲，手持专用重型火器的士兵。

   　だが、通路にはバリケードが築かれ、十数人もの敵兵が待ち構えていた。武装はレーザーライフルとプラズマライフル。それにパワーアーマーを装備し、専用の重火器を構えている兵すらいる。

   　这样下去我会被打成蜂窝。墙壁材料盾牌和尸体盾牌都留在那个房间里了。现在的我没有任何保护自己的手段。一个都没有。因为，没有必要。

   　このままでは蜂の巣だ。壁材の盾も、死体の盾もあの部屋に置いてきた。今の俺に身を守る術は何も無い。一つもない。何故なら、必要が無いからだ。

   「来了！开火！」

   「来たぞ！　撃て！」

   　雷射步枪射出的杀人光线，电浆步枪射出的电浆光弹，动力装甲的重型火器射出的强力攻击，向我杀来。

   　レーザーライフルから放たれた殺人光線が、プラズマライフルから放たれたプラズマ光弾が、パワーアーマーの重火器から放たれたより強力な攻撃が、俺へと殺到する。

   　但是，这些攻击没有一个命中我。杀人光线扭曲，电浆光弹在我命中之前崩坏，所有的攻击都没有命中我。

   　だが、その全ては俺に命中しない。殺人光線は捻じ曲がり、プラズマ光弾は俺に届く前に崩壊し、全ての攻撃は俺に命中しない。

   　因为，我这样扭曲了命运。因为命中不了，所以命中不了。

   　何故なら、そのように運命を捻じ曲げたから。当たらないことになっているから、当たらない。

   「怎，怎么回事？发生了什么！？」

   「な、なんだ？　何が起こってる!?」

   「不告诉你」

   「教えてやらん」

   　在敌兵再次扣动扳机之前，他们的脑袋就飞了出去。连发出惨叫和临死前的哀嚎的时间都没有。敌兵的身体啪嗒啪嗒地倒下，现场一片沉默。然后我将刀刃划过虚空。我感受到了明确的手感。这样就扯平了。

   　敵兵が再び引き金を引くよりも早く、その首が飛んだ。悲鳴や断末魔の叫びが上がる間すらない。ばたばたと敵兵の身体が倒れる音が鳴り響き、場に沈黙が訪れる。それから俺は虚空に刃を走らせた。確かな手応えを感じる。これで帳ちよう尻じりが合った。

   　这是操作时空和命运的能力的应用。

   　これは時空間と運命を操作する能力の応用だ。

   　我将脑袋被砍的命运强加于他们身上，玩弄他们脑袋被砍的时间的前后，扭曲应该被砍的脑袋的空间坐标，使其重合。对于被砍的他们来说，这是极其不讲理的现象。毕竟，这是在被砍之前就被砍杀的不讲理。而且，他们没有反抗的手段。

   　首が斬れるという運命を押し付け、奴らの首が斬れる時間の前後を弄いじり、斬るべき首の空間座標を捻じ曲げて重ねる。斬られた奴らにしてみれば理不尽なことこの上ない現象だろう。何せ、斬られる前に斬り殺されるという理不尽だ。しかも、彼らには抗う術が無いときた。

   「……走吧」

   「……行くか」

   　再打下去也没意义。敌兵追不上我。他们无法到达我所在的地方。因为我已经确定了『不再受到妨碍』的命运。

   　これ以上は戦いにもならない。敵兵は俺に追いつけない。俺の居る場所に到達することができない。何故なら俺は『これ以上妨害に合わない』という運命を確定させたから。

   　虽然玩弄全体敌兵的命运很费劲，但随意扭曲我一个人的命运很简单。毕竟，只要玩弄我一个人的命运就行了。非常简单。

   　敵兵全体の運命を一人一人弄るのは骨だが、俺一人の運命を好きなように捻じ曲げるのは簡単だ。何せ、俺一人分の運命を弄るだけで良い。実に簡単だ。

   　我意识到自己正在迅速理解如何使用自己的力量。已经没有任何东西能阻挡我的去路。最后的墙壁在我眼前被压扁，扭曲。

   　自分の力の使い方を急速に理解しつつあるのを自覚する。もう俺の行く手を遮るものは何も無い。最後の壁が目の前で拉ひしやげ、捻じ曲がる。

   「找到了」

   「みぃつけた」

   　我踏进房间，看到伊克瑟马尔伯爵手放在腰间的剑柄上，脸色铁青地颤抖着，瑟琳娜上校的双手被从天花板垂下的锁链吊着。

   　部屋に足を踏み入れると、そこには腰の剣の柄に手をかけ、顔を真っ青にして震えるイクサーマル伯爵と、天井から伸びる鎖に両手を吊られたセレナ大佐の姿があった。

   


   
    □■□

    □■□

   

   


   　打破墙壁出现的希罗明显很不对劲。他的眼睛闪闪发光，全身散发出黑色的雾霭。虽然不知道那黑色的雾霭是什么，但我从现在的他身上感受到某种根源性的恐惧。我不知道是什么让我有这种感觉。但是，现在的希罗身上有一种仿佛面对皇帝陛下时的沉重压力。

   　壁を破って現れたヒロは明らかに様子がおかしかった。目が爛らん々らんと光り、ドス黒い靄のようなものがうっすらと全身から漏れ出している。あの黒い靄が何なのかは不明だが、今の彼からは何か根源的な恐怖のようなものを感じる。何がそう感じさせるのかはわからない。だが、今のヒロからはまるで皇帝陛下を前にでもしている時のような重圧感がある。

   「你这个畜生。我要杀了你。」

   「このド畜生が。ぶっ殺してやる」

   　希罗瞥了我一眼，表情变得凶恶。不行，我得阻止他。

   　私の姿を一いち瞥べつしたヒロが表情を険しくする。いけない、止めなければ。

   「不行。不行啊，希罗。那个叛徒必须活捉。」

   「駄目です。駄目ですよ、ヒロ。その反逆者は生かして捕らえないといけません」

   「……啧。」

   「……チッ」

   　希罗咂嘴的同时，抓住我双手的手铐和锁链碎裂。与此同时，叛徒大卫被吹飞到墙上，撞上墙壁后一动也不动。刚才发生了什么事？他做了什么，我完全不知道。

   　ヒロが舌打ちするのと同時に、私の両手を捕らえていた手枷と鎖が砕け散った。それと同時に反逆者デイビットが壁に向かって吹き飛び、激突して動かなくなる。今、何が起こったのだろうか？　彼が何かをしたのだろうが、何をしたのかがさっぱりわからない。

   「主公！」

   「我が君っ！」

   　在我陷入混乱的时候，房间的门突然打开，一个白色的人影扑向希罗。她是希罗的船员，名字应该是叫库姬，但我对她不太了解。听说她是为了侍奉希罗才特地从韦尔扎鲁斯神圣帝国来到帝国，但详细情况我并没有问过。

   　私が混乱していると、突如部屋の扉が開いて白い人影がヒロへと飛びかかった。彼女はヒロの船のクルーだ。クギという名前だったと思うが、彼女についてはあまり知らない。ヴェルザルス神聖帝国からヒロに仕えるためにわざわざ帝国まで来たのだという話だったが、詳しい事情までは聞いていないのだ。

   「希罗大人！」

   「ヒロ様！」

   「希罗！喂，你没事吧？」

   「ヒロ！　ちょっと、大丈夫なの？」

   　接着，蜜蜜小姐和艾尔玛小姐也走进了房间。还有我的副官艾玛。她也平安无事，真是太好了。

   　続いてミミさんとエルマさんも部屋へと入ってくる。それに、私の副官のエマも。彼女も無事だったのは何よりだ。

   「上校，您没事吧？」

   「大佐、ご無事ですか？」

   「嗯，目前是没事。不过我被打了某种不明药物，所以想尽快接受医疗检查……」

   「ええ、今のところは。何かよくわからない薬をブスブスと打たれたので、早いところメディカルチェックを受けたいところですが……」

   　我望向翻白眼倒下的叛徒大卫。不管怎么说，都有必要收拾事态。如果叛徒被抓住，他的士兵愿意解除武装就好了。

   　白目を剝むいて倒れている反逆者デイビットに目を向ける。何にせよ、事態を収拾する必要があるだろう。反逆者の身柄を確保したことで彼の兵が武装解除に応じてくれれば良いのだが。

   


   
    □■□

    □■□

   

   


   「主公！」

   「我が君っ！」

   　当我用念动力让伊克瑟马尔伯爵无力化时，库姬冲进了房间，然后直接抱住了我。

   　念動力でイクサーマル伯爵を無力化したところでクギが部屋へと突入してきた。そしてそのまま俺に抱きついてくる。

   　就在那一瞬间，我的思绪突然变得清晰。也可以说是我恢复了冷静。原本在心中翻腾的漆黑情感消失，原本不受控制扩大的意识也恢复原状。全能感消失无踪。

   　その瞬間、俺の思考が急にクリアになった。冷静になったと言っても良い。胸の中に渦巻いていたドス黒い感情が消え失うせ、野放図に拡大していた意識が元に戻る。全能感が消えて無くなる。

   　冷静下来之后，我才发现自己做得太过火了。根本是大屠杀。不，既然对方拿武器对着我，我确实无法手下留情，但再怎么说也该有个限度。

   　冷静になって気がついたが、明らかにやりすぎた。大虐殺だ。いや、武器を向けてきていた以上こちらとしても手加減ができない状況であったのは確かだが、いくらなんでも限度ってものがある。

   　话说回来，我好像领悟了至今不曾有过的力量使用方式……只要我想，好像就能办到。虽然无法像刚才那样胡乱使用力量，但感觉好像能使用一剑就能砍下好几个人头的因果逆转必杀剑。

   　というか、なんか今までにない力の使い方に開眼してたんだが……やろうと思えばできる気がするな。先程までのようなデタラメな力の使い方までは出来そうにないが、剣の一振りで複数人の首を飛ばした因果逆転の必殺剣は使えそうな気がする。

   　除此之外，我感觉对时空和命运的认知能力明显扩大了。虽然无法用言语表达，但该说是空间认知能力提升，还是直觉变敏锐了……总之，我觉得自己比以前更能清楚掌握周遭状况。

   　加えて言うなら、時空間や運命の認識能力が明らかに拡大しているように感じる。上手く言葉にできないが、空間認識能力に磨きがかかったというか、勘が良くなったというか……とにかく、今までに増して周りの状況がよく分かるようになったと思う。

   　库姬抱住我的瞬间，我突然冷静下来，这说明库姬对我做了什么。虽然她现在还紧紧抱着我，但从尾巴膨胀的程度来看，她似乎正在做着什么困难的事情。现在应该保持平静，接受库姬的拥抱。

   　こうしてクギが俺に抱きついた瞬間冷静になったということは、クギが俺に何かをしたのだろう。未いまだに俺にぎゅっと抱きついてきているが、尻しつ尾ぽの膨らみ具合を見る限りどうやら現在進行系で難儀なことをしているのだろうと思う。ここは心を穏やかにしてクギを受け容いれるべきだろう。

   『主公』

   『我が君』

   　我感觉到的不是库姬的声音，而是她的意念。她看起来有些疲惫。虽然我不知道发生了什么，但库姬似乎相当辛苦。看来是我给她添麻烦了。

   　クギの声ではなく、思念を感じる。なんだか少し疲れた様子だ。俺には何が起こったのかわからないが、クギは何か相当苦労したようだ。どうも、俺が面倒をかけてしまったようだな、これは。

   『我听到了。让你担心，让你辛苦了。抱歉』

   『聞こえる。心配も苦労もさせたみたいだな。すまん』

   『不，主公。本人就是为了这种时候才在您身边的』

   『いいえ、我が君。このような時のために此この身がお側にいるのですから』

   　库姬用意念回答后，抬头看着我的脸，露出松了一口气的表情，用手抚摸我的左脸。我用左手轻轻包住抚摸我脸颊的手，用右手抱住库姬。虽然我还不太理解发生了什么，但看来我被库姬救了。

   　クギは思念でそう応えてから俺の顔を見上げ、ホッとしたような表情を見せながらその手で俺の左頰を撫でてきた。頰を撫でる手をそっと左手で包み込み、右腕でクギを抱きしめる。何がどうなっているのかは理解しきれていないが、どうやら俺はクギに助けられたらしい。

   「咳咳！咳咳！」

   「おほん！　おほん！」

   　被副官扶着的瑟琳娜上校故意咳嗽了几声。好好好，知道了知道了。我不会再无视她，沉浸在两人世界里了。

   　副官に肩を貸してもらっているセレナ大佐がわざとらしく咳せき払ばらいをする。はいはい、わかったわかった。無視して二人だけの世界に浸るのはこれくらいにするよ。

   「瑟琳娜上校也平安无事真是太好了。你没事吧？」

   「セレナ大佐も無事で何より。無事なんだよな？」

   「托您的福。我现在姑且还算活蹦乱跳的。虽然没想到会突然看到您们这么热情的样子就是了？」

   「お陰さまで。一応今はピンピンしてます。いきなりお熱い様子を見せつけられるとは思いませんでしたけどね？」

   「我们这边也是有很多原因的。不管怎么说，你没事真的太好了。我在来这里的路上看到了一些令人作呕的东西。所以觉得一刻也不能耽搁，很着急」

   「色々あるんだよ、こっちにも事情ってのが。何にせよ、無事で本当に良かった。ここに来るまでの間に胸むな糞くそ悪いものを見てな。一刻の猶予も無いと思って焦ってたんだ」

   「令人作呕的东西？那是什么？」

   「胸糞の悪いものですか？　なんです、それ」

   「我在一个像是秘密娱乐室的地方，看到了像收藏品一样展示的女性们，她们都处于冻眠状态。而且还有可疑的药物，我觉得情况很不妙」

   「秘密のプレイルームらしき場所でコレクションみたいに展示されてるコールドスリープ状態の女性達を見つけてな。怪しげな薬物みたいなものもあったし、これはまずいなと」

   　我大致说了一下自己看到的东西，瑟琳娜上校一瞬间露出了愤怒的表情，但马上又脸色发青，开始冷汗直流。

   　俺が見たものをかいつまんで話すとセレナ大佐は一瞬だけ憤怒の感情を見せたが、すぐに顔を青くしてダラダラと冷や汗のようなものを垂らし始めた。

   「那个……可疑的药物，我已经被人注射了很多了」

   「あの……怪しげな薬、それはもうブスブスと打たれたんですけど、私」

   「绝对不是什么好东西。我敢肯定。你最好现在就去做个医疗检查」

   「絶対ろくなもんじゃない。断言する。今すぐメディカルチェックした方が良いぞ」

   「虽然我也很想这么做，但首先得收拾现在的状况……那个叛徒还活着吧？」

   「そうしたいのはやまやまなんですが、まずは今の状況に収拾をつけないと……そこの反逆者は生きてますよね？」

   「好像是的。如果可以的话，就交给本人吧。无论是让他全部吐出来，还是把他变成傀儡，都随您心意」

   「そのようです。よろしければ此の身にお任せを。洗いざらい全てを吐かせることも、傀かい儡らいにすることも意のままです」

   　库姬说着，脸上浮现出我从未见过的深沉笑容。好可怕。原来平时不生气的人一旦发怒会这么可怕。我以后绝对不能惹库姬生气。

   　そう言ってクギが今まで見たことのないような深い笑みを浮かべてみせた。やだこわい。普段怒らない人が激怒するとこんなに怖いんだな。クギは絶対に怒らせないようにしよう。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「啊吧吧吧吧吧！？」

   「アバババババー!?」

   「嗯？真是个顽固的家伙。」

   「うーん？　なかなか頑固な方ですね」

   　库姬看着翻白眼剧烈痉挛的伊克瑟马尔伯爵，露出为难的表情。但她似乎没有要停手的意思，嘴里喊着「嘿」，同时将更强的灵能力量注入伊克瑟马尔伯爵体内。好可怕。

   　白目を剝いて激しく痙けい攣れんしているイクサーマル伯爵を前に、クギが困ったような表情を浮かべている。しかし止める気はないらしく、えいっとか言いながらより強いサイオニックパワーをイクサーマル伯爵に注ぎ込んでいたりする。こわい。

   　大概只有我明白她在做什么。因为从旁看来，库姬只是把手放在伊克瑟马尔伯爵的额头上。实际上她正透过心灵感应，揉捏他的脑浆。而且是用「就算弄坏也没关系」的气势。在我看来就是这样。实际上她可能在进行更细腻的作业，但看起来就是这种感觉。

   　何をやっているのか理解しているのは多分俺だけだろう。傍はたから見るとクギはイクサーマル伯爵の額に手を当てているだけだからな。実際にはテレパシーを介して彼の脳のう味み噌その中身をこねこねしている。それも『壊しても良いか』くらいの勢いでやっている。俺にはそうとしか見えない。実際にはもっと繊細な作業をしているのかもしれないが、どうもそういう感じには見えない。

   　非常可怕。

   　とてもこわい。

   「好惨的样子。」

   「酷い格好ね」

   　正当我暗自为库姬的所作所为感到战栗时，艾尔玛向我搭话了。听她这么一说，我重新低头看了看自己的身体，确实如她所说，情况相当糟糕。就算说得保守一点，也是浑身是血。虽然全都是别人的血。

   　クギの所業に密ひそかに戦せん慄りつしていると、エルマが声をかけてきた。言われて改めて自分の身体を見下ろしてみると、言われた通り酷いことになっていた。控えめに言っても血塗れである。全部返り血だが。

   「我可是拼了命啊……回过神来已经被绑在椅子上，还听说大家也都被抓到其他地方去了。」

   「必死だったんだよ……気がついたら椅子に拘束されてるし、皆も捕まって別の場所に捕らえられているって話だったし」

   　我深深地叹了口气，将双手拿着的剑插在地上，一屁股坐在沙发上。虽然房间的地板被弄伤，沙发也被血弄脏，但谁管它啊。

   　深い溜ため息いきを吐つきながら両手に持っていた剣を床に突き刺し、どかりとソファに座り込む。部屋の床が傷ついたりソファが血塗れになったりするが、知ったことか。

   「所以，你那边的情况怎么样？」

   「それで、そっちはどんな状況だったんだ？」

   「库姬把一切都解决了。她一醒来就瞬间让看守失去战斗能力，还抢走了他们的装备和情报终端，被她弄晕的看守简直就像傀儡一样。那孩子真是不得了啊。」

   「こっちはクギが全部やってくれたわよ。目が覚めるなり見張りを一瞬で無力化して、装備も情報端末も奪って、無力化した見張りはまるで操り人形よ。あの子、とんでもないわよ、本当に」

   「库姬把心灵感应用在攻击上的话，确实会变成那样……」

   「クギのテレパシーを攻撃的に使えばそうもなるだろうなぁ……」

   　库姬要是认真起来，对灵能力量没有抵抗力的人根本算不上什么障碍。因为只要库姬一出手，连我这种人如果不构筑精神防壁，也会被她随意操纵。

   　クギが本気を出せばサイオニックパワーに対する抵抗力がない人間なんて何の障害にもならないだろう。クギにかかれば俺でさえ精神防壁を構築していないと好き勝手に操られてしまうのだから。

   「真的很厉害哦。突然就啪嗒一声倒下了，然后马上又站起来开始帮我们松绑。我还以为发生了什么事呢」

   「本当に凄すごかったですよ。いきなりバタッて崩れ落ちたかと思ったら、すぐに立ち上がって私達の拘束を解き始めましたからね。何が起こっているのかと思いました」

   　蜜蜜一边说着，一边用湿手帕擦着我的脸。她似乎还趁机在房间里翻找，弄到了一瓶装有饮用水的瓶子。蜜蜜也变得坚强了啊。

   　そう言いながらミミが濡ぬらしたハンカチで俺の顔を拭いてくれる。ちゃっかり部屋を漁あさって飲料水の入ったボトルをせしめてきたらしい。ミミも逞たくましくなったなぁ。

   　在我们闲聊的时候，似乎已经审问完毕的瑟琳娜上校和库姬朝这边走了过来。伊克瑟马尔伯爵？现在正被瑟琳娜上校的副官绑着呢。

   　そうこうしているうちに尋問を終えたらしいセレナ大佐とクギがこちらへと歩いてきた。イクサーマル伯爵？　今セレナ大佐の副官さんが縛り上げてるよ。

   「所以，问出动机之类的了吗？」

   「それで、動機とか諸もろ々もろは聞き出せたのか？」

   　我要求说明，瑟琳娜上校懒洋洋地坐在另一张沙发上，开口说道。

   　俺が説明を求めると、気け怠だるげな様子で俺とは別のソファに座ったセレナ大佐が口を開いた。

   「叛徒大卫似乎打算倒戈到贝雷贝雷姆联邦。从星际闸道到这边，与贝雷贝雷姆联邦接壤的星系群，还有我和你，都是他的伴手礼」

   「反逆者デイビットはベレベレム連邦に寝返るつもりだったようです。ゲートウェイからこっち、ベレベレム連邦に接している星系群と、私と貴方を手土産に」

   「果然满脑子都是背叛的念头啊……所以呢？你这么悠闲真的好吗？」

   「やっぱり裏切る気満々だったんじゃないか……それで？　ゆっくりしていて良いのか？」

   「一点都不好，但就算想动也动不了。因为被注射了奇怪的药剂，导致异物清除植入物过载，如果随便乱动的话，这个男人被注射的药剂可能会发挥效果」

   「全く良くありませんが、動こうにも動けないんですよ。ブスブスと妙な薬剤を打たれたせいで異物除去インプラントがオーバーロードを起こしたようで、下手に動くとこの男に注入された薬剤が効果を発揮しかねません」

   　瑟琳娜上校说着，一脸不悦地看向大卫。

   　セレナ大佐がそう言って忌々しげな表情をデイビットに向ける。

   「那个什么异物清除植入物对安眠药没有反应吗？」

   「異物除去インプラントとやらは睡眠剤には反応しなかったのか？」

   「这个植入物也不是万能的。虽然能对毒物和未知的异物起反应，但对一般使用的药物没有反应。要是被注射了军方使用的贵族用安眠药，那我们就束手无策了」

   「このインプラントだって万能ではないんですよ。毒物や未知の異物に対しては働きますが、逆に通常使用されるような薬剤には反応しません。軍でも使用されている貴族用の睡眠剤を使われたらお手上げです」

   「是这样吗」

   「そういうものなのか」

   「就是这样。那个男人到底对我注射了什么……要是能好好问出来就好了。总之，现在对宙贼独立舰队的海兵们正在压制和掌控这艘船。你的女仆机器人也——」

   「そういうものなんです。あの男、一体私に何を打ったのやら……ちゃんと聞き出しておけば良かったですね。とにかく、今は対宙賊独立艦隊の海兵達にこの船の制圧と掌握を進めさせているところです。貴方のメイドロイドも──」

   「主人」

   「ご主人様」

   　瑟琳娜上校正要提到梅伊的时候，梅伊正好来到了房间。瑟琳娜上校见状耸了耸肩。

   　セレナ大佐がメイについて言及しようとしたところで丁度良くメイが部屋に到着したようだ。それを目にしたセレナ大佐が肩を竦すくめる。

   「抱歉，救援来晚了」

   「救援が遅くなって申し訳ありません」

   「不，你能来这就足够了。那个行李是？」

   「いや、こうして来てくれただけで十分だ。その荷物は？」

   「是主人你们的装备。上校的剑也回收了」

   「ご主人様達の装備です。大佐の剣なども回収してきました」

   「谢谢」

   「感謝します」

   　瑟琳娜上校看到梅伊从行李中取出熟悉的剑，安心地叹了口气，同时向梅伊表示感谢。身为贵族的她，果然很重视自己的剑。我也一样，看到爱用的剑回到手边，稍微安心了一些。这次缴获的剑也带回去吧。这是战利品，战利品。

   　メイが見覚えのある剣を荷物から取り出したのを見たセレナ大佐が、安あん堵どの息と共に感謝の言葉を口にした。やはり貴族の彼女としては自分の剣は大事なものなのだろう。俺も愛用の剣が手元に戻ってくると少し安心する。今回鹵ろ獲かくした剣も一応持って帰るかな。戦利品だ戦利品。

   「然后，呃……你说他打算倒戈？既然你们采取了行动，就表示情况已经很不妙了吗？」

   「それでええと……寝返る気だったって？　こうして動いたってことはもうマズい状況なのか？」

   「我们还没跟各处取得联系，所以还不能确定。我们既没有压制这艘船的舰桥，也没有占领基地的司令部。这个男人的势力范围也不清楚，前线的状况也还没有收到情报。」

   「まだ各所と連絡が取れていないのでなんとも。この船の艦橋を制圧したわけでも、基地の司令所を占拠したわけでもないですしね。この男の息がどこからどこまでかかっているのかも不明ですし、前線の状況もまだ情報が入ってきていません」

   「也就是说，什么都不知道吗？」

   「つまり何もわからないってことか？」

   「是说状况。不过，这个男人的计划已经全部曝光了。因为你们那边那个可爱又可怕的船员，已经全部招供了。」

   「状況は、ですね。ただ、この男の計画については全て詳つまびらかになっていますよ。貴方のところの可愛かわいらしくも恐ろしいクルーが全部吐かせてくれましたから」

   　瑟琳娜上校说着，视线转向库姬。被她盯着看的库姬只是动了动头上的狐耳，脸上露出微笑。

   　そう言ってセレナ大佐がクギに視線を向ける。視線を向けられたクギは頭の上の狐きつね耳をピコピコと動かしただけで、微笑ほほえみを浮かべているが。

   「正如我刚才所说，他似乎打算带着我们和帝国的领地投奔贝雷贝雷姆联邦。他计划在最近的星际闸道发动破坏活动，让帝国的增援无法抵达前线，然后用他拥有的战力和贝雷贝雷姆联邦的战力击败前线的帝国军，闪电般地让贝雷贝雷姆联邦控制设置星际闸道的星系。」

   「先程言ったように私達と帝国の領地を手土産にベレベレム連邦に寝返ろうとしていたようです。最寄りのゲートウェイにサボタージュを仕掛け、帝国の増援が前線に来られないようにした上で、彼の持つ戦力とベレベレム連邦の戦力で前線の帝国軍を撃破し、ゲートウェイが設置されている星系まで電撃的にベレベレム連邦に実効支配させようと目もく論ろんでいたようで」

   「这还真是个大计划……不过领地也就算了，我和上校怎么会变成伴手礼？」

   「そいつはまたデカい話だな……しかし領地はともかく、俺と大佐がなんで手土産になるんだよ」

   「我们在特里梅因星系消灭了贝雷贝雷姆联邦的舰队吧？其实这件事让对方的军方高层相当怨恨。都是因为某人使用了歌唱水晶这种邪门歪道战术。」

   「ターメーン星系でベレベレム連邦の艦隊を撃滅したでしょう？　実は私達、その件で向こうの軍の上層部に結構恨まれているんですよ。誰かさんが歌う水晶を使った外道戦術を行使したせいで」

   「我听不懂你在说什么。那是搭乘贝雷贝雷姆联邦旗舰的某人走私歌唱水晶吧。我们可是被结晶生命体袭击了。我们才是受害者。」

   「なんのことかわからんなぁ。アレはベレベレム連邦の旗艦に乗っていた誰かが歌う水晶を密輸していたんだろ。俺達だって結晶生命体に襲われたんだぞ。むしろ俺達が被害者だ」

   　瑟琳娜上校用鄙视的眼神看着装傻的我。不过，瑟琳娜上校的脸色好像越来越红了。她是不是发烧了？

   　しらばっくれる俺にセレナ大佐がジト目を向けてくる。しかし、セレナ大佐の顔色がどんどん赤くなってきている気がするな。熱でも出てるんじゃないか？

   「……不过帝国也是这样主张的，对于结晶生命体的出现装作一无所知。总之，我们似乎能卖个好价钱」

   「……まぁ帝国としてもそんな感じの主張をして結晶生命体の出現についてはしらばっくれてますけどね。とにかく良い値で売れるそうですよ、私達は」

   「联邦虽然批判帝国的封建社会是旧时代，但他们自己的文化也并非都是值得称赞的。该说是拜金主义吗，还是说伦理观低呢」

   「連邦って帝国の封建的な社会を前時代的とか言って批判するけど、あっちはあっちで別に褒められた文化ばかりってわけでもないわよね。拝金主義というか、倫理観が低いというか」

   「我听说有钱人还挺为所欲为的。虽然不知道有多少是真的」

   「お金持ちが割と好き勝手してるって話は聞きますよね。どこまで本当か知りませんけど」

   　艾尔玛和蜜蜜听了我和瑟琳娜上校的对话，开始讨论起贝雷贝雷姆联邦。

   　俺とセレナ大佐の話を聞いたエルマとミミが何やらベレベレム連邦について話しあっている。

   　贝雷贝雷姆联邦似乎以民主主义和自由经济为口号批判古兰坎帝国，但自己却也有很多扭曲的地方。是金钱至上的超资本主义社会吗？

   　ベレベレム連邦は民主主義と自由経済を掲げてグラッカン帝国を批判しているらしいが、自分達はどうなのかというと割と歪いびつな点も多いらしい。金が全ての超資本主義社会とかなのだろうか？

   「虽然还没完全掌握状况，但也不能一直在这里休息……我们去压制舰桥吧」

   「状況はまだ把握しきれていませんが、いつまでもここで休んでいるわけにはいきません……艦橋の制圧に向かいましょう」

   「用你那副身体？太勉强了吧？」

   「その身体でか？　無理じゃないか？」

   「伊克瑟马尔伯爵的一系列行动完全是对皇帝陛下的反叛行为，他已经没有作为防卫司令官的正当性了。我必须迅速地继承指挥权，掌握事态。就算勉强也要做」

   「イクサーマル伯爵の行った一連の行動は完全に皇帝陛下への反逆行為に他ならないですから、既に防衛司令官として振る舞う正当性はありません。速やかに私が指揮権を引き継ぎ、事態を掌握する必要があります。無理でもなんでもやるしか無いんですよ」

   　瑟琳娜上校这样说着，用剑当拐杖从沙发上站了起来。

   　セレナ大佐はそう言って剣を杖つえにしてソファから腰を上げた。

   　她是我重要的客户……没办法，就陪她吧。

   　彼女は大事なクライアントだからなぁ……仕方がない。付き合うとしよう。

  

 
  
   
    ＃5：一难刚过

    ＃５：一難去りて

   

   


   


   　瑟琳娜上校充分利用了她已经俘虏了大卫的事实，逐步压制帝国航宙军克利翁星系物资集聚基地——正式名称太长了，念起来很拗口——。

   　セレナ大佐はデイビットの身柄を既に確保しているという事実を大いに利用し、帝国航宙軍クリーオン星系物資集積基地──正式名称が長くてキレそう──の制圧を進めていった。

   　她宣称：

   　曰いわく。

   「大卫・伊克萨尔伯爵企图反叛帝国和皇帝陛下，作为第一步，他试图用卑鄙的手段俘虏我，但失败了。他已经落入我的手中，我掌握了物证，也得到了他的自白。你们再继续追随大卫也没有意义。投降吧，向帝国和皇帝陛下展现你们的忠诚。」

   「デイビット・イクサーマル伯爵は帝国と皇帝陛下への反逆を企て、その手始めとして卑劣な手段で私の身柄を拘束しようとしましたが、失敗しました。既に彼は私の手によって拘束されており、物的証拠も押さえ、自供も得ています。もはやデイビットに与くみする意味はありません。投降し、帝国と皇帝陛下への忠誠を見せなさい」

   　瑟琳娜上校控制了伊克萨尔伯爵家的旗舰“崇高”的舰桥，不顾身体不适，向整个物资集聚基地发表演说，结果包括伊克萨尔伯爵家的私兵在内，物资集聚基地的许多士兵都向瑟琳娜上校投降了。

   　イクサーマル伯爵家の旗艦、マジェスティックの艦橋を掌握したセレナ大佐が体調不良にも構わず物資集積基地全域に演説を打ち、結果としてイクサーマル伯爵家の私兵を含め物資集積基地の兵達の多くはセレナ大佐へと降くだった。

   　当然，也有人不从。这些人正在被瑟琳娜上校麾下的海军压制。

   　無論、従わない連中もいる。そういった連中はセレナ大佐麾き下かの海兵達が制圧中である。

   「唉……虽然是结果论，但你讨伐文森特的功劳确实奏效了。虽然还有其他可能成为继承人的血脉……唉，但不在这个基地。如果失去凝聚人心的中心，就很难统率士兵……呼。」

   「はぁ……結果論ですが、貴方あなたがヴィンセントを討っていたのが功を奏しましたね。継嗣となりうる血筋の者は他にも居ますが……はぁ、この基地には居ませんから。求心力の行き先が無ければ兵は纏まとまるのが難しいですから……ふぅ」

   　回到莱斯塔里亚斯舰桥的瑟琳娜上校坐在舰长席上，时不时发出痛苦……或者说是烦恼的叹息，同时分析现状。

   　レスタリアスの艦橋まで戻ってきたセレナ大佐が艦長用のシートに腰掛け、時折苦しげ……というか悩ましげな息を吐きながら現状を分析する。

   「你看起来不像没事啊。」

   「大丈夫に見えないんだが」

   「唉……老实说很难受。到底被打了什么药……得赶紧接受医疗检查才行……呼。」

   「はぁ……正直キツいですね。一体何を打たれたのやら……早急にメディカルチェックを受けないと……ふぅ」

   　虽然她能正常回答，但脸色红得像是发烧，还流着汗，身体看起来也在颤抖。从那个密室的情况来看，怎么想都不是被打了正常的药，所以我很担心。

   　受け答えこそしっかりできているが、彼女の顔色は発熱でもしているかのように赤く、発汗もしている。身体からだも震えているように見える。あのシークレットルームの様子を見るに、どう考えてもまともなクスリを打たれたとは思えないので、かなり心配だ。

   　不过应该不会死吧。如果大卫想杀瑟琳娜上校，大可直接用剑砍，没必要做这么麻烦的事。

   　恐らく死ぬようなことはないだろうけどな。もしデイビットがセレナ大佐を殺す気だったのなら、そんな回りくどい真ま似ねをしないで剣で斬れば良かったわけだし。

   　顺带一提，在那个密室里冻眠的女性们已经被瑟琳娜上校的部下们回收并救出。考虑到现状，不知道能不能为她们提供完善的医疗处置，所以预计在事态稳定下来之前，让她们维持冻眠状态。

   　ちなみに、あのシークレットルームでコールドスリープされていた女性達はセレナ大佐の部下たちによって回収され、救助されている。現状を考えると満足な医療処置を彼女達に施せるかどうか不明なため、事態が落ち着くまではコールドスリープ状態を維持する予定だが。

   　同时，她们的身份也正在确认中。从外表来看，她们应该是有一定地位的贵族家的千金小姐。因为她们似乎都接受了帝国贵族特有的身体强化手术。虽然不知道她们为什么会被当成收藏品一样展示在那里，但肯定不是什么正经的理由。毕竟还特地藏在秘密房间里。

   　併せて、彼女達の身元の確認も行っているそうな。どうも見た感じ、ある程度地位があるお家の娘さん達ではないかと思われる。どうも帝国貴族特有の身体強化手術を受けているようなのだ。一体そんな立場の娘さん達がどうしてあんなコレクションか何かのように展示されていたのかは不明だが、まぁろくな理由ではあるまい。わざわざシークレットルームに隠してあったくらいだし。

   「话说回来，大卫还要多久才会恢复？」

   「ところで、デイビットはあとどれくらいこの状態のままなのですか？」

   　大卫被专用的器具牢牢地束缚住全身，躺在莱斯塔里亚斯的舰桥地板上，以忘我的表情凝视着虚空。是瑟琳娜上校命令她的海兵们把她搬到这里来的。

   　デイビットは専用の器具でガッチリと全身を拘束されたままレスタリアスの艦橋の床に転がり、忘我の表情で虚空を見つめている。セレナ大佐が彼女の海兵達に命じてここまで移送してきたのだ。

   「如果什么都不做的话，我想大概撑不到一个小时。」

   「何もせず放置していればあと一時間も保もたないと思います」

   「那么，趁现在让她把该吐的都吐出来吧。你能帮忙吗？」

   「では今のうちに吐かせるべきことを全て吐かせておきましょう。協力してくれますか？」

   　库姬被瑟琳娜上校请求协助，于是将视线转向我，我则向库姬点了点头。

   　セレナ大佐に協力を要請されたクギが視線を向けてきたので、俺はクギに向かって頷うなずいた。

   「好的，请交给我吧。」

   「はい、お任せください」

   「呼……谢谢。艾玛。」

   「はぁ……助かります。エマ」

   「是，上校。库姬小姐，请过来这里。」

   「はい、大佐。クギさん、こちらに」

   　瑟琳娜上校的女性副官接到指示，和海兵们一起把大卫和库姬带出舰桥。副官——艾玛小姐也相当坚强啊。明明和蜜蜜她们一起被绑着，却好像什么事都没发生一样，精神抖擞地工作着。我可是已经累得不行了。

   　セレナ大佐の女性副官が指示を受け、海兵達と共にデイビットを連れてクギと一緒に艦橋の外へと退出していく。副官──エマさんもなかなかタフだな。ミミ達と一緒に拘束されてたっていうのに、何事もなかったかのようにバリバリと働いている。俺なんてもうヘロヘロだよ。

   「哈啊……那么……我有几件事……想问你……」

   「はぁ……それで……聞きたいことがいくつか……あるのですが……」

   「不，你还是先休息吧。不管怎么看，你都不是正常的状态。如果有什么想问的，之后有时间我再告诉你。」

   「いや、それよりも休めよ。どう見ても普通の状態じゃない。聞きたいことがあるなら後で時間のある時にでも話してやるから」

   「约好了哦……？」

   「約束ですよ……？」

   「知道了知道了，我答应你。那么，这艘船的治疗设备齐全吗？船医呢？我们船可是有一流的设备和一流的医生哦？」

   「わかったわかった、約束だ。それで、この船の治療設備はしっかりしてるのか？　船医は？　うちの船なら一流の設備と一流の医者が揃そろってるぞ？」

   「不用担心……我们的船员也很优秀……」

   「ご心配なく……うちのクルーも優秀ですから……」

   　瑟琳娜上校这么说着，叫来她的船员，两人一起扶着她的肩膀，把她带去了医疗坞。

   　そう言ってセレナ大佐は彼女のクルーを呼び、二人がかりで肩を貸されながらメディカルベイへと運ばれていった。

   　那么，我们……回不去啊。库姬还在协助审问大卫。

   　さて、それじゃあ俺達は……帰れないな。クギがデイビットの尋問に協力してるし。

   　没办法，就在这里等吧。

   　仕方ない、ここで待つか。

   「盯——……」

   「じー……」

   「……」

   「……」

   　周围的人一走光，蜜蜜和艾尔玛就凝视着我。梅伊带着战斗机器人先回黑莲花了，所以现在留在莱斯塔里亚斯舰桥的只有我、蜜蜜、艾尔玛，以及莱斯塔里亚斯的几名舰桥人员。

   　周りの人が少なくなった途端、ミミとエルマが俺を凝視してきている。メイは戦闘ボット達を連れて先にブラックロータスに戻っているので、今レスタリアスのブリッジに残っているのは俺とミミとエルマ、それにレスタリアスのブリッジ要員が数名だけだ。

   「你好像很乱来呢？」

   「随分無茶をしたみたいね？」

   　艾尔玛一边打量着换上帝国航宙军制服的我，一边说道。我平时穿的衣服沾满了敌人的血，从防疫观点来看必须换掉。莱斯塔里亚斯不可能有我的替换衣物，所以就请他们帮我挑了件合身的帝国航宙军配给品。

   　帝国航宙軍仕様のシャツとパンツに着替えた俺をジロジロと眺めながらエルマがそう言う。俺が着ていたいつもの服は返り血で酷いことになっていたので、防疫上の観点から着替える必要があったのだ。レスタリアスに俺の着替えなんてあるわけがないので、帝国航宙軍の支給品で俺の体格に合うものを見繕ってもらったわけだな。

   　艾尔玛之所以盯着我看，应该是真的在确认我有没有受伤吧。也有可能只是觉得穿着帝国航宙军制服——应该说战斗服的我看起来很稀奇。

   　エルマが俺の姿をジロジロと見ているのは、本当に負傷が無いかどうか確かめているのだろう。単に帝国航宙軍の制服──というか戦闘服を着ている俺が物珍しいだけかもしれないが。

   「因为很拼命啊。」

   「必死だったからな」

   　这是毫无虚假的事实。不管怎么说，要是不把蜜蜜她们带回来就完蛋了，所以我完全没有余裕。不过中途和库姬用心灵感应通讯后，心情就轻松了一半。

   　噓うそ偽りが一切ない事実である。何にせよミミ達を取り戻さないことには詰むと思っていたので、一切余裕がなかった。まぁ、途中でクギとテレパシーを使って交信したから、半分くらいは気が楽にはなったけど。

   　不过，感觉还是有点做过头了。我本以为自己能更冷静，更巧妙地应对……但既然已经做了，现在说这些也无济于事。不过，考虑到今后的事，我必须好好反省。

   　それにしてもちょっとやりすぎた感はあるな。もう少し冷静に、上手うまく立ち回れたように思うんだが……やっちまった以上、今更ではあるな。だが、今後のことを考えればしっかり反省はしておかなくてはなるまい。

   「你好像没受伤，这点倒是还好……不过，你就像漫画里的黑暗英雄一样呢。我看了记录视频」

   「怪け我がは無かったみたいですから、そこは良かったですけど……なんというか、コミックのダークヒーローみたいになってましたね。記録映像を見ましたけど」

   「别说了」

   「言わないでくれ」

   　我抱着胳膊，闭上眼睛仰望天花板。这次我真的把灵能能力开到最大，大闹了一场。还多次停止呼吸，让时间变慢，最重要的是，我用剑杀死了相当多的士兵。

   　ミミにそう言って両腕を組み、目を瞑つぶって天井を仰ぐ。本当にサイオニック能力を全開で使って大暴れしたからなぁ、今回は。呼吸を止めての時間鈍化も多用したし、何より剣を使って相当数の兵を斬り殺しもした。

   　最后，我因为血气上涌，觉醒了操纵时空和命运的能力。到了这个地步，已经超越了操纵原力的骑士或暗黑卿的次元。我有自觉，自己已经变成了某种不讲理的怪异存在。

   　しまいには血に酔って時空間と運命を操る能力に開眼してしまった。もうここまで来るとフォースを操る騎士とか暗あん黒こく卿きようとかって次元を超えてしまっている。なんかこう、理不尽な怪異めいた何かになってしまった自覚がある。

   「所以，你没事吧？库姬说你处于危险状态，很着急」

   「で、大丈夫なの？　クギはあんたが危険な状態だって言って焦ってたけど」

   「虽然不知道哪里危险了，但我现在应该还是平时的我。不过，我倒是没有自信能保证自己在挥剑制造血海的瞬间还是平时的我。毕竟这和用克里希那把整艘船上的几十个宙贼变成太空垃圾的情况还是不一样。」

   「何が危険だったのかはわからんが、今の俺はいつもの俺だと思うぞ。ただ、剣を振るって血の海を作っていた瞬間の俺はどうだったかというと自信がないな。やっぱりクリシュナで船ごと何十人も宙賊をスペースデブリにするのとは勝手が違うよな」

   　现在回想起来，那个瞬间的我似乎不是平时的我。等事情告一段落之后，我或许该坐禅让内心平静下来，或是找个人撒娇治愈一下心灵。

   　今思い出してもあの瞬間の俺はいつもの俺ではなかったように思える。落ち着いたら座禅でも組んで心を落ち着けるか、誰かに甘えて心を癒やすかした方が良いかもしれない。

   「话说回来，我砍杀了不少伊克瑟马尔伯爵家的儿子和私兵……该不会因此被逮捕吧？」

   「そういえば俺、イクサーマル伯爵家の息子と私兵をかなり斬り殺してしまったんだが……もしかして逮捕されたりするか？」

   「呃……谁知道呢？」

   「ええっと……どうなんでしょう？」

   　蜜蜜也一脸不安地看向艾尔玛。而被我和蜜蜜两人盯着看的艾尔玛，脸上也露出了相当为难的表情。

   　ミミも不安げな表情でエルマに視線を送る。俺とミミの二人に視線を向けられたエルマはというと、これまたかなり苦々しげな表情であった。

   「我觉得应该有酌情减刑的余地，而且希罗是名誉贵族，所以一旦演变成战斗，平民士兵的判决应该会对你有利，但文森特等贵族就不一定了……如果瑟琳娜上校的主张得到认可，应该能补强希罗的正当性，但如果没有的话，你可能要做好心理准备。」

   「情状酌量の余地はあると思うし、そもそもヒロは名誉貴族だから平民の兵士に関しては戦闘になった時点でヒロに有利な裁定が下る可能性が高いけど、ヴィンセントを始めとした貴族に関してはどうかしらね……セレナ大佐の主張が認められればヒロの正当性も補強されるでしょうけど、そうでなかった場合には覚悟したほうが良いかもしれないわ」

   「……最坏的情况就是逃跑吧。」

   「……最悪逃げるか」

   「虽然你总是这么说，但到头来你还是没有逃跑……所以请把这当成是最后的手段。你只能利用佣兵公会或其他贵族的人脉来摆脱困境。」

   「あなたいつもそう言うけど、結局逃げないじゃない……それは本当に最終手段にしなさい。傭よう兵へいギルドのコネでも他の貴族関係のコネでも使って切り抜けるしか無いわね」

   「如果真的不行，就请把我送到这里的皇帝陛下帮忙擦屁股吧……」

   「いざとなったら俺をここに送り込んだ皇帝陛下にケツ持ちをしてもらおう……」

   　虽然那样好像会很麻烦，但也没办法。最坏的情况是离开帝国，但那样一来就会失去帝国内的所有人脉，而且佣兵公会也不会给我好脸色看。最坏的情况，佣兵公会可能会派人追杀我。

   　それはそれで面倒なことになりそうだが、仕方があるまい。最悪の場合は帝国を出ていくという選択肢もあるが、そうすると帝国内のコネをすべて失うことになるし、傭兵ギルドからも良い顔はされないだろうし。最悪、傭兵ギルドから追手がかかるかもしれん。

   「世事难料……总之我现在想先冲个澡休息一下。」

   「ままならねぇ……とにかく今はシャワーでも浴びて休みたいぜ」

   「我有同感……」

   「同感……」

   「真想和大家一起悠闲地休息……」

   「皆でゆっくりしたいですね……」

   　不过考虑到目前的状况，不知道有没有时间悠闲地休息……贝雷贝雷姆联邦的大攻势似乎也即将开始，我也很担心最近的星际闸道的情况。

   　しかし状況を考えるとゆっくりしている暇があるかどうか……ベレベレム連邦の大攻勢も始まっていそうだし、最寄りのゲートウェイの様子も心配だ。

   　可恶，那个混账皇帝。竟然把我们丢进这么麻烦的状况。下次见到他，不抱怨几句我可咽不下这口气。

   　くそ、あのファッキンエンペラーめ。こんな面倒な状況に俺達を放り込みやがって。今度会うことがあったら文句の一つも言ってやらなきゃ気が済まんな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我们等库姬对大卫的催眠审问结束后，四人一起回到了黑莲花。虽然很担心瑟琳娜上校的身体状况，但她自己也说过莱斯塔里亚斯有军医和相应的设备，所以一定没问题的。我姑且给瑟琳娜上校发了条信息，告诉她如果真的有问题的话，可以来黑莲花接受治疗。

   　クギによるデイビットの催眠尋問の完了を待った俺達は四人揃ってブラックロータスへと帰還した。セレナ大佐の体調は心配だが、レスタリアスにも軍医とそれなりの設備が揃っていると彼女自身が言っていたし、きっと大丈夫だろう。大丈夫じゃなかったらブラックロータスで面倒を見るから遠慮なく来い、と一応セレナ大佐のアドレス宛あてにメッセージは入れておく。

   「哥哥你加入了帝国航宙军？」

   「兄さん帝国航宙軍に入ったん？」

   「没有。因为被血溅得实在太严重了，所以进入莱斯塔里亚斯的时候被要求换衣服。这身衣服，之后还回去比较好吧？」

   「入ってねぇ。返り血であまりに酷いことになってたから、レスタリアスに入る時に着替えさせられたんだよ。この服、後で返したほうが良いよな？」

   　就在我和蒂娜说话的时候，一个穿着防护服的神秘人物大步走了过来。不，不是神秘人物。完全就是翔子医师。

   　などとティーナと話していると、防護スーツに身を包んだ謎の人物がノシノシと歩いてきた。いや、謎の人物じゃないけど。完全にショーコ先生だけど。

   「希罗君，快点把衣服脱了。现在，就在这里。然后去冲个澡把身体洗干净。血液是相当强力的传染源，所以要彻底洗干净每一个角落。那边的三个人也马上去洗个澡。衣服也要回收进行灭菌处理。」

   「ヒロくん、その服早く脱いで。今、ここで。そうしたらシャワーを浴びて綺き麗れいにしてきてね。血液ってかなり強力な感染源だから、しっかりと隅々まで綺麗にすること。そっちの三人もすぐに身体を洗ってね。服も回収して滅菌するから」

   「在这里！？进入船的时候已经做过灭菌处理了吧！？」

   「ここで!?　船に入る時もかなり滅菌されたんだが!?」

   「在这里。希罗君走到这里的舰内也必须清扫干净。不能再增加我的工作量了」

   「ここで。ここまでヒロくんが歩いてきた艦内も清掃しなきゃいけないんだからね。これ以上手間が増えるのは許容できないね」

   「好……」

   「あい……」

   　既然医生都这么说了，那我也不能违抗。她是这方面的专家。还是乖乖听专家的话比较好。

   　ドクターがそう言うなら逆らってはいけないな。彼女はその道のプロフェッショナルなのだ。プロの言葉には素直に従ったほうが良い。

   「把衣服放进这个箱子里」

   「このボックスに入れてね」

   「好……」

   「うっす……」

   「咻咻，不错哦，再多脱点」

   「ひゅーひゅー、ええぞー、もっとぬげー」

   　又不是脱衣舞。话说再脱下去我就全裸了。

   　ストリップショーじゃねぇんだよ。というかこれ以上脱いだら全裸だよ。

   「那你就去浴室好好洗个澡吧。用冲刺的」

   「それじゃあお風ふ呂ろでしっかり身体を洗うこと。ダッシュで」

   「用冲刺的？」

   「ダッシュで？」

   「用冲刺的」

   「ダッシュで」

   「好……」

   「はい……」

   　为什么我非得穿着一条内裤在舰内冲刺不可啊。我好伤心。但翔子医师的话必须听。就算我是船长，也赢不过医生。

   　何が悲しくてパンイチで船内をダッシュしなければならないのか。私はとても悲しい。しかしショーコ先生の言うことは聞かなければならない。いくら俺がキャプテンでも医者には勝てないのだ。

   「久等了。请往这边走」

   「お待ちしておりました。どうぞこちらに」

   「哦，哦……」

   「お、おう……」

   　梅伊在浴室里等着我。她跪坐着。而且好像还准备了似曾相识的便宜充气垫，还准备了明显不是沐浴露的透明粘稠液体。

   　風呂にはメイが待ち構えていた。正座で。しかもなんか見覚えがあるようなないような安っぽいエアーマットまで用意されているし、明らかにボディソープとかじゃない透明でぬるぬるしそうな液体まで用意されている。

   「请全部交给我吧。来，请」

   「全てこの私めにお任せ下さい。さぁ、どうぞ」

   「OK！」

   「ＯＫ！」

   　不管发生什么事，交给梅伊就没问题了！在充满压力的环境下不得不大打出手的我，稍微得到一点奖励应该也无妨吧！

   　ナニが起こるにせよメイに任せておけばヨシ！　ストレス環境下で切った張ったをせざるを得なかった俺には少しくらいご褒美があっても良いと思うんだ！

   


   
    ☆★☆
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   「……你的表情看起来很清爽呢。」

   「……随分とスッキリした顔ね」

   「泡澡真是太棒了。」

   「風呂って最高だよな」

   　不知为何，刚洗完澡的艾尔玛对我投以冷淡又傻眼的视线，不过现在的我心情好到极点，完全不在意。

   　シャワーから上がってきたエルマに何な故ぜか冷たいというか呆あきれたような視線を向けられたが、今の俺は最高にご機嫌なので全く気にならない。

   「哈呜……」

   「はぁうー……」

   　而且在我眼前还有一只处于天堂状态的狐狸。现在的我正在用吹风机帮比艾尔玛先洗完澡的库姬吹干尾巴，同时帮它梳毛。能享受库姬毛茸茸的尾巴，我好幸福。被仔细梳毛的库姬也很幸福。这正是所谓的双赢。

   　更に俺の目の前にはヘヴン状態になっている狐きつねが一匹。今の俺はエルマよりも先に風呂から上がってきたクギの尻しつ尾ぽにドライヤーをかけながらブラッシング中なのである。モフモフになっていくクギの尻尾を堪能できて俺は幸せ。丹念にブラッシングされるクギも幸せ。正にwin-winというやつだな。

   「库姬小姐的尾巴最棒了～」

   「クギさんのしっぽ、最高ですよねー」

   　蜜咪也在我的身旁帮库姬三条尾巴中的其中一条梳毛。因为蜜咪和库姬是一起洗完澡的，所以蜜咪也刚洗完澡。

   　ミミも俺の隣でクギの三本ある尻尾のうちの一本をブラッシングしている。ミミとクギは一緒にお風呂から上がってきたので、ミミもお風呂上がりだ。

   「哎，没事就好。毕竟有很多人在白兵战中精神崩溃。」

   「ま、何事も無さそうで何よりだわ。白兵戦でメンタルやられる人って多いから」

   「虽然不是完全没有想法，不过我已经看开了。而且还有像你这样会担心我的温柔搭档在。」

   「全く思うところがないわけでもないけど、割り切ってるからな。こうして俺を心配してくれる優しい相棒もいることだし」

   「是是是。」

   「はいはい」

   　嘴上这么说，艾尔玛的表情却显得有些开心，真可爱。正当我这么想的时候，我的小型情报终端突然响起了“噔噔噔！”的像是犯了什么大错，屁股要被踢的声音。这个来电铃声应该是瑟琳娜上校打来的，有什么事吗？我还以为在被派去参加用船进行的战斗之前，她不会来找我呢。

   　そう言いながらもちょっと嬉うれしそうな顔をするエルマは可愛かわいいなぁ。なんて事を考えていると、俺の小型情報端末からデデーン！　と何かアウトになってケツをタイキックされそうな音が流れてきた。この着信音はセレナ大佐からのものだと思うが、何か用だろうか？　船を使った戦闘に駆り出されるまではお鉢は回ってこないと思っていたんだが。

   「喂，我是希罗」

   「へーい、ヒロです」

   『呼，哈……你看起来，状态，不错，哈……呢！？』

   『ふぅ、はぁ……調子が、良さそうで、何より、はぁ……ですねぇ!?』

   「呃，你生什么气啊……你看起来状态不太好，那边的医疗设备治不好你吗？」

   「いやそんなことでキレられても……そっちは調子悪そうだが、そっちの医療設備じゃどうにもならんかったのか」

   『很遗憾……哈，哈』

   『残念……ながら……はぁ、はぁ』

   「啊……我会让我们的医生做好准备的。需要我去接你吗？」

   「あー……うちのドクターに受け入れ準備を進めさせておく。迎えに行ったほうが良いか？」

   『哈……不用，没关系……哈，我会把注射的药剂的样本带过去的』

   『はぁ……いえ、それは大丈夫です……はぁ、投与された薬剤の、サンプルも持っていきますので』

   「明白。我会让梅伊在入口处待机的」

   「了解。入り口にメイを待機させておく」

   『给你添麻烦了……』

   『迷惑を、かけますが……』

   「没事。我要挂了哦？你快点过来」

   「良いって。切るぞ？　すぐに来いよ」

   　我挂断电话，直接联系了梅伊和翔子医师。莱斯塔里亚斯也算是最新式的战舰，医疗设备应该不会太差才对。是专业领域不同吗？

   　通話を切り、そのままメイとショーコ先生に事の次第を連絡する。レスタリアスも最新と言って良い戦艦だし、設備はそう悪くない筈はずなんだけどな。まぁ専門分野の違いとかなのかね？

   「梅伊？瑟琳娜上校要来船上了，不好意思，麻烦你去舷梯那边接她。她身体好像不太舒服，应该会直接被送到医疗坞。你先做好准备」

   「メイ？　セレナ大佐が船に来るから、すまんがタラップまで迎えに出てくれ。体調が悪いみたいだから、メディカルベイまで運ぶことになると思う。用意しておいてくれ」

   『好的，主人。交给我吧』

   『はい、ご主人様。お任せ下さい』

   「拜托了」

   「頼んだぞ」

   　交给梅伊的话，迎接和带路应该就没问题了。接下来就是翔子医师了。

   　メイに任せておけば出迎えと案内は万全だろう。あとはショーコ先生か。

   「翔子医师，现在方便吗？」

   「ショーコ先生、良いか？」

   『嗯？怎么了？身体有什么异常吗？』

   『うん？　どうしたのかな？　何か身体に異常を感じたのかい？』

   「不，不是我，是瑟琳娜上校。她被对方抓住的时候，好像被打了各种各样的可疑药物。虽然不知道具体症状，但她脸很红，呼吸也很急促。她会把注射的药剂样本带过来」

   「いや、俺じゃなくてセレナ大佐がな。一いつ旦たん向こうに捕らえられて身動きができない時に何やら色々と怪しげな薬を打たれたらしい。症状についてはよくわからんが、顔が赤くて息が荒かった。打たれた薬のサンプルは持ってきてくれるとさ」

   『嗯……？虽然不看的话也不好说，但为什么要打那种药呢？不过，抓住女性限制其行动后注射的药物，怎么想都不会是什么正经的东西。总之，我会做好准备的』

   『ふぅん……？　見てみないとわからないけど、何の目的で打った薬なんだろうね。まぁ、女性を捕らえて身動きを封じて打つ薬なんてどう考えてもまともなものじゃなさそうだけど。とりあえず受け入れの準備はしておくよ』

   「拜托了」

   「よろしく」

   　通讯结束后，我再次开始给库姬的尾巴梳毛。哎？你问我什么都不做吗？因为我能做的就只有这些了。瑟琳娜上校身体不适，被别人看到她虚弱的样子应该也不会高兴，我就做我力所能及的事吧。

   　通信を終えて再びクギの尻尾をブラッシングし始める。え？　お前は何もしないのかって？　俺ができることは何もないからな。セレナ大佐も体調を崩して弱っているところを見られるのは良い気分ではないだろうし、俺は俺にやれることをやるよ。

   「瑟琳娜上校，真让人担心啊」

   「セレナ大佐、心配ですね」

   「是啊。不过她身体经过强化，生命力也比我们高很多，应该不会有问题。至少不会死吧」

   「まぁそうだな。身体強化もされているわけだし、生命力そのものが俺達よりもだいぶ高そうだから問題はないと思うけど。少なくとも死ぬようなことはないだろ」

   「该说是无情还是冷淡呢……希罗对上校真严厉啊」

   「薄情というかドライというか……ヒロって大佐に厳しいわよね」

   「与其说是严厉，不如说是故意划清界限」

   「厳しいというか、意図的に一線を引いているのは確かだな」

   　我一边用手抚摸梳完毛的库姬的尾巴，一边耸了耸肩。另一根尾巴在我通话的时候被蜜蜜开始梳了。真遗憾。没办法，我就抚摸吸吮这根我亲手梳完毛的尾巴吧。吸溜吸溜吸溜。

   　ブラッシングの終わったクギの尻尾を手でモフモフしながら肩を竦すくめる。残りの一本は俺が通話をしている間にミミがブラッシングし始めてしまった。残念だ。仕方がないので俺が手によりをかけてブラッシングしたこの一本をモフって吸ってやる。ずぞぞぞぞ。

   「嘿……！」

   「へぇぁー……！」

   「库姬的表情变得很不得了了……」

   「クギの顔が大変なことになってるけど……」

   「我满足了」

   「満足した」

   　最后我轻轻梳了梳库姬的尾巴，然后放开了它。库姬的背在颤抖，就当没看见吧。

   　最後に軽くブラッシングしてクギの尻尾を解放する。クギの背中がプルプルと震えているのは見なかったことにしよう。

   「又不是说一定要和上校搞好关系，或者变得亲密什么的吧？那就保持现状不也挺好的吗」

   「別に大佐と仲良くというか、親密になったほうが良いって話じゃないんだろ？　ならいいじゃないか、今まで通りで」

   「话是这么说没错」

   「それはそうなんだけどね」

   　虽然嘴上这么说，但艾尔玛的表情还是有些不痛快。毕竟她和瑟琳娜上校也认识很久了。瑟琳娜上校对我抱有好感这件事她也心知肚明，所以她心里应该也有些想法吧。

   　そう言いながらもエルマの表情はいまいちスッキリとしない。まぁ、セレナ大佐とも長い付き合いだからな。セレナ大佐は俺への好意を割とストレートにぶつけてくるし、エルマとしても何か思うところがあるのだろう。

   「话说回来，我有件事想问库姬」

   「ところでクギに聞きたいことがあるんだが」

   「呀嗯！？ 什，什么事……？」

   「ひゃんっ!?　な、なんでしょうか……？」

   　我只是轻轻拉了拉，或者说摇了摇她那缠在我手上，或者说手臂上的尾巴，她就做出了非常激烈的反应。尾巴真是敏感啊。下次就来进攻尾巴和腰吧。

   　俺の手というか腕に軽く巻き付いてきている尻尾を引っ張るというか揺らしただけなんだが、滅め茶ちや苦く茶ちや激烈な反応が返ってきた。尻尾、敏感だよな。今度は尻尾と腰回りを攻めてみようか。

   「就是关于我突然觉醒，或者说领悟了力量的使用方法这件事。还有，我之所以能突然恢复冷静，也是多亏了库姬对吧？」

   「俺が急に目覚めたというか、力の使い方に開眼した件についてな。あと、俺が急に冷静さを取り戻したのはクギのお陰だよな？」

   「那，那是……那，那个，蜜蜜小姐。我想把身体转向主公那边」

   「そ、それは……あ、あの、ミミさん。我が君の方に身体を向けたいのですが」

   「好——那我就坐这边吧」

   「はーい。じゃあ私はこっちに座りますね」

   　库姬在我旁边——虽然在沙发上——正坐，蜜蜜则坐在她身后开始梳毛。库姬虽然试图摆出一副严肃认真的表情，但脸颊却在微微抽动，有点有趣。

   　クギが俺の隣──ソファの上だが──に正座し、ミミがその後ろに座ってブラッシングを始める。クギはキリッと真面目な表情を作ろうとしているのだが、頰がヒクついていてちょっと面白い。

   「那，那个，尾巴之后再说……我，我要说正事了」

   「あ、あの、尻尾はまた後に……ま、まじめなはなしをするので」

   「哎……？之后再说，一定要哦？不然会变得乱糟糟的」

   「えー……？　また後で、絶対ですよ？　ぼさぼさになっちゃいますから」

   「好，好的……咳咳。那么，那个，我要说了哦？」

   「は、はい……おほん。では、その、話をしますね？」

   　库姬重新摆出严肃的表情，开始对我使用的力量进行解说。

   　キリッ、と真面目な表情を作り直したクギが俺の使った力に関して解説を始める。

   「灵能力量……法力这种力量很大程度上取决于精神。因此，当精神的枷锁被解开时，有时会发挥出平静时无法控制的巨大力量。这次的情况是主公在战斗中直接感受到生命危险，再加上亲近之人的生命也暴露在危险之中。而且在战斗中夺走许多生命所伴随的精神负担，可能也促进了主公使用法力的能力扩大」

   「サイオニックパワー……法力というものは精神に大きく依よる力です。なので、何かの拍子に感情の箍たがが外れてしまった場合には平静な時には扱えないような大きな力が発現する場合があります。今回の場合は我が君が戦いによって直接的な命の危機を感じたことに加え、親しい関係にある人の命が危険に晒さらされたこと。それに戦闘を重ねる中で多くの命を奪ったことに付随する精神的な負担も我が君の法力を扱う力の拡大を後押ししたのではないかと思います」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　生存本能，焦躁感，愤怒，憎恨，对血的兴奋和恐惧，这些不太正面的感情影响了精神，让我发挥了超出平时的力量。

   　生存本能や焦燥感、怒り、憎しみ、血への興奮と恐怖、そういったあまりプラスとは言えない方向の感情が精神に影響を与えて普段以上の力を発揮したってことか。

   「难道说，情况不太妙吗？」

   「もしかして、あまり良くない状況だったのか？」

   「是啊……假如蜜蜜小姐和艾尔玛小姐，还有本人，或者瑟琳娜上校中的某人被某种方法杀害，死亡的话，或许真的会发生最糟糕的情况」

   「そうですね……仮にミミさんとエルマさん、そして此この身、あるいはセレナ大佐のうちの誰かが何らかの方法で害され、死亡していた場合には本当に最悪の事態も有り得たかもしれません」

   「最糟糕的情况……会变成什么样？」

   「最悪の事態って……どうなってたわけ？」

   「感情和精神爆发的主公会用念动力将那艘船和这个物资集聚基地一起粉碎，然后发现蒂娜小姐她们也被卷入其中，于是将整个恒星系都破坏掉，这就是最糟糕的剧本」

   「感情と精神を爆発させた我が君があの船ごとこの物資集積基地を念動力で粉砕し、ブラックロータスごとティーナさん達も巻き込まれたことに気づいて更に恒星系ごと何もかもを破壊する、というのが最悪のシナリオでしょうか」
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   「噫……」

   「ひえぇ……」

   　听到库姬的回答，提问的艾尔玛和蜜蜜都吓了一跳。这就是韦尔扎鲁斯神圣帝国的人们所说的恒星系崩坏剧本吧。我的灵能力量全部作为破坏力释放，搞不好会在世界上开个洞，造成不得了的后果。

   　クギの答えに質問したエルマとミミがドン引きする。ヴェルザルス神聖帝国の面々が言っていた恒星系崩壊シナリオというわけだな。俺のサイオニックパワーが全て破壊力として放出されて、下手すると世界に穴が空いてとんでもないことになるっていう。

   「请放心。本人就是为了防止这种情况发生才在这里的。就算下次再发生同样的事，本人也会像这次一样妥善处理。本人这样的巫女就是为了这个目的才在主公身边的」

   「ご心配なく。そうならないために此の身がおりますから。もし次があったとしても、今回のように上手く立ち回ってみせます。そうするために此の身のような巫女みこが我が君の側そばにいるのです」

   　库姬把手放在自己胸前，露出充满决心的表情。嗯，一本正经的库姬也很可爱。看来需要给她点奖励。

   　クギが自身の胸に手を当て、決意に満ちた表情を浮かべる。うん、キリッとしているクギも可愛いな。これは何かご褒美が必要だろう。

   「库姬的那招真的太犯规了。我终于明白为什么希罗最近会把库姬加入护卫名单了」

   「クギのアレは本当に反則よね。ヒロが最近クギを護衛枠に入れている理由がよくわかったわ」

   「毕竟在对人战斗中，她几乎是无敌的……」

   「対人戦闘ならほぼ無敵だろうからなぁ……」

   　我从木叶——韦尔扎鲁斯神圣帝国的护卫官——那里听说过很多关于第二法力使用者的可怕之处。无论第一法力——单纯操纵物理力量的能力——多么登峰造极，面对擅长操纵精神的第二法力高手，也是束手无策。

   　俺は第二法力の遣い手の恐ろしさについてコノハ──ヴェルザルス神聖帝国の護衛官──から色々聞いていたからなぁ。単純に物理的な力を扱う第一法力をどれだけ極めても、精神を操る術に長たけている第二法力の達人には手も足も出ないって。

   　对于第二法力高手库姬来说，让毫无精神防御力的伊克瑟马尔伯爵家的私兵们无力化，肯定是比扭断婴儿的手还要简单的事。

   　その第二法力の達人であるクギからしてみれば、何の精神的防御力も持たないイクサーマル伯爵家の私兵達を無力化することなど、赤子の手を捻ひねるよりも簡単なことだったに違いない。

   「本人一直告诫自己不要滥用法力……但这次的情况实在不容许我这么做。本人该出手时还是会出手的」

   「此の身どもは法力を濫用しないよう自らを戒めていますが……この度のような状況ではそうも言っていられませんでした。此の身もやる時はやるのです」

   　库姬说着，自豪地竖起了头上的狐耳。库姬他们韦尔扎鲁斯神圣帝国的人民本来是告诫自己不要随意使用强大的灵能能力的，但当自己和亲近的人遇到危机时，情况就不同了。

   　そう言ってクギが頭の上の狐耳をピーンと誇らしげに立たせる。本来は強大なサイオニック能力をみだりに使わないように戒めているクギ達ヴェルザルス神聖帝国の民だが、自分を含めた親しい人間が危機に晒された場合は話が別ということなのだろう。

   「这次的事真的非常感谢你。如果没有库姬在，情况可能会变得相当危险」

   「今回の件については本当に感謝してる。クギがいなかったらかなり危ない状況になってただろうし」

   　蜜蜜和艾尔玛听到我的话，默默地点了点头。另一方面，被我夸奖的库姬摇着尾巴，似乎有些害羞。

   　俺の言葉にミミとエルマが無言で頷うなずいた。一方、俺に褒められたクギは尻尾を振って少し照れているようだ。

   「还有，让我精神状态稳定下来的事也一样。当时的情况相当危险吧？」

   「それと、俺の精神状態を落ち着かせてくれた件もな。あれって結構危ない状況だったんだよな？」

   「是的，正是如此，主公。虽然我认为以主公的精神力应该没问题，但为了以防万一，我利用事先确保的特别路径，使用了镇静的法力。」

   「はい。その通りです、我が君。我が君の精神力であれば大丈夫だったとは思うのですが、あの時は万が一に備えて事前に確保していた特別な経路を利用し、鎮静の法力を使いました」

   「特别路径……啊，原来如此。」

   「特別な経路……ああ、なるほど」

   　第一次和库姬做爱的时候，好像有说过类似的话……说是要让我『眼睛』打开，顺便建立精神上的联系。原来如此，库姬从那时起就为这种事态做好了准备吗？

   　クギと初めて致した時にそんな話をしたような……俺の『目』を開かせるついでに、精神的な繫つながりを作るとかなんとか。なるほど、クギはあの時からこういった事態に備えていたわけか。

   「原来如此，我理解了。谢谢你告诉我。」

   「なるほど、色々と納得できたと思う。話してくれてありがとうな」

   「我会毫无保留地告诉您一切。今后如果有什么在意的事，也请尽管问我，主公。」

   「包み隠さず何でもお話しします。今後も気になったことがあれば何でもお聞きくださいね、我が君」

   「嗯，到时候我不会闷在心里，会像这次一样问你。谢谢你。」

   「ああ、その時は抱え込まないで今回みたいに聞くことにするよ。ありがとうな」

   　听到我的回答，库姬微微一笑。嗯，真可爱。

   　俺の返事にクギがにこりと微笑む。うん、可愛い。

   　可能是因为战斗时身体剧烈运动，肚子有点饿了，邀请大家去吃点什么吧……正当我这么想的时候，我的小型情报终端发出了呼叫音。是翔子医师打来的。

   　戦闘で激しく身体を動かしたせいか小腹が空すいてきたし、皆を誘って何か食おうか……と考えたところで俺の小型情報端末からコール音が鳴った。ショーコ先生からだ。

   「喂，怎么了？」

   「はいよ。どうした？」

   『啊……上校那边出了点麻烦，你能来帮忙吗？』

   『あー……大佐の件が少々困った事態でね。力を貸してくれるかな？』

   「我？可以是可以，不过我能帮上什么忙吗？」

   「俺が？　別に良いけど、俺で何か役に立つようなことがあるのか？」

   『嗯————……这个嘛，希罗君应该很合适吧』

   『うーーーーん……まぁ、そうだね。ヒロくんが適任かなぁ』

   　这『嗯————』也太长了吧。感觉她说话含糊不清的，我有种不好的预感。

   　随分長い『うーん』だったなオイ。なんか全体的に歯切れが悪いし、何か嫌な予感がするんだが。

   　不过既然翔子医师都这么说了，那肯定是有我才能解决的事态……到底是什么事？难道上校闹起来了？

   　とはいえショーコ先生がそう言うなら俺が必要な事態……どういう事態だよ？　大佐が暴れでもしてるのか？

   『总之你先过来吧，快点』

   『とにかく来てくれたまえ。急いでだよ』

   「虽然有点摸不着头脑，不过OK，我马上过去」

   「微妙に腑ふに落ちないけど、オーケー。すぐ行く」

   　我挂断电话，从沙发上站了起来。

   　通話を終了し、ソファから立ち上がる。

   　有种不好的预感……我那觉醒了时空和命运操作能力后变得敏锐的第六感正在强烈地警告我。不过也不能放着不管。

   　なんだか嫌な予感がするなぁ……時空間と運命を操る能力に開眼して鋭くなった俺の第六感がビンビンに反応している気がする。とはいえ放ってもおけないか。

   　我向库姬他们简单说明了一下情况，然后就跑向了医疗坞。

   　俺はクギ達に軽く事情を説明し、メディカルベイへと走るのであった。

  

 
  
   
    ＃6：这种事会像色情漫画一样发生吗？

    ＃６：そんなエロ漫画みたいなことある？

   

   


   


   「我就直截了当地说了。你快点上她吧」

   「単刀直入に言うとだね。ヤっちゃいなよって話なんだ」

   　我冲进了医疗坞——医务区兼翔子医师的研究室，一见面，庸医……不对，翔子医师就对我伸出拳头，从指缝间露出大拇指的指尖。这是再明显不过的信号了。

   　メディカルベイ──医務区画兼ショーコ先生の研究室に俺がダッシュで到着し、顔を合わせるなりヤブ医者……じゃないショーコ先生はそう言って俺に向かって拳こぶしを突き出し、指の間から親指の先を覗のぞかせて見せた。これ以上なくわかりやすいサインである。

   「别这样。话说，你跳过太多步骤了。给我说明一下，说明」

   「やめなさい。というか、色々とすっ飛ばしすぎている。説明をしてくれ、説明を」

   「诶？太麻烦了，反正最后还是要上的，有什么关系嘛」

   「えー？　面倒だし結局ヤることになるんだし良くないかい？」

   「有关系」

   「良くないから」

   　翔子医师撅起嘴抱怨道。我用手拍掉她猥亵的手势，以坚决的态度要求她说明。瑟琳娜上校的情况……呼吸还是很浅，很急促。脸也很红，好像在发烧。虽然意识模糊，但眼睛似乎没有对焦。

   　唇を尖とがらせてぶーたれるショーコ先生の卑ひ猥わいなサインをペシッと手で払ってやめさせ、毅き然ぜんとした態度で説明を求める。セレナ大佐の様子は……相変わらず呼吸が浅く、荒いな。顔も赤いし、熱もありそうだ。ぼんやりしているが、目の焦点も定まっていないように見える。

   「嗯，距离镇静剂失效还有一段时间……那个，首先从结论来说，侵蚀上校的是纳米机器制剂。关于这个我已经将其无效化了，其他药剂也处理成无害了。之后就交给本人的代谢能力和异物清除植入物就好」

   「まぁ、鎮静剤が切れるまでもう少し時間があるか……ええとだねぇ、まず結論から言うと大佐を蝕むしばんでいたのはナノマシン製剤だ。それに関してはもう無力化したし、他の薬剤に関しても一通り無害になるように処理した。後は本人の代謝能力と異物除去インプラントに任せる形で良いね」

   「听你这么说，我觉得问题已经全部解决了，没有我出场的份了吧？话说回来，用异物清除植入物和强化过的代谢能力，不能让纳米机器失效吗？」

   「それなら話を聞く限り、全て解決して俺の出番は無いように思うんだが？　というか、異物除去インプラントと強化された肉体の代謝能力で無効化できなかったのか？」

   「首先我要纠正你的一个错误，不管身体的代谢能力有多高，就算有异物清除植入物，在纳米机器制剂面前也是无力的。只要有自我复制能力的纳米机器进入体内，直到达到目的为止都会持续增加。不管异物清除植入物如何全力运作，纳米机器都会在体内某处持续增加，如果不让纳米机器本身失效，总有一天会引发过载。不过，正因为有这个植入物，才能撑到现在。」

   「まず勘違いを訂正しておくけど、いくら身体からだの代謝能力が高かろうと、異物除去インプラントがあろうと、ナノマシン製剤の前には無力だから。自己複製能力のあるナノマシンが一ユニットでも体内に入ったら、目的を達するまで増え続けて止まらないからねぇ。異物除去インプラントがいくらフル稼働しても体内のどこかで増え続けるんだから、ナノマシンそのものを無力化しないといずれオーバーフローを起こしてしまうわけだよ。まぁ、このインプラントがあったからこそ、ここまで保もったんだけどね」

   「原来如此。我完全不明白这和『上她』有什么关系？」

   「なるほど。それがどうしてヤッちゃえに繫がるのかが全くわからんが？」

   「关于这一点，你就算向我抱怨也没用。我希望你去向那个把这种恶趣味的纳米机器制剂注入上校体内的邪魔外道抱怨。从采集到的纳米机器的代码来看，十有八九是宙贼制造的。相当恶毒哦？」

   「それに関しては私に文句を言われてもねぇ。そういう趣味の悪いナノマシン製剤を大佐に注入した外道に言って欲しいかなぁ。採取したナノマシンのコードを見る限りは十中八九宙賊製だね。相当悪あく辣らつな品だよ？」

   「……不能用镇静剂之类的处理吗？」

   「……鎮静剤とかでどうにかならないのか？」

   「从结论来说，上校是撑不住的。这东西真的很恶毒，身体和大脑已经被玩弄完了。虽然已经开始制作对抗用的纳米机器制剂，但再怎么赶也要花上整整一天才能完成。虽然也不是不能用镇静剂让她睡到那个时候，但什么都不做的话，到那个时候上校就上天堂了。不对，是上天国？」

   「結論から言うと、大佐が耐えられない。本当に悪辣な品でねぇ、身体と脳をもう弄いじり終わってるんだよね。カウンター用のナノマシン製剤は作り始めてるけど、出来上がるのにどんなに急いでも丸一日はかかる。鎮静剤でそれまで寝かせておくことはできなくもないけど、何もしなかったらその頃には大佐は天国行きだね。いや天国イキかな？」

   　翔子医师一边说着一边歪着头。这个下流的笑话一点都不有趣。

   　そう言いながらショーコ先生が小首を傾かしげる。面白くないからな、その下品なジョーク。

   「再怎么恶趣味也该有个限度……而且，你说要花上整整一天？现在的状况可没那么多时间啊。能不能想办法再快一点？」

   「趣味が悪いにも程がある……それに、丸一日だって？　今の状況でそんなに時間なんて取れないぞ。なんというかこう、いい感じにどうにかならないのか？」

   「能的话我早就做了。」

   「なるならしてるよ」

   　翔子医师耸了耸肩。说得也是。如果翔子医师能做点什么的话，她早就做了。特地陷害我……不对，是让我陷害她？这也没有意义吧。

   　そう言ってショーコ先生が肩を竦すくめてみせる。それはそう。ショーコ先生だってどうにかできるならどうにかするだろう。わざわざ俺をハメる……いやハメさせる？　意味も無いだろうしな。

   「话说回来，这药也太离谱了……到底有什么需求啊？」

   「それにしても冗談みたいなクスリだな……どういう需要があるんだよ」

   「应该有需求吧？我觉得很适合用来彻底破坏像上校这样的女性的尊严。」

   「需要はあるんじゃない？　大佐みたいなタイプの女性の尊厳を徹底的に破壊するのには向いてると思うよ」

   「我的头开始痛了……如果能满足的话，让上校自己想办法怎么样？」

   「頭が痛くなってきた……満足すれば良いだけならこう、大佐に自分でなんとかしてもらうとかは？」

   「如果只是这样的话，我何必特地把希罗君叫过来。我直接给她做医疗处置不就行了。直截了当地说，上校现在不和男人做那档事就无法平息症状」

   「それならわざわざヒロくんを呼ばないよ。私が医療措置を取れば良いだけなんだから。直ちよく截せつに言うと、男の人とアレしないと収まらないようになってるんだよ」

   「真的有这种像色情漫画一样的事？真的假的？」

   「そんなエロ漫画みたいなことある？　まことに？」

   「真的真的。而且我之前也说过，关于这件事你就算向我抱怨也没用。宙贼的恶趣味也不是一天两天的事了」

   「まことまこと。というか、それに関しては私に文句を言われても困るって言ったよね？　宙賊の趣味の悪さは今に始まったことじゃないでしょ」

   「这……倒也是」

   「それは……そうだな」

   　和把四肢砍掉做成“能用”的艺术品，或者改造内脏使其不断流出药物相比，无止境地发情，不做那档事就会死……这种症状还算好的吧？真的好吗？真的真的好吗？

   　四肢を取っ払って愉快で『使える』オブジェにするだとか、それに飽き足らず内臓を改造してクスリを垂れ流すようにするだとかに比べれば、際限なくムラムラして致さないと死ぬ……くらいならまだマシな方か？　マシか？　本当にマシか？

   「镇静剂差不多要失效了，你快点决定是要救她还是见死不救」

   「そろそろ鎮静剤が切れるから、助けるか見殺しにするか決めてね」

   「你这说法……真的没有其他办法了吗？」

   「言い方。本当に他に方法はないのか？」

   「至少我想不出来。啊，说不定把希罗君的装进注射器里，然后注射到上校的」

   「少なくとも私には思いつかないねぇ。ああ、もしかしたらヒロくんのをシリンジに入れて大佐の」

   「我知道了。我知道了，让我稍微考虑一下」

   「わかった。わかったから少しだけ考えさせてくれ」

   　我一瞬间觉得，这样都比现在的情况要好。但要是真要这么做，上校估计会自己切掉自己的脑袋。毕竟贵族的剑要切掉脑袋也不是什么难事。

   　まだそっちのほうがマシか？　と一瞬思ったが、そんなことをするくらいなら大佐は自分で自分の首でも切りそうな気がする。貴族の持つ剣ならその程度のことは難しくないからな。

   　总之，我至今为止一直都在避免和上校发展成那种关系。要说为什么，是因为她是大贵族的千金，同时也是帝国航宙军的高官。我想要继续过现在的佣兵生活，而且和她发展成那种关系的话，我和蜜蜜她们的关系也会发生变化——最坏的情况下，我甚至担心自己会被她们抛弃。

   　とにかく、今まで大佐とそういう関係になることは避けてきた。何な故ぜかと言えば、彼女が大貴族の令嬢で、帝国航宙軍の高官でもあるからだ。俺としては今の傭よう兵へい生活を続けたいし、彼女とそういう関係になることでミミ達との仲が変わってしまう──最悪、引き離されるのではないかという懸念があったからな。

   　而现在呢？嗯，考虑到立场的话，我觉得自己也不至于被单方面地压倒。佣兵公会会积极地狩猎宙贼，为帝国航宙军和帝国本身做出贡献，他们应该不会想放弃在双方都有所贡献的我，所以会全面地保护我吧。

   　それが今ではどうか？　まぁ、立場を考えればそこまで一方的にやり込められるようなものでも無いように思う。傭兵ギルドは進んで宙賊を狩って回り、帝国航宙軍や帝国そのものに貢献して双方から覚えのめでたい俺を手放したくはないだろうから、全面的に俺を守ろうとするだろう。

   　在帝国法律上，我虽然只是名誉爵位，但也是贵族，所以被瑟琳娜上校的爸爸、妈妈、爷爷、奶奶、哥哥或姐姐砍死……虽然不是不可能……但如果是决斗的话，只要接受挑战就行了。

   　帝国法的にも俺は名誉爵位とは言え貴族なので、怒ったセレナ大佐のパパやママやグランパやグランマ、あるいはブラザーやシスターに斬り殺されるということは……無いとは言えないが……決闘なら受けて立てばいい。

   　没错，决斗。最后用剑和暴力解决一切不就好了吗？虽然我对思考着这种白刃主义的自己感到有些战栗，但作为最终手段应该可行吧。

   　そうだ、決闘だ。最終的に剣と暴力で全てを解決してしまえば良いのでは？　なんか白刃主義者みたいなことを考えている自分に若干戦せん慄りつを覚えないでもないが、最終手段としてはアリだろう。

   　话说回来，我能够抛弃瑟琳娜上校吗？

   　というか、そもそもの話。俺はセレナ大佐を見捨てられるのか？

   　做不到吧？做不到。不管怎么说，我和瑟琳娜上校也认识很久了，我并不讨厌她。不如说，我喜欢她。无论是作为毫无破绽的狡猾帝国军人的瑟琳娜上校，还是私生活里孤零零的废柴瑟琳娜上校，我都喜欢。要不是因为她的立场很麻烦，我早就主动出击了。

   　無理じゃないか？　無理だな。なんだかんだでセレナ大佐とは長い付き合いだし、憎からず思っている。というか、普通に好きだ。隙が無くて狡こう猾かつな帝国軍人としてのセレナ大佐も、私生活ではぼっちでぽんこつなセレナ大佐も。面倒な立場さえ無ければとっくに俺からアプローチしてただろう。

   　嗯，好。我下定决心了。

   　うん、よし。心は決まった。

   「所以我不是说了吗，结果还是要做嘛」

   「だから言ったじゃないか、結局ヤることになるって」

   「我先说好，这会很麻烦的。到时候翔子医师也会很辛苦的」

   「先に言っておくけど、面倒事になるからな。その時にはショーコ先生にも大いに苦労してもらうからな」

   「哼哼，正合我意——呜啊！？」

   「ふふん、望むところ──うぁんっ!?」

   　翔子医师自信满满地挺起胸膛，让我有点不爽，所以突然揉了揉她的奶子。哼哼，有破绽。

   　自信満々に胸を張るショーコ先生にイラッとしたので唐突に乳を揉もんでやった。ふふん、隙ありだぜ。

   「那我就把上校带走了。总之，先对外宣称上校正在接受急救治疗，谢绝会面」

   「それじゃあ大佐は連れて行くから。とりあえず大佐に関しては救急治療中で面会謝絶ってことにして対応しておいてくれ」

   「咕呜呜……没办法，就让姐姐我来巧妙地处理吧」

   「ぐぬぬ……仕方ない、お姉さんが上う手まい具合にやっておいてあげようじゃないか」

   「拜托了」

   「よろしく」

   　说完，我用公主抱的方式抱起瑟琳娜上校，把她带回我的房间。

   　そう言って俺はセレナ大佐をお姫様抱っこの形で抱き上げ、俺の部屋へと連れて行くのだった。

   　哎？在这里？不，再怎么说在这里也……既没有气氛，之后瑟琳娜上校清醒过来后好像也会生气。

   　え？　ここで？　いや流石さすがにここではちょっと……ムードもクソもないし、後で我に返ったセレナ大佐に怒られそうだから。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　就算是我，也不会对因为镇静剂而意识模糊的瑟琳娜上校出手。因为不会出手，所以就先让她躺在床上，松开衬衫的领口，然后因为觉得她可能口渴了，就准备了水瓶，勤快地照顾她。

   　流石に俺も鎮静剤で意識も定かではない状態のセレナ大佐に手を出すほど非道ではない。非道ではないので、とりあえずは彼女をベッドの上に寝かせてシャツの胸元なんかを緩めてやりつつ、喉のどが渇いているかもしれないからと水のボトルなどを用意したりと甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いていた。

   　在照顾的过程中，镇静剂开始失效，瑟琳娜上校的意识逐渐清醒。她开始可爱地撒娇，我便如她所愿地摸摸她的头，抱抱她，然后接吻，互相触摸身体，内容逐渐升级，最后被瑟琳娜上校推倒了。

   　そうしているうちに鎮静剤が切れ始めたセレナ大佐の意識が少しずつはっきりしてきた。それはもう可愛かわいらしく甘えてきたので、望むままに頭を撫なででやったり、抱きしめてやったりしているうちにキスをしたり、身体を触り合ったりと内容がエスカレートしていって、最終的にはセレナ大佐に押し倒された。

   　那真是热情啊。不愧是身体强化过的人，体力惊人。不过，不知道是那个恶趣味的药的影响，还是瑟琳娜上校的敏感度本来就很好，虽然攻击力和体力很高，但防御力很低，所以很快就让她理解了经验的差距。

   　それはもう情熱的だったね。流石に身体強化しているだけあって体力は凄すごい。まぁ、例の趣味の悪いクスリの影響か、それともセレナ大佐の感度が元々良かったのか、攻撃力と体力が高くても防御力が低かったのですぐに経験の差を理わ解からせてやったけど。

   　就这样缠绵的结果，她完全恢复了自我。

   　そうしてくんずほぐれつした結果、彼女は完全に我を取り戻したわけなのだが。

   「干脆杀了我吧……不如说我要死了。」

   「いっそ殺して下さい……むしろ死にます」

   「我就是为了不让你死才帮忙的，所以别这么说哦？」

   「そうしないために一肌脱いだんだからやめてね？」

   　完全恢复自我的瑟琳娜上校把脸埋在枕头里，完全把自己封闭在自己的壳里。我则单手撑着脸侧卧在她旁边，一边抚摸着她的后背一边苦笑。

   　完全に我を取り戻したセレナ大佐は枕に顔を埋うずめて完全に自分の殻に閉じ籠こもってしまっていた。俺はそんな彼女の横に片かた肘ひじを付いて横おう臥がし、彼女の背中を撫でつつ苦笑しているわけだが。

   「呜呜……居然，居然是这种形式……那个男人，我一定要杀了他」

   「ううっ……こんなっ、こんな形でぇ……あの男、何が何でも絶対に殺してやります」

   「虽然可能不是理想的形式，但只看结果的话不是挺好的吗。我并不后悔，上校也很可爱，我很满足」

   「理想的な形ではないかもしれないけど、結果だけを見れば良かったじゃない。俺は後悔してないし、大佐は可愛かったし、満足だよ」

   「……请叫我瑟琳娜。还有请摸摸我的头」

   「……セレナって呼んで下さい。あと頭を撫でて下さい」

   「好好，瑟琳娜很可爱」

   「はいはい、セレナは可愛いな」

   　我摸了摸趴在枕头上耍任性的瑟琳娜的头。这样做了之后，她的内心也多少平静下来了吗，她翻了个身，把后背贴了过来。

   　枕に突っ伏したまま我わが儘ままを言うセレナの頭を撫でてやる。そうしていると彼女の心も多少は落ち着いてきたのか、ころんと横に転がって俺に背中をくっつけてきた。

   「这里不是应该面对面说话吗？」

   「ここはお互いに顔を合わせて話すところじゃないか？」

   「……太害羞了」

   「……恥ずかしいですし」

   「那就没办法了」

   「なら仕方ないな」

   　我们彼此都没有特别说什么话，暂时互相感受着对方的体温。嗯，这个奖励和我的辛苦算是对等了吧？话虽如此，考虑到今后可能会降临的灾难，感觉完全不划算啊。

   　お互いに特に言葉を発さず、暫しばし互いの体温を確かめ合う。うーん、まぁ、苦労に見合ったご褒美ではあるか？　とはいえこれから降り掛かってくるであろう災難を考えると、採算が全く合わない気がするな。

   「这样好吗。对我这种麻烦的女人出手」

   「良かったんですか。私みたいな面めん倒どくさい女に手を出して」

   「你还真记仇啊。不过，我不会后悔的。如果瑟琳娜不这样做就会死的话，我也会忍住麻烦的」

   「根に持ってるなぁ。まぁ、後悔はしてないとだけ。こうしないとセレナが死ぬって話なら面倒くらい飲み込むさ」

   「诶？死是什么意思？」

   「え？　死ぬってどういうことです？」

   「如果就这样放着不管的话，不管精神力和体力多么强韧，就算用镇静剂蒙混过去，也会去天国的。我们家的名医是这么说的」

   「あのまま放置したらどんなに強きよう靭じんな精神力や体力があろうと、鎮静剤で誤魔化そうと天国行きだったらしいよ。うちの名医の話によると」

   「那，那个男人给我打了什么剧毒啊……！所以，已经治好了吧？」

   「あ、あの男なんという劇物を打ってくれているんですか……！　それで、もう治ったんですよね？」

   「不，还没有。现在只是平静下来了」

   「いや、まだ。今は落ちついただけ」

   「哈？」

   「は？」

   「瑟琳娜的身体被大卫注射了可疑纳米机器药剂，被改造成不定期注射就会闷死的身体，所以这样下去的话，又会受到难以忍受的冲动折磨。不过，现在我们家的医生正在制作让身体恢复原状的纳米机器药剂。注射那个的话似乎就能治好。另外，那个药要二十多个小时后才能完成」

   「セレナの身体はデイビットに打ち込まれた胡う乱ろんナノマシン製剤で定期的に致さないと悶もん死しする身体に作り替えられてしまってるから、このままだとまた耐え難い衝動に苛さいなまれる。ただ、今うちのドクターがその身体を元に戻すカウンターナノマシン製剤を作ってるから。それを打てば治せるらしい。なおその薬が出来上がるのは今から二十時間以上後だ」

   「这种情况下没有那么多时间」

   「この状況下でそんな時間はありません」

   　瑟琳娜转过身来，表情恢复成军人的样子。听到这种话，当然会变成这样了。

   　ぐるりとこちらに向き直ったセレナの顔が軍人のものに戻っている。そりゃこんな話を聞けばこうもなるわな。

   「为了治疗，我不能离开黑莲花，所以只能在这里下达指示。虽然掌握这个物资集聚基地的工作差不多要结束了，但之后的情报分析和前往战场需要花这么多时间吧？虽然最终我会回去，但在那之前只能待在这艘船上」

   「治療のためにブラックロータスから出られないから、ここから指示を出すってことにするしかないだろうな。この物資集積基地の掌握はそろそろ終わるだろうけど、その後の情報分析と戦場への移動でそれくらいの時間はかかるだろ？　最終的には戻ることになるだろうが、それまではこの船にいるしかないだろうな」

   「不能想想办法吗？」

   「どうにかならないんですか？」

   「要加快药物开发似乎是不可能的。虽然不知道冲动会以多长时间的间隔出现，但要消除冲动需要对象。我不打算把这个对象让给其他人。所以你就放弃吧」

   「薬の開発を早めるのは無理っぽいな。衝動に関してはどれくらいの間隔で来るのかわからんが、解消するには相手が必要だ。その相手を他の奴やつに譲るつもりはない。だから諦あきらめてくれ」

   「这，这个……唔」

   「そ、それは……むぅ」

   　可能是理解了需要对象这句话的意思，瑟琳娜发出低吟陷入了沉默。

   　相手が必要という言葉の意味を理解してくれたのか、セレナが唸うなって黙り込む。

   「我……是个麻烦的女人哦？」

   「私……面倒な女ですよ？」

   「我知道」

   「知ってる」

   　我看着她那双红色的眼睛，不由得笑了出来。真的是事到如今。

   　上目遣いでこちらを覗のぞき込んでくる紅あかい瞳ひとみを見据えながら思わず笑ってしまう。本当に今更だ。

   「这样好吗？」

   「良いんですか？」

   「如果不是这样，我就不会这么做」

   「そうじゃなかったらこうしてないから」

   「我会独占你的哦？」

   「独占しようとしますよ？」

   「如果可以的话请随意。但是，不要对蜜蜜她们出手哦？因为到时候就会量产像大卫和文森特那样的家伙」

   「できるならどうぞご自由に。ただし、ミミ達に手を出すような真ま似ねだけはやめてくれよ？　その時にはデイビットやヴィンセントみたいなことになる連中が量産されるだろうから」

   「我会铭记在心……我会比以前更缠着你，做好觉悟吧」

   「それは肝に銘じておきます……これまで以上に付きまとってあげますからね。覚悟をしておいて下さい」

   「Yes，Ma'am」

   「イエス、マム」

   　我如此回应瑟琳娜的宣言，然后在她的额头上轻轻一吻。

   　俺はセレナの宣言にそう返事をして彼女の額に軽くキスをした。
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   「我明明没时间做这种事……」

   「こんなことをしている暇はないんですが……」

   「嘴上这么说，但老师你不是在做出药之前都没法回来吗？那就好好放松一下嘛」

   「言うてセンセがお薬作るまでは戻られへんねやろ？　ならゆっくりしたったらええやん」

   「适度的休息也很重要哦，瑟琳娜大人」

   「適度な休息も大事だと思いますよ、セレナ様」

   　瑟琳娜一脸不情愿地被两名酒鬼夹在中间，为她们斟酒。同桌的艾尔玛笑嘻嘻地看着这一幕，蜜蜜和库姬也一样笑眯眯地望着。

   　不本意そうな表情のセレナが酒飲み二名に挟まれてお酌をされている。同じ席に座ったエルマはその様子をニヤニヤしながら眺めており、ミミとクギもまた同様にニコニコしながら眺めていた。

   　我？我远远地看着女性们的样子，检查和维护着在被崇高的时候被没收的武器。还有，我让瑟琳娜的部下们把文森特和不知名的贵族兵的剑鞘拿回来，所以也在保养剑。

   　俺？　俺はそんな女性陣の様子を遠目に見ながら、マジェスティックで捕らえられた際に一度没収された武器のチェックと整備をしているよ。あと、鹵ろ獲かくしてきたヴィンセントの剣と名も知らぬ貴族兵の剣の鞘さやをセレナの部下達に回収してきてもらったので、剣の手入れもしている。
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   　虽然剑鞘也具备一定程度的维护功能，但过度使用之后还是好好维护一下比较好。毕竟这把叫“魔剑”的武器，是帝国贵族以堪称偏执的热情打造出来的惊世武器。只要没有断成两截，就能通过简单的维护来维持其性能。

   　一応鞘にもある程度のメンテナンス機能があるけど、酷使した後はちゃんとメンテナンスしたほうが良いものだからな。まぁ、このモノソードってやつは帝国貴族が偏執的とも言える情熱でもって作り上げたトンデモ武器だからな。真っ二つに折れでもしない限り簡単なメンテナンスで性能を維持できるようになっている。

   　不过，这把剑该怎么处理呢？

   　しかしどうしたものかな、この剣は。

   　我最初得到的那两把成对的剑——打倒了克莉丝的杀父仇人巴尔塔扎之后得到的——是细长的剑，虽然耐久性有些问题，但是一对轻巧易用的长剑和短剑。我一直使用着这对剑。

   　俺が最初に手に入れた二本一対の剣──クリスの両親の仇かたきであるバルタザールを倒して得たものだ──は細身の剣で、少々耐久性に難はあるが軽くて扱いやすい長剣と小剣のセットである。俺はこの一対の剣をずっと使ってきた。

   　相比之下，这次得到的文森特的剑比巴尔塔扎的双剑要长一些，刀刃也比较厚，耐久性更优秀。巴尔塔扎的双剑再怎么锋利，要将穿着动力装甲的敌兵和战斗机器人一刀两断还是有些不安，但用这把剑就能放心了。不过，剑身又长又厚，所以很重，不好用。

   　対して、今回手に入れたヴィンセントの剣はバルタザールの双剣に比べると若干長く、刃やいばの厚みもあり、耐久性に優れる。バルタザールの双剣ではいくら斬れると言ってもパワーアーマーを装着した敵兵や、戦闘ボットなどを両断するのは不安があったが、この剣なら安心して斬れる。ただ、刀身が長くて厚みもある分重く、扱いづらい。

   　不知名的贵族兵的剑在平衡性上很优秀。比巴尔塔扎的双剑中的长剑更坚固，长度也差不多。但是比文森特的剑要短，刀刃也没有那么厚。虽然说不上是好是坏，但感觉用起来会很顺手。

   　名も知らぬ貴族兵の剣はバランスに優れている。バルタザールの双剣の長剣の方よりは頑丈で、長さは同じくらい。しかしヴィンセントの剣に比べれば長さは短く、そこまで刃に厚みはない。中途半端と言えばそうなのだが、使い勝手は良さそうだ。

   　如果要以出招次数和反击来进攻，就用巴尔塔扎的双剑。如果追求破断力，打击力和耐久性，就用文森特的剑。不知名的贵族兵的剑则属于中庸。

   　手数とカウンターで攻めるならバルタザールの双剣。破断力と打撃力、耐久性を求めるならヴィンセントの剣。中庸の名も知らぬ貴族兵の剣といったところか。

   　巴尔塔扎的双剑在正常状态下也能防御激光枪击，或者将激光枪击打回去，也就是所谓的光线斩。但文森特的剑就另当别论了，如果只用一把剑的话还好，但要是左手拿着不知名的贵族兵的剑勉强使用二刀流，就无法做到光线斩了。反击的精度和速度也会下降。虽然屏住呼吸使用时间延迟的话还是有可能做到。

   　バルタザールの双剣なら素の状態でもレーザー銃撃を防御したり打ち返したりする光線斬りもできるが、ヴィンセントの剣だと一本ならともかく、左手に名も知らぬ貴族兵の剣を持って無理に二刀流をすると光線斬りはできそうにないな。カウンターの精度と速度も落ちるだろう。息を止めての時間遅延を使えば可能だろうけど。

   　不知名的贵族兵的剑和巴尔塔扎的双剑中的长剑的话，勉强可以做到吧……？感觉是这样。真让人烦恼啊。不过，如果要对付装甲较薄的对人用途，就用巴尔塔扎的双剑；如果要对付装甲较厚的动力装甲兵和战斗机器人，就用文森特的剑，这样分开使用比较稳妥。不知名的贵族兵的剑就当备用吧。

   　名も知らぬ貴族兵の剣とバルタザールの双剣の長剣の方ならギリギリできるかな……？　って感じだ。悩ましいなぁ。まぁ装甲の薄い対人用途ならバルタザールの双剣、装甲の厚いパワーアーマー兵や戦闘ボット相手ならヴィンセントの剣と使い分けるのが無難か。名も知らぬ貴族兵の剣は予備だな。

   　顺便一提，瑟琳娜的剑比文森特的剑还要长一点，刀刃更厚更宽。与其说是长剑，不如说是刚剑更为贴切。用那把剑的话，不管是动力装甲兵还是什么，都能一刀两断吧。

   　ちなみにだが、セレナの剣はヴィンセントの剣よりも更に少しだけ長く、刃の身が厚くて幅が広い。長剣というよりは剛剣と言ったほうがしっくりきそうな代物だ。あれならパワーアーマー兵だろうがなんだろうが真っ二つにできるだろう。

   「话说回来，这样一来瑟琳娜也是姐妹的一员了呢」

   「それにしても、これでセレナも姉妹の一員ねー」

   「姐妹？」

   「姉妹？」

   「就是哥哥的……你懂的吧？」

   「ほら、兄さんの……わかるやろ？」

   「有，有点下流……虽，虽然是事实」

   「び、微妙に下世話な……ま、まぁ事実ですけど」

   「真是漫长啊。愿望终于实现了」

   「長かったですよねぇ。念願叶かなって、ですね」

   「不过和他最先相遇的可是我……」

   「この中で彼と一番最初に出会ったのは私なんですけどね……」

   　她们那边也聊得很开心……那算是开心的对话吗？正当我这么想着的时候，瑟琳娜的小型情报终端响起了铃声。

   　向こうは向こうで楽しくやって……あれは楽しい会話なのだろうか？　などと考えていると、セレナの小型情報端末からコール音が鳴ったようだった。

   「是我。嗯，好的。那就这样。前线呢？这样啊。那么就立刻做好调动战力的准备。嗯，没问题。到时候治疗应该也结束了」

   「私です。ええ、はい。ではそのように。前線は？　そうですか。それでは戦力を取りまとめてすぐにでも動かす準備を。ええ、大丈夫です。その頃には治療も終わるはずですから」

   　结束短暂的对话后，瑟琳娜朝正在保养剑的我走了过来。虽然我大概知道内容，但还是问一下吧。

   　短いやり取りを終えたセレナが剣の手入れをしている俺の方へと歩いてきた。なんとなく内容はわかるが、一応聞くとしよう。

   「基地已经完全掌控，状况也掌握了。星际闸道那边似乎能由当地的帝国军应付，但前线那边似乎无法抵挡贝雷贝雷姆联邦的攻势。在前线被突破之前，我们必须作为预备战力赶过去。」

   「基地の掌握が完了し、状況も摑つかめました。ゲートウェイの方は現地の帝国軍だけで対処できそうですが、前線の方がベレベレム連邦の攻勢に持ちこたえられそうにありません。前線が食い破られる前に我々が予備戦力として駆けつける必要があります」

   「原来如此。那得让船动起来才行了。联邦的正规军吗……姑且不论能参加炮击战的黑莲花，克里希那和安特利翁该怎么办呢？」

   「なるほど。それじゃあ船を動かさないとな。連邦の正規軍相手かぁ……砲撃戦に参加できるブラックロータスはともかく、クリシュナとアントリオンはどうするかな」

   　基本上，正规军之间的战斗很容易演变成组成阵形的长距离炮击战。老实说，装载的炮的射程和威力方面没有胜算的佣兵的中、小型舰几乎没有出场的机会。就算以少数人冲进去也只会遭到迎击，就算凑齐人数，损失也会很惨重。

   　基本的に正規軍同士の戦いっていうのは陣形を組んでの長距離砲撃戦になりがちだからな。正直なところ、積んでいる砲の射程と威力面で勝ち目の無い傭よう兵へいの中・小型艦の出番は殆ほとんど無い。少数で突っ込んでも迎撃されるだけだし、頭数を揃そろえたとしても被害が洒落しやれにならないからな。

   　如果我有那种水平的技术，也不是不能用热源隐形巧妙地靠近，然后单枪匹马地冲进敌阵，但面对认真发动攻击的侵略军规模的对手，我可能会轻易被碾碎。这次也没有歌唱水晶那样的秘密武器。

   　俺くらいの腕があればサーマルステルスで上う手まく近寄って単身敵中に突撃なんてこともできなくはないが、流石にガチで攻撃をしにきている侵略軍規模の相手だとあっさり磨すり潰つぶされかねないんだよな。今回は歌う水晶みたいな隠し玉もないし。

   「请不要轻易突击而死。好不容易能像这样……总之请不要死。明白了吗？」

   「安易に突撃して死なないで下さいね。折角こうしてその……とにかく死なないで下さい。良いですね？」

   「Aye Aye，Ma'am，我会在完成任务的同时以生存为优先。」

   「アイアイマム、報酬分はしっかり仕事をしながら生存を優先しますとも」

   　话虽如此，对付正规军的佣兵工作确实很赚钱。战利品自不必说，帝国航宙军也会根据击坠数提供奖金。这次的合同也一样，只要击坠敌方舰船就能拿到报酬。

   　とはいえ、正規軍相手の傭兵業は儲もうかるからな。戦利品もそうだが、撃破に応じて帝国航宙軍から報奨も出る。今回の契約でもしっかり敵艦船の撃破で報酬が出るようになっている。

   「不过，你只要到了现场之后，根据情况适当投入战力就行了。」

   「まぁそこは現地に行ってから状況を見て適宜戦力として投入してくれれば良い」

   「我会这么做的。在那之前……这种时候你都怎么打发时间？」

   「そうさせてもらいます。それまでは……貴方あなたはこういう時は何をして時間を過ごすのですか？」

   「没什么特别的。如果能拿到即将成为战场的星系情报，我会先预习一下，然后检查一下机体的状况，除此之外就是放松心情，保持平静。」

   「特に何も。戦場となる星系の情報が手に入るなら予習しておくのと、機体の調子を軽く見ておく以外には心穏やかにリラックスしてる」

   「这、这样啊……我平时有很多事情要做，但这次全都交给部下了……所以静不下来。」

   「そ、そうですか……私は普段なら色々とやることがあるのですが、今回は全て部下達に任せているので……落ち着きませんね」

   　瑟琳娜说着坐到我旁边，看着我在休息区摆出来的店铺。

   　そう言ってセレナが俺の隣に座り、休憩スペースで広げている俺の店を眺める。

   「哎呀？你改变宗旨了吗？」

   「おや？　宗旨変えですか？」

   　她立刻注意到文森特的剑，疑惑地歪着头。毕竟这把剑和我之前用的剑风格完全不同。

   　そしてすぐにヴィンセントの剣に目を留めて不思議そうに首を傾げた。今まで俺が使っていた剣とは方向性がかなり違う剣だからな。

   「这是战利品。不过确实是把好剑。话说回来，你的身体还好吗？」

   「鹵獲品だよ。まぁ良い剣だよな。それより、身体は大丈夫なのか？」

   「你、你……色、色狼！」

   「な、か……す、すけべ！」

   「为什么啊！？」

   「なんでさ!?」

   　我只是单纯地担心她的身体，为什么突然就被叫成色狼了呢。真是搞不懂。

   　純粋に身体を心配しただけなのに、突然のすけべ呼ばわりとはどういうことなのか。これがわからない。

   「还，还问为什么！你不是知道我的身体状态吗！？你问我没事吗，如果我有事的话，那个……你懂的吧！？」

   「な、なんでもなにも！　私の身体の状態は知ってるでしょう!?　大丈夫かって、大丈夫じゃない場合は、その……わかりますよね!?」

   「啊……对。对啊。确实是这样。抱歉，我自以为是在担心你，结果太不体贴了」

   「あー……そう。そうね。確かにそうだ。すまん、心配したつもりでデリカシーが足りんかったわ」

   　对瑟琳娜身体有害的药剂和纳米机器制剂已经被翔子医师处理掉了，剩下的只有被恶毒的纳米机器制剂玩弄过的瑟琳娜的身体。虽然现在稳定下来了，但被玩弄过的身体再次受到折磨的话……也就是说，必须再次进行那种行为。虽然我是很欢迎啦。

   　既にセレナの身体に悪さをする薬剤やナノマシン製剤はショーコ先生の手によって無効化されており、残っているのは冗談みたいな悪あく辣らつなナノマシン製剤に弄られてしまったセレナの身体だけだ。今は落ち着いているが、弄られてしまった身体が再び苛まれるということは……つまりそういうことである。また行為に及ばないとならないというわけだ。俺はウェルカムだが。

   「抱歉。是我考虑不周。我只是单纯地担心你的身体，希望你能理解」

   「悪かった。考えが足りなかった。ただ、純粋に身体を心配しただけなんだってことはわかってくれ」

   「话是这么说……呜呜，为什么会变成这样啊」

   「それは、そうなんでしょうけど……うう、どうしてこんなことに」

   　瑟琳娜用双手捂住脸，连耳朵都红了。冷静冷静，情绪激动的话又会发作的。虽然我让她害羞了，没资格说这话，但还是希望她能冷静下来。

   　セレナが耳まで真っ赤にして両手で顔を覆う。どうどう、感情を昂たかぶらせるとまた発作が来るぞ。結果的に恥ずかしがらせている俺が言うのも間抜けだが、どうか落ち着いて欲しい。

   「总，总之，等这件事处理完之后，你可要跟我一起去帝都哦！？我还要去你老家打招呼，你可要陪我一起去哦！？」

   「と、とにかく、この件が片付いたら帝都まで同行してもらいますからね!?　実家にも挨あい拶さつに行きますから、付き合ってもらいますよ!?」

   「哎……？」

   「えー……？」

   「你为什么一脸不情愿的样子！？虽说事出有因，但你对我出手，难道以为能就这么算了！？你可要负起责任来哦！？」

   「なんでそんなに嫌そうな顔するんですか!?　成り行き上仕方がなかったとは言え、私に手を出してタダで済むと思っているんですか!?　責任は取ってもらいますからね!?」

   　我当然不觉得能就这么算了，也打算负起责任，或者说是陪她去她老家打招呼。但这时候老老实实地说是就太没意思了。

   　まぁ、タダで済むとは考えてないし、それなりに責任を取るというか、ご実家への挨拶に付き合うくらいはするつもりだけど。ここで素直にハイハイと従うのも面白くないな。

   「怎么办呢……要不我逃走吧……」

   「どうしよっかなぁ……逃げよっかなぁ……」

   「你要是逃走的话，我就追到宇宙的尽头把你杀了，然后我也去死」

   「逃げたら宇宙の果てまで追いかけて貴方を殺して私も死んでやりますよ？」

   「你的情绪怎么突然变得这么激动……」

   「急に湿度高くなるじゃん……」

   　瑟琳娜突然一脸严肃，眼睛里也失去了光亮，这也太吓人了吧？不过，事到如今，就算瑟琳娜对我使用暴力，我也有信心能正面解决。

   　騒いでいたセレナが急にスンッと真顔になって目からもハイライト消えるのあまりにも怖すぎるでしょう？　まぁ、今となってはセレナに暴力に訴えられたとしても、真正面からならなんとでもできると思うけどさ。

   「知道了知道了。我会陪你去帝都的。我有事要向皇帝陛下禀报，而且虽说事出有因，但我还是砍了伊克瑟马尔伯爵家的那帮人。总不能不经过任何调查和手续就无罪释放吧？」

   「わかったわかった。帝都にはちゃんと付き合うから。皇帝陛下に申し上げたいこともあるし、成り行き上とは言えイクサーマル伯爵家の連中を斬りまくったからな。特に何の取り調べや手続きもなくお咎とがめなしとはいかんだろ？」

   「我们的正当性应该会得到认可，所以我想不会有什么问题。我们阻止了伊克瑟马尔伯爵家的反叛行为，这有可能导致国境线失守，所以陛下很有可能会表扬我们。如果顺利的话」

   「私達の正当性が認められることになるでしょうから、然さ程ほど問題にはならないと思いますけどね。国境線の失陥に繫つながりかねないイクサーマル伯爵家の反逆行為を防いだということで、何かしらお褒めの言葉を頂ける可能性の方が高いんじゃないですか。上手く行けばですが」

   「我不会抱太大希望的。所以，还要再打一场吗？」

   「あまり期待はしないでおく。それで、もう一戦か？」

   「不，不用了！你这个色狼！」

   「し、しません！　このすけべ！」

   「好疼！？」

   「いってぇ!?」

   　瑟琳娜用手掌拍了我的肩膀，我感觉骨头都要碎了。我只是开个玩笑而已。

   　セレナに平手で肩を叩たたかれたんだが、骨が砕けるかと思った。ちょっとしたジョークなのに。
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    ＃7：罐头少女

    ＃７：缶詰少女

   

   


   


   「唔，没有可乘之机啊……」

   「うーん、つけ入る隙が無ねぇなぁ……」

   　瑟琳娜突然变得高湿度之后，大概过了二十小时。

   　セレナがいきなり高湿度になってみせてから凡およそ二十時間後。

   　结果在那之后我和瑟琳娜又大战了两回合，终于完成了反击用的纳米机器制剂，注射了纳米机器的瑟琳娜离开了黑莲花。

   　結局あの後セレナとは二回戦ほど致すことになり、ようやっと出来上がったカウンター用のナノマシン製剤を打ったセレナはブラックロータスから退艦していった。

   　我正好在那个时候抵达了最前线，古兰坎帝国航宙军和贝雷贝雷姆联邦军正在对峙。

   　ちょうどその辺りのタイミングで最前線に辿たどり着ついたわけだが、グラッカン帝国航宙軍とベレベレム連邦軍は睨にらみ合あいに突入していた。

   　在宇宙空间对峙？　也许有人会这么想，但就算雷射炮击正如字面意思以光速到达目标，距离太远的话也很难击中不断改变位置的目标。此外，虽然雷射炮击在宇宙空间不容易衰减，但也不是完全不会衰减。

   　宇宙空間で睨み合い？　と思うかもしれないが、いくらレーザー砲撃が文字通り光速で標的に到達するとは言っても、あまりに距離が開きすぎれば常に位置を変え続けている標的にはそうそう当たるものでもない。また、宇宙空間ではレーザー砲撃は減衰しにくいとはいえ、全く減衰しないわけでもない。

   　不使用超光速驱动的通常航行要缩短距离需要花太多时间，此外，就算进行雷射炮击也很难造成有效打击，因此存在雷射炮击的极限距离。

   　超光速ドライブを使用しない通常航行で距離を詰めるには少々時間がかかりすぎ、またレーザー砲撃を行っても有効打となりにくいレーザー砲撃限界距離というものが存在するのだ。

   　如果使用超光速驱动缩短距离，缩短距离的一方在解除超光速驱动时会露出破绽。当然，对于等待的一方来说是绝佳的靶子，所以双方都不容易使用超光速驱动。

   　超光速ドライブで距離を詰めた場合、距離を詰めた側は超光速ドライブの解除時に隙を晒さらすことになる。当然、待ち構えている側にしてみれば良いカモなので互いに超光速ドライブを使うことも難しい。

   　此外，作为防御方的帝国航宙军还配备了反FTL陷阱舰，反FTL陷阱舰产生的强大重力波会通过重力透镜效应使激光炮击弯曲，从而大大降低远距离激光炮击的效果。毕竟距离很远，只要轨道稍微偏移，着弹点就会偏离得很远。

   　また、防御側である帝国航宙軍は対ＦＴＬトラップ艦なども配備しているし、対ＦＴＬトラップ艦が発生させる強力な重力波は重力レンズ効果によってレーザー砲撃を曲げるので、遠距離からのレーザー砲撃の効力を大きく減らす効果も発揮する。何せ距離が距離なので、軌道が少しずれれば着弾点は大外れになってしまうからな。

   「所以，在激光炮击极限距离附近的超长距离激光炮击战中，防御方的帝国航宙军更有利」

   「というわけで、レーザー砲撃限界距離付近での超長距離レーザー砲撃戦では防御側の帝国航宙軍の方が有利だったりする」

   「原来如此，因为会与反FTL陷阱的暂时停止同时进行牵制射击，所以超长距离激光炮击的精度是帝国航宙军这边更高」

   「なるほど、対ＦＴＬトラップの一時停止と同期して牽けん制せい射撃を行うから、超長距離レーザー砲撃の精度は帝国航宙軍側の方が上になるんですね」

   「拜其所赐，我们也不能使用超光速驱动冲过去。因为反FTL陷阱舰释放的强大重力波不分敌我」

   「お陰さまで超光速ドライブを使って突っ込むことも出来ないわけだがな。対ＦＴＬトラップ艦が放つ強力な重力波は敵味方を区別しないから」

   「那么，暂时观望吗？」

   「では、暫しばらくは様子見ですか？」

   　库姬一边动着狐耳一边歪着头。

   　クギが狐きつね耳をピコピコと動かしながら首を傾かしげる。

   「是这样没错，但我觉得均衡不会持续太久。对方恐怕是付出了巨大的牺牲，才得以确保这个星系的星际航线出入口附近的星区，建立了桥头堡。换句话说，敌方的后方应该正在源源不绝地涌入增援。相对的，帝国航宙军因为伊克萨玛尔伯爵的部下搞出来的怠工事件，导致星际闸道无法使用，增援的抵达时间会有所延迟。虽然他们姑且从附近的星系召集了星系军来凑数，但战力比帝国航宙军要差啊……」

   「そうなるが、均衡はそんなに長くは続かないと思うぞ。あっちは恐らく大きな犠牲を払ってこの星系のハイパーレーン突入口付近のセクターを確保して、橋きよう頭とう堡ほを築いてる。つまり、敵の後方からはどんどん増援が押し寄せてきてる筈はずだ。対して、帝国航宙軍はイクサーマル伯爵の部下がやらかしたサボタージュのせいでゲートウェイが使えず、増援の到着が遅れている。一応近辺の星系からも星系軍を招集して頭数を補ってるようだが、帝国航宙軍よりも戦力的には劣るからなぁ……」

   　维持星系治安的星系军，其装备基本上都是从帝国航宙军退役下来的旧型舰艇，以战力来说是二线级的水平。训练程度也是参差不齐。

   　星系の治安を維持する星系軍の装備というのは基本的に帝国航宙軍の任務を退役して払い下げられた型落ち艦ばかりなので、戦力としては二線級だ。練度もまちまちだしな。

   「……呃？」

   「……ええと？」

   「也就是说，一旦联邦军凑齐了足以击溃我们的兵力，他们或许就会抱着承受损害的觉悟发起突击。」

   「つまり、こっちを蹴け散ちらせるだけの頭数を用意したら連邦軍は損害覚悟で突っ込んでくるかもしれないってことだ」

   「这……不是很糟糕吗？」

   「それは……マズいのでは？」

   「非常糟糕啊。现在的帝国航宙军就像是在拼命堵住即将溃堤的水坝一样。啊，这样讲很难懂吗？我想想，说是用应急处理勉强维持住不断破裂漏气的船壳，应该会比较正确吧。」

   「とても良くないな。今の帝国航宙軍は堰せきから溢あふれ出そうになっている水を必死になって押し留とどめているような状況だ。ああいや、わかりにくいか？　そうだな、どんどん破断して空気が漏れつつある船殻を応急処置でなんとかしている状況と言ったほうが正確だな」

   　不过，帝国航宙军也并非毫无胜算，他们也不是笨蛋，不会傻到接受这种就算成功反击，也会因为损失惨重而无法承受下一次攻击的状况。

   　まぁ、帝国航宙軍も勝てる見込みが少ないというか、もし押し返せたとしても被害甚大で次の攻撃に耐えられないというような状況を黙って受け入れるほど馬鹿でも無いが。

   「就我看来，被召集的星系军舰艇数量明显很少，所以他们应该是在某处做着什么准备。我想他们大概已经放弃在前线阻止敌人了。他们应该会放弃这个防御地点，退到下一个防御地点。」

   「見たところ、招集されたはずの星系軍の艦艇の数が明らかに少ないから、どこかで何かしらの仕込みをしてると思うけど。多分水際阻止はもう諦あきらめてるんじゃないか。この防御地点を放棄して次の防御地点に退ひくと思うぞ」

   「这样……没关系吗？」

   「それは……良いんですか？」

   　蜜蜜一脸为难地歪着头。身为帝国臣民，她大概觉得把帝国领土拱手让人的行为，有违帝国航宙军的荣誉吧。

   　ミミが難しい顔をしながら首を傾げる。帝国臣民としては帝国領土を明け渡すような行動は名誉ある帝国航宙軍のふるまいとしていかがなものかと思うところもあるのだろう。

   「只要最后能赢不就好了吗？只要撑到星际闸道修复，帝国军的主战力抵达，就能反过来发动攻势了。把敌人引诱到己方阵地的深处，再多次阻止其前进，迫使敌人流血。虽然这是很常见的手段，但正因为有效，才会是常见的手段。」

   「最終的に勝てば良いんじゃないか？　ゲートウェイが復旧して帝国軍の主戦力が来るまで持ち堪こたえれば逆にこちらから攻勢をかけられるんだからな。敵を自陣の深くに誘い込みつつ、何度も足止めを行って前進を阻み、出血を強いる。ありふれた手だが、有効だからこそありふれた手なのさ」

   　也就是所谓的纵深防御。牺牲领土、领域进行迟滞作战，争取时间消耗敌人。

   　いわゆる縦深防御ってやつだな。領土、領域を犠牲にして遅滞戦闘を行い、時間を稼いで敵の消耗を狙う。

   　问题在于宇宙空间的广阔程度、各种感应器的性能，以及光学兵器的射程和着弹速度。就算想把敌人引诱过来进行伏击，如果战力不够充分的话，很可能会在造成损害之前就被击破。不过关于这些困难的布阵问题，帝国航宙军的精英应该会妥善处理吧。

   　問題は、宇宙空間の広大さと各種センサーの性能、そして光学兵器の射程と着弾速度だろうか。敵を誘い込んで伏撃をしようにも、中途半端な戦力では即座に対応されて損害を与える前に撃破されかねないからな。まぁその辺の難しい布陣に関しては帝国航宙軍のエリートが良い感じにやってくれるだろう。

   　正当我这么想着的时候，军用的加密信息传了过来。我使用事先分发的加密密钥解密信息，确认内容。

   　などと考えていると、軍用の暗号メッセージが飛んできた。配布されていた暗号鍵かぎを使って暗号化を解除し、内容を確認する。

   「接下来要在小行星带附近阻止敌人前进吗？这是伏击的好机会。」

   「次は小惑星帯の近くで足止めか。伏撃チャンスだ」

   「联邦军会特地接近那种绝佳的伏击地点吗？」

   「そんな絶好の伏撃ポイントに連邦軍がわざわざ近づいてきますかね？」

   「他们似乎打算巧妙地运用反FTL陷阱舰来控制局面。把包括我们在内的护卫舰以下的船舰和舰载机藏在小行星带里，其他大型舰则进行牵制射击，诱敌深入。在敌人的注意力被大型舰吸引的时候发动伏击，然后一击脱离。」

   「対ＦＴＬトラップ艦を上う手まく使ってコントロールするつもりらしい。俺達を含めてコルベット以下の船とか艦載機を小惑星帯に潜ませて、その他の大型艦が牽制射撃を行って陽動。敵の意識が大型艦に向いたタイミングで伏撃を仕掛けて一撃離脱だとさ」

   「感觉损失会很大……」

   「被害が大きそうですけど……」

   「所以才要伏击并一击脱离啊。希望不要发生意外就好了。」

   「だから伏撃かつ一撃離脱なんだろ。ハプニングが起きなきゃ良いがな」

   　安特利翁也要参加伏击。毕竟它还是有相当的火力。不过它的速度并不快，所以有必要在发射后立即脱离。

   　アントリオンも伏撃に参加することになっている。アレでそこそこ火力があるからな。足の速さはそこまででもないから、ぶっ放したら即離脱してもらう必要があるが。

   「如果敌人拥有类似安特利翁的重力干扰器那样的装备，那可就麻烦了」

   「敵がアントリオンのグラビティジャマーみたいな装備を持っていたら大変ですね」

   「那是帝国航宙军的最新机密装备，应该没问题。如果敌人有那种东西，不先破坏掉干扰器的话，后果会很严重」

   「帝国航宙軍の最新秘匿装備だから、多分大丈夫だと思うけどな。もしそんなものがあったら、ジャマー持ちを最初にぶっ壊さないと大変なことになる」

   　即使是护卫舰以下的战斗舰和舰载机，只要能接近大型舰，就能造成足够的伤害，但如果持续暴露在密集的大型舰的对空炮火下，就会不堪一击。正因为如此，在敌方大型舰正式反击之前，有必要在发动攻击后立即脱离，如果受到干扰的话，就会造成巨大的损失。

   　コルベット以下の戦闘艦や艦載機でも肉薄できれば大型艦に十分なダメージを与えることはできるが、密集している大型艦の対空砲火に晒され続けたらひとたまりもない。だからこそ、敵大型艦に本格的に反撃される前に一撃を加えて離脱する必要があるわけで、それが邪魔されでもしたらとんでもない被害が出てしまう。

   　这么一想，重力干扰器也可以用来对付这种战场上的小型舰和舰载机的伏击。帝国航宙军也会利用这一点吗？

   　そう考えると、グラビティジャマーはこういう戦場での小型艦や艦載機による伏撃に対するカウンターにもなるのか。帝国航宙軍はそっち方向でも利用するのかね？

   「担心太多也没用。按照计划行动吧」

   「心配しすぎても仕方がない。計画通りに動こう」

   　被召集的星系军大概正在忙着散布诱饵和水雷吧。能否利用这些诱饵巧妙地将敌人引诱到伏击的设置点，是指挥官的本领所在。

   　恐らく招集された星系軍の連中はデコイだの機雷だのの散布に奔走しているのだろう。そういったものを利用して上手く伏撃の設定ポイントに敵を誘導できるかどうかが指揮官の腕の見せどころだな。
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   「可恶……那个两面三刀的混蛋贵族。果然不能相信采用野蛮封建贵族制度的家伙」

   「ぐぬぬぬ……二枚舌のクソ貴族め。やはり野蛮な封建貴族制などというものを採用している連中は信用がならん」

   　我侧目看着面红耳赤，仿佛随时都会气死的联邦宇宙军提督阁下，内心长叹了一口气。虽然阁下气得面红耳赤，但阁下明明是个连舰队都指挥不好的人，却靠着血统和人脉爬到联邦宇宙军中将的位子，我实在搞不懂阁下和阁下批判的帝国贵族有什么不同。

   　顔を真っ赤にして今にも憤死でもしそうな連邦宇宙軍提督閣下を横目に、私は内心で大きな溜ため息いきを吐つく。お顔を真っ赤にしていらっしゃるが、ろくに艦隊の指揮も出来ないくせに血筋とコネで連邦宇宙軍の中将にまで昇りつめたと評判の貴殿と、貴殿が批判している帝国貴族との違いが私にはよくわからないのだが。

   　应该说，帝国贵族这些人因为贵族这个字眼，在联邦内容易遭到白眼，但实际接触过后，我发现他们大多自尊心强，能力也高。像我这种舰队指挥单元，也有机会接触到这类情报。当然，我都是在不被任何人发现的情况下偷偷接触。

   　というか、帝国貴族という連中は貴族という字面に引っ張られて連邦内では白眼視されがちだが、実際に接してみると誇り高く、能力も高い者が多い。私のような艦隊指揮ユニットともなれば、そういう情報に触れる機会も得られるのだ。無論、誰にも気付かれないようにこっそりとだが。

   「明明听说不会受到太大抵抗就能抵达星际闸道……这样下去，我的资历不就受损了吗！」

   「大した抵抗もなくゲートウェイまで到達できるという話だったのに……このままでは私のキャリアに傷がついてしまうではないか！」

   　目前我等联邦宇宙军在数量上胜过帝国航宙军，虽然付出牺牲，但正逐渐深入敌国古兰坎帝国的领域。提督阁下原本说在内应的引导下，能不受到太大抵抗就抵达星际闸道。

   　今のところ我が連邦宇宙軍は帝国航宙軍に対して数で勝り、犠牲を払いつつもじわじわと敵国であるグラッカン帝国の領域に食い込みつつある。提督閣下は内通者の手引きにより大した抵抗もなくゲートウェイまで進行できると仰おつしやっていたのだが。

   『敌军的抵抗确实很弱。』

   『敵の抵抗が弱いのは確かではありますが』

   「那就再加把劲啊！我们要夺取星际闸道！」

   「ならもっと押さんか！　ゲートウェイを奪取するのだ！」

   『我反对。帝国的指挥官很狡猾。如果强行进攻，一定会遭到惨痛的反击。』

   『反対します。帝国の指揮官は狡こう猾かつです。無理押しをすれば必ず手痛いしっぺ返しを喰くらいます』

   「我才是提督！别废话了，给我上！用小行星带当盾牌逼近敌军！现在我方数量占优势，只要能将敌军纳入有效射程内，就能靠火力差距压制对方！」

   「提督は私だ！　良いからやれ！　小惑星帯を盾にして肉薄しろ！　数で勝る今ならしっかりと有効射程内に敵を捉とらえさえすれば火力差で押し切れるだろう！」

   『的确，这样就能将敌军舰队纳入射程内，但有遭到伏击的危险——』

   『確かにそうすれば敵艦隊を射程内に捉えられるでしょうが、伏撃を受ける恐れが──』

   「我说了，给我上。」

   「私はやれと言っている」

   『……是。』

   『……はっ』

   　这绝对不是什么好事。我在心中嘀咕，顺便透过电脑向各舰发出警报，要求他们对伏击保持最大限度的警戒。毕竟一旦开始全力运转，光是操作就会忙不过来，能分配给支援的资源就会降到最低限度。

   　絶対ろくなことにならんぞ、と心の中で呟つぶやき、ついでに電脳経由で各艦に伏撃に対して最大限の警戒を呼びかけておく。全力で稼働を始めたらオペレーションに手一杯になってサポートに割り振るリソースは最低限になってしまうからな。

   　头痛得厉害。好久没进行这么长时间的战斗了。大脑的芯片负荷过大，感觉都要烧起来了。连插在神经上的连接端子都传来刺痛。

   　頭痛が酷ひどい。こんなに長時間戦闘をするのは久しぶりだからな。脳のサイバーチップに負荷がかかりすぎて焼け付きそうだ。ジャックインしている神経接続端子にもピリピリと痛みを感じる。

   「区区罐头还敢顶嘴，真是嚣张……等作战结束后就换掉吧。」

   「缶詰の分際で口答えをするとは生意気な……作戦が終わったら交換するか」

   　这家伙，难道忘了自己也连接着舰内的网络吗？要不要假装电力过载，把你的脑浆烤成焦炭啊，你这头猪。

   　この野郎、お前も艦内のネットワークに繫つながってるのを忘れていやがるのか？　電力サージを装って脳のう味み噌そをカリカリのフライにしてやろうか、この豚め。

   『超光速驱动同步完成。移动至能以小行星带为盾的位置。』

   『超光速ドライブ同期完了。小惑星帯を盾にできるポイントへ移動します』

   「别大意了。」

   「抜かるなよ」

   　就算我没大意，你的命令也漏洞百出，根本没救了。可恶。希望不要有埋伏。

   　私が抜からなくても、お前の命令がガバガバだからどうしようもないんだよ。クソが。どうか待ち伏せがありませんように。
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   「……这是陷阱吗？」

   「……罠わなでしょうか？」

   「……不，很难说。」

   「……いや、どうだろう。これは」

   　收到暗号通讯后已经过了三个小时左右。在那之后我们放弃防御地点，一边在星系内后退，一边以我方的战舰和巡洋舰进行牵制炮击，一点一点地削弱敌军，毅然进行迟滞作战。

   　暗号通信を受信してからもう三時間ほども経たつだろうか。あれから二度ほど防御地点を放棄して星系内を後退しつつ、こちらの戦艦や巡洋艦が牽制砲撃で敵を少しずつ削り、遅滞戦闘を敢行した。

   　然后，我们终于将贝雷贝雷姆联邦军引诱到伏击地点的小行星带……但不知为何，贝雷贝雷姆联邦军完全按照我们的意图在小行星带布阵。该说他们毫无防备，仿佛完全没想过要伏击吗……我以为他们多少会有点戒心。

   　そしてついに伏撃ポイントである小惑星帯にベレベレム連邦軍を誘い込んだのだが……なんというか見事すぎるくらいにこちらの意図通りにベレベレム連邦軍が小惑星帯に布陣していた。伏撃なんて全然考えてませんと言わんばかりに無防備というかなんというか……少しくらいは警戒すると思うんだが。

   　就算这是陷阱，他们已经做好迎击准备，从这个状态来看，我们也会受到重创。应该说，他们似乎不是打算一击脱离，而是要打乱战，将我们彻底击溃。为什么这些家伙能在难以行动的小行星带中组成如此密集的阵形？

   　仮に罠で、迎撃の準備を整えていたとしてもこの状態からだと痛手を与えられる。というか、一撃離脱じゃなくて乱戦に持ち込んで壊滅させられそう。どうしてこいつらは身動きの取りづらい小惑星帯の中でこんな見事なほどの密集陣形を組んでいるのだろうか？

   「主公，该如何是好？」

   「我が君、如何いかが致しましょうか？」

   「不管怎么说，我们都要发动奇袭。根据情况，也可以提议直接留在这里进行混战……虽然风险很高，但能在这里击溃联邦军的话，就能立下大功。」

   「何にせよ奇襲はする。場合によってはそのまま留まって乱戦を提案するのも手だな……リスクは高いが、ここで連邦軍を叩たたければ大金星だ」

   　话虽如此，我没有指挥权，如果周围的人开始撤退，我也不撤退的话，就会被围攻，和蜜蜜还有库姬一起爆炸四散。所以也不能太乱来。不过，如果是优秀的帝国航宙军驾驶员和指挥官，应该会看准时机，下达继续攻击的指示吧。

   　とはいえ俺には指揮権が無いから、周りが引き始めたら俺も引かないと袋叩きにされてミミとクギごと爆散することになる。あまり無茶も出来ないんだよな。まぁ、優秀な帝国航宙軍のパイロットと指揮官なら機を見て攻撃続行指示を出すだろう。

   　就这样，我关闭了主动力炉，只靠电容器的动力维持最低限度的生命维持功能、被动式感应器和主屏幕，等待了十几分钟。贝雷贝雷姆联邦军和帝国航宙军的大型舰船开始进行炮击战。敌方的舰载机似乎也为了警戒而出击了几架，但数量很少。不知道是不是有什么原因，贝雷贝雷姆联邦军的小型战舰和舰载机的数量似乎不多。

   　そうしてメインジェネレータを落とし、キャパシターからの動力供給で最低限の生命維持機能とパッシブセンサー、メインスクリーンだけを動かしている状態で待つこと十数分。ベレベレム連邦軍と帝国航宙軍の大型艦船による砲撃戦が始まった。敵の艦載機も警戒のためかいくらか出撃しているようだが、数が少ない。なにか事情があるのか、ベレベレム連邦軍は小型戦闘艦や艦載機の数がどうもあまり多くないようなんだよな。

   　啊，贝雷贝雷姆联邦的巡洋舰连同护盾一起被华丽地粉碎了装甲，受到了中等程度的损伤。刚才那大概是黑莲花的EML吧。似乎是被弹头装有护盾中和装置的穿甲弹直接击中了。

   　あ、ベレベレム連邦の巡洋艦がシールドごと派手に装甲を粉砕されて中破した。今のは多分ブラックロータスのＥＭＬだな。弾頭にシールド中和装置を積んでる徹甲弾が直撃したらしい。

   「希罗大人！」

   「ヒロ様！」

   「来了吗？好，我们走。」

   「来たか。よし、行くぞ」

   　蜜蜜盯着被动感应器的数值，我收到她的信号后启动了克里希那的动力炉，立刻启动武器系统，开始向贝雷贝雷姆联邦军发起突击。

   　パッシブセンサーの数値に注目していたミミの合図でクリシュナのジェネレーターを起動し、すぐさまウェポンシステムを立ち上げてベレベレム連邦軍へと突撃を開始する。

   「头功就由我收下了」

   「一いち番ばん槍やりは頂きだ」

   　第一个目标是？　当然是那艘又大又像旗舰的大型舰。我用四门重雷射炮对已经展开的贝雷贝雷姆联邦的小型舰和舰载机造成损害，同时打开克里希那下部的武器舱，向敌方大型舰各发射一枚反舰反应鱼雷。

   　最初に狙うのは？　当然デカくていかにも旗艦って感じの大型艦だ。四門の重レーザー砲で既に展開しているベレベレム連邦の小型艦や艦載機に損害を与えつつ、クリシュナ下部のウェポンベイを展開して対艦反応魚雷を敵の大型艦に一発ずつ撃ち込んでいく。

   　虽然我姑且瞄准了大型舰，但毕竟不知道哪艘是旗舰。我将四枚反舰反应鱼雷各发射一枚，如果其中一枚能正中目标就再好不过了。

   　一応はデカい船を狙ったわけだが、どれが旗艦なのかは流石さすがにわからないからな。四発ある対艦反応魚雷を一発ずつ撃ち込んで、どれかが大当たりなら御の字といったところだ。

   　克里希那加速到最高速度，发射的四枚反舰反应鱼雷分别击中了四艘贝雷贝雷姆联邦军战舰——的侧腹，引起了大爆炸。

   　トップスピードまで加速したクリシュナから放たれた四発の対艦反応魚雷がそれぞれ四隻のベレベレム連邦軍戦艦──その横っ腹に突き刺さり、大爆発を起こす。

   「成功了吗！？」

   「やりましたか!?」

   「不，只有一枚的话，除非运气非常好，否则是无法击沉的。不过应该已经丧失了战斗能力」

   「いや、流石に一発ではよほど運が良くないと仕留められん。でも戦闘能力はほぼ喪失しただろうな」

   　装甲被炸飞，船体的一部分消失，船壳上出现裂痕，如果不分出人员进行损害控制，就会直接爆炸沉没。当然，这样就几乎没有余力分出人员进行攻击，根据情况，如果不立即停止动力炉，就会发生爆炸沉没的情况。虽然确实地解决掉战果更大，但这次战斗的胜利更为重要。不管怎么说，克里希那的一击都是决定性的一击，所以击破报酬金额也不会减少多少。

   　装甲が吹っ飛び、船体が一部消失。船殻にはヒビが入り、ダメージコントロールに人員を割かなければそのまま爆沈。当然攻撃に人員を割く余裕は殆ほとんど無くなり、場合によっては即座にジェネレーターを停止しなければやはり爆沈、というような事態になるのは必至である。確実に仕留めたほうが戦果としては大きいが、今回は戦闘に勝利することのほうが大事だからな。どっちにしろクリシュナの放った一撃が決定打であることには変わらないので、撃破報酬額も然さ程ほど減りはしない。

   「主公，接下来要怎么做？」

   「我が君、次はどのように？」

   「一边穿过敌阵，一边用霰弹炮破坏大型舰的主要推进器。大型舰本来就很迟钝，只要破坏主要推进器，整体的速度就会变得更慢。」

   「敵陣を駆け抜けつつ、散弾砲で大型艦のメインスラスターを破壊していく。ただでさえ鈍足の大型艦だ。メインスラスターを潰つぶせば全体の足が更に遅くなる」

   　基本上，组成船团行动时，行动速度是由最慢的船舰决定的。因为如果要以船团的形式行动，就不能丢下速度慢的船。

   　基本的に船団を組んでの行動をする場合には一番足が遅い艦の速度が船団全体の行動速度となる。船団として行動するなら足が遅い船を置いていく訳にはいかないからな。

   　如果要采取一击脱离战术，那么延迟敌人的行军速度是非常有效的手段。如果要直接进行扫荡战，那么在接舷送上海兵的时候，船的脚部被破坏会更容易进行，而且也更难逃跑。不管怎么说，这都是可行的行动。

   　一撃離脱するなら敵の行軍速度を遅らせるという意味で大変に有効だし、もしこのまま掃討戦を行うことになる場合には接せつ舷げんして海兵を送り込む際に船の足が潰れていたほうがやりやすいし、逃げられにくい。どちらにしてもやり得の行動である。

   『应战！击落他们！』

   『応戦しろ！　叩き落とせ！』

   『我方太近了！』

   『味方が近すぎる！』

   『Unit104快回答！Unit104！可恶！次席指挥官的指挥单元呢！？』

   『ユニット１０４応答しろ！　ユニット１０４！　クソッ！　次席の指揮ユニットは!?』

   『Unit203、Unit322沉默。本Unit251的生命维持装置也出现异常，无法维持太久。』

   『ユニット２０３、ユニット３２２沈黙。当ユニット２５１も生命維持装置に異常、長くは保もたない』

   　蜜蜜透过梅伊特制的解码软件监听到敌方的通讯内容。嗯？指挥单元？这词我很少听到。

   　メイ特製の暗号解読ソフトを通してミミが傍受した敵方の通信内容が聞こえてくる。ふむ？　指揮ユニット？　あまり聞かない単語だな。

   『帝国航宙军突击舰队继续战斗。趁敌人混乱之际发动攻击。敌方护卫舰以下的船舰随便应付，瞄准驱逐舰以上的船舰。只要击溃他们的脚，我方就会帮忙收拾。』

   『帝国航宙軍突撃艦隊は戦闘継続。敵が混乱している間に叩くぞ。敵コルベット艦以下の船は適当にあしらって、駆逐艦以上の船を狙え。足を潰せば味方が片付けてくれる』

   『收到。』

   『了解』

   　突击舰队的指挥官下达了继续攻击的指示，于是我们中断了一击脱离的战术，改为瞄准敌方大型舰，使其丧失战斗能力。首要目标是敌方大型舰的推进器，敌方小型舰则随便应付。嗯。

   　突撃艦隊の指揮官から攻撃続行の指示が出たので、一撃離脱を中断して敵大型艦の戦闘能力喪失を狙うことになった。第一目標は敵大型艦のスラスターで、敵小型艦は適当にやれと。ふむ。

   「就遵从指挥官大人的指示吧。一边注意防空炮火和敌方小型舰的迎击，一边扩大战果。」

   「指揮官様の指示に従うとしよう。対空砲火と敵小型艦の迎撃に気をつけながら戦果拡大だ」

   「是！」

   「はい！」

   「艾尔玛，小型舰就交给你了。比起对大型舰战斗，安特利翁更适合应付小型舰吧？」

   「エルマは小型艦の対処を頼む。アントリオンは対大型艦戦闘よりもそっちのほうが向いてるだろ？」

   『Aye Aye Sir。我会保护好你的背后。』

   『アイアイサー。背中は守るわ』

   「交给你了，伙伴。」

   「任せたぞ、相棒」

   　我一边注意着不要把安特利翁丢在一边，一边对无法组织性反击，损失逐渐扩大的贝雷贝雷姆联邦军发动攻击。虽然要是被来自四面八方的防空炮火围攻，就算是克里希那也无能为力，但是密集的贝雷贝雷姆联邦军不仅害怕误伤友军而无法全力射击，而且指挥系统混乱，无法进行瞄准目标的统一射击。这样一来，防空射击的威胁性就减少了八成。这种临时性的防空炮火根本打不中。

   　アントリオンを置き去りにしないように気をつけながら、組織的な反撃ができずにどんどん被害を拡大しているベレベレム連邦軍に攻撃を加えていく。四方八方から対空砲火を浴びせられたら流石にクリシュナでもどうしようもないが、密集しているベレベレム連邦軍は友軍誤射を恐れて全力射撃ができない上、指揮が混乱して目標を定めた統制射撃が飛んでこない。こうなると対空射撃の恐ろしさというものが八割くらい減る。場当たり的な対空砲火なんぞそう当たるものでもない。

   「那么，要害部位在哪里呢？」

   「さーて、バイタルパートはどこかな？」

   　只要在极近距离下，克里希那装备的霰弹炮就能无视护盾和装甲，直接对船体造成伤害。如果对手是平时对付的宙贼舰，就能活用这个特性轻易将船炸成碎片，但面对战舰这样的大型舰就很难做到了。因为航宙舰最大的弱点动力炉被配置在舰船的深处。就算随便射击，也无法轻易直接命中。

   　至近距離からであればクリシュナが装備している散弾砲はシールドと装甲をものともせず船体に直接被害を与えることができる。いつも相手をしている宙賊艦であればその特性を活いかして簡単に船を木っ端微み塵じんにしてやれるのだが、流石に戦艦のような大型艦が相手となるとそれも難しい。航宙艦最大の弱点であるジェネレーターなんかは艦の奥深くに配置されているからな。適当に撃ってもそう簡単に直撃させられないものだ。

   　但是，为了供给舰桥和武装等各个系统而储存能源的电容器，以及产生护盾的护盾产生器，还有从主动力炉将能源运送到这些地方的能源管，只要好好瞄准的话，就能造成相当大的伤害。像我这种等级的宙贼，就算是第一次看到的战舰，也能从武装的配置来大致推测出这些地方的位置。

   　しかし、艦橋や武装などの各システムに供給するためのエネルギーを蓄えているキャパシターや、シールドを発生させているシールドジェネレーター、それらにメインジェネレーターからのエネルギーを運んでいるエネルギーチューブなんかは上手くやれば十分狙える。俺くらいになると初見の艦でも武装などの配置からある程度あたりをつけられるからな。

   　这些重要设备统称为Vital Part。简单来说，就是船的要害。也可以说是弱点。只要瞄准这些地方攻击，就能以最少的功夫大幅降低大型舰的战斗能力。

   　そういった重要な設備のことをひっくるめてバイタルパートと呼ぶのだ。要は、船の急所だな。弱点と言っても良い。そういった場所を狙い撃ちにすることによって、大型艦の戦闘能力を少ない手間で大幅に低下させることが出来る。

   「以把散弹炮的子弹全部射光的气势上吧。」

   「散弾砲の弾を撃ち尽くすくらいの気持ちで行くぞ」

   「Aye Aye Sir！」

   「アイアイサー！」

   「是！」

   「はい！」

   　听着蜜蜜和库姬充满活力的回应，我让克里希那加速。由于四艘战舰已经无法战斗，接下来就瞄准威胁度较高的巡洋舰。

   　ミミとクギの元気な返事を聞きながら、俺はクリシュナを加速させた。既に戦艦四隻は死に体なので、次に脅威度の高い巡洋艦を狙っていく。

   『迎击！快迎击！把缠在身边的苍蝇打下来！』

   『迎撃だ！　迎撃しろ！　纏まとわりつく小こ蝿ばえを叩き落とせ！』

   『小行星和太空垃圾太碍事了，没办法！不先用主炮轰飞的话……！』

   『小惑星とデブリが邪魔で無理です！　主砲で吹っ飛ばしでもしないと……！』

   『在这种密集队形下，怎么可能随便发射主炮！想办法甩掉他们！』

   『こんな密集隊形で好き勝手に主砲をぶっ放せるか！　なんとか振り切れ！』

   『请别说这种不可能的话！』

   『無茶言わんでください！』

   　贝雷贝雷姆联邦军正为了应付我们而忙得不可开交。袭击他们的不只有我的克里希那和艾尔玛的安特利翁，还有接受佣兵公会委托参战的佣兵船，以及帝国航宙军那些比护卫舰还要小的船只和舰载战斗机等等。换句话说，就是相当庞大的阵容。

   　ベレベレム連邦軍は俺達への対処に大わらわだ。奴やつらに襲いかかっているのは俺のクリシュナとエルマのアントリオンだけではない。傭よう兵へいギルドで依頼を請けて参戦した傭兵の船もいるし、帝国航宙軍のコルベット以下の大きさの船や、艦載戦闘機などもいる。つまり、なかなかの大所帯だ。

   　被这么庞大的阵容，而且还是机动性高的舰艇在小行星带缠上，老实说，这几乎已经是走投无路的状况了。就算想设法脱身，也会被小行星和已经严重受损的四艘战舰妨碍，而且因为组成密集队形，所以也无法发射主炮的大口径雷射炮。毕竟要是误射的话，事情可就严重了。

   　そんな大所帯の、しかも小回りがきく艦に小惑星帯で纏わりつかれるというのは正直言ってほぼ詰みの盤面である。どうにか抜け出そうにも小惑星や既に大破している四隻の戦艦が邪魔だし、密集隊形を組んでいるせいで主砲の大口径レーザー砲をぶっ放すこともできない。誤射したら大変なことになるからな。

   　也就是说，像这样包围起来攻击的状况，其实相当轻松。

   　つまりなんだ。ここまで囲んで叩く状況ってのは実に楽なのだ。

   『！？对空武装失灵！？能源管被破坏了吗！？』

   『ッ!?　対空兵装ダウン!?　エネルギーチューブがやられたのか!?』

   『快切换到备用线路！』

   『バイパスしろ！』

   『不行！根本的地方被破坏了！第三区的损害严重！护盾明明没有被打破！为什么！？』

   『駄目です！　根っこをやられました！　第三区画の被害甚大！　シールドは破れてないのに！　なんで!?』

   　我击发的散弹炮弹壳轻易地贯穿了护盾和装甲，将敌方巡洋舰的船体连同能源管一起撕裂。当然，配置在受损区域的敌兵也落得比绞肉还凄惨的下场。虽然很令人难过，但这就是战争。

   　俺が撃ち込んだ散弾砲の弾殻がシールドと装甲を呆あつ気けなく貫通し、敵巡洋艦の船体をエネルギーチューブごと引き裂く。当然、被害区画で配置についていた敵兵もミンチより酷いことになっているだろう。悲しいけどこれ、戦争なのよね。

   　接着我绕到下一个目标的巡洋舰后方，用散弹炮攻击主要引擎。

   　次いで目標としている巡洋艦の後部に回り込み、メインエンジンに散弾砲を浴びせる。

   『主要引擎中弹！？又是从护盾上方……！』

   『メインエンジンに被弾!?　またシールドの上から……ッ！』

   『可恶！哪个家伙有贯穿能力！？找出目标击落他！』

   『クソッ！　どいつが貫通持ちだ!?　特定して叩き落とせ！』

   『如果办得到的话早就做了！啊啊！？护盾产生器破损！？』

   『できればやってます！　ああっ!?　シールドジェネレーター破損!?』

   　趁着敌舰的船员们在说相声的时候，我用散弹炮破坏了护盾产生器。像这样把对方的要害一一击溃，就是我打倒巨人的方法。如果有反舰鱼雷的话，只要射一发就能解决了，可惜那玩意儿只能搭载四发。

   　敵艦のクルー達が漫才をやっている間にシールドジェネレーターにも散弾砲をぶち込んで破壊しておく。こうやって手足を一つずつもぎ取っていくようにバイタルパートを撃ち抜いていくのが俺なりのジャイアントキリングのやり方だ。対艦反応魚雷があればそれをぶち込むだけで終わるんだが、あれは四発しか積めないからなぁ。

   　失去武器、盾牌和双脚的巡洋舰会有什么下场？不用说也知道，当然是被痛扁一顿。各种各样的武器攻击如雨点般落下，爆炸四散——在那之前就投降了。

   　武器も盾も足も無くなった巡洋艦の末路？　言うまでもないよな。そりゃもうバチボコのボコボコよ。ありとあらゆる兵器による攻撃が降り注ぎ、爆発四散──する前に降伏したな。

   「下一个。」

   「次行くぞ」

   「「Aye Aye Sir！」」

   「「アイアイサー！」」

   　散弹炮的残弹还剩很多。就全部打光吧。

   　散弾砲の残弾はまだまだたんまりとある。全てぶち抜いてやろう。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「兵者，国之大事，死生之地，存亡之道，不可不察也」

   「兵つわものどもが夢の跡、ってか」

   「那是什么？」

   「なんです？　それ」

   　我望着贝雷贝雷姆联邦军那被破坏得惨不忍睹的舰船，低声念道。耳尖的蜜蜜听到了我的低语，向我问道。

   　壊滅し、無惨な姿を晒さらすベレベレム連邦軍の艦船を眺めながら呟つぶやくと、耳みみ聡ざといミミが俺の呟きを拾ったのか、聞き返してきた。

   「啊，是我那个世界的诗人吟诵的有名诗句？」

   「あー、俺の世界の詩人が詠うたった有名な詩？」

   「那是什么意思？」

   「どのような意味なのでしょう？」

   「嗯，正式的应该是『夏草や、兵どもが夢の跡』吧。过去曾有勇敢的战士们，如今已全部死绝，被遗忘，只剩下茂盛的夏草，什么都没有留下，大概是这种感觉」

   「んー、正式には確か『夏草や、兵どもが夢の跡』だったかな。かつて勇敢に戦った戦士達がいたが、今はすべて死に絶え忘れられ、草が生い茂るばかりで何も残っていない、みたいな感じだったはず」

   「……总感觉有点寂寞，又有点悲伤」

   「……なんだか寂しいというか物悲しいというか」

   「那个诗人也是把这种心情写成了诗吧。虽然我也不太清楚」

   「その詩人もそういう気持ちを詩にしたんじゃないかね。知らんけど」

   「这时候说『虽然我也不太清楚』，不就白费了吗。本人觉得这是能打动人心的美妙诗句」

   「そこで知らんけど、と言ってしまうのは台無しでは。此この身は情動を揺さぶる素晴らしい詩だと思いますが」

   　库姬罕见地露出了苦笑。实际上不是诗人，而是俳人。不过，我也不太清楚诗和俳句的明确区别。只知道是五、七、五，还要加入季语。说到底，我连季语是什么都不知道。不知道吧？我不知道。什么是什么季节的季语，我真的不知道。

   　珍しくクギが苦笑いを浮かべている。実際には詩人ではなく俳人なのだが。いや、俺も詩と俳句の明確な違いなんてよく知らんのだがね。五、七、五で作って季語を入れるというくらいしか。そもそも季語というのがわからんし。わからないよね？　俺はわからん。何がどの季節の季語とかマジでよくわからん。

   「主公，有生命反应」

   「我が君、生命反応です」

   「运气真好。是逃生舱吗？」

   「運の良いやつがいるもんだ。脱出ポッドか？」

   「不……没见过这种东西。看起来不像是逃生舱」

   「いえ……見たことがないものですね。脱出ポッドには見えません」

   　虽然有些迟了，但还是说一下结论吧。在小行星带与贝雷贝雷姆联邦军的战斗以大胜利告终。

   　遅くなったが、結論から言うと小惑星帯におけるベレベレム連邦軍との戦闘は大勝利に終わった。

   　伏击完美成功，第一击就让敌方的指挥系统完全崩溃。进行奇袭的帝国航宙军突击舰队停止了一击脱离，直接继续战斗，贝雷贝雷姆联邦军更加混乱。瑟琳娜率领的帝国航宙军本队稍微绕过小行星，缩短距离，确保射线后进行舰炮射击，将毁灭性的损失进一步扩大。战斗结束后，损伤比为1：10以上，是大胜利。

   　見事に伏撃が決まり、最初の一撃で敵の指揮系統が完全に崩壊。奇襲を行った帝国航宙軍突撃艦隊は一撃離脱を中止してそのまま戦闘を継続し、ベレベレム連邦軍は更に大混乱。小惑星を僅わずかに迂う回かいして距離を詰め、射線を確保したセレナ率いる帝国航宙軍本隊による艦砲射撃で破滅的に被害が拡大。終わってみれば損害比は１：10以上の大勝利である。

   　然后，现在正在从人道观点寻找贝雷贝雷姆联邦军的生存者。救出留在船和残骸上的生存者是帝国航宙军的工作，像我这样的佣兵和帝国航宙军护卫舰以下的小型舰船，以及舰载战斗机等则在战斗区域中广泛散开，执行寻找生存者的任务。

   　で、今は人道的観点からベレベレム連邦軍の生存者を探しているところだ。船やその残ざん骸がいの方に残っている生存者の救出は帝国航宙軍の仕事で、俺のような傭兵や帝国航宙軍のコルベット以下の小型艦船、それに艦載戦闘機などは戦闘区域に広く散らばって生存者の探索任務に就いていた。

   　不过，几乎没有人能在被抛到宇宙空间后还能幸存，就算穿着适合在宇宙空间生存的装备，也几乎都会在被抛出时装备的某处受到损伤，然后直接死亡。

   　まぁ、生身で放り出されて生き残れるような人間はほぼいないし、宇宙空間での生存に適した装備を身に着けていたとしても、宇宙空間に放り出された際に装備のどこかに損傷を受け、そのまま死に至るケースが殆どだ。

   　因此，这次发现的生存者可以说相当幸运。

   　なので、今回見つかった生存者はかなりの幸運の持ち主だと言えよう。

   「……这是什么？棺材？」

   「……なんだこりゃ？　棺かん桶おけ？」

   「既然是圆筒，比起棺材，更像罐头吧？虽然尺寸有点大就是了」

   「円筒ですし、棺桶というよりは缶詰じゃないですか？　ちょっとサイズが大きいですけど」

   「回收吧」

   「回収しますね」

   　库姬操作回收无人机回收了有生命反应的神秘物体。不管怎么说，这下就抓到一名俘虏了。如果这个看起来不太舒服的物体里有生命反应的是人类就好了……该不会是什么生物兵器吧？

   　クギが操作する回収ドローンが生命反応のある謎の物体を回収する。何にせよこれで捕虜一名ゲットというわけだ。あまり居心地のよくなさそうな物体に収まっている生命反応が人間なら良いんだがな……まさか何らかの生物兵器とかじゃあるまいな？

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「正如蜜蜜所说，以罐头来说有点太大了」

   「ミミの言ってた通り、缶詰と言うには少々デカいよな」

   　由于不知道回收的罐头（暂定）的生命维持装置能撑多久，克里希那早早地回到了黑莲花。然后现在正从克里希那的货舱将那个罐头移到医疗坞，准备进行开封作业。

   　回収した缶詰（仮）の生命維持装置がいつまで保つかわからないので、クリシュナは早々にブラックロータスへと帰還した。そして今はクリシュナのカーゴルームから例の缶詰をメディカルベイに移し、開封作業を行おうとしている。

   　顺带一提，艾尔玛的安特利翁和整备士姐妹还在用无人机进行生存者的探索和回收。现在在医疗坞集合的只有我和翔子医师，以及蜜蜜，库姬和梅伊。还有把这个大罐头（暂定）运到医疗坞的战斗机器人一台。

   　ちなみに、エルマのアントリオンと整備士姉妹はまだドローンを使って生存者の探索と回収を進めている。今、メディカルベイに集合しているのは俺とショーコ先生、それにミミとクギとメイ。あとはこのデカい缶詰（仮）をメディカルベイまで運んできた戦闘ボットが一機だけだ。

   「确实是这样，不过以装人的东西来说，是不是有点太小了？」

   「確かにそうですけど、人が入っているにしてはかなり小さくないです？」

   「好像只能装小孩子进去」

   「子供くらいしか入らなそうですね」

   「扫描被弹开了。看起来有数据端口，我来连接」

   「スキャンは弾はじかれますね。データポートがあるようなので、アクセスします」

   　梅伊说完，从脖子附近拉出一条线，连接到罐头（暂定）底部的机械部分。既然是梅伊，应该一瞬间就能解析完……好像没完啊？她好像僵住了。

   　そう言ってメイが首筋の辺りからコードを引っ張り出し、缶詰（仮）の基部にある機械部分に接続する。メイのことだから一瞬で解析が終わる……終わらないな？　なんか固まってるぞ。

   「……梅伊？」

   「……メイ？」

   「……」

   「……」

   　梅伊睁大眼睛僵住了。怎么了？难道是坏掉了吗？

   　メイが目を見開いたまま固まっている。どうしたんだ？　まさか壊れたのか？

   「喂，没事吧？」

   「おい、大丈夫か？」

   「……是的。稍微花了点时间。已经压制住了，请不用担心」

   「……はい。少し手間取りました。制圧しましたのでご心配なく」

   「压制……？这玩意儿要怎么打开？」

   「制圧……？　どうやって開けるんだ？　これ」

   「目前没有打开的方法。需要专用的设备。所以，我想请主人用剑砍开。因为这样下去，里面的动力和各种药液都会枯竭，导致里面的人死亡」

   「開ける方法は現状ではありません。専用の設備が必要だとのことです。なので、ご主人様に斬って頂きたく。このままでは内蔵動力と各種薬液が枯渇して死んでしまうそうなので」

   「用蛮力……既然你这么说，那我就这么做了。一刀劈下去的话，里面的东西也会被劈烂吧。告诉我怎么劈比较好」

   「力業ぁ……まぁそう言うならそうするけど。バッサリ斬ったら中身ごとやっちゃうよな。どう斬れば良いか指示してくれ」

   「请交给我」

   「お任せください」

   　我按照梅伊的指示，把罐头（暂定）纵向劈成两半。当然，因为不能劈到里面的东西，所以只能劈到罐头的金属板部分。非常麻烦。我问她，像平时开罐头一样劈开上面的部分不就好了吗？她说，里面的东西和罐头连在一起，所以没办法拉出来。必须纵向劈开。

   　メイの指示で缶詰（仮）を縦に真っ二つに割ることになった。当然、中身を斬るわけにはいかないので、ぐるっと囲んでいる缶の金属板部分だけである。とても面倒である。普通に缶詰開けるみたいに上の部分斬ったほうが良くない？　と言ったら色々と繫つながっていて、引っ張り出すのは無理なのだそうだ。縦に割ってぱかりと開ける必要があるらしい。

   　虽然费了点功夫，但我按照她的要求，只劈开了罐头的金属板部分，然后又劈开了下半部分，只取下了半边外包装。非常费事。

   　少し苦労したが、ご注文通りに缶詰の金属板部分だけを斬って縦に割り、更に下部を斬ることによってぱかりと半分だけ外装を取れるようにした。物もの凄すごい手間である。
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   「那么」

   「では」

   　梅伊抬起相当厚的罐头外侧——外壳，露出里面的东西。

   　メイが割と分厚い缶の外側──外殻を持ち上げ、中身を露あらわにする。

   「哎……」

   「えぇ……」

   「——」

   「──」

   「……」

   「……」

   「咦？」

   「へぇ？」

   　我和蜜蜜，库姬三个人都哑口无言。只有翔子医师发出兴致勃勃的声音。

   　俺とミミ、クギの三人は絶句した。ショーコ先生だけは興味深げな声を上げている。

   　罐头里面是一个全裸的……大概是少女。为什么说是大概呢，因为从罐头底部伸出的无数导线插在她身体的各个部位，身体上的洞里都插着管子。嘴里，鼻子，下半身都是。

   　缶詰の中身は真っ白な全裸の……多分少女だった。何な故ぜ多分なのかというと、缶詰の底から伸びている無数のコードが身体からだのあちこちに突き刺さっており、体中の穴という穴に管が挿入されていたからだ。口にも、鼻にも、下半身にも。

   　在我哑口无言的时候，梅伊迅速地拔掉连接在少女身上和插在她身上的导线和管子，抱起她，带到了医疗舱那里。

   　俺が絶句している間にメイがテキパキと少女に接続されていたり挿入されていたりするコードや管を抜いていき、彼女を抱き上げて医療ポッドに連れて行った。

   　我们跟在迅速行动的翔子医师后面，也移动到医疗舱旁边。

   　素早く動いたショーコ先生に続き、俺達も医療ポッドへの側そばへと移動する。

   「我来扫描一下」

   「どれ、スキャンするよ」

   「好的。她连接着生命维持装置，所以『通常』状态是这样的，身体就像稍微大一点的新生儿」

   「はい。生命維持装置に繫がっているのが『通常』の状態であるようなので、身体が少し大きい新生児のようなものだという話です」

   「诶？这可真有意思……」

   「へぇ？　それは興味深いね……」

   「耐用年数好像只剩一年了」

   「耐用年数は一年を切っているそうで」

   「耐用年数啊……联邦把这样的孩子关在那种罐头里，作为生物元件利用在某些地方吗？怎么说呢，有点过火了」

   「耐用年数、ねぇ……連邦はこんな子をあんな缶詰に閉じ込めて生体ユニットとして何かに利用してるってことかい？　なんというか、度を越してるねぇ」

   　听到她们的对话，我不由得仰望天花板。真的假的。也就是说，那个通讯里提到的什么元件什么的，就是指像她这样的生物元件吗？怎么说呢，有点……没人性吧？就不能再稍微人道一点吗？

   　二人の会話を聞いて思わず天井を仰ぐ。マジかよ。ということはあの通信で言ってたユニットなんとかだのなんだのってのはあの子みたいな生体ユニットのことを指してたってことか？　流石にちょっと、なんというか……人の心とか無いんか？　もう少しなんとかならんかったんか？

   「这孩子的脑袋里装着什么东西。应该说，以大脑为中心，装着各种各样的东西……内脏功能到底是怎么变成这样的。骨骼也歪了，肌肉也很糟糕。总之先把这个和这个和这个……」

   「この子、頭の中に何か入ってるね。というか、脳を中心になんか色々入ってるなぁ……内臓機能は何をどうしたらこんなことになるんだろうか。骨格も歪ゆがんでしまっているし、筋肉も酷いなぁ。とりあえずこれとこれとこれを……」

   　翔子医师一边检查医疗舱的扫描结果一边嘟囔着。虽然我完全看不懂显示的内容，但总之我知道她的状态很糟糕。

   　医療ポッドのスキャン結果を精査しながらショーコ先生がぼやく。俺には表示内容がまったく理解できないが、とにかく酷い状態だというのはわかった。

   「啊……能救活吗？」

   「あー……助かるのか？」

   　我一边看着医疗舱内被注入了各种药剂，被神秘的光线照射，被装上类似呼吸器的少女，一边向翔子医师问道。

   　医療ポッド内で何種類もの薬剤を注入されたり、謎の光を照射されたり、呼吸器らしきものを装着されたりしている少女を眺めながらショーコ先生に問いかける。

   「只要在医疗舱里，她就不会死。多亏了希罗君你砸大钱买来的高级货。话说回来，我猜这孩子是被人故意抑制了大脑以外的成长。虽然要仔细检查才能确定，但根据大脑的状态来看，她至少超过二十岁了」

   「この医療ポッドの中ならとりあえず死ぬことはないよ。ヒロくんが大枚叩はたいて良いのを入れてくれたおかげだねぇ。というかこの子、多分だけど人為的に脳以外の成長を抑制されてるね。きちんと調べてみないとわからないけど、脳の状態から考えると軽く二十歳は超えてるよ」

   「真的假的」

   「マジかよ」

   　不管怎么看，她的外表年龄都不到十岁。勉强算是少女？不，应该是幼女吧？总之就是这种感觉。

   　どう見ても彼女の外見年齢は十歳未満にしか見えない。ギリギリ少女？　いや、幼女では？　って見た目なんだが。

   「那个，希罗大人。再怎么说，女孩子裸体还是……」

   「あの、ヒロ様。流石に女の子の裸ですから……」

   「嗯，也是……梅伊，你和这孩子说过话吗？」

   「まぁそうだが……メイ、この子と話したのか？」

   　虽然我看着这个毫无起伏的幼女的裸体也没什么感觉，但我不知道她会怎么想。所以，我听从蜜蜜的话，把视线从她身上移开，向梅伊问道。

   　真っ白くて起伏もクソもない幼女の裸を見てもなんとも思わないが、彼女がどう思うかはわからない。なので、ミミの言葉に素直に従って彼女の身体から視線を外しつつ、メイに話を振る。

   「是的。虽然没有交谈，但有进行过交流。虽然突然就被入侵了」

   「はい。言葉を交わしたわけではありませんが、コミュニケーションは取りました。いきなりクラッキングされかけましたが」

   「喂，这样没问题吗？」

   「おい。大丈夫なのか、それは」

   　所以她才僵住的吗？虽说时间很短，但能给梅伊带来无法回答的负荷，真是厉害。

   　それで固まってたのか。短時間とはいえメイが応答できなくなるほどの負荷をかけるって凄いな。

   「没问题。虽然她作为人类，活用脑内芯片和人类大脑的电子战能力是相当惊人的，但还不足以凌驾拥有阳电子头脑的机械智慧」

   「問題ありません。脳内のチップと人間の脳をフル活用した電子戦能力は人間としては驚異的なものなのでしょうが、陽電子頭脳を持つ機械知性を凌りよう駕がするほどではありません」

   　梅伊一脸得意。虽然她面无表情。梅伊对自己的性能还挺有自信的，或者说喜欢炫耀自己的性能。不过她平时就是那样，所以还挺可爱的。

   　メイ、迫真のドヤ顔である。無表情だけど。メイって地味に自分のスペックに自信を持っているというか、スペックを誇示するのが好きだよな。普段が普段だからそこが可愛かわいいんだが。

   「原，原来如此……？」

   「な、なるほど……？」

   「啊，原来压制是这个意思。和梅伊小姐直接连接大脑进行电子战……诶，这孩子没事吧？」

   「あ、制圧ってそういうことですか。メイさんと脳を直結して電子戦を……え、それ大丈夫だったんですか？　この子」

   「生命机能应该没有受到严重损伤。可能只是刺激有点强」

   「生命機能に重篤なダメージは無いと思います。少々刺激が強かったかもしれませんが」

   「与其说是刺激有点强，不如说是完全晕过去了。要是刺激再强一点，可能在从那个罐子里出来之前就死掉了」

   「刺激が強かったというか、完全に失神してるけどね。もう少し刺激とやらが強かったらあの缶詰から出す前に死んでたかもしれないよ？」

   「从芯片里提取情报稍微花了点时间。芯片的温度应该没有高到会损伤脑细胞。博士，麻烦你冷却大脑」

   「少々チップから情報を抜くのに手間取りまして。脳細胞に損傷を与えるほどにはチップの温度は上がっていない筈はずです。ドクター、脳の冷却をお願いします」

   「你还要做什么吗？希望不要给她带来太大负担」

   「まだ何かやるつもりかい？　負担が大きいのはやめてほしいんだけど」

   「为了让她醒来的时候不会陷入恐慌，需要做一些处理」

   「起きた時にパニックに陥らないように処置する必要がありますので」

   　梅伊说完，就像刚才把罐子接上一样，把医疗舱接了上去。然后，医疗舱内少女的脖子上就插上了类似电线的东西。看来那个部分有类似连接端口的东西。

   　そう言ってメイが先程缶詰にしたのと同じように医療ポッドに接続する。すると、医療ポッド内の少女にコードのようなものが伸びていって首筋に突き刺さった。どうやらあの部分に接続ポートのようなものがあるらしい。

   「这样就没问题了」

   「これで大丈夫です」

   「你做了什么？」

   「何をしたんだ？」

   「我从电子层面隔离了这个医疗舱。而且我一感应到她醒来就会立刻通知您，所以请您放心」

   「この医療ポッドを電子的な意味で隔離しました。彼女が目覚めればすぐに私が感知できるようにもしましたので、ご安心を」

   「这样啊……虽然不太懂，但这个孩子就交给你们了。拜托了」

   「そっかぁ……よくわからんが、この子のことは二人に任せる。頼んだぞ」

   「是，主人」

   「はい、ご主人様」

   「嗯，交给我们吧」

   「うん、任せておいてくれたまえ」

   　总之，先暂时忘记这个罐子里面的东西，继续探索幸存者吧。啊，还得联系帝国航宙军的中士和瑟琳娜，告诉他们这个罐子的事。本来发现幸存者后应该向帝国航宙军指挥幸存者探索的中士报告，但这个幸存者似乎并不普通。嗯，这绝对会惹上麻烦事。毫无疑问。

   　とりあえず、この缶詰の中身のことは一いつ旦たん忘れて生存者探索に戻るとしよう。ああ、この缶詰のことについて帝国航宙軍の士官とセレナに連絡もしておかないとな。本来見つけた生存者に関しての報告先はセレナじゃなくて帝国航宙軍の生存者探索を指揮している士官なんだが、どうも普通の生存者じゃないみたいだし。まぁ、これ絶対厄介事だよな。間違いなく。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   『虽然听说过传闻，但这是第一次成功缴获——不对，是捕获。这也是多亏了你的狗屎运吧』

   『噂うわさには聞いていましたが、鹵ろ獲かく──いえ、捕獲？　できたのは初めてですね。これも貴方あなたの悪運の賜たま物ものでしょうか』

   　全息显示器另一侧的瑟琳娜轻轻叹了口气。哎，你叹气也没用啊……我又没做错什么？

   　ホロディスプレイの向こうでセレナが軽く溜ため息いきを吐く。いや、溜息を吐かれてもな……俺は別に悪くないよな？

   　我驾驶克里希那回到了战场遗迹，一边随意地驾驶着船，一边让蜜蜜和库姬负责搜索幸存者，同时应对着瑟琳娜的通讯。

   　クリシュナで戦場跡に戻った俺は適当に船を走らせつつ、ミミとクギに生存者の探索を任せてセレナから入った通信に対応していた。

   『不过，这东西在政治上应该能成为不错的武器。包括那个解体的医疗舱在内，可以交给我们吗？』

   『まぁ、政治的な意味での武器にはなりそうですね。その解体したポッドを含め、引き渡して頂けますか？』

   「要我交出来也不是不行，但那个医疗舱好像已经接近使用年限了。内脏破破烂烂的，肌肉和骨骼也软趴趴的，骨骼还歪七扭八的。据我们的医生和女仆机器人所说，她就像是个巨大的新生儿，至少在目前这个状态下，如果不让她待在高性能医疗舱里，她很快就会死掉。」

   「引き渡しは構わんと言えば構わんのだが、耐用年数間近らしくてな？　内臓はボロボロ、筋肉も骨格もふにゃふにゃのスカスカ、骨格も歪んでいるとかなんとか。うちのドクターとメイドロイドが言うにはデカい新生児みたいなもので、少なくとも現状では高性能医療ポッドの中でないとすぐ死にかねんそうだ」

   『居然已经到了这种地步……真是残忍。和宙贼没什么两样。』

   『そこまでですか……非道な。宙賊と大して変わりませんね』

   「我同意你的看法。」

   「その意見には同意するよ」

   　为了达成目的而扭曲人的生命，无视本人的意志和一切，将其压榨殆尽，这是宙贼常用的手段。你说这和人类把家畜当成家畜对待有什么区别？可是人类又不是家畜。我可不想被当成家畜对待，所以会全力拒绝。除了过度的博爱主义者之外，我想大家应该都持相同意见。

   　人の命を目的に沿うように都合よく歪めて、本人の意志も何もかも無視して使い潰つぶすというのは宙賊がよくやる手口だ。人間が家畜にしているのと同じことじゃないかって？　でも人間は家畜じゃねぇしなぁ。俺はそのように扱われたくないんで、全力でＮＧを出したいね。度が過ぎた博愛主義者以外は同じ意見だと思うが。

   「所以，你觉得她就是那个生物指挥单元吗？」

   「で、彼女がその生体指揮ユニットとやらだと思うか？」

   「她应该不是贝雷贝雷姆联邦军从宙贼手中夺回的受害者，所以几乎可以确定了。虽然对方会不会承认是另一回事，但至少可以当成谴责的材料。话虽如此，问题在于……」

   「ベレベレム連邦軍が宙賊から奪還した被害者ということもないでしょうし、ほぼ確定かと思いますね。それをあちらが認めるかどうかは別の話ですが、まぁ非難の材料にはなるでしょう。とはいえ、問題は……」

   「问题在于？」

   「問題は？」

   『对方不承认的话。联邦里不存在那样的人类。当然，联邦军里也不存在那样的人类。贝雷贝雷姆联邦与帝国妄言捏造出来的可怜少女毫无瓜葛——如果对方这么说的话……』

   『あちらが認めなかった場合ですね。そんな人間は連邦には存在しない。当然、連邦軍にもそのような人間は存在しない。帝国の妄言によりでっちあげられた哀れな少女に関してベレベレム連邦は一切関知しない、などということになると……』

   「我有种不好的预感。」

   「オラ嫌な予感がしてきたぞ」

   『这样一来，无论帝国法还是宇宙法都会认定她是个无依无靠的遇难者，你就有义务保护她一段时间。毕竟状况特殊，帝国也有可能以她为证人，证明贝雷贝雷姆联邦的残忍行径，将她纳入保护……』

   『そうすると帝国法的にも宇宙法的にも彼女は身寄りのない遭難者ということになるので、貴方に一定期間の保護義務が発生しますね。状況が状況なので、ベレベレム連邦の非道な行いの生き証人として帝国が保護するということも考えられますが……』

   「我倒是希望他们这么做……不过，她能不能活下来还是个未知数。我这就把医生叫过来。」

   「是非そうしてほしいがね……というか、この先彼女が生き残れるかどうかが不明なんだが。ちょっとドクターを呼び出すぞ」

   『好啊，我也想听听专家的意见。』

   『ええ、専門家の話も聞きたいですね』

   　经过几次呼叫，翔子医师的脸出现在全息显示器上。

   　数度のコールを経てショーコ先生の顔がホロディスプレイに表示される。

   「啊——翔子医师？我想问一下从罐头里出来的那个女孩的状态……直截了当地说，她还能活多久？」

   「あー、ショーコ先生？　缶詰から出したあの子の状態を聞きたいんだが……率直に言ってこの先どれくらい生きられそうなんだ？」

   『以贝雷贝雷姆联邦的生命、基因工学技术，很难延长她的寿命吧。但是……如果用帝国的技术就另当别论了。』

   『ベレベレム連邦の生命・遺伝子工学技術だと延命も難しいだろうね。だが……帝国の技術があれば話は違う』

   　不愧是超级医生。现在那张得意的表情看起来很可靠。

   　流石スーパーなドクターだぜ。今はそのドヤ顔が頼もしい。

   『关于她的延命和恢复措施，也不是完全做不到。只是需要时间和金钱。』

   『彼女の延命や回復処置に関してはできないことはないよ。時間もお金もかかるけどね』

   「钱啊……具体来说呢？」

   「金ねぇ……具体的には？」

   『这个嘛，大概500万艾尼吧？包含技术费等费用。去掉技术费的原价大概是200万。』

   『そうだね。５００万エネルくらいかな？　技術料諸もろ々もろ込みで。技術料を抜いた原価は２００万くらいだよ』

   「技术费好贵啊……不过也是啦。让余命不到一年的人大幅延长寿命要500万艾尼，这么一想或许也不算贵。所以如果国家出钱的话，就由我们来做吧？』

   「技術料高いなぁ……まぁそういうものか。余命一年未満の人間を大幅に延命するのに５００万エネル、と考えればそうでもないのかもしれん。というわけで国から金が出るならうちでやるが？」

   　我瞥了瑟琳娜一眼，她把手放在额头上，露出苦涩的表情。

   　ちらりとセレナに視線を向けると、彼女は額に手を当てて苦い表情をしてみせた。

   『我会跟上面商量看看，但不知道能不能拨出那么多预算……请让我考虑一下。』

   『一応上にはかけあってみますが、そこまで予算が出るかどうか……検討させてください』

   『总之，现在先让她稳定下来，至少能进行沟通。那么，我回去处理了。可以吗？』

   『とりあえず、今は容態を安定させてコミュニケーションくらいは取れるようにしておくよ。それじゃあ、処置に戻るけど。良いかな？』

   「嗯，谢谢。总之，你先对她温柔一点。如果国家不照顾她的话，就由我们来照顾吧。」

   「ああ、ありがとう。とりあえず、優しくしてやってくれ。国が面倒見ないならうちで面倒見るから」

   『哎呀？你很温柔呢？』

   『おや？　優しいね？』

   「如果贝雷贝雷姆联邦和帝国都抛弃她的话，那孩子就只能等死了吧。虽然外表和年龄不一致，但那副外表实在是……对小孩子见死不救的话，我会睡不着觉的。」

   「ベレベレム連邦からも帝国からも見捨てられたらあの子は死ぬしか無いだろ。見た目と年齢は合致してないらしいが、流石にあの見た目はな……子供を見捨てるのは寝覚めが悪すぎる」

   　我回想起躺在医疗舱里的少女。别说走路了，连站都站不起来的她被丢弃在帝都的地下城巷弄里，逐渐衰弱而死……不，不可能。不可能有这种事。我讨厌这种事。就算多少有些辛苦，如果是在伸手可及的范围内，我就会去帮助她。虽然我也有极限，但至少如果直接扯上关系的话，我就会去帮助她。

   　医療ポッドに寝かせられている少女の姿を思い浮かべる。まともに歩くどころか立つこともできない彼女が帝都のアンダーレベルの路地に打ち捨てられて弱って死んでいく……いや無いわ。そういうのは無いわ。俺はそういう話が嫌いなんだ。多少苦労してでも手が届く範囲なら助けるわ。俺にだって限界ってもんはあるが、少なくとも直接関わったなら助けるわ。

   『……又是新的女人吗？』

   『……また新しい女ですか』

   「我觉得嫉妒那个也太心胸狭窄了……」

   「流石にあれに嫉しつ妬とするのは心が狭いと思うが……」

   『顺带一提，是这样的孩子哦。』

   『ちなみにこんな子だよ』

   　全息屏幕上显示出少女的身影。虽然从全裸变成了穿着薄薄手术服般的衣服，但血色很差的她白皙的肌肤上装着无数的呼吸器、点滴管等东西，看起来实在很可怜。

   　ホロスクリーンに少女の姿が映し出される。全裸から薄っぺらい手術着のようなものを着せられた姿になっていたが、血の気の薄い彼女の白い肌に呼吸器やら点滴の管やら何やらが無数に装着されていて実に痛々しい。

   [image: ]

   『我收回前言。是我心胸狭窄了。』

   『前言撤回します。私が狭量でした』

   「你能理解真是太好了。总之，就是这么回事……啊～等善后工作结束后，要进行反攻吗？」

   「わかってくれて嬉うれしいよ。とりあえず、そういうことで……あー、後始末が終わったら逆侵攻か？」

   『总之，先夺回原本由我方实际支配的领域。之后等星际闸道修复，后援部队抵达后再决定，应该说，对方应该会带来上头的命令。』

   『とりあえずは元々こちらが実効支配していた領域までは取り戻します。その後はゲートウェイが復旧して後詰めが到着してから決めるというか、あちらが上からの命令を持ってくるはずです』

   「了解。那我就回去搜索幸存者了。」

   「了解。それじゃあ俺は生存者探索に戻るわ」

   　我切断与瑟琳娜和翔子医师的通讯，按照宣言回到搜索幸存者的任务上。

   　セレナとショーコ先生との通信を切断し、宣言通り生存者の探索に戻ることにする。

   　真是的……捡了个奇怪的家伙回来。虽然还不知道未来会怎样，但看来还是先放弃各种念头比较好。

   　まったく……変な拾い物をしてしまったものだな。先はまだわからんが、色々と諦あきらめておいたほうが良さそうだな、これは。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「所以，我们再次开始搜索幸存者……」

   「で、再びの生存者探索なわけだが……」

   『战斗结束已经过了两小时。要再发现幸存者是绝望的。』

   『戦闘終結から既に二時間が経過。これ以上の生存者発見は絶望的ね』

   　在我们因为罐头少女的事情而离开的期间，也在安特利翁上搜索幸存者的艾尔玛在主屏幕的另一头耸了耸肩。

   　俺達が缶詰少女の件で離脱していた間もアントリオンで生存者の探索を行っていたエルマが、そう言ってメインスクリーンの向こうで肩を竦すくめる。

   「如果穿着搭载生命维持装置的太空活动用套装或动力装甲的话，或许还有机会，但如果是那样的话，应该早就被发现了……」

   「生命維持装置を搭載している宙間活動用のスーツやパワーアーマーを装着しているならワンチャンあるが、それならもう発見されてるだろうしなぁ……」

   　不管是哪一种，应该都搭载了遇难时用来告知自己位置的信标，如果里面有人活着，应该早就用那种装置告知自己的位置，被我们发现了才对。逃生舱也是一样。

   　どちらの場合でも遭難時に自分の位置を報しらせるビーコンなんかは搭載している筈なので、中身が生きているならそういったものを使ってとっくに自分の位置を報せ、発見されている筈だ。脱出ポッドなども同じだな。

   　如果是没有那种装置的战斗装甲，或许能在短时间内生存，但经过两个小时，希望实在渺茫。除非经过相当特殊的肉体改造或义体化，否则人类无法在没有生命维持装置的情况下生存于宇宙空间。如果是其他种族的话，可能性倒也不是没有，但如果是那种种族，应该早就被救走了吧。

   　そういったものがないコンバットアーマーの場合でも短時間なら生存できるかもしれないが、二時間となると流石に絶望的だ。余程特殊な身体改造や義体化を施していない限りは、生命維持装置なしで人類ヒユーマンレースは宇宙空間で生存することはできない。それ以外の種族なら可能性はなくもないが、そういった種族ならやはりとっくに救助されているだろう。

   「总之，我们就一边适度探索，一边战场拾荒吧。」

   「まぁ適度に探索しつつ、戦場漁あさりでもするか」

   「说得也是。」

   「そうですね」

   『是啊。』

   『そうね』

   「这样好吗……？」

   「それで良いのでしょうか……？」

   『这样就好。』

   『それでええねん』

   『姑且还是找一下幸存者吧……？』

   『一応生存者も探そうね……？』

   　只有库姬和薇丝卡是认真的，我、蜜蜜、艾尔玛和蒂娜四人已经进入战利品获取模式了。虽然并非完全放弃寻找幸存者，但探索的重心会倾向获取战利品。因为如果是气密的舰船残骸或驾驶舱区块，就算生命维持装置故障，也有可能还有幸存者。

   　真面目なクギとウィスカだけは別だが、俺とミミ、エルマとティーナの四人は既に戦利品獲得モードであった。別に生存者を探すことを完全に諦めるわけではないが、探索の比重は戦利品獲得に傾ける。気密が保たれている艦船の残ざん骸がいやコックピットブロックなら生命維持装置がダウンしていても生き残りがいる可能性はあるからな。

   　话虽如此，根据我的灵能感知能力，我们负责的区域并没有幸存者。

   　とはいえ、俺のサイオニック能力で感知する限りでは俺達の担当区域に生存者はいないのだが。

   　只要对方是生命体，灵能感知能力的探知精度可以说是绝对的。无论是睡着还是昏迷，生命体发出的精神波都不会完全停止，所以即使在这种情况下也能感知到。如果是已经回天乏术的濒死状态，有可能会漏掉，但就算在这种状态下发现也来不及了。

   　サイオニック能力による感知はそれが生命体である限りは絶対と言っても良い精度で相手を探知できる。寝ていようが気絶していようが生命体が発する精神波が完全に停止するわけではないので、そういった場合でも感知だけはできるのだ。手の施しようもない瀕ひん死しなら拾い損ねる可能性もあるが、そんな状態だと見つけたところで間に合わんしな。

   　所以，我转换了心情。

   　そういうわけで気持ちを切り替える。

   「目标是步兵用的装备之类的。军用品即使是在邻国制造的也能卖到高价。」

   「狙い目は歩兵用の装備とかだな。軍用品はお隣の国製でも高値で売れる」

   　光学武器、电浆武器和动力装甲等体积不大，价格昂贵，是效率高的战利品。相反的，口粮、自动食物料理包和饮用水等则是效率低的战利品。因为体积比、重量比等单价都很低。高科技产品、武器弹药和医药品等才是目标。

   　光学兵器やプラズマ兵器、パワーアーマーなんかは嵩かさ張ばらず、高値で売れるので効率の良い戦利品である。逆にレーションとかフードカートリッジ、飲料水なんかは効率が悪い戦利品と言える。体積比、重量比あたりの単価が安いからな。ハイテク製品や武器弾薬、医薬品なんかが狙い目だ。

   　还有那个，军用舰船的零件也很昂贵，但要是在探索幸存者的过程中剥下来的话，应该会被骂吧。如果只是从因战斗而破损的舰船中捡拾释放出来的战利品，应该会被睁一只眼闭一只眼吧。

   　他にはアレだ、軍用の艦船パーツなんかも高価なんだが、流石に生存者を探索している最中に剝はぎ取るのは怒られるだろうな。戦闘によって破損した艦船から放出された戦利品を漁るくらいならお目め溢こぼしされるだろうけど。

   「遗体要怎么处理？」

   「遺体はどうします？」

   「回收。如果回收做得不够彻底，战场遗迹就有可能变成宇宙怪兽的巢穴。而且，古兰坎帝国也不能随便对待敌兵的遗体吧。」

   「回収だ。その辺の回収が甘いと戦場跡が宇宙怪獣の巣そう窟くつになりかねんからな。それに、グラッカン帝国としても敵兵の遺体をぞんざいに扱うわけにもいかないだろう」

   　如果是总数二十艘以下的宙贼集团还好说，如果是在数量更多的舰队交战过的宇宙空间里放置遗体，宇宙怪兽之类的生物就会不知从哪里闻到味道，跑来搜刮遗体。如果遗体和太空垃圾的数量太多，它们甚至有可能直接在原地筑巢繁殖，所以打扫这种战场是很重要的。

   　総数二十隻以下とかの宙賊集団くらいまでならともかく、それ以上の数がドンパチした宇宙空間に遺体を放置すると、宇宙怪獣の類がどこからかその存在を嗅かぎつけて遺体を漁りに来る。遺体やデブリの数が多いとその場で営巣し、繁殖しかねないので、こういった戦場の掃除は重要だ。

   「宇宙怪兽吗……这一带会出现什么样的种类呢？」

   「宇宙怪獣ですか……この辺りではどのような種類のものが出るのでしょう？」

   「嗯？这一带听说有结晶生命体和宇宙海产系列吧。」

   「うん？　この辺で聞くのは結晶生命体と宇宙海産物シリーズかな」

   「宇宙……海产？」

   「宇宙……海産物？」

   　库姬一开始还一脸严肃地听着，听到我的话后就变成了宇宙猫状态。库姬的话与其说是宇宙猫，不如说是宇宙狐狸吧。不过，有那么值得惊讶吗？

   　最初は神妙な顔で聞いてきたクギが、俺の言葉を聞いて宇宙猫状態になっている。クギの場合は宇宙猫というより宇宙狐か。しかしそんなに驚くことか？

   「顺、顺便问一下，具体来说是什么样的……？」

   「ち、ちなみに具体的にはどのような……？」

   「宇宙金枪鱼、宇宙乌贼、宇宙章鱼之类的。在这一带繁殖的应该是宇宙章鱼吧。」

   「宇宙マグロとか宇宙イカとか宇宙タコとか。こういうところで繁殖するのは宇宙タコかな」

   　宇宙章鱼会躲在宇宙船的残骸里埋伏猎物，捕食来搜刮太空垃圾的清道夫和其他宇宙怪兽，是一种凶猛的宇宙怪兽。对于以搜刮宇宙船残骸为生的清道夫来说，宇宙章鱼是经常占据死因前三名的害兽。

   　宇宙タコは宇宙船の残骸などに巣食って獲物を待ち伏せし、デブリを漁りに来たスカベンジャーや他の宇宙怪獣を捕食する獰どう猛もうな宇宙怪獣だ。宇宙船の残骸などを漁って生計を立てているスカベンジャーの死因トップスリーのいずれかに常に鎮座し続ける害獣である。

   「宇宙章鱼好吃吗？」

   「宇宙タコ、美お味いしいんですかね？」

   「你能不能别什么都想吃啊……？宇宙章鱼不仅会捕食其他宇宙怪兽，连来搜刮太空垃圾的清道夫都会吃。真的别再说了。」

   「なんでも食べようとするのやめないか……？　宇宙タコは他の宇宙怪獣だけじゃなくデブリを漁りに来るスカベンジャーとかも食べるからね。本当にやめようね」

   　再怎么说，我也不想吃会吃人肉，或者把人整个吞下去的宇宙怪兽。虽然听说味道不错，但对我来说，吃可能吃过人的宇宙怪兽的肉是绝对不行的。

   　流石に人肉というか人間をパクリと丸まる吞のみにするような宇宙怪獣を食べるのは嫌だ。話によると結構美う味まいらしいが、人を食ったかもしれない宇宙怪獣の肉を口にするのは俺的にＮＧである。

   「吃吃过人的宇宙怪兽的肉确实有点恶心……一想到那和宙贼生产的自动食物料理包差不多，就更恶心了。」

   「確かに人を食べている宇宙怪獣の肉はちょっと嫌ですね……宙賊産のフードカートリッジみたいなものと考えると、尚なお更さら」

   『喂，别说了。我都没食欲了。』

   『ちょっと、やめてよ。食欲が無くなるわ』

   　在主屏幕的另一头，艾尔玛吐着舌头，露出厌烦的表情。宙贼生产的自动食物料理包啊……因为是有效活用加工俘虏时产生的边角料，所以才会生产这种东西。嗯。虽然视情况而定，有时不得不吃，但也不是会让人想积极食用的东西。

   　メインスクリーンの向こうでエルマが舌を出してげんなりとした表情をする。宙賊産のフードカートリッジはなぁ……捕まえた人間を加工した際に出る端材を有効活用したものだったりするので、うん。それでも場合によっては手を付けなければならない時もあるが、積極的に手を出したいものではないな。

   「宇宙真是辽阔啊……」

   「宇宙は広いですね……」

   　听到我们对话的库姬，用失焦的双眼望向虚空，喃喃自语。这情报有那么震撼吗？库姬听到宇宙怪兽时，究竟想象了什么样的东西？韦尔扎鲁斯神圣帝国那边，除了宇宙海产之外，还有其他宇宙怪兽吗？

   　俺達の会話を聞いていたクギが焦点の合わない瞳ひとみを虚空に向けて呟つぶやく。そこまでショッキングな情報だったのか。一体クギは宇宙怪獣と聞いてどんなものを想像していたのだろうか。ヴェルザルス神聖帝国の方では宇宙海産物以外の宇宙怪獣が出るのかね。

   『哥哥、哥哥，我找到一个像是军用品的箱子！里面装了很多东西！』

   『兄さん兄さん、軍用品の箱っぽいの見っけた！　なんかいっぱいあるで！』

   「哦哦，干得好！回收吧！」

   「おお、ナイス！　回収しよう！」

   　虽然也有贝雷贝雷姆联邦军的训练用制服等没用的东西，但还是回收了装满共通规格能源包的军用货柜，以及看起来还能用的光学武器等。可以拿去卖，也可以视性能自己使用，真是令人开心。

   　ベレベレム連邦軍のトレーニング用ユニフォームなどのハズレもあったが、共通規格のエネルギーパック満載の軍用クレートや、まだ使えそうな光学兵器などがサルベージできた。売っても良し、性能次第では自分達で使っても良しでホクホクである。

   「好，就照这个步调继续搜索吧！」

   「よーし、この調子で捜索を続けるぞー」

   　和军队交战时，就是因为有这种好处，才让人欲罢不能。高回报实在令人开心。

   　軍隊相手のドンパチはこれがあるからたまらないな。リターンが大きいのは実に嬉しい。

   　话虽如此，我并不怎么想积极地接下这种委托。虽然回报很大，但风险也相对地高。

   　とはいえ、あまり積極的にこういった依頼を請けたいとは思わないけどな。リターンは大きいけど、リスクも相応だから。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　帝国航宙军在战场四处搜寻并收容了贝雷贝雷姆联邦军的幸存者，也做好了防范前来战场捡漏的拾荒者的对策，接着便开始反攻，以夺回在本次战役爆发前的支配领域。

   　戦場に散らばったベレベレム連邦軍の生存者の収容と捜索を終え、戦場を漁りに来るスカベンジャー対策も終えた帝国航宙軍は、今回の戦役が勃ぼつ発ぱつする直前までの支配領域を取り戻すための逆侵攻を始めた。

   　虽然和贝雷贝雷姆联邦军的补给舰队以及其护卫战力发生了好几次偶发性的战斗，但帝国航宙军都轻松地将其击破。在临时建立起防卫态势后，帝国航宙军的本队便通过修复完毕的星际闸道抵达，我们也就此卸任。

   　ベレベレム連邦軍の補給艦隊やその護衛戦力との偶発的な戦闘は何度か起こったものの、帝国航宙軍はこれを難なく撃破。臨時ながら防衛態勢を確立したところで復旧したゲートウェイを通って帝国航宙軍の本隊が到着し、俺達はお役御免となった。

   　不，我们并没有被开除，而是为了修理和补给而退到后方——克利翁星系。

   　いや、クビとかではなく修理と補給のために後方──クリーオン星系へと退くことになったのだ。

   『能不能帮我个忙？』

   『仕事、手伝ってもらえません？』

   「不要。这不在契约范围内。」

   「嫌です。契約外なので」

   　瑟琳娜抓住了伊克瑟马尔伯爵，夺取了克利翁星系物资集聚基地的指挥权，而她就这么成了负责为返回后方的帝国航宙军进行补给的负责人，忙得不可开交。

   　イクサーマル伯爵を捕らえ、クリーオン星系の物資集積基地の指揮権を奪取していたセレナはそのまま後方へと戻る帝国航宙軍へと補給を行う責任者とされてしまい、その仕事に忙殺されることになった。

   　我们的契约内容只限于战斗相关，帮忙补给业务完全不在契约范围内。不过，光是吃白饭拿报酬也太没义气了，所以我还是在克利翁星系执行巡逻任务。

   　俺達の契約内容はあくまでも戦闘関連だけなので、補給業務を手伝うのは完全に契約外である。まぁ、流石に食っちゃ寝して報酬だけ分捕るというのは仁義にもとるので、クリーオン星系のパトロール任務はしているけど。

   『魔鬼！恶魔！冷血的人渣！你不觉得我心爱的伴侣很可怜吗！？』

   『鬼！　悪魔！　冷血の人でなし！　愛いとしい伴はん侶りよが可か哀わい想そうとは思わないんですか!?』

   「我觉得公私不分不太好……」

   「公私混同は良くないと思うなぁ……」

   　还有，我觉得她不是我的伴侣。至少现在还不是。

   　あと伴侶ではないと思う。少なくともまだ。

   　瑟琳娜告诉我，后方的重武装宙贼似乎已经销声匿迹了。不知道他们是作战失败而躲了起来，还是回到了贝雷贝雷姆联邦，又或者是被当作手下的宙贼背叛而无法继续活动。总之，一旦他们停止活动，就很难继续追踪了。

   　後方を騒がせていた重武装宙賊に関しては姿を消したようだとの話をセレナから聞いた。作戦の失敗を受けて身を隠したのか、ベレベレム連邦に帰ったのか、それとも手足として使っていた宙賊に裏切られて活動ができなくなったのかはわからないが、活動を中止したとなると追うのは難しそうだ。

   　顺带一提，伊克瑟马尔伯爵连同证据一起被宪兵带到了帝都。就算伊克瑟马尔伯爵拥有伯爵中堪称超乎寻常的强大权势，但考虑到他这次企图做的事情，完全就是罪证确凿。而且他不但认罪，证据也一应俱全。

   　ちなみに、イクサーマル伯爵は証拠と共に憲兵によって帝都に連行されていった。いくらイクサーマル伯爵が伯爵としては埒らち外がいとも言える強大な権勢を誇っていたとしても、今回やろうとしたことの内容を考えれば完全にアウトである。自白も証拠もバッチリあるしな。

   　本人无论罪行有多轻都难逃死罪。虽然家族本身有可能存续，但大部分的特权和资产都会被帝国接收，就算家族存续，也几乎会变成徒有虚名的爵位，或是被帝国当作方便的傀儡……瑟琳娜说，他的未来似乎会很黯淡。

   　本人はどんなに軽くとも死罪。家自体は存続される可能性があるが、利権や資産などの多くは帝国に接収されることになり、家が存続したとしても殆ほとんど名ばかりの爵位となるか、帝国によって都合の良い傀かい儡らいにされるか……まぁその未来は暗いものになりそうだというのがセレナの話である。

   「这次大赚了一笔呢！」

   「今回は大おお儲もうけね！」

   　结束和瑟琳娜的通讯，回到休息区后，艾尔玛一边这么说，一边非常开心地握紧拳头。该怎么说呢，她的眼睛好像变成了艾尼的符号。

   　セレナとの通信を終え、休憩スペースに戻るとエルマがそう言いながらとても嬉しそうに拳こぶしを握りしめていた。なんというか、瞳がエネルマークになっていそうな様子である。

   「战果丰硕！说不定又能得到勋章了！」

   「大戦果ですよ！　また勲章が貰もらえるかもしれません！」

   「我讨厌死板的典礼。」

   「堅苦しい式典は嫌だなぁ」

   　不光是击沉，包含严重受损和中度受损等丧失战斗能力的舰艇在内，克里希那的击破战绩是包含旗舰在内的战舰级四艘、巡洋舰级七艘、驱逐舰十二艘、护卫舰三艘、舰载机十八架。

   　撃沈だけでなく大破や中破を含む戦闘能力の喪失を含めると、クリシュナの撃破スコアは旗艦を含む戦艦級が四隻、巡洋艦級が七隻、駆逐艦が十二隻、コルベット三隻、艦載機十八機となった。

   　安特利翁是护卫舰七艘、舰载机二十二架，黑莲花是巡洋舰三艘，此外还有击破自称宙贼的武装舰艇等的报酬，再加上契约金1000万艾尼，报酬总额估计会膨胀到8000万艾尼左右。这已经可以说是小有财富，或者说是亿万富翁了。

   　アントリオンはコルベット七隻、艦載機二十二機、ブラックロータスは巡洋艦三隻、その他宙賊を名乗る武装艦などの撃破報酬も含め、契約金の１０００万エネルなども加えると報酬額は総額で凡そ８０００万エネルほどに膨れ上がると思われた。これはもうちょっとした大金持ちというか、億万長者である。

   「扣掉缴获物资和装备品的变卖收入，居然还有这么多……一般来说，这是一辈子都花不完的金额吧。能不能用这笔钱买下酒厂呢？」

   「鹵ろ獲かくした物資とか装備品の売却益とかを抜きにしてそれかぁ……普通なら一生使い切れそうにないなぁ。酒造メーカーそのものを買い取ったりでけへんかな？」

   「这个金额有点缺乏现实感呢。如果是小酒厂的话，或许买得下来哦。」

   「ちょっと現実感が無い金額だよね。小さいメーカーなら買い取れるかもしれないよ」

   「主公打算如何运用这笔庞大的财富呢？」

   「我が君はそれだけの富を何に使われるのでしょうか？」

   「唔……在某个行星上的居住地买块地，盖一栋豪宅吗？」

   「うーん……どこかの惑星上居住地に土地を買って豪邸でも建てるか？」

   　差不多可以考虑买一栋房子了。不，不如买一艘比黑莲花更大更强的母舰，把那里当成生活据点，这样也行得通吧？有了这么庞大的金额，选项就变得相当广泛。

   　そろそろ夢の一戸建ても現実的な選択肢になってきた。いや、ここは一つブラックロータスよりもデカくて強力な母艦を買って、そこを生活の拠点とするのもアリと言えばアリか？　これだけの金額があれば選択肢はかなり広がるな。

   「对了，翔子医师。那孩子的情况如何？」

   「そういえばショーコ先生。あの子の様子はどうだ？」

   　我透过全息显示器询问人在医疗坞的翔子医师。其实我也想请翔子医师过来，但为了以防万一，还是让她陪在罐头少女身边。

   　ホロディスプレイ越しにメディカルベイにいるショーコ先生に問いかける。本当はショーコ先生にもこっちに来てもらいたかったんだが、万が一に備えて缶詰少女の側についてもらっているのだ。

   『在完成最低限度的处置之前，我会降低她的意识水平，所以她不会醒来。不过，该怎么说呢，那些家伙的做法真的很随便。』

   『最低限の処置を済ませるまでは意識レベルを下げてるから、目覚めないよ。しかしまぁなんというか、雑なやり方をする連中だよ。本当に』

   　翔子医师隔着全息显示器苦笑道。她似乎操作了手边的控制台，全息显示器上显示出躺在医疗舱里，身上插着许多管子和电线的白色少女。少女身上穿着单薄的手术服，看起来十分可怜。

   　そう言ってショーコ先生がホロディスプレイ越しに苦笑いを浮かべる。ショーコ先生が手元のコンソールを操作したらしく、ホロディスプレイに医療ポッドの中で複数の管だのコードだのに繫つながれて横たわっている白い少女の姿が表示される。ペラペラの手術着を着せられている少女の姿はなんとも痛々しい。

   「不能不治疗，而是直接把身体换掉，把意识和生物脑换到新的身体上吗？比如用她的基因培养备用身体，或者完全义体化之类的。」

   「治療じゃなくて身体を作り替えて意識とか生体脳を載せ替えるとかはできないのか？　彼女の遺伝子から培養したスペアボディとか、完全に義体化しちゃうとか」

   『希罗君偶尔会说出很不得了的话呢……？擅自制造所谓的备用身体或克隆人本身就是违法行为，把意识和生物脑移植到培养的克隆人身上，这可是不折不扣的杀人哦？除了大脑以外的完全义体化，在帝国的技术上还没有得到确立，将意识复制到拥有阳电子头脑的人形机器人上的方法，同样在帝国的技术上还没有得到确立。从帝国的基因・生物工程学领域来看，使用纳米机器药物将损坏或功能显著低下的器官恢复到正常状态，或者重新制造，风险更低，更可靠』

   『ヒロくんはたまにとんでもないことを言い出すよね……？　そういう所謂いわゆるスペアボディというかクローンを勝手に製造すること事態がまず違法だし、培養したクローンに意識や生体脳を載せ替えるっていうのは普通に重殺人だからね？　脳以外の完全義体化に関しては帝国では技術がまだ確立されていないし、陽電子頭脳などを持つアンドロイドなどへ意識をコピーする手法も同様に帝国では技術が確立されてないから。帝国の遺伝子・生物工学の分野から見ると、壊れたり機能が著しく低下していたりする臓器やなんかをナノマシン製剤などを使って正常な状態に戻したり、作り替えたりするほうがローリスクで確実だよ』

   「原来如此……机械智慧也无法将意识数字化吗？」

   「なるほどなぁ……意識のデジタル化って機械知性でもできないのか？」

   「是的，主人。非常抱歉，我并不了解这方面的方法。」

   「はい、ご主人様。申し訳ありませんが、そういった手法に関しては私は存じ上げません」

   　梅伊听到我的问题后低头道歉。不，这也不是什么需要道歉的事。

   　メイが俺の質問に謝罪して頭を下げる。いや、謝るほどのことでもないんだが。

   「算了，毕竟是外行人的想法。她就完全交给你们两个了，有什么事再向我报告。」

   「まぁ、素人の思いつきだ。彼女に関しては二人に完全に任せるから、何かあったら報告してくれ」

   『嗯，知道了。』

   『うん、わかったよ』

   「是的，主人。」

   「はい、ご主人様」

  

 
  
   
    尾声

    エピローグ

   

   


   


   　于是，这次的工作也顺利结束了……不对，算顺利吗？最终我们船员无人受伤，船也平安无事。虽然发生了麻烦，但还是可以评价为顺利完成了工作。很好！

   　と、いうわけで今回のお仕事も無事完了したというわけで……いや、無事だったろうか？　最終的にうちのクルーには怪け我が人も無く、船も無事。ならトラブルはあったが無事に仕事を終えたと評価しても良いな。ヨシ！

   「喂，你有在听吗？」

   「ちょっと、聞いてるんですか？」

   「有在听哦～小瑟琳娜好可爱，太棒了。」

   「聞いてるヨー。セレナチャンカワイイヤッター」

   「嘿嘿……是、是吗？嘿嘿嘿。」

   「えへ……そ、そうですか？　えへへ」

   　我随口说出的奉承话让瑟琳娜红着脸，表情放松地笑了。她之所以脸红，不只是因为害羞，也是因为喝醉了。

   　俺のとてもぞんざいなお世辞に顔を赤くしたセレナがふにゃりと表情を崩して笑う。顔が赤いのは照れているだけではなく、酔っ払っているからだけど。

   　自从和瑟琳娜发生关系后，她一有空就会像这样来黑莲花玩，喝得烂醉，向我撒娇，或是和我们船员聊天，应该说是喝酒。

   　セレナと関係を持ってからというもの、彼女は暇さえあればこうしてブラックロータスに遊びに来ては酔い潰つぶれたり、俺に甘えたり、うちのクルーとおしゃべりというか酒盛りをしていたりしている。

   　不过，我也是看准了瑟琳娜的休息时间，像这样让黑莲花回港。这也是理所当然的吧？既然已经出手了，就没有道理继续像以前那样冷淡对待她。既然要吃毒，就要连盘子一起吃。

   　そう言う俺もセレナのオフタイムを狙ってこうしてブラックロータスを帰港させているのだけれども。それはそうだよな？　一度手を出した以上、これまで通りの塩対応を続ける道理はない。毒を喰くらわば皿までである。

   　还有，瑟琳娜虽然是军人，但也不可能二十四小时不休息地工作。只要事先知道她的行程，还是可以通融一下的。

   　あと、セレナがいくら軍人とはいっても流石さすがに二十四時間休み無しの勤務ってわけじゃないからな。事前にスケジュールを教えてもらっていればそれくらいの融通はきかせられる。

   「虽然这可能不是我该在意的事，但你这么频繁地来我这里，真的没问题吗？」

   「別に俺が気にすることじゃないかもしれないんだが、こんなに露骨にうちに通い詰めて大丈夫なのか？」

   「你不用在意啦。虽然有人说上校终于如愿以偿，或是上校终于尝到男人的滋味了，不过——」

   「気にすることはないですよーだ。大佐の想おもいがついに実っただとか、大佐が男を知った顔に、だとか言われてますけどぉー」

   「这应该要在意吧……？」

   「それは気にするべきことなのでは……？」

   　我感到惊讶，但瑟琳娜完全不理会我的担心。算了，既然她本人都说没关系了，那就算了。

   　俺は訝いぶかしんだが、セレナは俺の心配に取り合おうともしなかった。まぁ、本人が良いって言うなら良いけどさ。

   「比、起、这、个……你明白吧？」

   「そ、れ、よ、り、もぉー……わかってますよねぇ？」

   「你是指什么？」

   「なんのことかな？」

   「等你把事情处理完，这里的继任者来了之后，我们就要一起回帝都了。你可要陪我哦？」

   「ごたごたを片付けてここの後任が来たら、一緒に帝都に帰りますよって話ですよぉ。付き合ってもらいますからねぇ？」

   「好好好，我会去的。我会去的。」

   「はいはい、行きます。行きますよ」

   　这次在对抗贝雷贝雷姆联邦军的战斗中，我作为帝国航宙军雇佣的佣兵取得了正式的战果……而且还是大功一件，所以又得到了闪闪发光的勋章，而且在那之前我还把伊克瑟马尔伯爵家的人砍了个七零八落，还砍下了伊克瑟马尔伯爵家嫡子文森特的脑袋。从物理意义上来说。所以还有类似审判，审问，军法会议之类的活动。我不得不跟着瑟琳娜一起回帝都。

   　今回は対ベレベレム連邦軍との戦闘において帝国航宙軍が雇った傭よう兵へいとして公式な戦果を……それも大戦果を挙げたので、またぞろぴっかぴかできらきらの勲章を頂くことになるようだし、その前にイクサーマル伯爵家の連中をバッサバッサと斬りまくったからな。イクサーマル伯爵家の嫡男であったヴィンセントの首も落としたし。物理的な意味で。そっちの方の裁判というか審問というか、軍法会議というか、そんな風味のイベントもある。セレナの帝都帰還にはついていかざるを得ない。

   「你明白就好，明白就好。嘿嘿，你也变得坦率了呢」

   「わかってるなら良いんですよ、わかってるなら。えへ、貴方あなたも素直になりましたねぇ」

   　瑟琳娜笑嘻嘻的，但我并不是因为和她有了那种关系才老老实实听她的话，这次只是迫于形势……不过要说完全没有那方面的想法，那肯定是骗人的。

   　セレナはニコニコしているが、別にセレナとそういう関係になったから彼女の言うことを素直に聞くことになったわけじゃなく、今回は必要に駆られてなんだけど……まぁそういう部分が一ミリもないと言ったら噓うそになるだろうけどさぁ。

   「嗯？挠挠吗？」

   「んや？　らんれふかぁ？」

   「只是因为太可爱了，想挠挠你而已」

   「可愛かわいいからつつきたくなっただけだ」

   　虽然她那微妙地带着得意成分的笑容很可爱，但还是让我有点不爽，所以戳了戳她的脸颊。不过，如果是不久之前，我应该不会这么随意地触碰瑟琳娜的尊容。虽然我自认自己没有多大改变，但还是有相当大的变化吧。

   　微妙にドヤ顔成分を含んだ笑顔が可愛いけどちょっとイラッとしたので頰をつついてやっただけである。まぁ、少し前ならセレナのご尊顔にこんなに気軽に触れようとは思わなかっただろうから、自分ではあまり変わっていないつもりでも結構変わってる部分はあるんだろうな。

   「嘿嘿，嘿嘿嘿……那就没办法了。」

   「えへ、えへへ……ならしかたないですねぇ」

   　稍微夸她可爱，她就会变得这么好哄，老实说让我很担心。不，如果是我以外的人这么说，她可能就不会变成这样了。可恶，真可爱。

   　少し可愛いとか褒めるとこんなにちょろくなってしまうセレナが正直かなり心配である。いや、俺以外に言われてもこんなにはならないのかもしれないが。くそ、可愛いなぁ。

   「咕唔唔……」

   「ぐぬぬ……」

   「好了好了。我明白你的心情。」

   「どうどう。気持ちはわかるけど」

   「蜜蜜，这种时候要展现前辈的从容。」

   「ここは先駆者の余裕を見せるところやで、ミミ」

   「姐姐，强化树脂制的玻璃杯都发出咯吱咯吱的声音了……」

   「お姉ちゃん、強化樹脂製のグラスが軋きしんでるよ……」

   　我从稍远的桌子感受到蜜蜜她们强烈的视线。虽然艾尔玛和薇丝卡帮忙压制住了，但她们也……虽然现在很冷静，但之后的反作用力会很强烈。至于反作用力是什么，我就不说明了。

   　少し離れたテーブルからミミ達の強い視線を感じる。エルマとウィスカは押さえに回ってくれてるけど、あれはあれでなぁ……今は冷静だけど反動が激しいんだよな、二人とも。反動とは何かという点については説明を控えるが。

   「……」

   「……」

   　库姬看着我们，笑嘻嘻的，心情似乎很好。尾巴的动作也是心情好或者高兴时的动作，看来它真的很开心。库姬有时候会退一步，之后得好好陪陪它。

   　クギはそんな俺達を見て機嫌が良さそうにニコニコとしている。尻しつ尾ぽの動きも機嫌が良い時というか、嬉うれしい時の動きなので本当に機嫌が良いのだろう。クギは一歩引いているところがあるから、あとでちゃんと構ってやらないとな。

   


   　翔子医师和梅伊一起陪着那个白色少女——贝雷贝雷姆联邦的生物指挥单元。虽然不是不陪着她，她的状态就会立刻恶化，但因为是了解联邦遗传基因、生命工学的好样本，所以与其说是照顾，不如说是埋头于分析。

   　ショーコ先生はメイと一緒に例の白い少女──ベレベレム連邦の生体指揮ユニットにつきっきりである。彼女がつきっきりでないとすぐにでも容態が急変してしまう、というような状態ではないらしいが、連邦の遺伝子・生命工学について知る良い検体でもあるということで看病というか分析に没頭しているようだ。

   　梅伊似乎会访问生物指挥单元的脑内芯片，抽出情报，或者透过脑内芯片，向处于做梦状态的她提供她的状况和关于我们的信息。

   　メイは生体指揮ユニットの脳内チップにアクセスして情報を引っこ抜いたり、夢を見ているような状態の彼女に脳内チップを介して彼女の状況や俺達に関しての情報を提供しているらしい。

   　她的意识水平被翔子医师有意地降低，但大脑并没有停止活动。似乎是她大脑中植入的芯片发挥了作用，才得以做到这种事。

   　生体ユニットの彼女の意識レベルはショーコ先生によって意図的に落とされているが、脳が活動を停止しているというわけではない。そこに彼女の脳に埋め込まれているチップだのなんだのが作用してそのような芸当ができているようだ。

   　哎？说明很模糊？就算你这么说，我也无能为力啊。虽然我姑且听了一番说明，但我的脑子根本理解不了。我只知道她的身体虽然在睡觉，但大脑和芯片还在运作，而梅伊会访问她的芯片。

   　え？　説明が曖あい昧まい？　んなこと言われてもな。一応説明は受けたが、俺の頭じゃ理解できなかったんだよ。身体からだは寝てるけど脳とチップが動いてて、そこにメイがアクセスしてるってことくらいしか。

   「我会好好教育她，让她不会做出失礼的行为，还请放心」

   「粗相をしないようにちゃんと教育をしておきますので、ご安心を」

   「哦，哦」

   「お、おう」

   　教育到底都做了些什么？我问不出口。感觉有点可怕。

   　教育って一体何をしているんだ？　とは聞けなかった。なんか怖くて。

   「梅伊君访问的时候，那孩子的生命体征偶尔会变得不稳定。我很头疼，能不能让她别再这么做了？」

   「メイくんがアクセスしてる時、たまにあの子のバイタルが不安定になるんだよね。困るから言っておいてくれないかい？」

   「毕竟是梅伊在做的事，而且应该也是有必要的，就睁一只眼闭一只眼吧」

   「メイがやることだし、必要なことなんだろうから目を瞑つぶってくれ」

   「唔……既然你都这么说了」

   「うーん……まぁ、そう言うなら」

   　翔子医师的表情看起来很不痛快，但我不想自找麻烦，所以就让她忍忍吧。至少，应该不会对我造成什么不利。

   　ショーコ先生はすっきりしない表情だったが、俺も藪やぶをつつきたくはないので我慢してもらおう。少なくとも、俺にとって不利益になるようなことはないだろうから。

   


   　就这样，我度过了几天一如既往的日常，然后瑟琳娜的继任者终于从帝都来到了这里。虽然我没有见过对方，但好像是某个贵族的继承人还是什么的，为了创造实绩而被提拔上来的。

   　そんないつも通りといえばいつも通りの日々を少しの間過ごした後、ついに帝都からセレナの後任が赴任してきた。俺が顔を合わせることはなかったが、どこかの貴族の跡取りか何かが実績作りのために抜ばつ擢てきされたらしい。

   　将工作交给继任者后，瑟琳娜的对宙贼独立舰队和我们向帝都出发了。

   　そんな彼に後を任せ、セレナの対宙賊独立艦隊と俺達は帝都へと向けて出発した。

   「啊，希罗。我已经把这次的事情写成霍罗信息发给克莉丝了。加油哦。」

   「ああ、ヒロ。クリスに今回の件について書いたホロメッセージを送っておいたから。頑張ってね」

   「你为什么要这么做？？？」

   「どうしてそういうことするの？？？」

   「因为有淑女协定。」

   「淑女協定がありますから」

   「在我不知道的地方，还有我不知道的协定……」

   「俺の知らんところで俺の知らん協定が……」

   　虽然我隐约察觉到了它的存在。啊，这样一来，克莉丝也会来帝都吧。搞不好我会被夹在霍尔斯侯爵家和达莱恩瓦尔德伯爵家之间？

   　なんとなくその存在には感づいていたけどさ。ああ、そうなるとクリスも帝都に来そうだな。下手するとホールズ侯爵家とダレインワルド伯爵家との間で板挟みになるのか？

   　胃，胃好痛……！！

   　い、胃が痛いてぇ……!!

  

 
  
   
    后　记

    あとがき

   

   


   


   非常感谢您购买《醒来就发现以最强装备及太空船坐拥后宫，以独栋房屋为目标自由生活》第十五集！

   『目覚めたら最強装備と宇宙船持ちだったので、一戸建て目指して傭よう兵へいとして自由に生きたい』十五巻を手に取って頂きありがとうございます！

   　第十五集万岁！希望可以照这个步调一路冲到第二十集！

   　十五巻ヤッター！　この調子で二十巻まで突っ走っていきたいですね！

   


   　那么，我是在黄金周结束时写下这篇后记的。因为累积了许多工作，所以忙得要死！只差一步就要发出临死前的惨叫了！咕呃——！

   　さて、このあとがきを書いているのはゴールデンなウィークが終わった辺りです。何か色々と仕事が積み重なっていて滅め茶ちや苦く茶ちや忙しいです！　断末魔の叫びが出る一歩手前です！　グエーッ！

   　虽然勉强、勉强在最后一刻赶上了。给责任编辑K先生、副责编O先生，以及参与出版的各位添麻烦了。原谅我！

   　まぁなんとか、なんとかギリギリどうにかなっていますけれど。担当編集のＫ氏や、サブ担当のＯ氏、刊行に関わって下さっている皆様にはご迷惑をおかけしております。ゆるして！

   


   　作者的近况，或者该说是惨叫就先到此为止，接下来是惯例的专栏。对了，是最近玩过的游戏专栏。

   　作者の近況というか悲鳴はこの辺りにしておいて、いつものコーナーです。そうだね、最近やったゲームのコーナーだね。

   　这次没玩到太多游戏。真的忙得要死。真的。但也不是完全没玩。毕竟是我嘛！HAHAHAHA！

   　今回はあまり多くのゲームを遊べていません。本当に忙しかったんですよ。本当に。ですが全く遊んでいないわけでもありません。僕ですからね！　ＨＡＨＡＨＡＨＡ！

   　所以，我想介绍的是Nitroplus的《Dolls Nest》。

   　というわけでご紹介したいのはニトロプラスさんの『Ｄｏｌｌｓ Ｎｅｓｔ』ですね。

   　内容上来说就是美少女机娘反乌托邦装甲灵魂的感觉。诶？　属性太多？　是这样没错。不过在无人兵器阔步横行的广大废墟中探索，时而用炮火开路，从无数零件中严选装备进行整备的游玩体验非常棒。

   　内容は言うなれば美少女メカ娘ディストピアアーマードソウルといった感じです。え？　属性がモリモリすぎる？　それはそう。ですが無人兵器が闊かつ歩ぽする広大な廃はい墟きよを探索し、時に砲火で道を切り開き、無数にあるパーツの中から厳選して装備を整えるプレイ体験は素晴らしいものです。

   　世界观和BGM都很棒，是希望各位务必玩玩看的佳作。

   　世界観もＢＧＭも素晴らしいので、是非プレイして頂きたい逸品ですね。

   　受到这个游戏的影响，我打算再次降临到鲁比康，将残存的全部都点燃。身体在渴求着斗争……！

   　こちらをプレイした影響でまたルビコンに舞い降りて、燃え残った全てに火を点つけに行こうかと考えています。身体からだは闘争を求める……！

   　其他还有再次玩起了可以乘坐宇宙船自由飞翔的游戏。虽然最终会变成殖民卫星经营模拟游戏，但那也有那的乐趣，不过要享受自由的感觉的话，还是在无限宽广的宇宙中漫步比较好。现在能做的事情也变多了，很热闹。虽然最初期真的是很寂寞的宇宙。能持续更新真的很厉害。

   　他には宇宙船に乗って割と自由に飛び回れるゲームを再プレイしていたりします。最終的にコロニー運営シミュレーションになってしまう方もアレはアレで楽しいんですが、自由な感じを楽しむなら無限に広がる宇宙を渡り歩いていく方ですね。今は色々とやれることも多くなって賑にぎやかですし。最初期は本当に寂しい宇宙だったんですけどね。継続したアップデートが続いているのは本当に凄すごいと思います。

   


   　那么，游戏的话题就到此为止，稍微说说本篇的话题。

   　さて、ゲームの話はこれくらいにして本編の話を少し。

   　这次是瑟琳娜的回合。虽然她是最先登场的角色，但直到第十五卷才终于！　不愧是不放过任何猎物的瑟琳娜。真是执着。随之而来的麻烦事……现在的希罗肯定能接受。大概。也许。

   　今回はセレナ回ですね。一番最初に登場しておきながら十五巻目にして遂ついに！　流石さすがは狙った獲物は逃さないと言うだけはありましたね。まさに執念。それに付随してくる厄介事は……今のヒロならきっと受け止められると思います。多分。メイビー。

   　然后另一个重点是希罗的灵能能力。到了这里，希罗的能力终于大开眼了。这下子和网络版的“差距”就一口气拉开了。

   　そして更にもう一つのポイントはヒロのサイオニック能力ですね。ここに来てヒロの能力が大きく開眼しています。これは少しずつＷｅｂ版とつけてきた『差』が一気に開いた形になりますね。

   　另外，关于希罗的“操纵时空和命运的能力”具体能做到哪些事情，也有一部分被揭晓了。在我的观测范围内，这属于相当强大的作弊能力。真要说的话，我觉得这更像是最终BOSS会有的能力。话虽如此，规模越大越强的能力越划算！　就让希罗随意使用他那过于强大的力量吧。

   　また、ヒロの『時空間と運命を操る能力』についても具体的にどういうことができてしまうものなのか、ということが一部明らかになりました。私の観測範囲では相当強力な類のイカサマチートですね。どちらかといえば主人公よりもラスボス枠が持っている類の能力だと思います。とはいえなんでもスケールがデカかったり強かったりしたほうがお得ですからね！　ヒロにはその大きすぎる力を好き勝手に使ってもらいましょう。

   


   　接下来是关于本篇中难以出现的设定的环节。

   　次のコーナーは本編に出しにくい設定についてのコーナーです。

   　难得有机会提到灵能能力的话题，这里就来介绍一下韦尔扎鲁斯神圣帝国的三法力……不过本篇应该会提到，所以这次就来介绍一下瑟琳娜被使用，或者差点被使用的那些不正经的宙贼制药剂吧。

   　折角サイオニック能力の話をしているので、ここは一つヴェルザルス神聖帝国における三法力についての解説……は本編で出そうなので、今回はセレナに使われた、使われそうになったろくでもない宙賊製の薬剤について解説しましょう。

   　首先是这次被注射到瑟琳娜体内，让她和希罗发生关系的药剂“人偶”。这是一种纳米机器药剂，凶恶到能够穿透瑟琳娜的异物清除植入物，发挥效果。

   　まずは今回セレナにブスブスと打ち込まれ、ヒロとそういうことになるきっかけとなった薬剤であるマリオネット。こちらはナノマシン製剤であり、セレナの異物除去インプラントを貫通して効果を及ぼすほどの凶悪な薬剤です。

   　被注射这种药剂的人，身体会被体内增幅的纳米机器改造。敏感度会提高三千倍。不，三千倍有点夸张了。总之就是会欲火焚身，不和人做爱就无法平息。哎？你问明明使用了这么高端的技术，效果怎么这么蠢？没办法，毕竟是宙贼制的。

   　この薬剤を打ち込まれた者は体内で増幅したナノマシンによって身体を作り替えられてしまいます。感度三〇〇〇倍です。いや、三〇〇〇倍は言いすぎですが。つまり致さないことには収まらないくらいムラムラします。え？　大層な技術を使っているのに効果が頭悪くないかって？　宙賊製だからね、仕方ないね。

   　不过，这种药剂也不是那么蠢，不管精神力多么强韧的人，被注射了这种药剂后都不可能抑制性冲动。如果勉强忍耐的话会死。这种药剂非常有用，可以用来让自尊心和精神力强韧的人屈服，所以不仅是宙贼，那些爱好不正经的人也十分看重。

   　ただ、そんなに馬鹿にしたものではなく、どんなに強きよう靭じんな精神力を持つ人でもこの薬を打ち込まれた上で性衝動を抑えることは不可能です。下手に我慢すると死にます。プライドや精神力が高い人間を屈服させるのに非常に有用な薬なので、宙賊のみならず悪趣味な連中にも重宝されています。

   　另一种是被称为“蠕虫”的半机械人造寄生生物。从鼻腔等部位入侵的蠕虫会到达牺牲者的脑部，通过APP控制身体的所有反应。就像催眠（物理）一样。和只是改造身体的药剂相比，这种是控制大脑，随心所欲地操纵对方。真是不正经！

   　もう一つはワームと呼ばれる半機械の人造寄生生物です。鼻び腔こうなどから侵入したワームは犠牲者の脳に到達し、アプリを介して身体のあらゆる反応を制御するようになります。オラッ、催眠（物理）みたいなもんです。あくまで身体を改造するだけのマリオネットに対して、こちらは脳を制御して意のままにするものですね。ろくでもないね！

   　其他还有很多不正经的东西，但再继续下去就太硬核了，所以就到此为止吧。

   　他にもえげつない物が色々ありますが、これ以上はハードになってしまうのでこれくらいで。

   　诶？你说已经够硬核了？这点程度还差得远呢……哈哈哈。

   　え？　十分ハードじゃないかって？　これくらいはまだまだ……ハハハ。

   


   　那么，这次就到这里，先告辞了。

   　こんなところで、今回は失礼させていただきます。

   　K责编，O副责编，负责插画的锅岛テツヒロ老師，参与本书发行的各位，以及拿起本书的各位读者，我在此向你们致以深深的谢意。

   　担当のＫさん、サブ担当のＯさん、イラストを担当してくださった鍋なべ島しまテツヒロさん、本巻の発行に関わってくださった皆様、そして何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

   


   　那么，下次在第十六卷再见！希望还能见到大家！

   　では、次は十六巻で！　会えるといいな！
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   无名弃子 1 无貌的退役佣兵想要老婆 电子特别试阅版 （作者：リュート　插画：へいろー）

   フェイスレス・ドロップアウト １　無貌の引退傭兵はお嫁さんが欲しい　電子特別お試し版　（著：リュート　イラスト：へいろー）

  

 









  
   　连脸都改造成了生化人的无貌佣兵葛伦厌倦了危险的战场，决定引退。他发誓要在资源丰富的边境行星经营农场，与「可爱的妻子」过上平静的生活。然而，他却在当地的修女艾莉卡身上看到了被虐待的痕迹，于是他那卓越的战斗能力立刻就派上了用场！

   　顔までサイボーグ化済の無貌の傭兵グレンは危険な戦場に飽きて引退。資源豊富な辺境惑星での農場経営と「可愛いお嫁さん」との穏やかな暮らしを堅く誓う。だが、現地で虐げられていたシスター・エリーカを目にし、その卓越した戦闘能力は錆びつく間もなく発揮されることに！

   　在与她一起享用美食，建设农场据点的过程中，他与长着角的种族等个性十足的美女们相遇，开始了在新天地的温馨（！？）且偶尔血腥的生活！

   　彼女と美味しいご飯を食べたり、農場の拠点建設を進める中で、角のある種族など個性的な美女たちと出会いつつ、新天地でのほのぼの（!?）時々血なまぐさい暮らし始まる！
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   　自从智慧生命体进入宇宙，已经过了漫长的岁月。即使在无比宽广的宇宙空间里，我们仍然争斗不休。

   　知的生命体が宇宙に進出して幾星霜。限りなく広い宇宙空間に進出してなお、俺達おろかなじんるいは争いあっていた。

   　众多宇宙帝国在银河中称霸，透过连结恒星系的星际航线网络，为了争夺恒星系的支配权而展开激烈的争夺战。

   　数多あまたの宇宙帝国が銀河に覇を唱え、恒星系間を繋つなぐハイパーレーンネットワークを介し、恒星系の支配権を巡って熾し烈れつな陣取り合戦が行われている。

   　战火在消耗大量人力、物力资源的同时持续扩大，大口径激光炮烧毁航宙殖民卫星，从行星轨道上发射的电磁加速炮弹将行星上的居住地变成陨石坑，搭载反应弹头的导弹进行饱和攻击，粉碎巨大的宇宙要塞。

   　膨大な人的、物的資源を食くい潰つぶしながら戦火は今も広がり続け、大口径レーザー砲が航宙植民コロニーを焼き払い、惑星軌道上から放たれた電磁加速砲弾が惑星上居住地をクレーターへと変え、反応弾頭を搭載したミサイルによる飽和攻撃が巨大な宇宙要よう塞さいを粉砕する。

   　据说在银河的另一端，某个巨大的帝国正大肆扩张势力，状况还算不错，但这一带一直都是这样。这种狗屎般的状况已经持续了数百年。

   　銀河の反対側ではなんとかってデカい帝国が幅を利かせていて割とマシな状況だって話だが、この辺りはずっとこうだ。クソッタレな状況がもう何百年も続いてやがる。

   　在这种状况下，战场孤儿能生存下去的方法有限。我从懂事前就在战场上生活，已经过了将近三十年。手脚早就被炸飞了。不仅如此，内脏也几乎都坏了，早在十多年前就没了脸。被电浆手榴弹炸烂了。

   　そんな状況で戦場生まれの孤児が食っていける方法なんて限られてる。物心つく前から戦場暮らしで、もうかれこれ三十年近くだ。手足なんざとっくの昔に吹っ飛んだ。それどころか内臓も殆ほとんどやられたし、もう十年以上も前に顔もなくした。プラズマグレネードに炙あぶられてな。

   　所以，差不多该是那个了。极限了。

   　だからな、もうそろそろアレだ。限界だ。

   「第一名！」

   「イチ抜けた！」

   「哈！？你在说什么啊！？你那颗改造脑袋终于坏掉了吗！？」

   「はぁ!?　何言ってんだお前!?　とうとうサイボーグ頭がイカれたか!?」

   　在我身旁躲在遮蔽物后应战的同事说了句很没礼貌的话。

   　俺のすぐ隣で遮しや蔽へい物に身を隠しながら応戦していた同僚が失礼なことを言ってくる。

   「或许吧！可恶！等这场战斗结束后，我就要辞掉佣兵的工作！我要去某个行星找个老婆，过上优雅的农场生活！」

   「そうかもな！　クソが！　俺はこの戦いが終わったらもう傭よう兵へいなんざ辞めるぞ！　どこかの惑星で嫁さんを探して優雅な農場生活を送ってやる！」

   「我说你啊！在这种状况下说『等这场战斗结束后』，也太不吉利了吧！」

   「お前なぁ！　こんな状況で『俺、この戦いが終わったら』ってのは縁起が悪いにも程があるだろ！」

   「吵死了，谁管你啊！输出最大！上吧！」

   「うるせぇ知るか！　出力最大！　行くぞ！」

   　我的心脏——作为替代品移植的反物质核心发出尖锐的驱动声，开始向人造四肢和感觉器官提供最大限度的动力。

   　俺の心臓──の代わりに移植されている反物質コアが甲高い駆動音を鳴らし、造り物の四肢と感覚器に最大限の動力を供給し始める。

   「我要冲进去扰乱敌阵！配合我！」

   「突っ込んで撹かく乱らんする！　合わせろ！」

   「你可别死得太难看啊！不死之身！」

   「無様にくたばるんじゃねぇぞ！　不死身イモータル！」

   　我听着搭档的声音，展开力场屏障抵挡敌人的攻击，向敌阵呐喊。

   　相棒の声を聞きながら敵の攻撃を防ぐ力場障壁シールドを展開し、敵陣へと吶とつ喊かんする。

   　我受够这种狗屎般的战场了！我要退出了！

   　こんなクソッタレな戦場なんざもうゴメンだ！　俺は降りるぞ！

   


   　　　　☆★☆

   　　　　☆★☆

   


   　我从照顾了我十年左右的佣兵团圆满退伍后，开始整理至今赚到的钱和战利品等资产。

   　ここ十年ほど世話になっていた傭兵団から円満除隊した俺は、今までに稼いだ金や戦利品などの資産整理を始めた。

   「虽然是一笔不小的金额……」

   「ちょっとした大金ではあるがなぁ……」

   　总额大约300万艾尼。虽然这笔钱足够让我过上节俭的生活，但还不足以让我过上奢侈的生活。在战场上出生入死将近三十年，赚到的钱也就只有这点程度。

   　その額、凡およそ３００万エネルほど。慎ましく暮らせばもう二度と働かなくても済むほどの金額ではあるが、贅ぜい沢たくに遊び呆ほうけて暮らせるほどの額ではない。三十年近く戦場で死ぬ思いをしてドンパチしてきてこの程度の稼ぎだ。

   　驾驶航宙舰在宇宙中战斗的航宙佣兵们似乎赚得更多……不过像我们这种以白兵战为主，以血洗血的普通佣兵，能赚到的钱也就只有这种程度。

   　航宙艦を駆り、宇宙を股またにかけて戦う航宙傭兵連中はもっと稼ぐらしいが……白兵戦メインで血で血を洗う俺達のような普通の傭兵が稼げる額なんてこんなもんなんだよな。

   　就连拥有不死之身这种夸张异名的我，也只能赚到这点钱。世道艰辛啊。

   　不死身イモータル、だなんて大層な二つ名をつけられるような俺でもこれだ。世知辛いねぇ。

   「不过这点钱完全不够。」

   「しかしこりゃ全然足りんな」

   　我是在战场上出生长大的，不可能拥有某个国家的市民权，更别说要取得住在安全行星上的第一等市民权，简直是痴人说梦。因为那好像需要几千万或几亿艾尼。位数完全不够。

   　戦場生まれの戦場育ち。そんな俺にどこかの国の市民権なんぞあるわけもなく、まして安全な惑星上居住地に住むための一等市民権の取得なんざ夢のまた夢である。あれ、数千万とか億単位のエネルが必要らしいからな。桁けたが全く足りん。

   「如果是住在航宙殖民卫星的第二等市民权，倒是绰绰有余……」

   「航宙植民コロニーに住むための二等市民権なら余裕だが……」

   　只要50万艾尼就能取得二等市民权。但是，今后要一直住在令人窒息的航宙殖民卫星吗？虽然我不觉得在航宙殖民卫星的生活会比战场差……但难道要日复一日地关在房间里，过着看全息视频或打电动的生活吗？而且还是用这副八成身体都换成了战斗用义体和植入物的身体？毫无疑问，我的精神撑不到半年。

   　50万エネルもあれば二等市民権は取得できる。だが、これから先ずっと息苦しい航宙植民コロニーに住み続けるのか？　航宙植民コロニーでの生活が戦場暮らしに劣るとは思わんが……日がな一日部屋に閉じこもってホロ動画鑑賞だのビデオゲームだのをやって過ごすと？　八割方を戦闘用の義体とインプラントに換装した身体からだを抱えて？　間違いなく俺の精神が半年も保もたんな。

   「这样的话……」

   「となると……」

   　我将邻近的银河地图投影到视野中，注视着某个恒星系。这个恒星系位于被这附近相对强大的三个银河帝国包围的地方，是每个宇宙帝国都可能用来入侵其他国家的路线——也就是所谓的咽喉点。其名为利波斯星系。

   　視界に近隣の銀河地図ギヤラクシーマツプを投影し、とある恒星系に注目する。この辺りでは比較的強力な三つの銀河帝国に囲まれ、それぞれの宇宙帝国が他の二国に侵入するためのルートになり得る──所謂いわゆるチョークポイントと呼ばれるような立地に存在する恒星系だ。その名をリボース星系という。

   　利波斯星系不仅是战略上重要的咽喉点，而且资源丰富，甚至还有经过宜居化改造，适合有机生命体生存的行星。虽然这个地方怎么看都只会成为纷争的火种，但现在包围这个恒星系的三个国家却在微妙的势力平衡下共同统治着这里。

   　リボース星系は戦略上重要なチョークポイントである上に資源が豊富で、有機生命体の生存に適するようテラフォーミングされた惑星まで抱えている。紛争の火種にしかならなそうな場所なのだが、現在はこの恒星系を取り囲む三国の微妙な勢力バランスの上で共同統治がなされていた。

   　虽然实际上恒星系内到处都在爆发类似代理战争的小规模冲突，但为了不让事态扩大，周边诸国也派出了监视团。整体来看，那里已经可以说是混沌之地，或者说是接近于无法地带的地方。

   　実際には恒星系内のあちこちで代理戦争めいた小競り合いが勃ぼつ発ぱつしているらしいが、ことが大きくなり過ぎないように周辺諸国からも監視団が送り込まれているそうな。全体的に見るとそれはもう混こん沌とんとしているというか、ほぼ無法地帯めいている場所である。

   　像我这种过于习惯战场的男人，应该也能在那里过上不错的生活吧？如果是在那个经过宜居化改造的行星，只要做好充分的准备，应该能确保一块相当大的土地，建立一个农场。

   　これは俺のような戦場慣れし過ぎた男でもそれなりに暮らせそうな場所なのでは？　例のテラフォーミングされた惑星でなら、しっかりと準備していけばそれなりの広さの土地を確保して農場の一つくらいは築けそうだ。

   　而且我听说那里也有不少移民。只要有一个能赚钱的农场，说不定会有女孩子愿意嫁给像我这样的改造人。

   　入植者もそこそこいるって噂うわさを聞いたことがあるしな。稼げる農場の一つでもあれば俺みたいなサイボーグ野郎相手でも嫁に来ようって女の子の一人くらいはいるかもしれない。

   　感觉好像行得通。好，就照这个计划进行吧。

   　なんかいける気がしてきたな。よし、このプランでいこう。

   　就这样，不死之身的我——葛伦的行星居住计划开始了。

   　こうして俺こと不死身イモータルグレンの惑星居住計画がスタートした。

   


   　　　　☆★☆

   　　　　☆★☆

   


   　既然已经决定好目的地，接下来就只需要付诸行动。我最大限度地利用了在至今为止的佣兵生活中培养起来的人脉，确保了前往目标星系的交通工具，然后四处搜购了在地表生活时可能会用到的工具、物资和材料。为了和经过行星轨道上的贸易船进行交易，最好还是有一艘小型运输艇。在紧急情况下，它也可以作为在行星上移动的交通工具。

   　行き先を決めてしまえば後は行動するだけだ。今までの傭兵生活で培った伝つ手てを最大限に活用して目標の星系までの足を確保し、地上生活で必要になりそうなツール類や物資、資材を買い漁あさる。惑星軌道上を通りかかるトレーダーシップと取引をするために小型の輸送艇シヤトルくらいはあった方が良いだろう。いざとなれば惑星上で移動するための足にもなる。

   　虽然破船也行，但还是正规的船厂制造的船比较好。像从宙贼的舰艇上回收的拼装船那种不行，可靠性太低了。

   　オンボロでも良いが、しっかりとしたシップメーカー製のものが良いな。サルベージした宙賊艦みたいなキメラシップは駄目だ。信頼性が低過ぎる。

   「武器也是必不可少的……」

   「武器も当然要るな……」

   　根据我打听到的消息，那颗行星上除了有周边三国的武装势力，还有以宙贼为后盾的贼人派阀，以及在宜居化改造完成后的最初期——那似乎是一千多年前的事了——殖民后土著化的当地势力，还有各派阀投入后扎根的生物兵器和失去控制的自律机械兵器，以及散布的基因变异兵器在之后扎根的变异生物，还有因为是无法地带，所以被某家企业或个人随意玩弄基因后被丢弃的人工种族……总之，那里似乎充满了会让殖民者生命暴露在危险之中的存在。武器是绝对必要的。

   　聞くところによると例の惑星は周辺三国の息がかかった武装勢力に加え、宙賊をバックに持つ賊どもの派閥だの、テラフォーミング完了後の最初期──もう一千年以上前の話らしい──に植民して土着化した現地勢力だの、各派閥が投入した後に定着した生物兵器や制御を失った自律機械兵器だの、散布された遺伝子変異兵器がその後、種として定着した変異生物だの、無法地帯だからとどこぞの企業や個人が好き放題にゲノムを弄いじくり回した挙げ句に放置された人工種族だの……とにかく入植者の命を危険に晒さらす存在には事欠かないらしい。武器は絶対に必要だ。

   「当然，食物也是必不可少的，医疗物资最好也准备一些」

   「当然食料も要るし、医療物資も用意した方が良いか」

   　虽然我的内脏大部分都义体化了，但消化系统姑且还是完好的。吃饭可以说是我的唯一乐趣。我需要尽可能多带一些味道好，而且可以长期保存的食物。

   　俺は内臓もかなりの割合で義体化してしまっているが、一応消化器系は生きている。メシは俺の唯一と言ってもいい楽しみだ。できるだけ味が良くて、長期間保存可能な食料を大量に持ち込む必要がある。

   　不过，我在十多年前被电浆手榴弹炸到的时候，下巴也被炸烂了，所以那部分也全部义体化了。不过，我姑且还是有味觉的，所以没有问题。

   　もっとも、十年以上前にプラズマグレネードを食らった時に顎あごも焼け落ちてしまったんで、そこら辺も全部義体なんだがな。まぁ、普通に味覚はあるし、問題は無い。

   　实际上，我脖子以上的部位，没有义体化的只有大脑。而我的大脑也因为电浆爆风的冲击，差点被煮熟了，或者说几乎死掉了。

   　実のところ、俺の首から上で義体でない部分は脳のう味み噌そだけだ。その脳味噌もプラズマ爆風のお陰でほぼボイルされかかって死にかけた、というかほぼ死んだ。

   　尽管如此，我还是活了下来。我之所以能活下来，其实也有一番曲折离奇的故事，不过现在就先不提了。

   　それでも俺は生きている。俺が生き残った理由っつうのにもまた色々と難儀というか奇天烈な事情があるんだが、その話は今はおいておこう。

   　总之，我的身体几乎都义体化了，所以不需要普通的医疗物资。或者说，我用不了。不过，在那颗行星上，不知道会发生什么。就算我用不了，说不定我遇到的某个人会用到。而且，在那种战场，或者说那种接近战场的地方，医疗物资是不愁卖的。

   　で、俺の身体はほぼ義体化されているわけだから、普通の医療物資の類たぐいは使わない。というか使えない。ただ、例の惑星では何が起こるかわからんからな。俺が使わなくても、向こうで出会った誰かに使うことがあるかもしれないし、そもそもああいった戦場というかそれに近い場所では医療物資というのはいくらでも買い手がつくものだ。

   　当然，除了医疗物资以外，我也会带上大量的维护材料和器材，用来维护我自己的义体。毕竟如果维护不足导致我动弹不得的话，那和死了也没什么区别。

   　当然医療物資とは別に義体化している俺自身のメンテナンス資材や機材は十分に持ち込む。メンテ不足で動けなくなったらもう死んだも同然だからな。

   　除此之外，我还准备了通讯设备，以及以防万一的科技数据档案。如果因为某些原因导致我带上的器材和材料无法使用，或者丢失的话，为了在最坏的情况下也能从头开始制作出最低限度的设备和器材，我准备了这些东西。这里面也包含了我带上的器材的修理方法，所以从某种意义上来说，这是比任何东西都重要的东西。

   　他にも通信機器の類やいざという時のためのテクノロジーデータアーカイブなども用意しておく。何らかの要因で持ち込んだ機材や資材が使えなくなったとか、喪失したとか、そういった時のために最悪一からでも最低限の設備や機材を作り出せるようにしておくわけだ。これには持ち込む機材の修理方法なんかも全部入っているから、ある意味では何よりも重要なものだったりする。

   「……差不多就这样吧？」

   「……こんなもんか？」

   　我姑且把清单上的东西都凑齐了。娱乐用的全息电影数据之类的也尽可能地收集了。毕竟娱乐也是很重要的。虽然酒和毒品也算是一种娱乐，但酒和毒品都是喝完或者吸完就没了，而且准备大量的话会很占地方，价格也很贵。从这一点来看，存储卡里可以装入大量娱乐数据的娱乐道具，是非常有效率的娱乐道具。

   　一応、リストにあるものは全て揃そろえた。娯楽用のホロムービーデータだとかそういったものも可能な限り集めた。なんだかんだで重要なものだからな、娯楽ってのは。酒やドラッグも娯楽の一種になるが、酒もドラッグも飲んだりキメたりすれば無くなってしまうものだし、何より大量に用意するとなると嵩かさ張ばるし、値も張る。そういう点で考えると、データスティック一本に大量に入る娯楽用データというのは大変に効率の良い娯楽アイテムだ。

   　还有，酒和毒品之类的玩意对我来说几乎没什么意义。因为会被强化脏器判定为毒物，立刻被无效化。虽然有一瞬间会很爽就是了。

   　あと、俺には殆ど意味が無いんだよな、酒やらドラッグやらの類は。毒物と判定されて強化臓器がすぐに無効化しちまうから。一瞬だけキマるけど。

   　顺带一提，清单是出自于一本名为『在边境世界生存下去的准备』的指南书，里面记载了在治安不好的边境行星上，成功建立起大型殖民卫星的先驱者们的亲身经历，是给初来乍到的移民看的。

   　ちなみに、リストというのは『辺境世界における生き残り方とその準備』という治安が悪めの辺境惑星で、立派なコロニーを築いた成功者達の体験談を基に作られた入植初心者向けのガイドブックに載っていたリストだ。

   　这份清单上记载了他们在建设、经营殖民卫星的过程中，打从心底觉得「要是当初有那个就好了！」的东西，而且随着版本的更新，清单也不断改良、优化。顺带一提，现在是第十四版。

   　このリストは彼らがコロニーの建設、運営中に「あれが最初にあれば苦労しなかったのに！」と心の底から思ったもののリストも載っていて、そのリストも版を重ねるごとにどんどん改良、最適化されてきた。ちなみに今は第十四版である。

   


   　　　　☆★☆

   　　　　☆★☆

   


   「虽然我说过破船也行……但这未免也太破了吧？」

   「オンボロでも良いとは言ったがよぉ……これは無いんじゃねぇか？」

   　我抬头看着到处都是细小伤痕和修补痕迹的小型航宙舰——航宙佣兵们称之为『座布团』，是给新手佣兵用的船。

   　俺はそう言ってあちこち細かいキズだの補修跡だのが目立つ小型航宙艦──航宙傭兵連中が『ザブトン』などと呼ぶ、駆け出し傭兵御ご用よう達たしのソレを見上げた。

   　虽然姑且可以搭载武装，但终究只是自卫用的。与其说是战斗舰，不如说是多用途舰。虽然体积小，但货舱空间还算大。不过，这终究是以舰艇的尺寸来说。

   　一応は武装も積めるが、あくまでも自衛用の域を出ない。戦闘艦というよりはマルチロール艦というやつだな。小さい割にカーゴスペースはそこそこある。あくまでも艦のサイズから考えれば、だが。

   「虽然看起来破破烂烂的，但有好好整备过。而且我还附赠了最低限度的护盾和雷射炮，还不感谢我啊」

   「見た目はボロいがちゃんと整備はしてあるわい。おまけで最低限のシールドとレーザー砲も付けてやったんだから感謝せんか」

   　和我熟识的矮人工匠爷爷不高兴地皱着眉头说道。我和这位爷爷已经认识了将近二十年。从我还是个毛都没长齐的新人的时候开始，就受了他不少照顾。

   　馴な染じみのドワーフ職人である爺じいさんが不機嫌そうに眉間に皺しわを寄せてそう言う。この爺さんとももう二十年近い付き合いだ。俺がガキに毛が生えた程度の駆け出しの頃から色々と世話になっている。

   「话说回来，葛伦啊。我还以为你终于要金盆洗手不当佣兵了，没想到居然特地跑到那种地方生活……你在战场上把脑袋的螺丝给弄掉几根了吗？」

   「それにしてもグレンよ。お前さん、やっと傭兵なんぞから足を洗ったと思ったら、わざわざあんな場所に降りて生活しようとは……戦場で頭のネジを何本か吹っ飛ばされたんか？」

   「十年前我的脑子差点被煮熟了。大概掉了很多根吧。不过啊，爷爷。你觉得变成这副身体的我，事到如今还能在没有臭氧的地方正常生活吗？」

   「十年前に脳をボイルされかかったんだ。何本も吹っ飛んでるんじゃねぇかな。だがよ、爺さん。こんな身体になった俺が今更オゾン臭のしない場所でまともに生きられると思うか？」

   　我张开双臂，像是在炫耀自己的身体。我的四肢全部换成了输出功率是常人几倍到十几倍的强化四肢，为了承受这些四肢的负荷，我的骨骼几乎全部换成了强化合金，内脏也按照损伤顺序换成了人造强化内脏，循环系统也配合这些改造进行了强化，最后连心脏也换成了内置超小型反物质炉的反物质核心。这玩意儿是有些问题的特制品，世上仅此一件——应该说，是尚未被发现的超稀有品。

   　そう言って俺は自分の身体を誇示するように両腕を広げてみせる。四肢は全て常人の数倍から十数倍の出力を誇る強化四肢に換装され、それらの負荷に耐えるため骨格の殆ほとんどは強化合金に置き換えられ、内臓は損傷した順に人造の強化臓器に取り替えられ、循環器系もそれに合わせて強化され、しまいには心臓も超小型反物質炉を内蔵する反物質コアに置き換わっている。こいつは曰いわく付きの特別製で、世に二つと無い──というか発見されていない激レアモノだ。

   　而最厉害的就是这张脸了。我的脸是光滑的黑色，只有嘴巴，而且除了吃饭的时候以外完全不起眼。因为我不用开口就能发出声音。

   　そして極めつきがこの顔だ。のっぺりとした光沢のある黒一色の顔面。口だけはあるが、それも飯を食う時以外は全く目立たない。声を出すのに口を開ける必要がないからな。

   「你也可以在没有臭氧的地方生活吧。」

   「別にオゾン臭のしない場所で生きてもええじゃろうが」

   「在殖民卫星过着和平生活的女孩，怎么可能和我这种佣兵打交道呢？我想和可爱的老婆建立幸福的家庭。」

   「コロニーで平和に過ごしてる娘が俺みたいな傭兵上がりをまともに相手してくれるわけないだろ。俺は可愛かわいい嫁さんと幸せな家庭を築きたいんだ」

   「这个愿望和降落到危险的行星有什么关系？佣兵出身的粗人不管在哪里都不受欢迎吧。」

   「その願望とあの危険な惑星に降りるのと何の関係があるっちゅうんじゃ。傭兵上がりの荒くれ者がモテないのはどこでも同じじゃろ」

   「啧啧啧，爷爷你太天真了。」

   「チッチッチ、甘いな爺さん」

   　我摇摇头，一副「真拿你没办法」的样子。

   　俺はそう言ってやれやれと言わんばかりに首を振ってみせる。

   「在那么危险的地方，暴力肯定是最管用的。我有在大约三十年的佣兵生活中培养出来的暴力。我要用这个保护女孩子。被我保护的女孩子会爱上我。多么完美的理论啊。」

   「それほど危険な場所なら暴力が何よりものを言うに決まってるだろ。俺には凡そ三十年の傭兵生活で培った暴力がある。それで女の子を守る。俺に守られた女の子は俺に惚ほれる。完かん璧ぺきな論理だな」

   「那不就是被你利用了吗？」

   「良いように利用されるだけと違うかの」

   「到时候，我还有暴力嘛。」

   「その時はほら、俺にはやっぱり暴力があるから」

   　如果对方带着敌意、恶意或害意接近我，我也会做出相应的应对。不过，我马上就能分辨出这种人，所以会在事情变得奇怪之前赶走他们。

   　敵意や悪意、害意を持って接してくる相手なら俺だって相応の対応をするだけだ。まぁ、そういう手合いはすぐにわかるから変なことになる前に追い払うまでだがな。

   「啊啊，曾经那么纯真的葛伦小弟，竟然被卑鄙的佣兵思想污染了……爷爷好伤心啊。」

   「ああ、あんなに純真じゃったグレン坊やが下げ衆すい傭よう兵へいの思考に染まってしもうた……爺じじいは悲しいわい」

   「你是在说什么时候的事啊……算了。既然爷爷有好好保养，应该没问题吧。我就按照预定把这家伙收下了。」

   「いつの話をしてんだアンタは……まぁ良いや。爺さんがちゃんと整備してるってんなら問題無いんだろ。予定通りこいつは貰もらっていく」

   「虽然只有最低限度，但超光速驱动和超空间跳跃都有装设。你偶尔要来露个脸哦。」

   「最低限じゃが超光速ドライブもハイパードライブも積んでおるからの。たまには顔を見せに来るんじゃぞ」

   「等我有心情再说。」

   「気が向いたらな」

   　我耸耸肩这么说完，付给爷爷艾尼。接下来只要把为这家伙准备的物资和装备搬上船，和前往当地的交通工具会合就行了。

   　俺は肩を竦すくめてそう言い、爺さんにエネルを支払った。あとはこいつに用意した物資や装備を積んで、現地までの足と合流するだけだ。

   　我的心情已经因为新生活而变得积极起来了。

   　新生活に向けて気分が上向いてきたぜ。

   


   　　　　☆★☆

   　　　　☆★☆

   


   「你是认真的吗？你最近什么时候接受过诊断？」

   「正気かい？　あんた、最近いつ診断受けた？」

   「我既清醒又认真。前几天才刚做过诊断和维护」

   「正気で本気だ。診断とメンテナンスはつい先日受けた」

   　我极其认真地回答了以目标星系周边为地盘做生意的武装商船女船长。突然就怀疑我精神不正常，真是个没礼貌的女人。我和这家伙也认识很久了。差不多是从我失去脸之前开始的，所以大概有十年了吧。

   　目的の星系周辺を縄張りとして商売をしている武装商船の女船長に俺は至極真ま面じ目めにそう答えた。いきなり正気を疑ってくるとか失礼な女だな。こいつとも結構長い付き合いだ。俺が顔を失うちょっと前からだから、十年ちょいくらいか。

   「唉……全部加起来大概有300万吧？有这么多钱的话，去稍微有点那个的殖民卫星，至少能包养一个不错的女人吧」

   「はァー……全部で３００万くらいあったんだったか？　それだけありゃちょいとアレなコロニーにでも行けば一人くらい塩あん梅ばいの良い女を囲うことができたろうに」

   「没有爱的话有点那个。我想要的是老婆，不是性伴侣」

   「愛が無いのはちょっとな。俺が欲しいのは嫁さんでセックスパートナーじゃねぇんだよ」

   「你这副模样，脑子里的幻想也太童话了吧？你是花田少年吗？」

   「あんたその見た目で頭の中メルヒェン過ぎないか？　お花畑かよ」

   　女船长露出一副咬到沙子的表情，说出了很过分的话。有什么关系，我就是对和老婆的生活抱有梦想。

   　女船長が砂でも噛かんだような顔をして酷ひどいことを言う。別に良いだろ、嫁さんとの生活に夢くらい見たって。

   「首先，你就算娶了老婆也没用吧？你那身体能用吗？」

   「第一、あんた嫁さん貰ってもどうしようもないんじゃないの？　使えんのかい？　その身体からだで」

   　女船长说着，把视线转向我敏感的部位。真是个没礼貌的女人。

   　そう言って女船長が俺のデリケートなゾーンに視線を向けてくる。本当に不ぶ躾しつけな女だな。

   「只有这里我有好好保护。我还能用，要试试吗？」

   「ここだけは守ってきたからな。余裕で現役だ。試すか？」

   「才不要。我喜欢的不是你这种大块头，而是可爱的美少年。想被我抱的话，就保持那里不变，把其他部分都变成玩赏用的美少年身体再来吧。」

   「ヤだよ。あたしの趣味はあんたみたいなデカブツじゃなくて可愛い美少年なんだ。あたしに抱かれたきゃソコだけそのままでそれ以外全部愛あい玩がん用の美少年ボディにしてきな」

   「你这家伙的性癖也够重的，没资格说别人吧……」

   「お前も人のこと言えないくらい業の深い性癖してんじゃねぇか……」

   　为什么我非得被这种性癖错乱的变态女人说成童话故事里的登场人物，或是脑袋里开满小花？这个世界也太没天理了吧？

   　なんでこんな倒錯趣味の変態女にメルヒェンだの頭の中お花畑だの言われなきゃならんのだ？　世の中理不尽過ぎでは？

   「算了，你想怎么做都行。我只要按照你的要求把你送到目的地就行了。你已经想好降落到行星后要做什么了吧？」

   「まぁあんたがそうしたいってんなら何だって良いけどね。あたしはオーダー通りにあんたを運ぶだけだ。惑星に降りた後のプランはちゃんと立ててるんだろうね？」

   「随便找个地方降落，确保周边安全。然后建造住家和农场，巩固防御，寻找老婆。作物的种子、农业用无人机和肥料制造机也都有准备。多余的作物也可以拿去卖哦？真正的水果和蔬菜是高级品吧？」

   「適当な場所に降下して周辺を確保。住居と農場を作って防備を固めて嫁さんを探す。作物の種や農業用のドローン、肥料の生成機なんかもちゃんと用意してる。余剰の作物は売ってやっても良いぞ？　本物の果物や野菜は高級品だろ？」

   「这就要看是什么东西了。真正能卖到高价的只有质量好的东西。质量差的话，最后只能用来当自动食物料理包的材料。而且就算某种作物能卖到高价，要是供给过剩，市场价格也会下跌。」

   「モノによるよ。本当に高値がつくのは質が良いものだけさ。質がイマイチだと結局フードカートリッジの材料にするくらいしか使い途みちがなかったりするし。ある作物が高く売れるからって過剰に供給されれば市場価格も落ちるしね」

   「没想到还挺复杂的。不过，我打算先从自给自足开始。」

   「意外と難しいんだな。まぁまずは自給自足をするところからだが」

   　赚钱固然重要，但在此之前，如果不能自给自足的话，一切就无从谈起。毕竟农业用无人机之类的也是消耗品，而且也必须进行资源的开采和零件的制造。看来，就算降落之后，要做的事情也很多。

   　金を稼ぐのも大事だが、それ以前に自給自足ができなければ話にならない。最終的には農業用のドローンなんかも消耗品なわけだし、資源の採掘や部品類の製造なんかもしなきゃならないんだよな。降りてからもやることは多そうだ。

   「总之，你就好好努力，但别把自己搞死了。虽然你就算被杀，感觉也不会死就是了。」

   「ま、死なない程度に頑張りなよ。アンタは殺しても死にそうにないけど」

   「如果失败了，就雇用我吧。我应该能当个不错的保镖。」

   「失敗したらお前のとこで雇ってもらおうかな。良い用心棒になるぞ、多分」

   「以保镖来说，你有点太危险了……」

   「用心棒にしちゃあんたはちょっと物騒過ぎるよ……」

   　女船长苦笑道。什么嘛，说我太危险。我只是有点擅长让人类的脑袋破裂，或是把他们的手脚扯断而已。

   　女船長が苦笑する。なんだよ、物騒過ぎるってのは。ちょっと人間の頭を破裂させたり手足を引き千切ったりするのが得意なだけなのに。

  

 
  
   
    ＃1：「请多指教，艾瑞卡。」

    ＃１：「よろしく、エリーカ」

   

   


   


   　我透过全息显示器眺望缠绕着红光的护盾，抵抗着大气层突入时因隔热压缩而产生的高热。

   　大気圏突入時の断熱圧縮によって発生した高熱に抗あらがい、赤い光を纏まとっているシールドをホロディスプレイ越しに眺める。

   　被女船长运送到目标行星轨道上的我，利用她武装商船搭载的行星扫描器，经过再三斟酌后决定降落地点。我避开将来农场扩大时可能会与其他农场或当地势力产生领土问题的地点，选择了一个似乎也能开采资源的地点。

   　女船長に目標の惑星軌道上へと運ばれた俺は彼女の武装商船に搭載されている惑星スキャナーを使って吟味に吟味を重ね、降下地点を決定した。将来的に農場が大きくなった時に他の農場や現地勢力と領土問題が起きそうな場所は避け、尚なお且かつ資源の採掘もできそうな場所を選定したのだ。

   　不过，如果在周围完全没有其他势力的偏僻地区定居也不太好。在紧急情况下无法互相提供物资，或者无法以物易物的话，最坏的情况可能会陷入困境——好像是这样。虽然是从那本指南书上现学现卖的。

   　ただ、周りに他の勢力が全くいないような僻へき地ちに居を構えるのも上う手まくない。いざという時に物資を融通しあうというか、物々交換ができないと最悪詰むこともありえる──らしいからな。例のガイドブックの受け売りだが。

   　我考虑到今后的事情，准备了相当多的物资，但也不是无限的。为了预防物资枯竭，确保来源是很重要的。

   　俺は今後のことも見据えてかなりの物資を用意してきたが、それだって無限というわけではない。物資の枯渇に備えて入手先を確保しておくのは大事だろうとは思う。

   　不过，这次的准备并没有投入我手头所有的艾尼，所以只要和女船长取得联系，就可以请她运送必要的物资，或是搭乘我现在乘坐的这艘运输艇——座布团到这个星系的殖民卫星或其他星系去采购。

   　もっとも、今回の準備に手持ちのエネルを全部突っ込んだわけでもないので、女船長と連絡が取れれば必要な物資を運んできてもらったり、今乗っているこの輸送艇シヤトル──ザブトンでこの星系にあるコロニーや他星系まで買いに行ったりしても良いのだが。

   「突入舱也没问题。」

   「突入ポッドも問題なし、と」

   　许多大气层突入舱跟在我的运输艇后面，一同向目标地点降落。这些突入舱里装满了我乘坐的运输艇无法全部载运的物资，预定和运输艇一起降落在目标地点。

   　俺のシャトルに随伴するように多数の大気圏突入ポッドが目標地点へと降下していた。俺が乗っているシャトルに載り切らなかった物資を詰め込んだもので、降下目標地点にこのシャトルと一緒に落着する予定だ。

   　不过，这玩意儿还真显眼啊。其他势力应该也看得一清二楚，知道这艘运输艇和突入舱从行星轨道上投入，正朝着目标地点降落。快的话今天之内，慢的话几天之内，斥候就会来查看情况了吧。

   　しかしまぁ、こいつは目立つな。他の勢力からもこのシャトルとポッドが惑星軌道上から投入され、降下目標地点に向かっているのは丸見えだろう。早ければ今日中、遅くとも数日のうちに斥候が様子を見に来るだろうな。

   「首先该建造居住用的组合屋吗……？不，还是先隐蔽装有物资的突入舱和运输艇比较好？」

   「まずは居住用のプレハブか……？　いや、物資の入ったポッドやシャトルを隠いん蔽ぺいした方が良いか？」

   　在我思考着初期行动的时候，地表也逐渐逼近。你问我为什么现在才在想这种事？因为这是我第一次为了居住而降落到行星上啊。我没想到会这么显眼——不对，这么说来，我曾经以战力的身份被装在空投舱里投入地面。记得当时在简报时也说过，空投舱的降落非常显眼。我完全忘了这回事。哈哈哈。

   　などと初動に関して考えている間にも地表が迫ってくる。なんで今更そんなことを考えているのかだと？　居住するために惑星に降下したのなんて初めてなんだぞ、俺は。こんなに目立つとは思っていな──いや、そういえば戦力としてドロップポッドで地上に投入されたことがあったな。あの時もブリーフィングでドロップポッドによる降下は滅茶苦茶目立つと言われていた気がする。すっかり失念していたわけだ。はっはっは。

   　算了，船到桥头自然直。要是有个万一，就诉诸暴力吧。暴力是好东西，可以解决大部分的问题，就像不管到哪里都能使用的通用货币一样。

   　まぁなんとかなるだろう。いざとなれば暴力だ。暴力は良いぞ、暴力は大体のことを解決してくれる。どんな場所でも通じる基本通貨みたいなものだ。

   「事到如今，再怎么慌张也没用。船到桥头自然直。」

   「今更ジタバタしても仕方ないか。なるようになる」

   　就在我喃喃自语，试图说服自己的时候，运输艇的自动着陆系统启动，顺利降落在目标地点。老爷爷说他有好好维护运输艇，看来所言不假，自动着陆系统启动和着陆的过程都很顺利。下次见面时，记得向他道谢。

   　自分に言い聞かせるように呟つぶやいているうちにシャトルの自動着陸システムが起動し、目標地点への着陸が完了した。爺じいさんがちゃんと整備をしていたというのは嘘うそではなかったようで、自動着陸システムの起動や着陸に関してもスムーズなものである。今度会いに行くことがあったら礼を言うことにしよう。

   「这里就是利波斯Ⅲ吗……」

   「ここがリボースⅢか……」

   　我从座布团的舷梯走下利波斯Ⅲ，环顾四周。这里完全没有经过人为开发，放眼望去尽是原野。不远处有山丘和小岩山，地形起伏相当丰富，并非一望无际的平原。

   　ザブトンのタラップからリボースⅢへと降り立ち、辺りを見回す。人の手が入った様子が全く無い。見渡す限りの原野だ。少し離れたところには丘やちょっとした岩山などがあり、そこそこ起伏に富んでいる地形でもある。だだっ広ぴろい平原とかではない。

   　之所以选择这里，是因为可以破坏山丘和岩山来获取建材。基本上，位于恒星系生存圈内的行星土壤，大多富含硅、铝、铁、钙、钾、钠、镁等元素。当然，不同行星的成分会有很大差异，但至少利波斯Ⅲ是这样的感觉。

   　この立地を選んだのは丘や岩山を崩して建材を確保するためだ。基本的に恒星系の生存可能圏ハビタブルゾーンに存在する惑星の土壌というものはケイ素やアルミニウム、鉄、カルシウム、カリウム、ナトリウム、マグネシウムなどの元素が豊富なことが多い。無論、その組成は惑星によって大きく異なるわけだが、少なくともリボースⅢに関してはそんな感じだ。

   　有一种名为构成机的便利工具，可以将含有这些元素的土壤作为材料，轻松制作出各种各样的材料和结构物。我记得正式名称好像是分子分解构成机。为了在行星地表上构筑阵地，我自己也用过好几次。

   　それらの元素を含む土壌を材料にお手軽に様々な素材や構造物を作り出す構成機という便利なツールがあるのだ。確か正式名称は分子分解構成機だかなんだかっていう名前だったかな。惑星地表上で陣地構築をするために俺自身何度も使ったことがある。

   [image: ]

   「首先得掌握周边情况。从无人机和机器人的设置开始吗……感觉会很累人啊。」

   「まずは周辺の把握からだな。ドローンやボットのセットアップからか……こりゃ骨が折れそうだ」

   　虽然单调的作业可以交给机器人和无人机，但启动和设定这些机器人和无人机的工作，必须由我一个人来完成。虽然很让人郁闷，但这也是没办法的事。

   　単純作業はボットやドローンに任せれば良いが、そのボットやドローンの起動や設定などのセットアップは俺が一人でこなさなければならない。全くもって気が滅入る話だが、こればかりはどうしようもないな。

   


   　　　　☆★☆

   　　　　☆★☆

   


   「……真是悠闲啊。」

   「……のどかなもんだ」

   　在目标地点着陆后，已经过了三个小时。我坐在座布团——我乘坐的航天飞机——上，一边吃着口粮，一边眺望着投影在视野中的全息投影。我已经启动了几架侦察用无人机和装备了构成机的杂工・建筑机器人，让它们进行周边侦察、收集资源、建设避难所和仓库等工作，现在我正在一边确认它们的情况，一边休息吃饭。

   　目標地点への着陸から凡およそ三時間。俺はザブトン──俺が乗ってきたシャトルだ──の上に座ってレーションを食いながら視界に投影されているホログラムを眺めていた。既に偵察用のドローンや構成機を装備した雑用・建築ボットを何機か起動して周囲の偵察や資源の収集、シェルターや倉庫の建設などを進めており、今はそれらの様子を確認しながら食事休憩中である。

   　虽然我的身体大部分都经过义体化，但活动时还是需要进食。如果不吃饭，迟早会饿死。不仅如此，吃饭对于维持士气也很重要。毕竟美味的饭菜是生存的活力来源。

   　俺の身体の大半は義体化されているが、活動するのに食事が不要というわけではない。メシを食わねばいずれ餓死する。それだけでなく、士気を保つ上でも食事というものは重要だ。やはり美味うまい飯は生きる活力になるものだからな。

   「动物也挺多的……不知道能不能吃到天然的肉。」

   「動物も結構いるな……天然物の肉を食えるのかね」

   　无人机传来的影像中，映出了许多悠哉地吃着地上草的六脚生物，以及成群结队阔步行走的四脚生物。如果是碳基生物，基本上都可以食用，但有些生物可能会有中毒、病原菌或寄生虫等风险，所以也不能什么都吃。狩猎生活果然没那么容易。

   　ドローンから送られてくる映像には呑のん気きに地面に生えた草を食はむ六本足の生物や、群れで闊かつ歩ぽする四本足の生物が多数映り込んでいた。炭素ベースの生物であれば基本的にその肉は食えるらしいが、生物によっては毒や病原菌、寄生虫などのリスクがあるのでなんでもかんでもってわけにはいかないらしい。狩猟生活ってのも一筋縄じゃいかねぇな。

   　不过，我也没解剖过动物，就算现在去狩猎动物，顶多也只能扔进食物处理机里，做成粘糊糊的难吃营养糊。可以的话，我不想依靠那个东西。

   　まぁ、俺は動物の解体なんざやったこともないから、今動物を狩ったとしてもフードプロセッサーにぶち込んでドロドロでクソまずい栄養補給ペーストにするのが関の山なんだがな。できればあれには頼りたくない。

   「得尽快开始生产食物才行。」

   「早いとこ食料生産も始めないとな」

   　我带来的食物是有限的。如果只有我一个人，这些食物大概够我吃一年左右，但农作物似乎不是种下去就能马上吃。因此，如果不早点开始生产食物，我就会饿死。如果除了我以外，还有其他人需要吃饭，缓冲时间就会变得更短。所以，我不能拖拖拉拉的。

   　用意してきた食料は有限だ。俺一人であれば凡そ一年程度は食い繋つなげるだけの量はあるが、農作物というのは植えてすぐに食えるというわけではないらしい。なので、早めに食料の生産を開始しなければ飢えて死ぬことになる。もし俺以外に食い扶ぶ持ちが増えるようなことがあれば、猶予は更に短くもなる。悠長にはしていられないというわけだ。

   「话虽如此，还是得先构筑防卫网和建造避难所。」

   「とはいえ、まずは防衛網の構築とシェルター作りか」

   　虽然确实必须尽快开始农务，但如果不保护好食物和农务所需的物资，那就本末倒置了，而且也需要确保安全的睡床。确保食物虽然是优先度高的事项，但现阶段还有许多其他应该优先处理的案件。

   　農作業を早急に始めなければならないのは確かにそうなのだが、食料や農作業に使う物資を守ることができなければ本末転倒だし、まずは安全な寝床を確保する必要もある。食料の確保は優先度の高い事項ではあるが、現段階では他にも優先するべき案件が多い。

   「仓库也想盖得大一点……做成半地下式吧。」

   「倉庫も余裕を持ったサイズにしたいな……半地下にするか」

   　比起临时搭建的小屋，半地下式——如果可以的话，做成地下式建筑的话，万一发生什么情况，物资也不容易受到损害。幸运的是，这一带的土壤中含有许多可以作为坚固建筑的建材的元素。妨碍作业的植物分解后也能得到碳素材料，所以无论哪种建筑，都能确保在对人输出程度的雷射炮照射下不会轻易被破坏的耐久性。

   　掘っ建ての小屋よりも半地下──できれば地下構造物にした方が万が一の場合に物資に被害が出にくいだろう。幸い、この辺りの土壌には頑丈な構造物の建材とすることができるだけの元素が十分に多く含まれている。作業の邪魔となる植物も分解して炭素素材も手に入っているので、どの構造物も対人出力程度のレーザーに晒さらされた程度ではそう簡単には破壊されないだけの耐久性を確保することが可能だろう。

   「好了，饭也吃完了，继续工作——嗯？」

   「さて、食い終わったし作業の続きを──ん？」

   　侦察无人机发出了警报。我心想发生了什么事，于是确认了发出警报的无人机传来的影像，上面映出了六个人影，但是。

   　偵察ドローンから警報が発せられた。何事かと思い警報を発したドローンから送られてくる映像を確認してみると、そこには六人の人影が映った、のだが。

   「这是什么集团啊？」

   「どういう集団だ？　こりゃ」

   　五个人很容易理解。是手上拿着像是武器的男人。五人中有三人拿着像是枪械的东西……那难道是能发射实弹的枪吗？真是复古……这个星球的文明退化了不少吧？另外两人拿着小刀和棍棒。

   　五人はわかりやすい。手に武器らしきものを持った男達だ。五人中三人が銃器らしきものを持っているが……あれはまさか実弾を撃ち出す銃か？　なんとレトロな……文明が随分と後退しているんじゃないか？　この星。他の二人はナイフに棍こん棒ぼうときた。

   「然后，最后一个人是……」

   「で、最後の一人が……」

   　是女人。她衣衫褴褛，身上有着明显的虐待痕迹。脖子上还戴着一个粗犷的项圈。那个项圈是外部植入物。它会从颈椎处介入神经信号，剥夺身体的自由，甚至在某种程度上剥夺意志的自由。它被称为奴隶项圈，不过这个称呼倒是很贴切，或者说是简单明了。

   　女だ。ボロボロの服に明らかな虐待の痕こん跡せき。首にはご丁寧にゴツい首輪までついている。あの首輪は外部インプラントだな。頚けい椎ついから神経信号に割り込んで身体からだの自由を奪い、ある程度は意思の自由すら奪う。奴隷の首輪スレイブカラーなんて呼ばれるが、まぁ言い得て妙というか、シンプルな呼び名というか。

   「绝对不是什么正经的家伙。」

   「絶対にろくでもない連中だな」

   　在他们堂而皇之地使用那种外部植入物时，就已经可以确定了。他们恐怕是落魄的宙贼之流吧。不过，我这边也不缺暴力。就来当他们的对手吧。

   　あんな外部インプラントを堂々と使っている時点で確定である。恐らく宙賊崩れとかそういう類たぐいの連中だろう。まぁ、こちらも暴力には不足していない。お相手仕つかまつろうじゃないか。

   　啊，即使是那种家伙，也还是有可能是友好的访问者。虽然我不认为能和他们友好相处，但还是在交手前试着联系一下吧。

   　ああ、あんなのでも一応友好的な訪問の可能性はゼロじゃないからな。そうだったとして仲良くできるとは思わんが。一応やり合う前にコンタクトを取ってみるか。

   


   　　　　□■□

   　　　　□■□

   


   『艾瑞卡。一个人去巡礼之旅太危险了。最近的情势也变得越来越紧张，请你重新考虑一下。』

   『エリーカ。一人で巡礼の旅だなんて危険過ぎます。昨今は情勢もきな臭さを増していますから、どうか思い直してください』

   　司教大人的话在脑海中不断回响。为什么我当时没有听从司教大人的话呢？为什么我当时要帮助这些恶魔般的男人呢？为什么我有一瞬间对这些男人敞开了心扉呢？为什么，为什么，为什么……悔恨之情烧尽了我的心。

   　司教様の言葉が延々と脳裏を過よぎっている。何な故ぜ、私はあの時司教様の言葉を聞かなかったのか。何故、私はあの時この悪魔のような男達を助けてしまったのか。何故、私は一瞬でもこの男達に心を許してしまったのか。何故、何故、何故……悔恨の情が心を焼き尽くす。

   　被奴隶项圈削弱的思考在不断循环。那些人的手，舌头，令人作呕的肉块玷污我身体的瞬间不断在我脑海中闪过。每次闪过都让我心如刀绞，想要放声大叫，但嵌在脖子上的令人作呕的项圈不允许我这么做。

   　奴隷の首輪によって鈍くなった思考がループする。奴やつらの手が、舌が、悍おぞましい肉の塊がこの身を穢けがし尽くした瞬間が何度も何度もフラッシュバックする。その度に心が張り裂け、叫びだしそうになるが、首に嵌はまった悍ましい首輪がそれを許さない。

   「应该就在这附近」

   「この辺りのはずだ」

   「没有冒烟啊。很难找到地方」

   「煙は上がってねぇな。場所がわかりにくい」

   「不过，这样的话至少里面的东西没有烧成灰烬。如果是从上面掉下来的东西，就算是布片也能卖个好价钱」

   「だが、そうなると少なくとも中身が燃えて消し炭になってるってことはねぇわけだ。上から降ってきたモンなら中身が布切れだっていい値段になるぜ」

   「如果是食物或武器就太好了」

   「食い物か武器だと嬉うれしいがな」

   「如果还有新的女人就更好了」

   「新しい女もいれば最高だな」

   「没错，这家伙也差不多要坏掉了」

   「違いない、こいつもそろそろ壊れそうだ」

   　男人们发出下流的笑声。听到这个笑声，我的意识就快要消失了。痛苦，不情愿的愉悦，屈辱，绝望，还有虚无。所有感觉和心情混杂在一起，折磨着我这个存在。

   　男達が下卑た笑い声を上げる。この笑い声を聞くと意識が飛びそうになる。苦痛、望まぬ法悦、屈辱、絶望、そして虚無。全ての感覚と心情がごちゃまぜになり、私という存在を苛さいなむ。

   　啊，如果能像这些男人说的那样坏掉的话，该有多轻松啊。

   　ああ、せめてこの男達が言うように壊れてしまえたらどれだけ楽だろうか。

   『啊，通知你们。你们正在入侵我方的私有地。请表明目的，解除武装。否则将视为敌对行为，予以歼灭。』

   『あー、通達する。貴様らは当方の私有地に侵入しつつある。目的を明らかにし、武装解除せよ。さもなくば敵対的行動と見み做なし、殲せん滅めつする』

   　突然从某处传来男人的声音，将我带走的男人们都提高了警戒。虽然被单方面发现，被搭话了，但不知道声音是从哪里传来的。如果对方从一开始就打算攻击，那我们完全就是受到奇袭。

   　突如どこからか聞こえてきた男の声に私を連行している男達が警戒をあらわにする。一方的に発見され、声をかけられてもどこから声をかけられているのかわからない。あちらに最初から攻撃する意思があれば、完全に奇襲を受けていた形だ。

   「哼，这种东西只是虚张声势。别吓——」

   「へっ、こんなもん虚こ仮け威おどしだ。ビビるんじゃ──」

   　在带头的男人虚张声势的下一瞬间，男人的额头一瞬间发出耀眼的光芒，然后弹飞了。

   　リーダー格の男が虚勢を張った次の瞬間、男の額が一瞬だけ眩まばゆく輝き、弾はじけ飛んだ。

   『感谢你们做出预料之中的反应。不用客气，去死吧。』

   『想定通りの反応ありがとう。遠慮なく死ね』

   　虽然不知道从哪里传来平淡的声音，但其中丝毫没有遗憾的语气。

   　どこからか聞こえてきた平へい坦たんな声だったが、そこに残念そうな響きは微み塵じんも存在しなかった。

   


   　　　　□■□

   　　　　□■□

   


   「一个。」

   「一つ」

   　头部被轰飞了一半以上，第一个贼人倒下了。如果以对人输出的雷射炮直接命中人体，人体就会轻易地被轰飞。没有戴头盔就挑起厮杀，真是令人佩服。

   　頭部が半分以上吹き飛び、一人目の賊が倒れ伏す。対人出力のレーザーを生身で受ければ人体なんぞ容易に消し飛ぶ。ヘルメットも無しに殺し合いを挑むとは、実に恐れ入るな。

   「两个。」

   「二つ」

   　第二个贼人无法接受同伴的头突然被轰飞的事实，呆呆地站着，我轰飞了他的头。几乎不受风和重力的影响，发射后立刻着弹的激光武器是最适合狙击的武器。虽然在有大气存在的地面上，会因为距离而发生威力衰减，但几百米的距离也只会造成微乎其微的衰减。

   　突然仲間の頭が吹き飛んだという事実を呑のみ込めず、呆ほうけたままの二人目の頭を吹き飛ばす。風や重力の影響をほぼ受けず、発射後即着弾するレーザー兵器は狙撃に最適な武器だ。大気の存在する地上では距離による威力減衰が発生するが、それもほんの数百メートル程度の距離ではごく僅わずかである。

   「三个。」

   「三つ」

   　大概是无法锁定狙击地点吧。第三个贼人将手上疑似武器的东西朝向错误的方向，我轰飞了他的侧头部。激光武器的轨迹无法用普通人类的肉眼捕捉。因为那不是可见光。虽然我的眼睛可以轻松地看到就是了。

   　狙撃地点が特定できないのだろう。見当違いの方向に手に持った武器らしきものを向けている三人目の賊の側頭部を吹き飛ばしてやる。レーザー兵器の軌跡というものは普通の人間の肉眼では捉とらえることはできない。可視光線ではないからな。俺の目なら余裕で見えるが。

   「四个。」

   「四つ」

   　我轰飞了丢掉武器，露出可怜表情喊叫着的贼人的头。我没有俘虏他们的意思。因为我没空照顾那种东西。

   　武器を捨て、情けない表情で何かを叫んでいる賊の頭を吹き飛ばす。捕虜を取る気は無い。そんなものの面倒を見ている暇なんて無いからな。

   「五个。」

   「五つ」

   　我轰飞了最后的贼人转身想要逃跑的后头部。我也不打算放过逃亡者。目前比起散布我的据点的威胁度，没有情报的状况反而对我有利。

   　逃げようと身を翻した最後の賊の後頭部を吹き飛ばす。逃亡を許す気もない。現時点では俺の拠点の脅威度を流布させるよりも、そもそも情報が無いという状況の方が有利に働くだろう。

   　虽然没有确认所属和立场就杀了他们，不过在他们给女人戴上项圈露出下流笑容的时候，就不是什么好东西了吧。大概。虽然也有可能是女人是穷凶极恶的坏人，不过到时候再说吧。

   　所属も立場も確認せずに殺やってしまったが、まぁ女に首輪を嵌めて下卑た笑いを浮かべている時点でろくな連中ではないだろう。多分。もしかしたら女の方がとんでもない極悪人って可能性も無くはないが、その時はその時だな。

   「……不过，她没有躲藏的样子呢。」

   「……しかし、身を隠す様子も無いな」

   　大概是被殴打过吧，脸上有惨不忍睹的瘀青的她在瞄准镜的另一端祈祷般地将双手在胸前合十，闭上了眼睛。简直就像是在说请杀了我一样。

   　殴られでもしたのか、顔に痛々しい痣あざがある彼女はスコープの向こうで祈るかのように両手を胸の前で組み合わせ、目を瞑つぶっていた。まるでどうぞ撃ち殺してくださいとでも言わんばかりだ。

   「……唔。」

   「……ふむ」

   　她明显没有武器，也没有战斗的意思。而且我也不想射杀戴着奴隶项圈的女人。虽然她有可能是那些家伙的同伙……不过那种可能性似乎非常低。

   　明らかに丸腰で、戦闘の意思がない。しかも奴隷の首輪を嵌められている女を撃つ気にはなれんな。あの様子で奴らの仲間……という可能性はゼロではないが、その可能性は限りなく低そうだ。

   「让她死在路边的话，我也会很困扰……嗯，或许也不是没有机会。」

   「そこらで野垂れ死にされても困るし……まぁワンチャン無くもなかろう。うん」

   　虽然她看起来不太可能对我这个男人敞开心扉，不过说不定将来会成为我的老婆。而且，虽然她现在衣衫褴褛，不过原本的衣服材质和做工感觉和脑袋被轰飞的那些家伙不同。她和那些家伙所属的派系似乎也不一样。也就是说，她或许也能成为情报来源。

   　あの様子では男の俺に心を開いてくれるかどうか怪しいが、もしかしたら将来的に俺の嫁さんになってくれるかもしれない。それに、ボロボロになってしまっているが、元々の服の質というか作りそのものが頭を吹っ飛ばした連中とは違う感じだ。連中とは所属派閥自体が違いそうでもある。つまり、情報源にもなりそうだ。

   　理论武装，完成。试着接触看看吧。我决定这么做，从伪装用的树枝和割下来的草下爬出来，将长距离狙击用的激光步枪装在背部的支架上，然后从作为狙击点的山丘上跑下去。

   　理論武装、ヨシ。接触してみるか。そうと決めた俺は偽装としておっ被かぶっていた枝やら刈り取った草やらの下から這はい出し、長距離狙撃用レーザーライフルを背部のホルダーにマウントしてから、狙撃ポイントとして使っていた丘を駆け下りていく。

   「没有伏兵。」

   「伏兵はなし」

   　为了以防万一，我先用同步的侦察无人机确认了周围的情况，然后才出现在她的面前。因为对方手无寸铁，所以我也未拿武器。不过，我的四肢拥有轻易碾碎普通人类的力量，而且徒手格斗也是我的拿手好戏。就算对手是动力装甲，我也有信心徒手打赢。

   　念のため同期している偵察ドローンで周囲の確認をしてから彼女の前へと姿を現した。相手が丸腰なので、俺も手に武器は持っていない。もっとも、俺の四肢は普通の人間なら軽く捻ひねり潰つぶせるだけのパワーがあるし、徒手格闘は俺の得意分野だ。パワーアーマー相手でも殴り勝てる自信がある。

   「……」

   「……」

   　我在距离她二十步左右的地方现身，她似乎察觉到了我的气息，双手依旧在胸前交握，睁开眼睛直直地盯着我的脸。她的脸庞虽然脏兮兮的，还有被殴打的瘀青，看起来很痛，不过五官倒是挺端正的。虽然被头巾之类的东西遮住，看不太清楚，不过头发应该是金色的。不错，我喜欢金发。身材也挺不错的。胸部虽然称不上巨乳，但也不算小，腰身和臀部的曲线也相当不错。不，感觉相当棒。

   　彼女から二十歩ほど離れた場所に姿を見せると、俺の気配に気づいたのか彼女は胸の前で手を組んだまま、目を開いて俺の顔をじっと見つめてきた。薄汚れている上に殴られた痣があって痛々しいが、顔立ちは整ってるように思う。被っている頭ず巾きんのようなものに隠れてあまりよく見えないが、髪の毛は金髪か。いいね、金髪は好きだ。身体つきも悪くない。胸も巨乳ってわけじゃないが、小さいというわけでもないし、腰つきやヒップラインも悪くない。いや、結構良い感じだ。

   　我目不转睛地观察着她，她可能是觉得沉默不语的我很可疑，又或者是察觉到了我的视线——虽然她没有眼睛，更没有脸，所以应该不可能——也可能是对突然出现又不发一语地站在原地的我感到害怕，只见她后退了一步。差不多该开口搭话了吧。

   　などと彼女をジロジロと観察していたのだが、黙っている俺を不審に思ったのか、それとも俺の視線に気がついたの──目どころか顔も無いのだからまず無いと思うが──か、あるいは突如現れて無言で立ち尽くしている俺に恐怖を覚えたのか、彼女が一歩後あと退ずさる。そろそろ声をかけるか。

   「看来你没有攻击的意思。抱歉，你先习惯我的这张脸吧。我大概在十年前被电浆手榴弹炸到，整张脸都被烧得一干二净了。」

   「攻撃の意思は無いようだな。すまんが俺のこの顔には慣れてくれ。十年ほど前にプラズマグレネードを食らって綺き麗れいさっぱり顔が焼け落ちちまったんでね」

   　我耸了耸肩这么说，但她只是微微点头。看来奴隶项圈的影响，果然让她的思考和感情变得迟钝了。

   　そう言って肩を竦すくめてみせるが、彼女の反応は小さく頷うなずいてみせるだけであった。やはり奴隷の首輪の影響で思考や感情の動きが鈍くなっているようだ。

   「你不是被我轰掉脑袋的那些家伙的同伙吧？毕竟你戴着那种东西。」

   「あんたは俺が頭を吹っ飛ばした連中の仲間じゃないよな？　そんなモンつけられてるし」

   「……是的。」

   「……はい」

   　我一边说「那种东西」，一边用指尖指着自己的脖子，接着就听到她用沙哑的声音回答。嗯？这是连水都没好好喝的家伙的声音。她的反应之所以迟钝，似乎也受到了脱水症状的影响。

   　俺が「そんなモン」と言いながら指先で自分の首を指してみせると、彼女の口から掠かすれるような声が聞こえてきた。ふん？　こりゃ水もまともに飲んでねぇ奴の声だな。反応が鈍いのは脱水症状も影響していそうだ。

   「OK。总之我不会攻击你。我稍微走一段路就会到我的营地，我会在那里帮你治疗，也会让你吃饭。在那之前，你先喝这个。」

   「オーケー。ならとりあえずあんたを攻撃するつもりはない。少し歩いたところに俺のキャンプがある。そこであんたを手当てしてやるよ。飯も食わせる。その前に、こいつを飲みな」

   　说完，我拿出收在反雷射板载具腰包里的水壶递给她。这是个优秀的东西，可以收集空气中的水分并过滤，生成可以饮用的水。它还有灭菌、净化的功能，所以随时都能喝到干净又安全的水。

   　そう言って俺は対レーザープレートキャリアのポーチに収納してあった水筒を彼女に差し出した。こいつは大気中の水分を集めて濾ろ過かし、飲用可能な水を生成する優れものだ。内容物を滅菌、浄化する機能もあるからいつでも清潔で安全な水を飲むことができる。

   「为什么……？」

   「どうして……？」

   「我当然有非分之想。但为此我需要治疗，要是你因为脱水和营养不良而倒下的话我会很困扰的」

   「下心は当然あるさ。だがそのためには手当てが必要だし、脱水や栄養失調で倒れられちゃ困る」

   「这样，啊……」

   「そう、ですか……」

   　她缓缓地点了点头，似乎接受了我说的话，从我手中接过水壶，开始小口小口地喝起水来。

   　俺の言うことに納得したのか、彼女はゆっくりと頷き、俺から水筒を受け取ってチビチビと水を飲み始めた。
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